
一級建築士　第344260号　　木元　達也一級建築士　第344260号　　木元　達也一級建築士　第344260号　　木元　達也一級建築士　第344260号　　木元　達也一級建築士　第344260号　　木元　達也一級建築士　第344260号　　木元　達也一級建築士　第344260号　　木元　達也

トラス・アーキテクト株式会社トラス・アーキテクト株式会社トラス・アーキテクト株式会社トラス・アーキテクト株式会社トラス・アーキテクト株式会社トラス・アーキテクト株式会社トラス・アーキテクト株式会社

一級建築士事務所　知事登録　第1-4-16号一級建築士事務所　知事登録　第1-4-16号一級建築士事務所　知事登録　第1-4-16号一級建築士事務所　知事登録　第1-4-16号一級建築士事務所　知事登録　第1-4-16号一級建築士事務所　知事登録　第1-4-16号一級建築士事務所　知事登録　第1-4-16号 ほか１棟新築工事ほか１棟新築工事ほか１棟新築工事ほか１棟新築工事ほか１棟新築工事ほか１棟新築工事ほか１棟新築工事
スケートボード等専用施設管理棟スケートボード等専用施設管理棟スケートボード等専用施設管理棟スケートボード等専用施設管理棟スケートボード等専用施設管理棟スケートボード等専用施設管理棟スケートボード等専用施設管理棟

鹿児島市建設局建築部建築課鹿児島市建設局建築部建築課鹿児島市建設局建築部建築課鹿児島市建設局建築部建築課鹿児島市建設局建築部建築課鹿児島市建設局建築部建築課鹿児島市建設局建築部建築課

Ｓ－０１Ｓ－０１Ｓ－０１Ｓ－０１Ｓ－０１Ｓ－０１Ｓ－０１
新構造設計標準仕様　その１新構造設計標準仕様　その１新構造設計標準仕様　その１新構造設計標準仕様　その１新構造設計標準仕様　その１新構造設計標準仕様　その１新構造設計標準仕様　その１

0000000 0000000
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別図による。別図による。別図による。別図による。別図による。別図による。別図による。

設計図書および仕様書の優先順位は以下による。設計図書および仕様書の優先順位は以下による。設計図書および仕様書の優先順位は以下による。設計図書および仕様書の優先順位は以下による。設計図書および仕様書の優先順位は以下による。設計図書および仕様書の優先順位は以下による。設計図書および仕様書の優先順位は以下による。

　①特記仕様　①特記仕様　①特記仕様　①特記仕様　①特記仕様　①特記仕様　①特記仕様

　②設計図（伏図、軸組図、部材リスト、詳細図など）　②設計図（伏図、軸組図、部材リスト、詳細図など）　②設計図（伏図、軸組図、部材リスト、詳細図など）　②設計図（伏図、軸組図、部材リスト、詳細図など）　②設計図（伏図、軸組図、部材リスト、詳細図など）　②設計図（伏図、軸組図、部材リスト、詳細図など）　②設計図（伏図、軸組図、部材リスト、詳細図など）

　③標準図（鉄筋コンクリート構造配筋基準図など）　③標準図（鉄筋コンクリート構造配筋基準図など）　③標準図（鉄筋コンクリート構造配筋基準図など）　③標準図（鉄筋コンクリート構造配筋基準図など）　③標準図（鉄筋コンクリート構造配筋基準図など）　③標準図（鉄筋コンクリート構造配筋基準図など）　③標準図（鉄筋コンクリート構造配筋基準図など）

　④建築工事標準仕様書・同解説（日本建築学会）等　④建築工事標準仕様書・同解説（日本建築学会）等　④建築工事標準仕様書・同解説（日本建築学会）等　④建築工事標準仕様書・同解説（日本建築学会）等　④建築工事標準仕様書・同解説（日本建築学会）等　④建築工事標準仕様書・同解説（日本建築学会）等　④建築工事標準仕様書・同解説（日本建築学会）等

(1)本仕様の適用範囲(1)本仕様の適用範囲(1)本仕様の適用範囲(1)本仕様の適用範囲(1)本仕様の適用範囲(1)本仕様の適用範囲(1)本仕様の適用範囲

(2)仕様書等の優先順位(2)仕様書等の優先順位(2)仕様書等の優先順位(2)仕様書等の優先順位(2)仕様書等の優先順位(2)仕様書等の優先順位(2)仕様書等の優先順位

２．建築物の構造内容２．建築物の構造内容２．建築物の構造内容２．建築物の構造内容２．建築物の構造内容２．建築物の構造内容２．建築物の構造内容

（４）階数（４）階数（４）階数（４）階数（４）階数（４）階数（４）階数

地下　　階　　　　地上　　階　　　塔屋　　階地下　　階　　　　地上　　階　　　塔屋　　階地下　　階　　　　地上　　階　　　塔屋　　階地下　　階　　　　地上　　階　　　塔屋　　階地下　　階　　　　地上　　階　　　塔屋　　階地下　　階　　　　地上　　階　　　塔屋　　階地下　　階　　　　地上　　階　　　塔屋　　階

地下　　階　　　　地上　　階　　　塔屋　　階地下　　階　　　　地上　　階　　　塔屋　　階地下　　階　　　　地上　　階　　　塔屋　　階地下　　階　　　　地上　　階　　　塔屋　　階地下　　階　　　　地上　　階　　　塔屋　　階地下　　階　　　　地上　　階　　　塔屋　　階地下　　階　　　　地上　　階　　　塔屋　　階
（５）構造種別（５）構造種別（５）構造種別（５）構造種別（５）構造種別（５）構造種別（５）構造種別

■鉄筋コンクリート造　　(RC)■鉄筋コンクリート造　　(RC)■鉄筋コンクリート造　　(RC)■鉄筋コンクリート造　　(RC)■鉄筋コンクリート造　　(RC)■鉄筋コンクリート造　　(RC)■鉄筋コンクリート造　　(RC)

□鉄骨鉄筋コンクリート造(SRC)□鉄骨鉄筋コンクリート造(SRC)□鉄骨鉄筋コンクリート造(SRC)□鉄骨鉄筋コンクリート造(SRC)□鉄骨鉄筋コンクリート造(SRC)□鉄骨鉄筋コンクリート造(SRC)□鉄骨鉄筋コンクリート造(SRC)

□□□□□□□

□□□□□□□

□□□□□□□

構  造  種  別構  造  種  別構  造  種  別構  造  種  別構  造  種  別構  造  種  別構  造  種  別

基礎　　階～　　階基礎　　階～　　階基礎　　階～　　階基礎　　階～　　階基礎　　階～　　階基礎　　階～　　階基礎　　階～　　階

階～　　階階～　　階階～　　階階～　　階階～　　階階～　　階階～　　階

階～　　階階～　　階階～　　階階～　　階階～　　階階～　　階階～　　階

□免震建物□免震建物□免震建物□免震建物□免震建物□免震建物□免震建物

□制震建物□制震建物□制震建物□制震建物□制震建物□制震建物□制震建物

□塔状建物□塔状建物□塔状建物□塔状建物□塔状建物□塔状建物□塔状建物

□□□□□□□

□□□□□□□

□□□□□□□

該　当　階　等該　当　階　等該　当　階　等該　当　階　等該　当　階　等該　当　階　等該　当　階　等 架構特徴等架構特徴等架構特徴等架構特徴等架構特徴等架構特徴等架構特徴等

（６）（６）（６）（６）（６）（６）（６） 主要用途主要用途主要用途主要用途主要用途主要用途主要用途

（７）（７）（７）（７）（７）（７）（７） 屋上付属物屋上付属物屋上付属物屋上付属物屋上付属物屋上付属物屋上付属物

□キュービクル　　　kN □高架水槽　　kN □広告塔　　kN □煙突　　　m□キュービクル　　　kN □高架水槽　　kN □広告塔　　kN □煙突　　　m□キュービクル　　　kN □高架水槽　　kN □広告塔　　kN □煙突　　　m□キュービクル　　　kN □高架水槽　　kN □広告塔　　kN □煙突　　　m□キュービクル　　　kN □高架水槽　　kN □広告塔　　kN □煙突　　　m□キュービクル　　　kN □高架水槽　　kN □広告塔　　kN □煙突　　　m□キュービクル　　　kN □高架水槽　　kN □広告塔　　kN □煙突　　　m

（８）（８）（８）（８）（８）（８）（８） 設計荷重設計荷重設計荷重設計荷重設計荷重設計荷重設計荷重

(a)主な積載荷重(a)主な積載荷重(a)主な積載荷重(a)主な積載荷重(a)主な積載荷重(a)主な積載荷重(a)主な積載荷重

室　　名室　　名室　　名室　　名室　　名室　　名室　　名 床　　用床　　用床　　用床　　用床　　用床　　用床　　用 架　構　用架　構　用架　構　用架　構　用架　構　用架　構　用架　構　用 地　震　用地　震　用地　震　用地　震　用地　震　用地　震　用地　震　用

(b)１次設計用地震力(b)１次設計用地震力(b)１次設計用地震力(b)１次設計用地震力(b)１次設計用地震力(b)１次設計用地震力(b)１次設計用地震力

Ｒt= 1.0Ｒt= 1.0Ｒt= 1.0Ｒt= 1.0Ｒt= 1.0Ｒt= 1.0Ｒt= 1.0
（c)風荷重（c)風荷重（c)風荷重（c)風荷重（c)風荷重（c)風荷重（c)風荷重

地表面粗度区分＝Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ地表面粗度区分＝Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ地表面粗度区分＝Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ地表面粗度区分＝Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ地表面粗度区分＝Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ地表面粗度区分＝Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ地表面粗度区分＝Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ

（d)雪荷重（d)雪荷重（d)雪荷重（d)雪荷重（d)雪荷重（d)雪荷重（d)雪荷重

(e)特殊の荷重及び仕上材(e)特殊の荷重及び仕上材(e)特殊の荷重及び仕上材(e)特殊の荷重及び仕上材(e)特殊の荷重及び仕上材(e)特殊の荷重及び仕上材(e)特殊の荷重及び仕上材

□　　　　　　　　　　　　　　　　□　　　　　　　□□　　　　　　　　　　　　　　　　□　　　　　　　□□　　　　　　　　　　　　　　　　□　　　　　　　□□　　　　　　　　　　　　　　　　□　　　　　　　□□　　　　　　　　　　　　　　　　□　　　　　　　□□　　　　　　　　　　　　　　　　□　　　　　　　□□　　　　　　　　　　　　　　　　□　　　　　　　□

（９）構造計算ルート（９）構造計算ルート（９）構造計算ルート（９）構造計算ルート（９）構造計算ルート（９）構造計算ルート（９）構造計算ルート

（10）一次設計時用層間変形角（10）一次設計時用層間変形角（10）一次設計時用層間変形角（10）一次設計時用層間変形角（10）一次設計時用層間変形角（10）一次設計時用層間変形角（10）一次設計時用層間変形角

（11）付帯工事（11）付帯工事（11）付帯工事（11）付帯工事（11）付帯工事（11）付帯工事（11）付帯工事

□門扉　　　□擁壁　　□駐輪場　　□機械式駐車場　　□□門扉　　　□擁壁　　□駐輪場　　□機械式駐車場　　□□門扉　　　□擁壁　　□駐輪場　　□機械式駐車場　　□□門扉　　　□擁壁　　□駐輪場　　□機械式駐車場　　□□門扉　　　□擁壁　　□駐輪場　　□機械式駐車場　　□□門扉　　　□擁壁　　□駐輪場　　□機械式駐車場　　□□門扉　　　□擁壁　　□駐輪場　　□機械式駐車場　　□

□有　　　■無□有　　　■無□有　　　■無□有　　　■無□有　　　■無□有　　　■無□有　　　■無
（12）特定天井（12）特定天井（12）特定天井（12）特定天井（12）特定天井（12）特定天井（12）特定天井

（13）屋根、床、壁（13）屋根、床、壁（13）屋根、床、壁（13）屋根、床、壁（13）屋根、床、壁（13）屋根、床、壁（13）屋根、床、壁

材　種材　種材　種材　種材　種材　種材　種 仕様・構法仕様・構法仕様・構法仕様・構法仕様・構法仕様・構法仕様・構法
ALC　　　　(JIS A 5416)ALC　　　　(JIS A 5416)ALC　　　　(JIS A 5416)ALC　　　　(JIS A 5416)ALC　　　　(JIS A 5416)ALC　　　　(JIS A 5416)ALC　　　　(JIS A 5416)
押出し成形セメント版押出し成形セメント版押出し成形セメント版押出し成形セメント版押出し成形セメント版押出し成形セメント版押出し成形セメント版
□ハーフＰca版　□Ｐca版□ハーフＰca版　□Ｐca版□ハーフＰca版　□Ｐca版□ハーフＰca版　□Ｐca版□ハーフＰca版　□Ｐca版□ハーフＰca版　□Ｐca版□ハーフＰca版　□Ｐca版
折　版折　版折　版折　版折　版折　版折　版
特殊ﾃﾞｯｷﾌﾟﾚｰﾄ 大臣認定(       )特殊ﾃﾞｯｷﾌﾟﾚｰﾄ 大臣認定(       )特殊ﾃﾞｯｷﾌﾟﾚｰﾄ 大臣認定(       )特殊ﾃﾞｯｷﾌﾟﾚｰﾄ 大臣認定(       )特殊ﾃﾞｯｷﾌﾟﾚｰﾄ 大臣認定(       )特殊ﾃﾞｯｷﾌﾟﾚｰﾄ 大臣認定(       )特殊ﾃﾞｯｷﾌﾟﾚｰﾄ 大臣認定(       )

形式　厚　その他形式　厚　その他形式　厚　その他形式　厚　その他形式　厚　その他形式　厚　その他形式　厚　その他 使用箇所使用箇所使用箇所使用箇所使用箇所使用箇所使用箇所

□壁 □床版□壁 □床版□壁 □床版□壁 □床版□壁 □床版□壁 □床版□壁 □床版

□壁 □床版□壁 □床版□壁 □床版□壁 □床版□壁 □床版□壁 □床版□壁 □床版

□屋根 □□屋根 □□屋根 □□屋根 □□屋根 □□屋根 □□屋根 □

□ｽﾗｲﾄﾞ □ﾎﾞﾙﾄ止め□ｽﾗｲﾄﾞ □ﾎﾞﾙﾄ止め□ｽﾗｲﾄﾞ □ﾎﾞﾙﾄ止め□ｽﾗｲﾄﾞ □ﾎﾞﾙﾄ止め□ｽﾗｲﾄﾞ □ﾎﾞﾙﾄ止め□ｽﾗｲﾄﾞ □ﾎﾞﾙﾄ止め□ｽﾗｲﾄﾞ □ﾎﾞﾙﾄ止め
□ﾛｯｷﾝｸﾞ □□ﾛｯｷﾝｸﾞ □□ﾛｯｷﾝｸﾞ □□ﾛｯｷﾝｸﾞ □□ﾛｯｷﾝｸﾞ □□ﾛｯｷﾝｸﾞ □□ﾛｯｷﾝｸﾞ □

□□□□□□□
□□□□□□□

□□□□□□□

適　用　箇　所適　用　箇　所適　用　箇　所適　用　箇　所適　用　箇　所適　用　箇　所適　用　箇　所

階階階階階階階 部　位部　位部　位部　位部　位部　位部　位

土間コンクリート土間コンクリート土間コンクリート土間コンクリート土間コンクリート土間コンクリート土間コンクリート

捨てコンクリート捨てコンクリート捨てコンクリート捨てコンクリート捨てコンクリート捨てコンクリート捨てコンクリート

□　　□□　　□□　　□□　　□□　　□□　　□□　　□

設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度
Fc=N/m㎡Fc=N/m㎡Fc=N/m㎡Fc=N/m㎡Fc=N/m㎡Fc=N/m㎡Fc=N/m㎡

品質基準強度品質基準強度品質基準強度品質基準強度品質基準強度品質基準強度品質基準強度
Fq=N/m㎡Fq=N/m㎡Fq=N/m㎡Fq=N/m㎡Fq=N/m㎡Fq=N/m㎡Fq=N/m㎡

スランプスランプスランプスランプスランプスランプスランプ
(ｽﾗﾝﾌﾟﾌﾛｰ)(ｽﾗﾝﾌﾟﾌﾛｰ)(ｽﾗﾝﾌﾟﾌﾛｰ)(ｽﾗﾝﾌﾟﾌﾛｰ)(ｽﾗﾝﾌﾟﾌﾛｰ)(ｽﾗﾝﾌﾟﾌﾛｰ)(ｽﾗﾝﾌﾟﾌﾛｰ)

比重比重比重比重比重比重比重
γ=kN/m3γ=kN/m3γ=kN/m3γ=kN/m3γ=kN/m3γ=kN/m3γ=kN/m3

備　考備　考備　考備　考備　考備　考備　考

※本仕様適用外※本仕様適用外※本仕様適用外※本仕様適用外※本仕様適用外※本仕様適用外※本仕様適用外

※本仕様適用外※本仕様適用外※本仕様適用外※本仕様適用外※本仕様適用外※本仕様適用外※本仕様適用外

■■■■■■■

■■■■■■■

セメントの種類セメントの種類セメントの種類セメントの種類セメントの種類セメントの種類セメントの種類
□低熱ポルトランドセメント□低熱ポルトランドセメント□低熱ポルトランドセメント□低熱ポルトランドセメント□低熱ポルトランドセメント□低熱ポルトランドセメント□低熱ポルトランドセメント

■普通ポルトランドセメント　□中庸熱ポルトランドセメント■普通ポルトランドセメント　□中庸熱ポルトランドセメント■普通ポルトランドセメント　□中庸熱ポルトランドセメント■普通ポルトランドセメント　□中庸熱ポルトランドセメント■普通ポルトランドセメント　□中庸熱ポルトランドセメント■普通ポルトランドセメント　□中庸熱ポルトランドセメント■普通ポルトランドセメント　□中庸熱ポルトランドセメント

細骨材の種類細骨材の種類細骨材の種類細骨材の種類細骨材の種類細骨材の種類細骨材の種類 ■砂　　　□山砂　　　□砕石　　□■砂　　　□山砂　　　□砕石　　□■砂　　　□山砂　　　□砕石　　□■砂　　　□山砂　　　□砕石　　□■砂　　　□山砂　　　□砕石　　□■砂　　　□山砂　　　□砕石　　□■砂　　　□山砂　　　□砕石　　□

□砂利　　■砕石　　　□　　　　□□砂利　　■砕石　　　□　　　　□□砂利　　■砕石　　　□　　　　□□砂利　　■砕石　　　□　　　　□□砂利　　■砕石　　　□　　　　□□砂利　　■砕石　　　□　　　　□□砂利　　■砕石　　　□　　　　□粗骨材の種類粗骨材の種類粗骨材の種類粗骨材の種類粗骨材の種類粗骨材の種類粗骨材の種類

水の区分水の区分水の区分水の区分水の区分水の区分水の区分 □水道水　□地下水　　□工業用水　■JIS A 5308 付属書C(規定)□水道水　□地下水　　□工業用水　■JIS A 5308 付属書C(規定)□水道水　□地下水　　□工業用水　■JIS A 5308 付属書C(規定)□水道水　□地下水　　□工業用水　■JIS A 5308 付属書C(規定)□水道水　□地下水　　□工業用水　■JIS A 5308 付属書C(規定)□水道水　□地下水　　□工業用水　■JIS A 5308 付属書C(規定)□水道水　□地下水　　□工業用水　■JIS A 5308 付属書C(規定)

構造体コンクリート強度を構造体コンクリート強度を構造体コンクリート強度を構造体コンクリート強度を構造体コンクリート強度を構造体コンクリート強度を構造体コンクリート強度を
保証する材齢保証する材齢保証する材齢保証する材齢保証する材齢保証する材齢保証する材齢

単位水量単位水量単位水量単位水量単位水量単位水量単位水量 ■185kg/m3以下　□175kg/m3以下　□■185kg/m3以下　□175kg/m3以下　□■185kg/m3以下　□175kg/m3以下　□■185kg/m3以下　□175kg/m3以下　□■185kg/m3以下　□175kg/m3以下　□■185kg/m3以下　□175kg/m3以下　□■185kg/m3以下　□175kg/m3以下　□

単位セメント量単位セメント量単位セメント量単位セメント量単位セメント量単位セメント量単位セメント量 ■270kg/m3以上　□■270kg/m3以上　□■270kg/m3以上　□■270kg/m3以上　□■270kg/m3以上　□■270kg/m3以上　□■270kg/m3以上　□

混和剤混和剤混和剤混和剤混和剤混和剤混和剤

□　　　　　　　□　　　　　　　□□　　　　　　　□　　　　　　　□□　　　　　　　□　　　　　　　□□　　　　　　　□　　　　　　　□□　　　　　　　□　　　　　　　□□　　　　　　　□　　　　　　　□□　　　　　　　□　　　　　　　□

空気量空気量空気量空気量空気量空気量空気量 ■4.5％以下 　　□3.0％以下■4.5％以下 　　□3.0％以下■4.5％以下 　　□3.0％以下■4.5％以下 　　□3.0％以下■4.5％以下 　　□3.0％以下■4.5％以下 　　□3.0％以下■4.5％以下 　　□3.0％以下

塩化物量塩化物量塩化物量塩化物量塩化物量塩化物量塩化物量 ■0.3kg/m3以下　□■0.3kg/m3以下　□■0.3kg/m3以下　□■0.3kg/m3以下　□■0.3kg/m3以下　□■0.3kg/m3以下　□■0.3kg/m3以下　□

■65％以下　　　□50％以下　　　□■65％以下　　　□50％以下　　　□■65％以下　　　□50％以下　　　□■65％以下　　　□50％以下　　　□■65％以下　　　□50％以下　　　□■65％以下　　　□50％以下　　　□■65％以下　　　□50％以下　　　□

□□□□□□□

□□□□□□□

水セメント比水セメント比水セメント比水セメント比水セメント比水セメント比水セメント比

（２）（２）（２）（２）（２）（２）（２）コンクリートブロック（□JIS A 5406）コンクリートブロック（□JIS A 5406）コンクリートブロック（□JIS A 5406）コンクリートブロック（□JIS A 5406）コンクリートブロック（□JIS A 5406）コンクリートブロック（□JIS A 5406）コンクリートブロック（□JIS A 5406）

（３）（３）（３）（３）（３）（３）（３） 鉄　筋鉄　筋鉄　筋鉄　筋鉄　筋鉄　筋鉄　筋

鉄　　筋鉄　　筋鉄　　筋鉄　　筋鉄　　筋鉄　　筋鉄　　筋

■■■■■■■

□□□□□□□

□□□□□□□

異 形 鉄 筋異 形 鉄 筋異 形 鉄 筋異 形 鉄 筋異 形 鉄 筋異 形 鉄 筋異 形 鉄 筋

溶接金網溶接金網溶接金網溶接金網溶接金網溶接金網溶接金網

（JIS G 3112)（JIS G 3112)（JIS G 3112)（JIS G 3112)（JIS G 3112)（JIS G 3112)（JIS G 3112)

（JIS G 3551)（JIS G 3551)（JIS G 3551)（JIS G 3551)（JIS G 3551)（JIS G 3551)（JIS G 3551)

高強度せん断補強筋高強度せん断補強筋高強度せん断補強筋高強度せん断補強筋高強度せん断補強筋高強度せん断補強筋高強度せん断補強筋

SD295BSD295BSD295BSD295BSD295BSD295BSD295B

SD345SD345SD345SD345SD345SD345SD345

SD390SD390SD390SD390SD390SD390SD390

SD490SD490SD490SD490SD490SD490SD490□□□□□□□

□□□□□□□

□□□□□□□ 685685685685685685685

785785785785785785785

1275127512751275127512751275

□□□□□□□

□□□□□□□

種　　類種　　類種　　類種　　類種　　類種　　類種　　類

■■■■■■■

使用径mm使用径mm使用径mm使用径mm使用径mm使用径mm使用径mm 使 用 箇 所使 用 箇 所使 用 箇 所使 用 箇 所使 用 箇 所使 用 箇 所使 用 箇 所 備　　考備　　考備　　考備　　考備　　考備　　考備　　考

□Ｂ種□Ｂ種□Ｂ種□Ｂ種□Ｂ種□Ｂ種□Ｂ種 厚厚厚厚厚厚厚 □100□100□100□100□100□100□100 □190□190□190□190□190□190□190 使用箇所(□　　□　　)使用箇所(□　　□　　)使用箇所(□　　□　　)使用箇所(□　　□　　)使用箇所(□　　□　　)使用箇所(□　　□　　)使用箇所(□　　□　　)

注1）SD490をガス圧接する場合は施工前に試験を行うこと。注1）SD490をガス圧接する場合は施工前に試験を行うこと。注1）SD490をガス圧接する場合は施工前に試験を行うこと。注1）SD490をガス圧接する場合は施工前に試験を行うこと。注1）SD490をガス圧接する場合は施工前に試験を行うこと。注1）SD490をガス圧接する場合は施工前に試験を行うこと。注1）SD490をガス圧接する場合は施工前に試験を行うこと。

注2）各継手の使用詳細については本仕様その2の9.(2)鉄筋の項の鉄筋継手の項に■にて表示すること。注2）各継手の使用詳細については本仕様その2の9.(2)鉄筋の項の鉄筋継手の項に■にて表示すること。注2）各継手の使用詳細については本仕様その2の9.(2)鉄筋の項の鉄筋継手の項に■にて表示すること。注2）各継手の使用詳細については本仕様その2の9.(2)鉄筋の項の鉄筋継手の項に■にて表示すること。注2）各継手の使用詳細については本仕様その2の9.(2)鉄筋の項の鉄筋継手の項に■にて表示すること。注2）各継手の使用詳細については本仕様その2の9.(2)鉄筋の項の鉄筋継手の項に■にて表示すること。注2）各継手の使用詳細については本仕様その2の9.(2)鉄筋の項の鉄筋継手の項に■にて表示すること。

重ね継手重ね継手重ね継手重ね継手重ね継手重ね継手重ね継手■■■■■■■

■■■■■■■

□□□□□□□

□□□□□□□

ガス圧接継手ガス圧接継手ガス圧接継手ガス圧接継手ガス圧接継手ガス圧接継手ガス圧接継手

溶接継手溶接継手溶接継手溶接継手溶接継手溶接継手溶接継手

機械式継手機械式継手機械式継手機械式継手機械式継手機械式継手機械式継手

□□□□□□□

□□□□□□□機械式定着工法機械式定着工法機械式定着工法機械式定着工法機械式定着工法機械式定着工法機械式定着工法

（４）（４）（４）（４）（４）（４）（４）鉄　骨鉄　骨鉄　骨鉄　骨鉄　骨鉄　骨鉄　骨

現場溶接現場溶接現場溶接現場溶接現場溶接現場溶接現場溶接

無無無無無無無

有有有有有有有 無無無無無無無

有有有有有有有 無無無無無無無

有有有有有有有

JIS規格・認定番号等JIS規格・認定番号等JIS規格・認定番号等JIS規格・認定番号等JIS規格・認定番号等JIS規格・認定番号等JIS規格・認定番号等

□□□□□□□

□□□□□□□

□□□□□□□

□□□□□□□

□□□□□□□

□□□□□□□

JIS G 3136JIS G 3136JIS G 3136JIS G 3136JIS G 3136JIS G 3136JIS G 3136

JIS G 3136JIS G 3136JIS G 3136JIS G 3136JIS G 3136JIS G 3136JIS G 3136

JIS G 3101JIS G 3101JIS G 3101JIS G 3101JIS G 3101JIS G 3101JIS G 3101

□SN400A□SN400A□SN400A□SN400A□SN400A□SN400A□SN400A □SN400B□SN400B□SN400B□SN400B□SN400B□SN400B□SN400B

□SN490B□SN490B□SN490B□SN490B□SN490B□SN490B□SN490B □□□□□□□

□SS400□SS400□SS400□SS400□SS400□SS400□SS400 □SS490□SS490□SS490□SS490□SS490□SS490□SS490

種　　類種　　類種　　類種　　類種　　類種　　類種　　類

□□□□□□□

使用箇所使用箇所使用箇所使用箇所使用箇所使用箇所使用箇所

□□□□□□□□SM400A□SM400A□SM400A□SM400A□SM400A□SM400A□SM400A □SM490A□SM490A□SM490A□SM490A□SM490A□SM490A□SM490A

□BCR295□BCR295□BCR295□BCR295□BCR295□BCR295□BCR295 □BCP235□BCP235□BCP235□BCP235□BCP235□BCP235□BCP235 □BCP325□BCP325□BCP325□BCP325□BCP325□BCP325□BCP325

□□□□□□□□STKR400□STKR400□STKR400□STKR400□STKR400□STKR400□STKR400 □STKR490□STKR490□STKR490□STKR490□STKR490□STKR490□STKR490

□□□□□□□□□□□□□□

無無無無無無無有有有有有有有□□□□□□□ □□□□□□□ JIS G 3106JIS G 3106JIS G 3106JIS G 3106JIS G 3106JIS G 3106JIS G 3106

無無無無無無無有有有有有有有□□□□□□□ □□□□□□□

無無無無無無無有有有有有有有□□□□□□□ □□□□□□□ JIS G 3466JIS G 3466JIS G 3466JIS G 3466JIS G 3466JIS G 3466JIS G 3466

JIS G 3350JIS G 3350JIS G 3350JIS G 3350JIS G 3350JIS G 3350JIS G 3350

□□□□□□□□□□□□□□溶接材料溶接材料溶接材料溶接材料溶接材料溶接材料溶接材料 JIS ZJIS ZJIS ZJIS ZJIS ZJIS ZJIS Z

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

ボルトボルトボルトボルトボルトボルトボルト（５）（５）（５）（５）（５）（５）（５）

□高力ボルト□高力ボルト□高力ボルト□高力ボルト□高力ボルト□高力ボルト□高力ボルト

□F10T(JIS B1186)  □S10T 大臣認定番号(            )□F10T(JIS B1186)  □S10T 大臣認定番号(            )□F10T(JIS B1186)  □S10T 大臣認定番号(            )□F10T(JIS B1186)  □S10T 大臣認定番号(            )□F10T(JIS B1186)  □S10T 大臣認定番号(            )□F10T(JIS B1186)  □S10T 大臣認定番号(            )□F10T(JIS B1186)  □S10T 大臣認定番号(            )

□溶融亜鉛めっき高力ボルト S8T 大臣認定番号(            )□溶融亜鉛めっき高力ボルト S8T 大臣認定番号(            )□溶融亜鉛めっき高力ボルト S8T 大臣認定番号(            )□溶融亜鉛めっき高力ボルト S8T 大臣認定番号(            )□溶融亜鉛めっき高力ボルト S8T 大臣認定番号(            )□溶融亜鉛めっき高力ボルト S8T 大臣認定番号(            )□溶融亜鉛めっき高力ボルト S8T 大臣認定番号(            )

(□M16,□M20,□M22,□M24,□　　）(□M16,□M20,□M22,□M24,□　　）(□M16,□M20,□M22,□M24,□　　）(□M16,□M20,□M22,□M24,□　　）(□M16,□M20,□M22,□M24,□　　）(□M16,□M20,□M22,□M24,□　　）(□M16,□M20,□M22,□M24,□　　）

(□M16,□M20,□M22,□M24,□　　）(□M16,□M20,□M22,□M24,□　　）(□M16,□M20,□M22,□M24,□　　）(□M16,□M20,□M22,□M24,□　　）(□M16,□M20,□M22,□M24,□　　）(□M16,□M20,□M22,□M24,□　　）(□M16,□M20,□M22,□M24,□　　）

□□□□□□□

□ボルト(JIS B1180)□ボルト(JIS B1180)□ボルト(JIS B1180)□ボルト(JIS B1180)□ボルト(JIS B1180)□ボルト(JIS B1180)□ボルト(JIS B1180)

□        M       L=      mm  ナット（□シングル、□ダブル）□        M       L=      mm  ナット（□シングル、□ダブル）□        M       L=      mm  ナット（□シングル、□ダブル）□        M       L=      mm  ナット（□シングル、□ダブル）□        M       L=      mm  ナット（□シングル、□ダブル）□        M       L=      mm  ナット（□シングル、□ダブル）□        M       L=      mm  ナット（□シングル、□ダブル）

□頭付スタッド(JIS B1198)□頭付スタッド(JIS B1198)□頭付スタッド(JIS B1198)□頭付スタッド(JIS B1198)□頭付スタッド(JIS B1198)□頭付スタッド(JIS B1198)□頭付スタッド(JIS B1198)

φ＝      L=        mm  使用箇所（□柱　□大梁　□小梁）φ＝      L=        mm  使用箇所（□柱　□大梁　□小梁）φ＝      L=        mm  使用箇所（□柱　□大梁　□小梁）φ＝      L=        mm  使用箇所（□柱　□大梁　□小梁）φ＝      L=        mm  使用箇所（□柱　□大梁　□小梁）φ＝      L=        mm  使用箇所（□柱　□大梁　□小梁）φ＝      L=        mm  使用箇所（□柱　□大梁　□小梁）

φ＝      L=        mm  使用箇所（□柱　□大梁　□小梁）φ＝      L=        mm  使用箇所（□柱　□大梁　□小梁）φ＝      L=        mm  使用箇所（□柱　□大梁　□小梁）φ＝      L=        mm  使用箇所（□柱　□大梁　□小梁）φ＝      L=        mm  使用箇所（□柱　□大梁　□小梁）φ＝      L=        mm  使用箇所（□柱　□大梁　□小梁）φ＝      L=        mm  使用箇所（□柱　□大梁　□小梁）

■有　（■敷地内　□近隣）　　　□無　　(調査計画　□有　□無）■有　（■敷地内　□近隣）　　　□無　　(調査計画　□有　□無）■有　（■敷地内　□近隣）　　　□無　　(調査計画　□有　□無）■有　（■敷地内　□近隣）　　　□無　　(調査計画　□有　□無）■有　（■敷地内　□近隣）　　　□無　　(調査計画　□有　□無）■有　（■敷地内　□近隣）　　　□無　　(調査計画　□有　□無）■有　（■敷地内　□近隣）　　　□無　　(調査計画　□有　□無）

調　査　項　目調　査　項　目調　査　項　目調　査　項　目調　査　項　目調　査　項　目調　査　項　目

ボーリング調査ボーリング調査ボーリング調査ボーリング調査ボーリング調査ボーリング調査ボーリング調査

水平地盤反力係数の測定水平地盤反力係数の測定水平地盤反力係数の測定水平地盤反力係数の測定水平地盤反力係数の測定水平地盤反力係数の測定水平地盤反力係数の測定

試験堀（支持層の確認）試験堀（支持層の確認）試験堀（支持層の確認）試験堀（支持層の確認）試験堀（支持層の確認）試験堀（支持層の確認）試験堀（支持層の確認）

スウェーデン式サウンディングスウェーデン式サウンディングスウェーデン式サウンディングスウェーデン式サウンディングスウェーデン式サウンディングスウェーデン式サウンディングスウェーデン式サウンディング

資料有り資料有り資料有り資料有り資料有り資料有り資料有り 調査計画調査計画調査計画調査計画調査計画調査計画調査計画 調査項目調査項目調査項目調査項目調査項目調査項目調査項目

静的貫入試験静的貫入試験静的貫入試験静的貫入試験静的貫入試験静的貫入試験静的貫入試験

土質試験土質試験土質試験土質試験土質試験土質試験土質試験

平板裁可試験平板裁可試験平板裁可試験平板裁可試験平板裁可試験平板裁可試験平板裁可試験

現場透水試験現場透水試験現場透水試験現場透水試験現場透水試験現場透水試験現場透水試験

資料有り資料有り資料有り資料有り資料有り資料有り資料有り 調査計画調査計画調査計画調査計画調査計画調査計画調査計画 調査項目調査項目調査項目調査項目調査項目調査項目調査項目 資料有り資料有り資料有り資料有り資料有り資料有り資料有り 調査計画調査計画調査計画調査計画調査計画調査計画調査計画

標準貫入試験標準貫入試験標準貫入試験標準貫入試験標準貫入試験標準貫入試験標準貫入試験

物理探査物理探査物理探査物理探査物理探査物理探査物理探査

液状化判定液状化判定液状化判定液状化判定液状化判定液状化判定液状化判定

ＰＳ試験ＰＳ試験ＰＳ試験ＰＳ試験ＰＳ試験ＰＳ試験ＰＳ試験

注）上記表中に資料が有るもの、調査計画が有る物に○を記入する。注）上記表中に資料が有るもの、調査計画が有る物に○を記入する。注）上記表中に資料が有るもの、調査計画が有る物に○を記入する。注）上記表中に資料が有るもの、調査計画が有る物に○を記入する。注）上記表中に資料が有るもの、調査計画が有る物に○を記入する。注）上記表中に資料が有るもの、調査計画が有る物に○を記入する。注）上記表中に資料が有るもの、調査計画が有る物に○を記入する。

（１）（１）（１）（１）（１）（１）（１） 地質調査資料と調査計画地質調査資料と調査計画地質調査資料と調査計画地質調査資料と調査計画地質調査資料と調査計画地質調査資料と調査計画地質調査資料と調査計画

（１）（１）（１）（１）（１）（１）（１） ボーリング標準貫入値、土質構成ボーリング標準貫入値、土質構成ボーリング標準貫入値、土質構成ボーリング標準貫入値、土質構成ボーリング標準貫入値、土質構成ボーリング標準貫入値、土質構成ボーリング標準貫入値、土質構成（基礎・杭の位置を明記する事）（基礎・杭の位置を明記する事）（基礎・杭の位置を明記する事）（基礎・杭の位置を明記する事）（基礎・杭の位置を明記する事）（基礎・杭の位置を明記する事）（基礎・杭の位置を明記する事）

深深深深深深深

度度度度度度度

ＮＮＮＮＮＮＮ

値値値値値値値
土　質土　質土　質土　質土　質土　質土　質 標準貫入試験標準貫入試験標準貫入試験標準貫入試験標準貫入試験標準貫入試験標準貫入試験

10101010101010 20202020202020 30303030303030 40404040404040 50505050505050 60606060606060

○調査地番○調査地番○調査地番○調査地番○調査地番○調査地番○調査地番

○位置図○位置図○位置図○位置図○位置図○位置図○位置図

○支持地盤、地層及び深さに○支持地盤、地層及び深さに○支持地盤、地層及び深さに○支持地盤、地層及び深さに○支持地盤、地層及び深さに○支持地盤、地層及び深さに○支持地盤、地層及び深さに

○孔内水位○孔内水位○孔内水位○孔内水位○孔内水位○孔内水位○孔内水位

○近隣データの調査地番と○近隣データの調査地番と○近隣データの調査地番と○近隣データの調査地番と○近隣データの調査地番と○近隣データの調査地番と○近隣データの調査地番と

○備考（土質試験の内容等）○備考（土質試験の内容等）○備考（土質試験の内容等）○備考（土質試験の内容等）○備考（土質試験の内容等）○備考（土質試験の内容等）○備考（土質試験の内容等）

GL -    mGL -    mGL -    mGL -    mGL -    mGL -    mGL -    m

設計地番とは約　　ｍの距離設計地番とは約　　ｍの距離設計地番とは約　　ｍの距離設計地番とは約　　ｍの距離設計地番とは約　　ｍの距離設計地番とは約　　ｍの距離設計地番とは約　　ｍの距離
がある。がある。がある。がある。がある。がある。がある。

ついてのコメントついてのコメントついてのコメントついてのコメントついてのコメントついてのコメントついてのコメント

GLGLGLGLGLGLGL
▽▽▽▽▽▽▽

注）地盤調査及び試験杭の結果により、杭長さ、杭種、直接基礎の深さ、形状を変更する場合が有る。注）地盤調査及び試験杭の結果により、杭長さ、杭種、直接基礎の深さ、形状を変更する場合が有る。注）地盤調査及び試験杭の結果により、杭長さ、杭種、直接基礎の深さ、形状を変更する場合が有る。注）地盤調査及び試験杭の結果により、杭長さ、杭種、直接基礎の深さ、形状を変更する場合が有る。注）地盤調査及び試験杭の結果により、杭長さ、杭種、直接基礎の深さ、形状を変更する場合が有る。注）地盤調査及び試験杭の結果により、杭長さ、杭種、直接基礎の深さ、形状を変更する場合が有る。注）地盤調査及び試験杭の結果により、杭長さ、杭種、直接基礎の深さ、形状を変更する場合が有る。

試験堀試験堀試験堀試験堀試験堀試験堀試験堀 □有□有□有□有□有□有□有 □無□無□無□無□無□無□無直接基礎直接基礎直接基礎直接基礎直接基礎直接基礎直接基礎（１）（１）（１）（１）（１）（１）（１）

支持層－支持層－支持層－支持層－支持層－支持層－支持層－ 、長期許容支持力度　　　、長期許容支持力度　　　、長期許容支持力度　　　、長期許容支持力度　　　、長期許容支持力度　　　、長期許容支持力度　　　、長期許容支持力度　　　 載荷試験載荷試験載荷試験載荷試験載荷試験載荷試験載荷試験 □有□有□有□有□有□有□有 □無□無□無□無□無□無□無

載荷試験載荷試験載荷試験載荷試験載荷試験載荷試験載荷試験 □有□有□有□有□有□有□有 □無□無□無□無□無□無□無

地盤改良地盤改良地盤改良地盤改良地盤改良地盤改良地盤改良（２）（２）（２）（２）（２）（２）（２）

（３）（３）（３）（３）（３）（３）（３） 杭基礎杭基礎杭基礎杭基礎杭基礎杭基礎杭基礎 支持層－支持層－支持層－支持層－支持層－支持層－支持層－

コンクリートFc=　　N/m㎡コンクリートFc=　　N/m㎡コンクリートFc=　　N/m㎡コンクリートFc=　　N/m㎡コンクリートFc=　　N/m㎡コンクリートFc=　　N/m㎡コンクリートFc=　　N/m㎡

スランプ　　　　　cm以下スランプ　　　　　cm以下スランプ　　　　　cm以下スランプ　　　　　cm以下スランプ　　　　　cm以下スランプ　　　　　cm以下スランプ　　　　　cm以下

セメント量　　　　kg/m3セメント量　　　　kg/m3セメント量　　　　kg/m3セメント量　　　　kg/m3セメント量　　　　kg/m3セメント量　　　　kg/m3セメント量　　　　kg/m3

単位水量　　　　　kg/m3単位水量　　　　　kg/m3単位水量　　　　　kg/m3単位水量　　　　　kg/m3単位水量　　　　　kg/m3単位水量　　　　　kg/m3単位水量　　　　　kg/m3

場所打ち場所打ち場所打ち場所打ち場所打ち場所打ち場所打ち

コンクリート杭コンクリート杭コンクリート杭コンクリート杭コンクリート杭コンクリート杭コンクリート杭 リバースサーキュレーションリバースサーキュレーションリバースサーキュレーションリバースサーキュレーションリバースサーキュレーションリバースサーキュレーションリバースサーキュレーション

オールケ－シングオールケ－シングオールケ－シングオールケ－シングオールケ－シングオールケ－シングオールケ－シング

アースドリルアースドリルアースドリルアースドリルアースドリルアースドリルアースドリル ミニアースミニアースミニアースミニアースミニアースミニアースミニアース

□拡底杭　　□拡頭・拡底杭□拡底杭　　□拡頭・拡底杭□拡底杭　　□拡頭・拡底杭□拡底杭　　□拡頭・拡底杭□拡底杭　　□拡頭・拡底杭□拡底杭　　□拡頭・拡底杭□拡底杭　　□拡頭・拡底杭
□鋼管補強杭　　□□鋼管補強杭　　□□鋼管補強杭　　□□鋼管補強杭　　□□鋼管補強杭　　□□鋼管補強杭　　□□鋼管補強杭　　□

杭　　種杭　　種杭　　種杭　　種杭　　種杭　　種杭　　種 材　　料材　　料材　　料材　　料材　　料材　　料材　　料 備　考備　考備　考備　考備　考備　考備　考施　工　法施　工　法施　工　法施　工　法施　工　法施　工　法施　工　法

認定認定認定認定認定認定認定

第　　　　　号第　　　　　号第　　　　　号第　　　　　号第　　　　　号第　　　　　号第　　　　　号

年　　月　　日年　　月　　日年　　月　　日年　　月　　日年　　月　　日年　　月　　日年　　月　　日

備　考備　考備　考備　考備　考備　考備　考既製杭･杭種既製杭･杭種既製杭･杭種既製杭･杭種既製杭･杭種既製杭･杭種既製杭･杭種 種　　類種　　類種　　類種　　類種　　類種　　類種　　類

□□□□□□□

□□□□□□□

施　工　法施　工　法施　工　法施　工　法施　工　法施　工　法施　工　法材　料材　料材　料材　料材　料材　料材　料

鋼材□鋼材□鋼材□鋼材□鋼材□鋼材□鋼材□

鋼材□鋼材□鋼材□鋼材□鋼材□鋼材□鋼材□

コンクリート■Fc105コンクリート■Fc105コンクリート■Fc105コンクリート■Fc105コンクリート■Fc105コンクリート■Fc105コンクリート■Fc105

コンクリート□Fc85コンクリート□Fc85コンクリート□Fc85コンクリート□Fc85コンクリート□Fc85コンクリート□Fc85コンクリート□Fc85

□埋め込み□埋め込み□埋め込み□埋め込み□埋め込み□埋め込み□埋め込み

□打ち込み□打ち込み□打ち込み□打ち込み□打ち込み□打ち込み□打ち込み

杭仕様杭仕様杭仕様杭仕様杭仕様杭仕様杭仕様

試験杭試験杭試験杭試験杭試験杭試験杭試験杭 本本本本本本本

杭径杭径杭径杭径杭径杭径杭径 (mm)(mm)(mm)(mm)(mm)(mm)(mm)

・修正箇所は下線を引くこと・修正箇所は下線を引くこと・修正箇所は下線を引くこと・修正箇所は下線を引くこと・修正箇所は下線を引くこと・修正箇所は下線を引くこと・修正箇所は下線を引くこと

適用は ■ 印を記入する。適用は ■ 印を記入する。適用は ■ 印を記入する。適用は ■ 印を記入する。適用は ■ 印を記入する。適用は ■ 印を記入する。適用は ■ 印を記入する。新構造設計標準仕様　その１新構造設計標準仕様　その１新構造設計標準仕様　その１新構造設計標準仕様　その１新構造設計標準仕様　その１新構造設計標準仕様　その１新構造設計標準仕様　その１
１．本仕様の適用範囲１．本仕様の適用範囲１．本仕様の適用範囲１．本仕様の適用範囲１．本仕様の適用範囲１．本仕様の適用範囲１．本仕様の適用範囲 ３．使用建築材料表・使用構造材料一覧表３．使用建築材料表・使用構造材料一覧表３．使用建築材料表・使用構造材料一覧表３．使用建築材料表・使用構造材料一覧表３．使用建築材料表・使用構造材料一覧表３．使用建築材料表・使用構造材料一覧表３．使用建築材料表・使用構造材料一覧表

３．地　盤３．地　盤３．地　盤３．地　盤３．地　盤３．地　盤３．地　盤

５．地業工事５．地業工事５．地業工事５．地業工事５．地業工事５．地業工事５．地業工事

　本特記仕様書および配筋標準図は、設計基準強度が18N/m㎡以上 60 N/m㎡以下の　本特記仕様書および配筋標準図は、設計基準強度が18N/m㎡以上 60 N/m㎡以下の　本特記仕様書および配筋標準図は、設計基準強度が18N/m㎡以上 60 N/m㎡以下の　本特記仕様書および配筋標準図は、設計基準強度が18N/m㎡以上 60 N/m㎡以下の　本特記仕様書および配筋標準図は、設計基準強度が18N/m㎡以上 60 N/m㎡以下の　本特記仕様書および配筋標準図は、設計基準強度が18N/m㎡以上 60 N/m㎡以下の　本特記仕様書および配筋標準図は、設計基準強度が18N/m㎡以上 60 N/m㎡以下の

コンクリートと、JIS G 3112に規定するSD295A、SD295B、SD345、SD390及びSD490の鉄筋コンクリートと、JIS G 3112に規定するSD295A、SD295B、SD345、SD390及びSD490の鉄筋コンクリートと、JIS G 3112に規定するSD295A、SD295B、SD345、SD390及びSD490の鉄筋コンクリートと、JIS G 3112に規定するSD295A、SD295B、SD345、SD390及びSD490の鉄筋コンクリートと、JIS G 3112に規定するSD295A、SD295B、SD345、SD390及びSD490の鉄筋コンクリートと、JIS G 3112に規定するSD295A、SD295B、SD345、SD390及びSD490の鉄筋コンクリートと、JIS G 3112に規定するSD295A、SD295B、SD345、SD390及びSD490の鉄筋

コンクリート用棒鋼を用いる高さ 60 m以下の鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造、鉄骨造等建築物のコンクリート用棒鋼を用いる高さ 60 m以下の鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造、鉄骨造等建築物のコンクリート用棒鋼を用いる高さ 60 m以下の鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造、鉄骨造等建築物のコンクリート用棒鋼を用いる高さ 60 m以下の鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造、鉄骨造等建築物のコンクリート用棒鋼を用いる高さ 60 m以下の鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造、鉄骨造等建築物のコンクリート用棒鋼を用いる高さ 60 m以下の鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造、鉄骨造等建築物のコンクリート用棒鋼を用いる高さ 60 m以下の鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造、鉄骨造等建築物の

設計及び工事に適用する。設計及び工事に適用する。設計及び工事に適用する。設計及び工事に適用する。設計及び工事に適用する。設計及び工事に適用する。設計及び工事に適用する。

■新築■新築■新築■新築■新築■新築■新築 □増築□増築□増築□増築□増築□増築□増築 □改築□改築□改築□改築□改築□改築□改築

（１）建築場所（１）建築場所（１）建築場所（１）建築場所（１）建築場所（１）建築場所（１）建築場所

（２）工事種別（２）工事種別（２）工事種別（２）工事種別（２）工事種別（２）工事種別（２）工事種別

（３）構造設計一級建築士の関与（３）構造設計一級建築士の関与（３）構造設計一級建築士の関与（３）構造設計一級建築士の関与（３）構造設計一級建築士の関与（３）構造設計一級建築士の関与（３）構造設計一級建築士の関与

(N/㎡)(N/㎡)(N/㎡)(N/㎡)(N/㎡)(N/㎡)(N/㎡)

□垂直積雪量　　　　cm　　□設計用積雪荷重　　　　　kN/㎡　□□垂直積雪量　　　　cm　　□設計用積雪荷重　　　　　kN/㎡　□□垂直積雪量　　　　cm　　□設計用積雪荷重　　　　　kN/㎡　□□垂直積雪量　　　　cm　　□設計用積雪荷重　　　　　kN/㎡　□□垂直積雪量　　　　cm　　□設計用積雪荷重　　　　　kN/㎡　□□垂直積雪量　　　　cm　　□設計用積雪荷重　　　　　kN/㎡　□□垂直積雪量　　　　cm　　□設計用積雪荷重　　　　　kN/㎡　□

厚厚厚厚厚厚厚

厚厚厚厚厚厚厚
H=　　　　　厚H=　　　　　厚H=　　　　　厚H=　　　　　厚H=　　　　　厚H=　　　　　厚H=　　　　　厚

コンクリート(ﾚﾃﾞｨｰﾐｸｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ JIS Q 1001,JIS Q 1011,JIS A 5308)コンクリート(ﾚﾃﾞｨｰﾐｸｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ JIS Q 1001,JIS Q 1011,JIS A 5308)コンクリート(ﾚﾃﾞｨｰﾐｸｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ JIS Q 1001,JIS Q 1011,JIS A 5308)コンクリート(ﾚﾃﾞｨｰﾐｸｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ JIS Q 1001,JIS Q 1011,JIS A 5308)コンクリート(ﾚﾃﾞｨｰﾐｸｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ JIS Q 1001,JIS Q 1011,JIS A 5308)コンクリート(ﾚﾃﾞｨｰﾐｸｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ JIS Q 1001,JIS Q 1011,JIS A 5308)コンクリート(ﾚﾃﾞｨｰﾐｸｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ JIS Q 1001,JIS Q 1011,JIS A 5308)（１）（１）（１）（１）（１）（１）（１）

■柱　■梁　■壁■柱　■梁　■壁■柱　■梁　■壁■柱　■梁　■壁■柱　■梁　■壁■柱　■梁　■壁■柱　■梁　■壁
■床版□　　□■床版□　　□■床版□　　□■床版□　　□■床版□　　□■床版□　　□■床版□　　□

材齢（■28日　□56日　□91日　□　　）材齢（■28日　□56日　□91日　□　　）材齢（■28日　□56日　□91日　□　　）材齢（■28日　□56日　□91日　□　　）材齢（■28日　□56日　□91日　□　　）材齢（■28日　□56日　□91日　□　　）材齢（■28日　□56日　□91日　□　　）

□□□□□□□

□□□□□□□

□□□□□□□

□□□□□□□

注）「建築物のための改良地盤の設計及び品質管理指針：日本建築センター２００２」を参考とする。注）「建築物のための改良地盤の設計及び品質管理指針：日本建築センター２００２」を参考とする。注）「建築物のための改良地盤の設計及び品質管理指針：日本建築センター２００２」を参考とする。注）「建築物のための改良地盤の設計及び品質管理指針：日本建築センター２００２」を参考とする。注）「建築物のための改良地盤の設計及び品質管理指針：日本建築センター２００２」を参考とする。注）「建築物のための改良地盤の設計及び品質管理指針：日本建築センター２００２」を参考とする。注）「建築物のための改良地盤の設計及び品質管理指針：日本建築センター２００２」を参考とする。

深礎深礎深礎深礎深礎深礎深礎
手堀手堀手堀手堀手堀手堀手堀
機械堀機械堀機械堀機械堀機械堀機械堀機械堀

国土交通大臣　認定国土交通大臣　認定国土交通大臣　認定国土交通大臣　認定国土交通大臣　認定国土交通大臣　認定国土交通大臣　認定

■施工計画書承認■施工計画書承認■施工計画書承認■施工計画書承認■施工計画書承認■施工計画書承認■施工計画書承認 ■杭施工結果報告書■杭施工結果報告書■杭施工結果報告書■杭施工結果報告書■杭施工結果報告書■杭施工結果報告書■杭施工結果報告書

（　■有・　□無）（　■有・　□無）（　■有・　□無）（　■有・　□無）（　■有・　□無）（　■有・　□無）（　■有・　□無）

設計支持力設計支持力設計支持力設計支持力設計支持力設計支持力設計支持力 特記事項特記事項特記事項特記事項特記事項特記事項特記事項(kN)(kN)(kN)(kN)(kN)(kN)(kN) 杭の先端の深さ杭の先端の深さ杭の先端の深さ杭の先端の深さ杭の先端の深さ杭の先端の深さ杭の先端の深さ(m)(m)(m)(m)(m)(m)(m) 本数本数本数本数本数本数本数

□鋼管□鋼管□鋼管□鋼管□鋼管□鋼管□鋼管

Ｋ(地下)= 0.1Ｋ(地下)= 0.1Ｋ(地下)= 0.1Ｋ(地下)= 0.1Ｋ(地下)= 0.1Ｋ(地下)= 0.1Ｋ(地下)= 0.1

□□□□□□□

■■■■■■■

■■■■■■■

□柱　□壁　□□柱　□壁　□□柱　□壁　□□柱　□壁　□□柱　□壁　□□柱　□壁　□□柱　□壁　□
□梁　□床版□□梁　□床版□□梁　□床版□□梁　□床版□□梁　□床版□□梁　□床版□□梁　□床版□

梁・柱梁・柱梁・柱梁・柱梁・柱梁・柱梁・柱

全て全て全て全て全て全て全て

（　■打ち込み・　□載荷・　□孔壁測定）（　■打ち込み・　□載荷・　□孔壁測定）（　■打ち込み・　□載荷・　□孔壁測定）（　■打ち込み・　□載荷・　□孔壁測定）（　■打ち込み・　□載荷・　□孔壁測定）（　■打ち込み・　□載荷・　□孔壁測定）（　■打ち込み・　□載荷・　□孔壁測定）

地下　　階　　　　地上　　階　　　塔屋　　階地下　　階　　　　地上　　階　　　塔屋　　階地下　　階　　　　地上　　階　　　塔屋　　階地下　　階　　　　地上　　階　　　塔屋　　階地下　　階　　　　地上　　階　　　塔屋　　階地下　　階　　　　地上　　階　　　塔屋　　階地下　　階　　　　地上　　階　　　塔屋　　階

□150□150□150□150□150□150□150

■床版□■床版□■床版□■床版□■床版□■床版□■床版□
■基礎■地中梁■基礎■地中梁■基礎■地中梁■基礎■地中梁■基礎■地中梁■基礎■地中梁■基礎■地中梁

□太陽光発電設備　　 　　　□看板荷重　  kN □　　  　 　　□□太陽光発電設備　　 　　　□看板荷重　  kN □　　  　 　　□□太陽光発電設備　　 　　　□看板荷重　  kN □　　  　 　　□□太陽光発電設備　　 　　　□看板荷重　  kN □　　  　 　　□□太陽光発電設備　　 　　　□看板荷重　  kN □　　  　 　　□□太陽光発電設備　　 　　　□看板荷重　  kN □　　  　 　　□□太陽光発電設備　　 　　　□看板荷重　  kN □　　  　 　　□

深さGL-深さGL-深さGL-深さGL-深さGL-深さGL-深さGL-

kN/㎡kN/㎡kN/㎡kN/㎡kN/㎡kN/㎡kN/㎡

□□□□□□□

深さGL-　　　深さGL-　　　深さGL-　　　深さGL-　　　深さGL-　　　深さGL-　　　深さGL-　　　     ｍ、     ｍ、     ｍ、     ｍ、     ｍ、     ｍ、     ｍ、 長期許容支持力度　　　長期許容支持力度　　　長期許容支持力度　　　長期許容支持力度　　　長期許容支持力度　　　長期許容支持力度　　　長期許容支持力度　　　

□浅層混合処理工法　　□深層混合処理工法　□□浅層混合処理工法　　□深層混合処理工法　□□浅層混合処理工法　　□深層混合処理工法　□□浅層混合処理工法　　□深層混合処理工法　□□浅層混合処理工法　　□深層混合処理工法　□□浅層混合処理工法　　□深層混合処理工法　□□浅層混合処理工法　　□深層混合処理工法　□

□ＣＰＲＣ□ＣＰＲＣ□ＣＰＲＣ□ＣＰＲＣ□ＣＰＲＣ□ＣＰＲＣ□ＣＰＲＣ

PHCPHCPHCPHCPHCPHCPHC

□Ⅰ種　□Ⅱ種　□Ⅲ種□Ⅰ種　□Ⅱ種　□Ⅲ種□Ⅰ種　□Ⅱ種　□Ⅲ種□Ⅰ種　□Ⅱ種　□Ⅲ種□Ⅰ種　□Ⅱ種　□Ⅲ種□Ⅰ種　□Ⅱ種　□Ⅲ種□Ⅰ種　□Ⅱ種　□Ⅲ種

■ＳＣ■ＳＣ■ＳＣ■ＳＣ■ＳＣ■ＳＣ■ＳＣ

□□□□□□□ □Ａ種　□Ｂ種　□Ｃ種　□□Ａ種　□Ｂ種　□Ｃ種　□□Ａ種　□Ｂ種　□Ｃ種　□□Ａ種　□Ｂ種　□Ｃ種　□□Ａ種　□Ｂ種　□Ｃ種　□□Ａ種　□Ｂ種　□Ｃ種　□□Ａ種　□Ｂ種　□Ｃ種　□

SD295SD295SD295SD295SD295SD295SD295

□柱　□梁　□壁□柱　□梁　□壁□柱　□梁　□壁□柱　□梁　□壁□柱　□梁　□壁□柱　□梁　□壁□柱　□梁　□壁
□床版□　　□□床版□　　□□床版□　　□□床版□　　□□床版□　　□□床版□　　□□床版□　　□

□Ａ種□Ａ種□Ａ種□Ａ種□Ａ種□Ａ種□Ａ種 □Ｃ種□Ｃ種□Ｃ種□Ｃ種□Ｃ種□Ｃ種□Ｃ種 □120□120□120□120□120□120□120

30303030303030 0.60.60.60.60.60.60.6

■Hyper-MRGA■Hyper-MRGA■Hyper-MRGA■Hyper-MRGA■Hyper-MRGA■Hyper-MRGA■Hyper-MRGA

PHC節付PHC節付PHC節付PHC節付PHC節付PHC節付PHC節付■■■■■■■

□Hyper-ｽﾄﾚｰﾄ□Hyper-ｽﾄﾚｰﾄ□Hyper-ｽﾄﾚｰﾄ□Hyper-ｽﾄﾚｰﾄ□Hyper-ｽﾄﾚｰﾄ□Hyper-ｽﾄﾚｰﾄ□Hyper-ｽﾄﾚｰﾄ 年　　月　　日年　　月　　日年　　月　　日年　　月　　日年　　月　　日年　　月　　日年　　月　　日

TACP-0527号TACP-0527号TACP-0527号TACP-0527号TACP-0527号TACP-0527号TACP-0527号
TACP-0528号TACP-0528号TACP-0528号TACP-0528号TACP-0528号TACP-0528号TACP-0528号
TACP-0529号TACP-0529号TACP-0529号TACP-0529号TACP-0529号TACP-0529号TACP-0529号

□必要　　■必要としない□必要　　■必要としない□必要　　■必要としない□必要　　■必要としない□必要　　■必要としない□必要　　■必要としない□必要　　■必要としない

1111111

RRRRRRR

■鉄骨造                (S)■鉄骨造                (S)■鉄骨造                (S)■鉄骨造                (S)■鉄骨造                (S)■鉄骨造                (S)■鉄骨造                (S)

１１１１１１１

１１１１１１１ １１１１１１１

3500350035003500350035003500 3200320032003200320032003200 2100210021002100210021002100

21212121212121

21212121212121 24242424242424

18181818181818 18181818181818

□□□□□□□

■■■■■■■

■■■■■■■
■■■■■■■

■■■■■■■

■■■■■■■ ■■■■■■■ ■■■■■■■ ■■■■■■■

■■■■■■■ ■■■■■■■ ■■■■■■■

■■■■■■■  M12    M    □4.8(4T)  □        □ M12    M    □4.8(4T)  □        □ M12    M    □4.8(4T)  □        □ M12    M    □4.8(4T)  □        □ M12    M    □4.8(4T)  □        □ M12    M    □4.8(4T)  □        □ M12    M    □4.8(4T)  □        □

■■■■■■■

鉄骨工事 は指示のない限り下記による鉄骨工事は 指示のない限り下記による鉄骨工事 は指示のない限り下記による鉄骨工事は 指示のない限り下記による鉄骨工事 は指示のない限り下記による鉄骨工事は 指示のない限り下記による鉄骨工事は指示のない限り下記による

工事監理 者の承認を必要とするもの工事監理者 の承認を必要とするもの工事監理 者の承認を必要とするもの工事監理者 の承認を必要とするもの工事監理 者の承認を必要とするもの工事監理者 の承認を必要とするもの工事監理者の承認を必要とするもの

製作工場製作工場製作工場製作工場製作工場製作工場製作工場 製作要領書製作要領書製作要領書製作要領書製作要領書製作要領書製作要領書 施工計画書施工計画書施工計画書施工計画書施工計画書施工計画書施工計画書工作図工作図工作図工作図工作図工作図工作図

鋼材鋼材鋼材鋼材鋼材鋼材鋼材 高力ボルト高力ボルト高力ボルト高力ボルト高力ボルト高力ボルト高力ボルト 特殊ボルト特殊ボルト特殊ボルト特殊ボルト特殊ボルト特殊ボルト特殊ボルト

一社）日本鋼構造協会「建築鉄骨工事施工指針」一社）日本鋼構造協会「建築鉄骨工事施工指針」一社）日本鋼構造協会「建築鉄骨工事施工指針」一社）日本鋼構造協会「建築鉄骨工事施工指針」一社）日本鋼構造協会「建築鉄骨工事施工指針」一社）日本鋼構造協会「建築鉄骨工事施工指針」一社）日本鋼構造協会「建築鉄骨工事施工指針」

鉄骨製作管理技術者登録機構「突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル」鉄骨製作管理技術者登録機構「突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル」鉄骨製作管理技術者登録機構「突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル」鉄骨製作管理技術者登録機構「突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル」鉄骨製作管理技術者登録機構「突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル」鉄骨製作管理技術者登録機構「突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル」鉄骨製作管理技術者登録機構「突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル」

認定または登録工場（大臣認定　Ｓ　Ｈ　Ｍ　Ｒ　Ｊ　グレード　都登録　T1  T2  T3  ランク）認定または登録工場（大臣認定　Ｓ　Ｈ　Ｍ　Ｒ　Ｊ　グレード　都登録　T1  T2  T3  ランク）認定または登録工場（大臣認定　Ｓ　Ｈ　Ｍ　Ｒ　Ｊ　グレード　都登録　T1  T2  T3  ランク）認定または登録工場（大臣認定　Ｓ　Ｈ　Ｍ　Ｒ　Ｊ　グレード　都登録　T1  T2  T3  ランク）認定または登録工場（大臣認定　Ｓ　Ｈ　Ｍ　Ｒ　Ｊ　グレード　都登録　T1  T2  T3  ランク）認定または登録工場（大臣認定　Ｓ　Ｈ　Ｍ　Ｒ　Ｊ　グレード　都登録　T1  T2  T3  ランク）認定または登録工場（大臣認定　Ｓ　Ｈ　Ｍ　Ｒ　Ｊ　グレード　都登録　T1  T2  T3  ランク）

材料規格証明書※、または試験成績書材料規格証明書※、または試験成績書材料規格証明書※、または試験成績書材料規格証明書※、または試験成績書材料規格証明書※、または試験成績書材料規格証明書※、または試験成績書材料規格証明書※、または試験成績書

頭付スタッド頭付スタッド頭付スタッド頭付スタッド頭付スタッド頭付スタッド頭付スタッド

社内検査表社内検査表社内検査表社内検査表社内検査表社内検査表社内検査表

※一社）日本鋼構造協会「建築鋼構造鋼材の品質証明ガイドライン」の規格証明方法、または見るシート。※一社）日本鋼構造協会「建築鋼構造鋼材の品質証明ガイドライン」の規格証明方法、または見るシート。※一社）日本鋼構造協会「建築鋼構造鋼材の品質証明ガイドライン」の規格証明方法、または見るシート。※一社）日本鋼構造協会「建築鋼構造鋼材の品質証明ガイドライン」の規格証明方法、または見るシート。※一社）日本鋼構造協会「建築鋼構造鋼材の品質証明ガイドライン」の規格証明方法、または見るシート。※一社）日本鋼構造協会「建築鋼構造鋼材の品質証明ガイドライン」の規格証明方法、または見るシート。※一社）日本鋼構造協会「建築鋼構造鋼材の品質証明ガイドライン」の規格証明方法、または見るシート。

（■印以外の項目の検査結果については、工事監理者に報告すること）（■印以外の項目の検査結果については、工事監理者に報告すること）（■印以外の項目の検査結果については、工事監理者に報告すること）（■印以外の項目の検査結果については、工事監理者に報告すること）（■印以外の項目の検査結果については、工事監理者に報告すること）（■印以外の項目の検査結果については、工事監理者に報告すること）（■印以外の項目の検査結果については、工事監理者に報告すること）

現寸検査現寸検査現寸検査現寸検査現寸検査現寸検査現寸検査

工事監理者が行う検査項目工事監理者が行う検査項目工事監理者が行う検査項目工事監理者が行う検査項目工事監理者が行う検査項目工事監理者が行う検査項目工事監理者 が行う検査項目

組立・開先検査組立・開先検査組立・開先検査組立・開先検査組立・開先検査組立・開先検査組立・開先検査 製品検査製品検査製品検査製品検査製品検査製品検査製品検査 建方検査建方検査建方検査建方検査建方検査建方検査建方検査

接合部の溶接は下記によること接合部の溶接は下記によること接合部の溶接は下記によること接合部の溶接は下記によること接合部の溶接は下記によること接合部の溶接は下記によること接合部の 溶接は下記によること

鉄骨造等の建築物の工事に関する東京都取扱要綱鉄骨造等の建築物の工事に関する東京都取扱要綱鉄骨造等の建築物の工事に関する東京都取扱要綱鉄骨造等の建築物の工事に関する東京都取扱要綱鉄骨造等の建築物の工事に関する東京都取扱要綱鉄骨造等の建築物の工事に関する東京都取扱要綱鉄骨造等の建築物の工事に関する東京都取扱要綱

Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ、Ⅵ、Ⅶ、Ⅷ、ⅨⅠ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ、Ⅵ、Ⅶ、Ⅷ、ⅨⅠ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ、Ⅵ、Ⅶ、Ⅷ、ⅨⅠ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ、Ⅵ、Ⅶ、Ⅷ、ⅨⅠ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ、Ⅵ、Ⅶ、Ⅷ、ⅨⅠ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ、Ⅵ、Ⅶ、Ⅷ、ⅨⅠ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ、Ⅵ、Ⅶ、Ⅷ、Ⅸ 」」」」」」」日本建築学会「溶接工作規準、同解説日本建築学会「溶接工作規準、同解説日本建築学会「溶接工作規準、同解説日本建築学会「溶接工作規準、同解説日本建築学会「溶接工作規準、同解説日本建築学会「溶接工作規準、同解説日本建築学会「溶接工作規準、同解説

日本建築学会「鉄骨工事技術指針　工事現場施工編」日本建築学会「鉄骨工事技術指針　工事現場施工編」日本建築学会「鉄骨工事技術指針　工事現場施工編」日本建築学会「鉄骨工事技術指針　工事現場施工編」日本建築学会「鉄骨工事技術指針　工事現場施工編」日本建築学会「鉄骨工事技術指針　工事現場施工編」日本建築学会「鉄骨工事技術指針　工事現場施工編」

接合部の 検査接合部の検 査接合部の 検査接合部の検 査接合部の 検査接合部の検 査接合部の検査

完全溶込み溶接部完全溶込み溶接部完全溶込み溶接部完全溶込み溶接部完全溶込み溶接部完全溶込み溶接部完全溶込み溶接部
(突合せ溶接)(突合せ溶接)(突合せ溶接)(突合せ溶接)(突合せ溶接)(突合せ溶接)(突合せ溶接)

超音波探傷試験超音波探傷試験超音波探傷試験超音波探傷試験超音波探傷試験超音波探傷試験超音波探傷試験

内質内質内質内質内質内質内質
検査検査検査検査検査検査検査
(注)(注)(注)(注)(注)(注)(注)

マクロ試験・その他マクロ試験・その他マクロ試験・その他マクロ試験・その他マクロ試験・その他マクロ試験・その他マクロ試験・その他

□硬さ試験□硬さ試験□硬さ試験□硬さ試験□硬さ試験□硬さ試験□硬さ試験

□示温塗料塗布□示温塗料塗布□示温塗料塗布□示温塗料塗布□示温塗料塗布□示温塗料塗布□示温塗料塗布

外観検査(※)外観検査(※)外観検査(※)外観検査(※)外観検査(※)外観検査(※)外観検査(※)

外観検査(※)外観検査(※)外観検査(※)外観検査(※)外観検査(※)外観検査(※)外観検査(※)

個個個個個個個

備　　考備　　考備　　考備　　考備　　考備　　考備　　考

個個個個個個個個個個個個個個

％個％個％個％個％個％個％個

％個％個％個％個％個％個％個

％個％個％個％個％個％個％個

％個％個％個％個％個％個％個

％個％個％個％個％個％個％個

％個％個％個％個％個％個％個

％個％個％個％個％個％個％個

％個％個％個％個％個％個％個

％個％個％個％個％個％個％個

％個％個％個％個％個％個％個

％個％個％個％個％個％個％個

％個％個％個％個％個％個％個

％個％個％個％個％個％個％個

％個％個％個％個％個％個％個

％個％個％個％個％個％個％個

第三者受入検査第三者受入検査第三者受入検査第三者受入検査第三者受入検査第三者受入検査第三者受入検査 工事監理者工事監理者工事監理者工事監理者工事監理者工事監理者工事監理者工場自主検査工場自主検査工場自主検査工場自主検査工場自主検査工場自主検査工場自主検査
検　査　箇　所検　査　箇　所検　査　箇　所検　査　箇　所検　査　箇　所検　査　箇　所検　査　箇　所 検　査　方　法検　査　方　法検　査　方　法検　査　方　法検　査　方　法検　査　方　法検　査　方　法

検査率又は検査数検査率又は検査数検査率又は検査数検査率又は検査数検査率又は検査数検査率又は検査数検査率又は検査数

溶接部の検査（検査結果は工事監理者に報告すること）溶接部の検査（検査結果は工事監理者に報告すること）溶接部の検査（検査結果は工事監理者に報告すること）溶接部の検査（検査結果は工事監理者に報告すること）溶接部の検査（検査結果は工事監理者に報告すること）溶接部の検査（検査結果は工事監理者に報告すること）溶接部の検査（検査結果は工事監理者に報告すること）

第三者検査機関名第三者検査機関名第三者検査機関名第三者検査機関名第三者検査機関名第三者検査機関名第三者検査機関名

代行させるために自ら契約した検査会社名をいう。代行させるために自ら契約した検査会社名をいう。代行させるために自ら契約した検査会社名をいう。代行させるために自ら契約した検査会社名をいう。代行させるために自ら契約した検査会社名をいう。代行させるために自ら契約した検査会社名をいう。代行させるために自ら契約した検査会社名をいう。

第三者検査機関とは、建築主、工事監理者又は工事施工者が、受け入れ検査を第三者検査機関とは、建築主、工事監理者又は工事施工者が、受け入れ検査を第三者検査機関とは、建築主、工事監理者又は工事施工者が、受け入れ検査を第三者検査機関とは、建築主、工事監理者又は工事施工者が、受け入れ検査を第三者検査機関とは、建築主、工事監理者又は工事施工者が、受け入れ検査を第三者検査機関とは、建築主、工事監理者又は工事施工者が、受け入れ検査を第三者検査機関とは、建築主、工事監理者又は工事施工者が、受け入れ検査を

(注)東京都の要綱に(注)東京都の要綱に(注)東京都の要綱に(注)東京都の要綱に(注)東京都の要綱に(注)東京都の要綱に(注)東京都の要綱に
基づき必要となる建築基づき必要となる建築基づき必要となる建築基づき必要となる建築基づき必要となる建築基づき必要となる建築基づき必要となる建築
物の場合に実施する物の場合に実施する物の場合に実施する物の場合に実施する物の場合に実施する物の場合に実施する物の場合に実施する

※平成12年建設省告示※平成12年建設省告示※平成12年建設省告示※平成12年建設省告示※平成12年建設省告示※平成12年建設省告示※平成12年建設省告示
第1464号第二による第1464号第二による第1464号第二による第1464号第二による第1464号第二による第1464号第二による第1464号第二による
(目視及び計測)(目視及び計測)(目視及び計測)(目視及び計測)(目視及び計測)(目視及び計測)(目視及び計測)

防錆塗装防錆塗装防錆塗装防錆塗装防錆塗装防錆塗装防錆塗装

現場における高力ボルト接合部及び接合部の素地調整は入念に行い、塗装は工場塗装と同じ錆び止め現場における高力ボルト接合部及び接合部の素地調整は入念に行い、塗装は工場塗装と同じ錆び止め現場における高力ボルト接合部及び接合部の素地調整は入念に行い、塗装は工場塗装と同じ錆び止め現場における高力ボルト接合部及び接合部の素地調整は入念に行い、塗装は工場塗装と同じ錆び止め現場における高力ボルト接合部及び接合部の素地調整は入念に行い、塗装は工場塗装と同じ錆び止め現場における高力ボルト接合部及び接合部の素地調整は入念に行い、塗装は工場塗装と同じ錆び止め現場における高力ボルト接合部及び接合部の素地調整は入念に行い、塗装は工場塗装と同じ錆び止め

ペイントを使用し、２回塗りとする。ペイントを使用し、２回塗りとする。ペイントを使用し、２回塗りとする。ペイントを使用し、２回塗りとする。ペイントを使用し、２回塗りとする。ペイントを使用し、２回塗りとする。ペイントを使用し、２回塗りとする。

耐火被覆 の材料耐火被覆の 材料耐火被覆 の材料耐火被覆の 材料耐火被覆 の材料耐火被覆の 材料耐火被覆の材料

８．その他８．その他８．その他８．その他８．その他８．その他８．その他

諸官庁への届出書類は遅滞なく提出すること。諸官庁への届出書類は遅滞なく提出すること。諸官庁への届出書類は遅滞なく提出すること。諸官庁への届出書類は遅滞なく提出すること。諸官庁への届出書類は遅滞なく提出すること。諸官庁への届出書類は遅滞なく提出すること。諸官庁への届出書類は遅滞なく提出すること。

各試験の供試体は公的試験機関にて試験を行い工事監理者に報告すること。各試験の供試体は公的試験機関にて試験を行い工事監理者に報告すること。各試験の供試体は公的試験機関にて試験を行い工事監理者に報告すること。各試験の供試体は公的試験機関にて試験を行い工事監理者に報告すること。各試験の供試体は公的試験機関にて試験を行い工事監理者に報告すること。各試験の供試体は公的試験機関にて試験を行い工事監理者に報告すること。各試験の供試体は公的試験機関にて試験を行い工事監理者に報告すること。

必要に応じて記録写真を撮り保管すること。必要に応じて記録写真を撮り保管すること。必要に応じて記録写真を撮り保管すること。必要に応じて記録写真を撮り保管すること。必要に応じて記録写真を撮り保管すること。必要に応じて記録写真を撮り保管すること。必要に応じて記録写真を撮り保管すること。

７．設備関係７．設備関係７．設備関係７．設備関係７．設備関係７．設備関係７．設備関係

６．鉄骨工事６．鉄骨工事６．鉄骨工事６．鉄骨工事６．鉄骨工事６．鉄骨工事６．鉄骨工事

日本建築学会「ＪＡＳＳ６2015年版」「鉄骨精度検査基準」「鉄骨工事技術指針」日本建築学会「ＪＡＳＳ６2015年版」「鉄骨精度検査基準」「鉄骨工事技術指針」日本建築学会「ＪＡＳＳ６2015年版」「鉄骨精度検査基準」「鉄骨工事技術指針」日本建築学会「ＪＡＳＳ６2015年版」「鉄骨精度検査基準」「鉄骨工事技術指針」日本建築学会「ＪＡＳＳ６2015年版」「鉄骨精度検査基準」「鉄骨工事技術指針」日本建築学会「ＪＡＳＳ６2015年版」「鉄骨精度検査基準」「鉄骨工事技術指針」日本建築学会「ＪＡＳＳ６2015年版」「鉄骨精度検査基準」「鉄骨工事技術指針」

平成12年建設省告示1464号第二号 イ、ロ平成12年建設省告示1464号第二号 イ、ロ平成12年建設省告示1464号第二号 イ、ロ平成12年建設省告示1464号第二号 イ、ロ平成12年建設省告示1464号第二号 イ、ロ平成12年建設省告示1464号第二号 イ、ロ平成12年建設省告示1464号第二号 イ、ロ

(都知事登録　　　　　　号)(都知事登録　　　　　　号)(都知事登録　　　　　　号)(都知事登録　　　　　　号)(都知事登録　　　　　　号)(都知事登録　　　　　　号)(都知事登録　　　　　　号)

軸力導入試験　□ 要　□ 否軸力導入試験　□ 要　□ 否軸力導入試験　□ 要　□ 否軸力導入試験　□ 要　□ 否軸力導入試験　□ 要　□ 否軸力導入試験　□ 要　□ 否軸力導入試験　□ 要　□ 否 高力ボルトすべり係数試験　□ 要　□ 否高力ボルトすべり係数試験　□ 要　□ 否高力ボルトすべり係数試験　□ 要　□ 否高力ボルトすべり係数試験　□ 要　□ 否高力ボルトすべり係数試験　□ 要　□ 否高力ボルトすべり係数試験　□ 要　□ 否高力ボルトすべり係数試験　□ 要　□ 否

高力ボルトの検査（検査結果は後日工事監理者に報告すること）高力ボルトの検査（検査結果は後日工事監理者に報告すること）高力ボルトの検査（検査結果は後日工事監理者に報告すること）高力ボルトの検査（検査結果は後日工事監理者に報告すること）高力ボルトの検査（検査結果は後日工事監理者に報告すること）高力ボルトの検査（検査結果は後日工事監理者に報告すること）高力ボルトの検査（検査結果は後日工事監理者に報告すること）

注１）現場溶接部については原則として第三者検査機関による全数検査を行とし、外観検査、超音波探傷検査を注１）現場溶接部については原則として第三者検査機関による全数検査を行とし、外観検査、超音波探傷検査を注１）現場溶接部については原則として第三者検査機関による全数検査を行とし、外観検査、超音波探傷検査を注１）現場溶接部については原則として第三者検査機関による全数検査を行とし、外観検査、超音波探傷検査を注１）現場溶接部については原則として第三者検査機関による全数検査を行とし、外観検査、超音波探傷検査を注１）現場溶接部については原則として第三者検査機関による全数検査を行とし、外観検査、超音波探傷検査を注１）現場溶接部については原則として第三者検査機関による全数検査を行とし、外観検査、超音波探傷検査を
　　　100％行うこと　　　100％行うこと　　　100％行うこと　　　100％行うこと　　　100％行うこと　　　100％行うこと　　　100％行うこと
注２）知事が定めた重大な不具合が発生した場合は、是正前に対応策を建築主事等に報告すること注２）知事が定めた重大な不具合が発生した場合は、是正前に対応策を建築主事等に報告すること注２）知事が定めた重大な不具合が発生した場合は、是正前に対応策を建築主事等に報告すること注２）知事が定めた重大な不具合が発生した場合は、是正前に対応策を建築主事等に報告すること注２）知事が定めた重大な不具合が発生した場合は、是正前に対応策を建築主事等に報告すること注２）知事が定めた重大な不具合が発生した場合は、是正前に対応策を建築主事等に報告すること注２）知事が定めた重大な不具合が発生した場合は、是正前に対応策を建築主事等に報告すること

（１）（１）（１）（１）（１）（１）（１）

（２）（２）（２）（２）（２）（２）（２）

（３）（３）（３）（３）（３）（３）（３）

（４）（４）（４）（４）（４）（４）（４）

（５）（５）（５）（５）（５）（５）（５）

（６）（６）（６）（６）（６）（６）（６）

□□□□□□□

□□□□□□□

（７）（７）（７）（７）（７）（７）（７）

■■■■■■■

■■■■■■■

■■■■■■■

□□□□□□□

□□□□□□□

■　建築設備の構造および構造体への緊結部分は、構造耐力上安全な構造方法を用いるものとする。■　建築設備の構造および構造体への緊結部分は、構造耐力上安全な構造方法を用いるものとする。■　建築設備の構造および構造体への緊結部分は、構造耐力上安全な構造方法を用いるものとする。■　建築設備の構造および構造体への緊結部分は、構造耐力上安全な構造方法を用いるものとする。■　建築設備の構造および構造体への緊結部分は、構造耐力上安全な構造方法を用いるものとする。■　建築設備の構造および構造体への緊結部分は、構造耐力上安全な構造方法を用いるものとする。■　建築設備の構造および構造体への緊結部分は、構造耐力上安全な構造方法を用いるものとする。

■　建築設備の支持構造部および緊結金物には、錆止め等、防錆のための有効な措置を講じること。■　建築設備の支持構造部および緊結金物には、錆止め等、防錆のための有効な措置を講じること。■　建築設備の支持構造部および緊結金物には、錆止め等、防錆のための有効な措置を講じること。■　建築設備の支持構造部および緊結金物には、錆止め等、防錆のための有効な措置を講じること。■　建築設備の支持構造部および緊結金物には、錆止め等、防錆のための有効な措置を講じること。■　建築設備の支持構造部および緊結金物には、錆止め等、防錆のための有効な措置を講じること。■　建築設備の支持構造部および緊結金物には、錆止め等、防錆のための有効な措置を講じること。

■　建築物に設ける屋上から突出する水槽・煙突・その他これらに類するものは、風圧。地震に対して■　建築物に設ける屋上から突出する水槽・煙突・その他これらに類するものは、風圧。地震に対して■　建築物に設ける屋上から突出する水槽・煙突・その他これらに類するものは、風圧。地震に対して■　建築物に設ける屋上から突出する水槽・煙突・その他これらに類するものは、風圧。地震に対して■　建築物に設ける屋上から突出する水槽・煙突・その他これらに類するものは、風圧。地震に対して■　建築物に設ける屋上から突出する水槽・煙突・その他これらに類するものは、風圧。地震に対して■　建築物に設ける屋上から突出する水槽・煙突・その他これらに類するものは、風圧。地震に対して

　　構造耐力上主要な部分に緊結され、安全であること。　　構造耐力上主要な部分に緊結され、安全であること。　　構造耐力上主要な部分に緊結され、安全であること。　　構造耐力上主要な部分に緊結され、安全であること。　　構造耐力上主要な部分に緊結され、安全であること。　　構造耐力上主要な部分に緊結され、安全であること。　　構造耐力上主要な部分に緊結され、安全であること。

□　煙突は、鉄筋に対するコンクリートのかぶり厚さを５cm以上とした鉄筋コンクリート造とすること。□　煙突は、鉄筋に対するコンクリートのかぶり厚さを５cm以上とした鉄筋コンクリート造とすること。□　煙突は、鉄筋に対するコンクリートのかぶり厚さを５cm以上とした鉄筋コンクリート造とすること。□　煙突は、鉄筋に対するコンクリートのかぶり厚さを５cm以上とした鉄筋コンクリート造とすること。□　煙突は、鉄筋に対するコンクリートのかぶり厚さを５cm以上とした鉄筋コンクリート造とすること。□　煙突は、鉄筋に対するコンクリートのかぶり厚さを５cm以上とした鉄筋コンクリート造とすること。□　煙突は、鉄筋に対するコンクリートのかぶり厚さを５cm以上とした鉄筋コンクリート造とすること。

■　設備配管は、地震時等の建物変形に追従できること。また、地震力等に対して適切に支持されていること。■　設備配管は、地震時等の建物変形に追従できること。また、地震力等に対して適切に支持されていること。■　設備配管は、地震時等の建物変形に追従できること。また、地震力等に対して適切に支持されていること。■　設備配管は、地震時等の建物変形に追従できること。また、地震力等に対して適切に支持されていること。■　設備配管は、地震時等の建物変形に追従できること。また、地震力等に対して適切に支持されていること。■　設備配管は、地震時等の建物変形に追従できること。また、地震力等に対して適切に支持されていること。■　設備配管は、地震時等の建物変形に追従できること。また、地震力等に対して適切に支持されていること。

■　設備機器の架台及び基礎については、風圧・地震力等に対して構造耐力上安全であること。■　設備機器の架台及び基礎については、風圧・地震力等に対して構造耐力上安全であること。■　設備機器の架台及び基礎については、風圧・地震力等に対して構造耐力上安全であること。■　設備機器の架台及び基礎については、風圧・地震力等に対して構造耐力上安全であること。■　設備機器の架台及び基礎については、風圧・地震力等に対して構造耐力上安全であること。■　設備機器の架台及び基礎については、風圧・地震力等に対して構造耐力上安全であること。■　設備機器の架台及び基礎については、風圧・地震力等に対して構造耐力上安全であること。

■　特記以外の梁貫通孔は原則として設けない。■　特記以外の梁貫通孔は原則として設けない。■　特記以外の梁貫通孔は原則として設けない。■　特記以外の梁貫通孔は原則として設けない。■　特記以外の梁貫通孔は原則として設けない。■　特記以外の梁貫通孔は原則として設けない。■　特記以外の梁貫通孔は原則として設けない。

■　床スラブ内に設備配管等を埋込む場合はスラブ厚さの１／３以下とし管の間隔を管径の３倍以上かつ　　■　床スラブ内に設備配管等を埋込む場合はスラブ厚さの１／３以下とし管の間隔を管径の３倍以上かつ　　■　床スラブ内に設備配管等を埋込む場合はスラブ厚さの１／３以下とし管の間隔を管径の３倍以上かつ　　■　床スラブ内に設備配管等を埋込む場合はスラブ厚さの１／３以下とし管の間隔を管径の３倍以上かつ　　■　床スラブ内に設備配管等を埋込む場合はスラブ厚さの１／３以下とし管の間隔を管径の３倍以上かつ　　■　床スラブ内に設備配管等を埋込む場合はスラブ厚さの１／３以下とし管の間隔を管径の３倍以上かつ　　■　床スラブ内に設備配管等を埋込む場合はスラブ厚さの１／３以下とし管の間隔を管径の３倍以上かつ　　

　　５cm以上を原則とする。　　５cm以上を原則とする。　　５cm以上を原則とする。　　５cm以上を原則とする。　　５cm以上を原則とする。　　５cm以上を原則とする。　　５cm以上を原則とする。

□　エレベーター・エスカレーターの駆動装置等は、構造体に安全に緊結されていること。□　エレベーター・エスカレーターの駆動装置等は、構造体に安全に緊結されていること。□　エレベーター・エスカレーターの駆動装置等は、構造体に安全に緊結されていること。□　エレベーター・エスカレーターの駆動装置等は、構造体に安全に緊結されていること。□　エレベーター・エスカレーターの駆動装置等は、構造体に安全に緊結されていること。□　エレベーター・エスカレーターの駆動装置等は、構造体に安全に緊結されていること。□　エレベーター・エスカレーターの駆動装置等は、構造体に安全に緊結されていること。

　　また、地震時の層間変形に追従できること。　　また、地震時の層間変形に追従できること。　　また、地震時の層間変形に追従できること。　　また、地震時の層間変形に追従できること。　　また、地震時の層間変形に追従できること。　　また、地震時の層間変形に追従できること。　　また、地震時の層間変形に追従できること。

■■■■■■■

■■■■■■■

■■■■■■■

■■■■■■■ ■■■■■■■ ■■■■■■■ ■■■■■■■
■■■■■■■

■■■■■■■

■■■■■■■ ■■■■■■■ ■■■■■■■

■■■■■■■

■■■■■■■ ■■■■■■■ ■■■■■■■

■■■■■■■

■■■■■■■

■■■■■■■ 100100100100100100100

100100100100100100100

20202020202020

20202020202020

20202020202020

20202020202020

■■■■■■■
■■■■■■■

■■■■■■■

■JIS H 8641<HDZT 77>■JIS H 8641<HDZT 77>■JIS H 8641<HDZT 77>■JIS H 8641<HDZT 77>■JIS H 8641<HDZT 77>■JIS H 8641<HDZT 77>■JIS H 8641<HDZT 77>

鹿児島市与次郎二丁目2295番165鹿児島市与次郎二丁目2295番165鹿児島市与次郎二丁目2295番165鹿児島市与次郎二丁目2295番165鹿児島市与次郎二丁目2295番165鹿児島市与次郎二丁目2295番165鹿児島市与次郎二丁目2295番165

□ 法第20条第二号（□RC造高さ 20 m超　□Ｓ造 4　階建以上　木造高さ 13 m超　□その他)□ 法第20条第二号（□RC造高さ 20 m超　□Ｓ造 4　階建以上　木造高さ 13 m超　□その他)□ 法第20条第二号（□RC造高さ 20 m超　□Ｓ造 4　階建以上　木造高さ 13 m超　□その他)□ 法第20条第二号（□RC造高さ 20 m超　□Ｓ造 4　階建以上　木造高さ 13 m超　□その他)□ 法第20条第二号（□RC造高さ 20 m超　□Ｓ造 4　階建以上　木造高さ 13 m超　□その他)□ 法第20条第二号（□RC造高さ 20 m超　□Ｓ造 4　階建以上　木造高さ 13 m超　□その他)□ 法第20条第二号（□RC造高さ 20 m超　□Ｓ造 4　階建以上　木造高さ 13 m超　□その他)

■事務所　□共同住宅　□病院　□店舗　□倉庫　□店舗付共同住宅　■ダンス競技■事務所　□共同住宅　□病院　□店舗　□倉庫　□店舗付共同住宅　■ダンス競技■事務所　□共同住宅　□病院　□店舗　□倉庫　□店舗付共同住宅　■ダンス競技■事務所　□共同住宅　□病院　□店舗　□倉庫　□店舗付共同住宅　■ダンス競技■事務所　□共同住宅　□病院　□店舗　□倉庫　□店舗付共同住宅　■ダンス競技■事務所　□共同住宅　□病院　□店舗　□倉庫　□店舗付共同住宅　■ダンス競技■事務所　□共同住宅　□病院　□店舗　□倉庫　□店舗付共同住宅　■ダンス競技

100100100100100100100 100100100100100100100 100100100100100100100鉄骨屋根鉄骨屋根鉄骨屋根鉄骨屋根鉄骨屋根鉄骨屋根鉄骨屋根

Ｚ=0.8Ｚ=0.8Ｚ=0.8Ｚ=0.8Ｚ=0.8Ｚ=0.8Ｚ=0.8Co= 0.3Co= 0.3Co= 0.3Co= 0.3Co= 0.3Co= 0.3Co= 0.3

基準風速　Ｖo=　38  m/sec基準風速　Ｖo=　38  m/sec基準風速　Ｖo=　38  m/sec基準風速　Ｖo=　38  m/sec基準風速　Ｖo=　38  m/sec基準風速　Ｖo=　38  m/sec基準風速　Ｖo=　38  m/sec

□エレベーター　　000 kN　1 基　　□受水槽　　　kN□エスカレーター□エレベーター　　000 kN　1 基　　□受水槽　　　kN□エスカレーター□エレベーター　　000 kN　1 基　　□受水槽　　　kN□エスカレーター□エレベーター　　000 kN　1 基　　□受水槽　　　kN□エスカレーター□エレベーター　　000 kN　1 基　　□受水槽　　　kN□エスカレーター□エレベーター　　000 kN　1 基　　□受水槽　　　kN□エスカレーター□エレベーター　　000 kN　1 基　　□受水槽　　　kN□エスカレーター

Ｘ方向ルート　　　０－（　　）　　Ｙ方向ルート 　０－（ 　 ）Ｘ方向ルート　　　０－（　　）　　Ｙ方向ルート 　０－（ 　 ）Ｘ方向ルート　　　０－（　　）　　Ｙ方向ルート 　０－（ 　 ）Ｘ方向ルート　　　０－（　　）　　Ｙ方向ルート 　０－（ 　 ）Ｘ方向ルート　　　０－（　　）　　Ｙ方向ルート 　０－（ 　 ）Ｘ方向ルート　　　０－（　　）　　Ｙ方向ルート 　０－（ 　 ）Ｘ方向ルート　　　０－（　　）　　Ｙ方向ルート 　０－（ 　 ）

Ｘ方向　１／　　rad　　　Ｙ方向　１／　　radＸ方向　１／　　rad　　　Ｙ方向　１／　　radＸ方向　１／　　rad　　　Ｙ方向　１／　　radＸ方向　１／　　rad　　　Ｙ方向　１／　　radＸ方向　１／　　rad　　　Ｙ方向　１／　　radＸ方向　１／　　rad　　　Ｙ方向　１／　　radＸ方向　１／　　rad　　　Ｙ方向　１／　　rad438438438438438438438 565565565565565565565

形式　QL-50　厚2.3形式　QL-50　厚2.3形式　QL-50　厚2.3形式　QL-50　厚2.3形式　QL-50　厚2.3形式　QL-50　厚2.3形式　QL-50　厚2.3 ■屋根 □床版■屋根 □床版■屋根 □床版■屋根 □床版■屋根 □床版■屋根 □床版■屋根 □床版

1111111 24242424242424

□柱　□梁　□壁□柱　□梁　□壁□柱　□梁　□壁□柱　□梁　□壁□柱　□梁　□壁□柱　□梁　□壁□柱　□梁　□壁
□床版□　　□□床版□　　□□床版□　　□□床版□　　□□床版□　　□□床版□　　□□床版□　　□
□柱　□梁　□壁□柱　□梁　□壁□柱　□梁　□壁□柱　□梁　□壁□柱　□梁　□壁□柱　□梁　□壁□柱　□梁　□壁
□床版□　　□□床版□　　□□床版□　　□□床版□　　□□床版□　　□□床版□　　□□床版□　　□
□柱　□梁　□壁□柱　□梁　□壁□柱　□梁　□壁□柱　□梁　□壁□柱　□梁　□壁□柱　□梁　□壁□柱　□梁　□壁
□床版□　　□□床版□　　□□床版□　　□□床版□　　□□床版□　　□□床版□　　□□床版□　　□

１階立上り１階立上り１階立上り１階立上り１階立上り１階立上り１階立上り
　　～R階床　　～R階床　　～R階床　　～R階床　　～R階床　　～R階床　　～R階床

□TSC295□TSC295□TSC295□TSC295□TSC295□TSC295□TSC295

□SSC400□SSC400□SSC400□SSC400□SSC400□SSC400□SSC400■■■■■■■
■■■■■■■

□□□□□□□有有有有有有有 □□□□□□□無無無無無無無

□□□□□□□有有有有有有有 □□□□□□□無無無無無無無

大臣認定品　認定番号MSTL-0495大臣認定品　認定番号MSTL-0495大臣認定品　認定番号MSTL-0495大臣認定品　認定番号MSTL-0495大臣認定品　認定番号MSTL-0495大臣認定品　認定番号MSTL-0495大臣認定品　認定番号MSTL-0495

大臣認定品　認定番号MSTL-0385大臣認定品　認定番号MSTL-0385大臣認定品　認定番号MSTL-0385大臣認定品　認定番号MSTL-0385大臣認定品　認定番号MSTL-0385大臣認定品　認定番号MSTL-0385大臣認定品　認定番号MSTL-0385

柱柱柱柱柱柱柱

柱柱柱柱柱柱柱

柱柱柱柱柱柱柱
胴縁・母屋胴縁・母屋胴縁・母屋胴縁・母屋胴縁・母屋胴縁・母屋胴縁・母屋

梁梁梁梁梁梁梁

□アンカーボルト(構造用アンカーボルト)□アンカーボルト(構造用アンカーボルト)□アンカーボルト(構造用アンカーボルト)□アンカーボルト(構造用アンカーボルト)□アンカーボルト(構造用アンカーボルト)□アンカーボルト(構造用アンカーボルト)□アンカーボルト(構造用アンカーボルト)■■■■■■■

■■■■■■■□SS400   M16     L=400   mm  ナット（□シングル、□ダブル）□SS400   M16     L=400   mm  ナット（□シングル、□ダブル）□SS400   M16     L=400   mm  ナット（□シングル、□ダブル）□SS400   M16     L=400   mm  ナット（□シングル、□ダブル）□SS400   M16     L=400   mm  ナット（□シングル、□ダブル）□SS400   M16     L=400   mm  ナット（□シングル、□ダブル）□SS400   M16     L=400   mm  ナット（□シングル、□ダブル）

■■■■■■■

■■■■■■■

□ABR400  M20･24   L=500･600 mm  ナット（□シングル、□ダブル）（JIS B 1220）□ABR400  M20･24   L=500･600 mm  ナット（□シングル、□ダブル）（JIS B 1220）□ABR400  M20･24   L=500･600 mm  ナット（□シングル、□ダブル）（JIS B 1220）□ABR400  M20･24   L=500･600 mm  ナット（□シングル、□ダブル）（JIS B 1220）□ABR400  M20･24   L=500･600 mm  ナット（□シングル、□ダブル）（JIS B 1220）□ABR400  M20･24   L=500･600 mm  ナット（□シングル、□ダブル）（JIS B 1220）□ABR400  M20･24   L=500･600 mm  ナット（□シングル、□ダブル）（JIS B 1220）

■ 法第20条第一項第四号■ 法第20条第一項第四号■ 法第20条第一項第四号■ 法第20条第一項第四号■ 法第20条第一項第四号■ 法第20条第一項第四号■ 法第20条第一項第四号

□トルシア形高力ボルトは二次締め後、マーキングのずれとピンテールの破断を確認する。□トルシア形高力ボルトは二次締め後、マーキングのずれとピンテールの破断を確認する。□トルシア形高力ボルトは二次締め後、マーキングのずれとピンテールの破断を確認する。□トルシア形高力ボルトは二次締め後、マーキングのずれとピンテールの破断を確認する。□トルシア形高力ボルトは二次締め後、マーキングのずれとピンテールの破断を確認する。□トルシア形高力ボルトは二次締め後、マーキングのずれとピンテールの破断を確認する。□トルシア形高力ボルトは二次締め後、マーキングのずれとピンテールの破断を確認する。

■■■■■■■

□一次締め後マーキングを行い、二次締め後そのずれを見て、供回り等の異常が無いことを確認する。□一次締め後マーキングを行い、二次締め後そのずれを見て、供回り等の異常が無いことを確認する。□一次締め後マーキングを行い、二次締め後そのずれを見て、供回り等の異常が無いことを確認する。□一次締め後マーキングを行い、二次締め後そのずれを見て、供回り等の異常が無いことを確認する。□一次締め後マーキングを行い、二次締め後そのずれを見て、供回り等の異常が無いことを確認する。□一次締め後マーキングを行い、二次締め後そのずれを見て、供回り等の異常が無いことを確認する。□一次締め後マーキングを行い、二次締め後そのずれを見て、供回り等の異常が無いことを確認する。■■■■■■■

■■■■■■■

防錆塗装の範囲は、高力ボルト接合の摩擦面及びコンクリートで被覆される以外の部分とする。錆止め防錆塗装の範囲は、高力ボルト接合の摩擦面及びコンクリートで被覆される以外の部分とする。錆止め防錆塗装の範囲は、高力ボルト接合の摩擦面及びコンクリートで被覆される以外の部分とする。錆止め防錆塗装の範囲は、高力ボルト接合の摩擦面及びコンクリートで被覆される以外の部分とする。錆止め防錆塗装の範囲は、高力ボルト接合の摩擦面及びコンクリートで被覆される以外の部分とする。錆止め防錆塗装の範囲は、高力ボルト接合の摩擦面及びコンクリートで被覆される以外の部分とする。錆止め防錆塗装の範囲は、高力ボルト接合の摩擦面及びコンクリートで被覆される以外の部分とする。錆止め

ペイントは、□JIS K 5621、□JIS K 5625、□JIS K 5674、□　　　　　　（フォースターＦ☆☆☆☆）ペイントは、□JIS K 5621、□JIS K 5625、□JIS K 5674、□　　　　　　（フォースターＦ☆☆☆☆）ペイントは、□JIS K 5621、□JIS K 5625、□JIS K 5674、□　　　　　　（フォースターＦ☆☆☆☆）ペイントは、□JIS K 5621、□JIS K 5625、□JIS K 5674、□　　　　　　（フォースターＦ☆☆☆☆）ペイントは、□JIS K 5621、□JIS K 5625、□JIS K 5674、□　　　　　　（フォースターＦ☆☆☆☆）ペイントは、□JIS K 5621、□JIS K 5625、□JIS K 5674、□　　　　　　（フォースターＦ☆☆☆☆）ペイントは、□JIS K 5621、□JIS K 5625、□JIS K 5674、□　　　　　　（フォースターＦ☆☆☆☆）

を使用し、２回塗りを標準とするが、実状に応じて決定すること。を使用し、２回塗りを標準とするが、実状に応じて決定すること。を使用し、２回塗りを標準とするが、実状に応じて決定すること。を使用し、２回塗りを標準とするが、実状に応じて決定すること。を使用し、２回塗りを標準とするが、実状に応じて決定すること。を使用し、２回塗りを標準とするが、実状に応じて決定すること。を使用し、２回塗りを標準とするが、実状に応じて決定すること。

■ベタ基礎(管理棟)■ベタ基礎(管理棟)■ベタ基礎(管理棟)■ベタ基礎(管理棟)■ベタ基礎(管理棟)■ベタ基礎(管理棟)■ベタ基礎(管理棟) ■布基礎(ダンス競技棟)■布基礎(ダンス競技棟)■布基礎(ダンス競技棟)■布基礎(ダンス競技棟)■布基礎(ダンス競技棟)■布基礎(ダンス競技棟)■布基礎(ダンス競技棟) □独立基礎□独立基礎□独立基礎□独立基礎□独立基礎□独立基礎□独立基礎

礫混じり細砂礫混じり細砂礫混じり細砂礫混じり細砂礫混じり細砂礫混じり細砂礫混じり細砂
　～シラス　～シラス　～シラス　～シラス　～シラス　～シラス　～シラス

3.2m3.2m3.2m3.2m3.2m3.2m3.2m 管　理　棟　=50kN/㎡管　理　棟　=50kN/㎡管　理　棟　=50kN/㎡管　理　棟　=50kN/㎡管　理　棟　=50kN/㎡管　理　棟　=50kN/㎡管　理　棟　=50kN/㎡
ダンス競技棟=75kN/㎡ダンス競技棟=75kN/㎡ダンス競技棟=75kN/㎡ダンス競技棟=75kN/㎡ダンス競技棟=75kN/㎡ダンス競技棟=75kN/㎡ダンス競技棟=75kN/㎡

■高炉セメントB種(基礎)■高炉セメントB種(基礎)■高炉セメントB種(基礎)■高炉セメントB種(基礎)■高炉セメントB種(基礎)■高炉セメントB種(基礎)■高炉セメントB種(基礎)

養生（■標準　■現場水中　■現場封かん　□　　　）養生（■標準　■現場水中　■現場封かん　□　　　）養生（■標準　■現場水中　■現場封かん　□　　　）養生（■標準　■現場水中　■現場封かん　□　　　）養生（■標準　■現場水中　■現場封かん　□　　　）養生（■標準　■現場水中　■現場封かん　□　　　）養生（■標準　■現場水中　■現場封かん　□　　　）

■ＡＥ減水剤　　□高性能減水剤　□■ＡＥ減水剤　　□高性能減水剤　□■ＡＥ減水剤　　□高性能減水剤　□■ＡＥ減水剤　　□高性能減水剤　□■ＡＥ減水剤　　□高性能減水剤　□■ＡＥ減水剤　　□高性能減水剤　□■ＡＥ減水剤　　□高性能減水剤　□

□SN490C□SN490C□SN490C□SN490C□SN490C□SN490C□SN490C
■■■■■■■
■■■■■■■

梁梁梁梁梁梁梁
ﾀﾞｲﾔｽﾗﾑ･ﾍﾞｰｽﾌﾟﾚｰﾄﾀﾞｲﾔｽﾗﾑ･ﾍﾞｰｽﾌﾟﾚｰﾄﾀﾞｲﾔｽﾗﾑ･ﾍﾞｰｽﾌﾟﾚｰﾄﾀﾞｲﾔｽﾗﾑ･ﾍﾞｰｽﾌﾟﾚｰﾄﾀﾞｲﾔｽﾗﾑ･ﾍﾞｰｽﾌﾟﾚｰﾄﾀﾞｲﾔｽﾗﾑ･ﾍﾞｰｽﾌﾟﾚｰﾄﾀﾞｲﾔｽﾗﾑ･ﾍﾞｰｽﾌﾟﾚｰﾄ

□SN400C□SN400C□SN400C□SN400C□SN400C□SN400C□SN400C

00123181
矩形

00123181
テキストボックス
ほか１棟新築本体工事



一級建築士　第344260号　　木元　達也一級建築士　第344260号　　木元　達也一級建築士　第344260号　　木元　達也一級建築士　第344260号　　木元　達也一級建築士　第344260号　　木元　達也一級建築士　第344260号　　木元　達也一級建築士　第344260号　　木元　達也

トラス・アーキテクト株式会社トラス・アーキテクト株式会社トラス・アーキテクト株式会社トラス・アーキテクト株式会社トラス・アーキテクト株式会社トラス・アーキテクト株式会社トラス・アーキテクト株式会社

一級建築士事務所　知事登録　第1-4-16号一級建築士事務所　知事登録　第1-4-16号一級建築士事務所　知事登録　第1-4-16号一級建築士事務所　知事登録　第1-4-16号一級建築士事務所　知事登録　第1-4-16号一級建築士事務所　知事登録　第1-4-16号一級建築士事務所　知事登録　第1-4-16号 ほか１棟新築工事ほか１棟新築工事ほか１棟新築工事ほか１棟新築工事ほか１棟新築工事ほか１棟新築工事ほか１棟新築工事
スケートボード等専用施設管理棟スケートボード等専用施設管理棟スケートボード等専用施設管理棟スケートボード等専用施設管理棟スケートボード等専用施設管理棟スケートボード等専用施設管理棟スケートボード等専用施設管理棟

鹿児島市建設局建築部建築課鹿児島市建設局建築部建築課鹿児島市建設局建築部建築課鹿児島市建設局建築部建築課鹿児島市建設局建築部建築課鹿児島市建設局建築部建築課鹿児島市建設局建築部建築課

新構造設計標準仕様　その２新構造設計標準仕様　その２新構造設計標準仕様　その２新構造設計標準仕様　その２新構造設計標準仕様　その２新構造設計標準仕様　その２新構造設計標準仕様　その２

Ｓ－０２Ｓ－０２Ｓ－０２Ｓ－０２Ｓ－０２Ｓ－０２Ｓ－０２

・修正箇所は下線を引くこと・修正箇所は下線を引くこと・修正箇所は下線を引くこと・修正箇所は下線を引くこと・修正箇所は下線を引くこと・修正箇所は下線を引くこと・修正箇所は下線を引くこと

適用は ■ 印を記入する。適用は ■ 印を記入する。適用は ■ 印を記入する。適用は ■ 印を記入する。適用は ■ 印を記入する。適用は ■ 印を記入する。適用は ■ 印を記入する。
新構造設計標準仕様　その２新構造設計標準仕様　その２新構造設計標準仕様　その２新構造設計標準仕様　その２新構造設計標準仕様　その２新構造設計標準仕様　その２新構造設計標準仕様　その２

９．鉄筋コンクリート工事９．鉄筋コンクリート工事９．鉄筋コンクリート工事９．鉄筋コンクリート工事９．鉄筋コンクリート工事９．鉄筋コンクリート工事９．鉄筋コンクリート工事

（１）コンクリート（１）コンクリート（１）コンクリート（１）コンクリート（１）コンクリート（１）コンクリート（１）コンクリート

表9.1　コンクリート圧縮強度(N/m㎡)に応じた仕様書の使い分け表9.1　コンクリート圧縮強度(N/m㎡)に応じた仕様書の使い分け表9.1　コンクリート圧縮強度(N/m㎡)に応じた仕様書の使い分け表9.1　コンクリート圧縮強度(N/m㎡)に応じた仕様書の使い分け表9.1　コンクリート圧縮強度(N/m㎡)に応じた仕様書の使い分け表9.1　コンクリート圧縮強度(N/m㎡)に応じた仕様書の使い分け表9.1　コンクリート圧縮強度(N/m㎡)に応じた仕様書の使い分け

設計基準強度 Fc設計基準強度 Fc設計基準強度 Fc設計基準強度 Fc設計基準強度 Fc設計基準強度 Fc設計基準強度 Fc

JASS 5での区分JASS 5での区分JASS 5での区分JASS 5での区分JASS 5での区分JASS 5での区分JASS 5での区分

18181818181818 21212121212121 24242424242424 27272727272727 30303030303030 33333333333333 36363636363636 39393939393939 42424242424242 45454545454545 48484848484848 51515151515151 54545454545454 57575757575757 60606060606060

普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート 高強度コンクリート高強度コンクリート高強度コンクリート高強度コンクリート高強度コンクリート高強度コンクリート高強度コンクリート

表9.2　レディーミクストコンクリートのJIS規格品表9.2　レディーミクストコンクリートのJIS規格品表9.2　レディーミクストコンクリートのJIS規格品表9.2　レディーミクストコンクリートのJIS規格品表9.2　レディーミクストコンクリートのJIS規格品表9.2　レディーミクストコンクリートのJIS規格品表9.2　レディーミクストコンクリートのJIS規格品

60超60超60超60超60超60超60超21212121212121 24242424242424 27272727272727 30303030303030 33333333333333 36363636363636 39393939393939 42424242424242 45454545454545 48484848484848 51515151515151 54545454545454 57575757575757 60606060606060

21212121212121 24242424242424 27272727272727 30303030303030 33333333333333 36363636363636 39393939393939 42424242424242 45454545454545 48484848484848 51515151515151 54545454545454 57575757575757 60606060606060呼び強度(JIS規格品)呼び強度(JIS規格品)呼び強度(JIS規格品)呼び強度(JIS規格品)呼び強度(JIS規格品)呼び強度(JIS規格品)呼び強度(JIS規格品) ※※※※※※※

※印は規格外※印は規格外※印は規格外※印は規格外※印は規格外※印は規格外※印は規格外

（a）コンクリートの仕様（a）コンクリートの仕様（a）コンクリートの仕様（a）コンクリートの仕様（a）コンクリートの仕様（a）コンクリートの仕様（a）コンクリートの仕様

□標準□標準□標準□標準□標準□標準□標準

（b）品質と施工（b）品質と施工（b）品質と施工（b）品質と施工（b）品質と施工（b）品質と施工（b）品質と施工

□　調合管理強度は、以下による。□　調合管理強度は、以下による。□　調合管理強度は、以下による。□　調合管理強度は、以下による。□　調合管理強度は、以下による。□　調合管理強度は、以下による。□　調合管理強度は、以下による。

表9.3　構造体コンクリートの圧縮強度の判定基準表9.3　構造体コンクリートの圧縮強度の判定基準表9.3　構造体コンクリートの圧縮強度の判定基準表9.3　構造体コンクリートの圧縮強度の判定基準表9.3　構造体コンクリートの圧縮強度の判定基準表9.3　構造体コンクリートの圧縮強度の判定基準表9.3　構造体コンクリートの圧縮強度の判定基準

供試体の養生方法供試体の養生方法供試体の養生方法供試体の養生方法供試体の養生方法供試体の養生方法供試体の養生方法 試験材齢(1)試験材齢(1)試験材齢(1)試験材齢(1)試験材齢(1)試験材齢(1)試験材齢(1) 判定基準判定基準判定基準判定基準判定基準判定基準判定基準

標準養生(2)標準養生(2)標準養生(2)標準養生(2)標準養生(2)標準養生(2)標準養生(2)

コ　　アコ　　アコ　　アコ　　アコ　　アコ　　アコ　　ア

２８日２８日２８日２８日２８日２８日２８日

９１日９１日９１日９１日９１日９１日９１日

Ｘ　≧　ＦｍＸ　≧　ＦｍＸ　≧　ＦｍＸ　≧　ＦｍＸ　≧　ＦｍＸ　≧　ＦｍＸ　≧　Ｆｍ

Ｘ　≧　ＦｑＸ　≧　ＦｑＸ　≧　ＦｑＸ　≧　ＦｑＸ　≧　ＦｑＸ　≧　ＦｑＸ　≧　Ｆｑ

ただし、Ｘ：１回の試験における3個の供試体の圧縮強度の平均強度(N/m㎡)ただし、Ｘ：１回の試験における3個の供試体の圧縮強度の平均強度(N/m㎡)ただし、Ｘ：１回の試験における3個の供試体の圧縮強度の平均強度(N/m㎡)ただし、Ｘ：１回の試験における3個の供試体の圧縮強度の平均強度(N/m㎡)ただし、Ｘ：１回の試験における3個の供試体の圧縮強度の平均強度(N/m㎡)ただし、Ｘ：１回の試験における3個の供試体の圧縮強度の平均強度(N/m㎡)ただし、Ｘ：１回の試験における3個の供試体の圧縮強度の平均強度(N/m㎡)

Fm ：コンクリートの調合管理強度  (N/m㎡)Fm ：コンクリートの調合管理強度  (N/m㎡)Fm ：コンクリートの調合管理強度  (N/m㎡)Fm ：コンクリートの調合管理強度  (N/m㎡)Fm ：コンクリートの調合管理強度  (N/m㎡)Fm ：コンクリートの調合管理強度  (N/m㎡)Fm ：コンクリートの調合管理強度  (N/m㎡)

Fq ：コンクリートの品質基準強度  (N/m㎡)Fq ：コンクリートの品質基準強度  (N/m㎡)Fq ：コンクリートの品質基準強度  (N/m㎡)Fq ：コンクリートの品質基準強度  (N/m㎡)Fq ：コンクリートの品質基準強度  (N/m㎡)Fq ：コンクリートの品質基準強度  (N/m㎡)Fq ：コンクリートの品質基準強度  (N/m㎡)

［注］(1)　早い材齢において試験を行い、合否判定基準を満たした場合は、合格とする。［注］(1)　早い材齢において試験を行い、合否判定基準を満たした場合は、合格とする。［注］(1)　早い材齢において試験を行い、合否判定基準を満たした場合は、合格とする。［注］(1)　早い材齢において試験を行い、合否判定基準を満たした場合は、合格とする。［注］(1)　早い材齢において試験を行い、合否判定基準を満たした場合は、合格とする。［注］(1)　早い材齢において試験を行い、合否判定基準を満たした場合は、合格とする。［注］(1)　早い材齢において試験を行い、合否判定基準を満たした場合は、合格とする。

＊　標準養生供試体の代わりにあらかじめ準備した現場水中養生供試体によることができる。＊　標準養生供試体の代わりにあらかじめ準備した現場水中養生供試体によることができる。＊　標準養生供試体の代わりにあらかじめ準備した現場水中養生供試体によることができる。＊　標準養生供試体の代わりにあらかじめ準備した現場水中養生供試体によることができる。＊　標準養生供試体の代わりにあらかじめ準備した現場水中養生供試体によることができる。＊　標準養生供試体の代わりにあらかじめ準備した現場水中養生供試体によることができる。＊　標準養生供試体の代わりにあらかじめ準備した現場水中養生供試体によることができる。

その場合の判定基準は材齢28日までの平均気温が20°以上の場合は、3個の供試体の圧縮強度その場合の判定基準は材齢28日までの平均気温が20°以上の場合は、3個の供試体の圧縮強度その場合の判定基準は材齢28日までの平均気温が20°以上の場合は、3個の供試体の圧縮強度その場合の判定基準は材齢28日までの平均気温が20°以上の場合は、3個の供試体の圧縮強度その場合の判定基準は材齢28日までの平均気温が20°以上の場合は、3個の供試体の圧縮強度その場合の判定基準は材齢28日までの平均気温が20°以上の場合は、3個の供試体の圧縮強度その場合の判定基準は材齢28日までの平均気温が20°以上の場合は、3個の供試体の圧縮強度

の平均値が調合管理強度以上あり、平均気温が20°未満の場合は、3個の供試体の圧縮強度の平均値が調合管理強度以上あり、平均気温が20°未満の場合は、3個の供試体の圧縮強度の平均値が調合管理強度以上あり、平均気温が20°未満の場合は、3個の供試体の圧縮強度の平均値が調合管理強度以上あり、平均気温が20°未満の場合は、3個の供試体の圧縮強度の平均値が調合管理強度以上あり、平均気温が20°未満の場合は、3個の供試体の圧縮強度の平均値が調合管理強度以上あり、平均気温が20°未満の場合は、3個の供試体の圧縮強度の平均値が調合管理強度以上あり、平均気温が20°未満の場合は、3個の供試体の圧縮強度

の平均値から 3 N/m㎡を減じた値が品質基準強度以上あれば合格とする。の平均値から 3 N/m㎡を減じた値が品質基準強度以上あれば合格とする。の平均値から 3 N/m㎡を減じた値が品質基準強度以上あれば合格とする。の平均値から 3 N/m㎡を減じた値が品質基準強度以上あれば合格とする。の平均値から 3 N/m㎡を減じた値が品質基準強度以上あれば合格とする。の平均値から 3 N/m㎡を減じた値が品質基準強度以上あれば合格とする。の平均値から 3 N/m㎡を減じた値が品質基準強度以上あれば合格とする。

＊　コア供試体の代わりにあらかじめ準備した現場封かん養生供試体によることができる。＊　コア供試体の代わりにあらかじめ準備した現場封かん養生供試体によることができる。＊　コア供試体の代わりにあらかじめ準備した現場封かん養生供試体によることができる。＊　コア供試体の代わりにあらかじめ準備した現場封かん養生供試体によることができる。＊　コア供試体の代わりにあらかじめ準備した現場封かん養生供試体によることができる。＊　コア供試体の代わりにあらかじめ準備した現場封かん養生供試体によることができる。＊　コア供試体の代わりにあらかじめ準備した現場封かん養生供試体によることができる。

その場合の判定基準は材齢28日を超え91日以内のn日において3個の供試体の圧縮強度の平均値その場合の判定基準は材齢28日を超え91日以内のn日において3個の供試体の圧縮強度の平均値その場合の判定基準は材齢28日を超え91日以内のn日において3個の供試体の圧縮強度の平均値その場合の判定基準は材齢28日を超え91日以内のn日において3個の供試体の圧縮強度の平均値その場合の判定基準は材齢28日を超え91日以内のn日において3個の供試体の圧縮強度の平均値その場合の判定基準は材齢28日を超え91日以内のn日において3個の供試体の圧縮強度の平均値その場合の判定基準は材齢28日を超え91日以内のn日において3個の供試体の圧縮強度の平均値

から 3 N/m㎡を減じた値が品質基準強度以上あれば合格とする。から 3 N/m㎡を減じた値が品質基準強度以上あれば合格とする。から 3 N/m㎡を減じた値が品質基準強度以上あれば合格とする。から 3 N/m㎡を減じた値が品質基準強度以上あれば合格とする。から 3 N/m㎡を減じた値が品質基準強度以上あれば合格とする。から 3 N/m㎡を減じた値が品質基準強度以上あれば合格とする。から 3 N/m㎡を減じた値が品質基準強度以上あれば合格とする。

Fm = Fo + mSn (N/m㎡)Fm = Fo + mSn (N/m㎡)Fm = Fo + mSn (N/m㎡)Fm = Fo + mSn (N/m㎡)Fm = Fo + mSn (N/m㎡)Fm = Fo + mSn (N/m㎡)Fm = Fo + mSn (N/m㎡)

HHHHHHH

HHHHHHH

Fm = Fq + mSn (N/m㎡)Fm = Fq + mSn (N/m㎡)Fm = Fq + mSn (N/m㎡)Fm = Fq + mSn (N/m㎡)Fm = Fq + mSn (N/m㎡)Fm = Fq + mSn (N/m㎡)Fm = Fq + mSn (N/m㎡)

mSn　：　標準養生した供試体の材齢 m 日における圧縮強度と構造体コンクリートの n 日にmSn　：　標準養生した供試体の材齢 m 日における圧縮強度と構造体コンクリートの n 日にmSn　：　標準養生した供試体の材齢 m 日における圧縮強度と構造体コンクリートの n 日にmSn　：　標準養生した供試体の材齢 m 日における圧縮強度と構造体コンクリートの n 日にmSn　：　標準養生した供試体の材齢 m 日における圧縮強度と構造体コンクリートの n 日にmSn　：　標準養生した供試体の材齢 m 日における圧縮強度と構造体コンクリートの n 日にmSn　：　標準養生した供試体の材齢 m 日における圧縮強度と構造体コンクリートの n 日に

　　　　 おける圧縮強度の差による構造体強度補正　(N/m㎡)　　　　 おける圧縮強度の差による構造体強度補正　(N/m㎡)　　　　 おける圧縮強度の差による構造体強度補正　(N/m㎡)　　　　 おける圧縮強度の差による構造体強度補正　(N/m㎡)　　　　 おける圧縮強度の差による構造体強度補正　(N/m㎡)　　　　 おける圧縮強度の差による構造体強度補正　(N/m㎡)　　　　 おける圧縮強度の差による構造体強度補正　(N/m㎡)

Fm  ：　コンクリートの調合管理強度　(N/m㎡)Fm  ：　コンクリートの調合管理強度　(N/m㎡)Fm  ：　コンクリートの調合管理強度　(N/m㎡)Fm  ：　コンクリートの調合管理強度　(N/m㎡)Fm  ：　コンクリートの調合管理強度　(N/m㎡)Fm  ：　コンクリートの調合管理強度　(N/m㎡)Fm  ：　コンクリートの調合管理強度　(N/m㎡)

F ≧  Fm + 1.73σ  (N/m㎡)F ≧  Fm + 1.73σ  (N/m㎡)F ≧  Fm + 1.73σ  (N/m㎡)F ≧  Fm + 1.73σ  (N/m㎡)F ≧  Fm + 1.73σ  (N/m㎡)F ≧  Fm + 1.73σ  (N/m㎡)F ≧  Fm + 1.73σ  (N/m㎡)HHHHHHH HHHHHHH HHHHHHH

F ≧  0.85 Fm + 3σ  (N/m㎡)F ≧  0.85 Fm + 3σ  (N/m㎡)F ≧  0.85 Fm + 3σ  (N/m㎡)F ≧  0.85 Fm + 3σ  (N/m㎡)F ≧  0.85 Fm + 3σ  (N/m㎡)F ≧  0.85 Fm + 3σ  (N/m㎡)F ≧  0.85 Fm + 3σ  (N/m㎡)HHHHHHH HHHHHHHHHHHHHH

HHHHHHH

HHHHHHH

F ≧  Fm + 1.73σ  (N/m㎡)F ≧  Fm + 1.73σ  (N/m㎡)F ≧  Fm + 1.73σ  (N/m㎡)F ≧  Fm + 1.73σ  (N/m㎡)F ≧  Fm + 1.73σ  (N/m㎡)F ≧  Fm + 1.73σ  (N/m㎡)F ≧  Fm + 1.73σ  (N/m㎡)

F ≧  0.85 Fm + 3σ  (N/m㎡)F ≧  0.85 Fm + 3σ  (N/m㎡)F ≧  0.85 Fm + 3σ  (N/m㎡)F ≧  0.85 Fm + 3σ  (N/m㎡)F ≧  0.85 Fm + 3σ  (N/m㎡)F ≧  0.85 Fm + 3σ  (N/m㎡)F ≧  0.85 Fm + 3σ  (N/m㎡)

F ：　コンクリートの調合強度  (N/m㎡)F ：　コンクリートの調合強度  (N/m㎡)F ：　コンクリートの調合強度  (N/m㎡)F ：　コンクリートの調合強度  (N/m㎡)F ：　コンクリートの調合強度  (N/m㎡)F ：　コンクリートの調合強度  (N/m㎡)F ：　コンクリートの調合強度  (N/m㎡)

ⅱ）普通コンクリートⅱ）普通コンクリートⅱ）普通コンクリートⅱ）普通コンクリートⅱ）普通コンクリートⅱ）普通コンクリートⅱ）普通コンクリート

（d）検査（d）検査（d）検査（d）検査（d）検査（d）検査（d）検査

□　コンクリートの試験は、「建築物の工事における試験および検査に関する東京都取扱要綱」□　コンクリートの試験は、「建築物の工事における試験および検査に関する東京都取扱要綱」□　コンクリートの試験は、「建築物の工事における試験および検査に関する東京都取扱要綱」□　コンクリートの試験は、「建築物の工事における試験および検査に関する東京都取扱要綱」□　コンクリートの試験は、「建築物の工事における試験および検査に関する東京都取扱要綱」□　コンクリートの試験は、「建築物の工事における試験および検査に関する東京都取扱要綱」□　コンクリートの試験は、「建築物の工事における試験および検査に関する東京都取扱要綱」

　　第４条の試験機関で行うこと。　　第４条の試験機関で行うこと。　　第４条の試験機関で行うこと。　　第４条の試験機関で行うこと。　　第４条の試験機関で行うこと。　　第４条の試験機関で行うこと。　　第４条の試験機関で行うこと。

代行業者とは、試験・検査に伴う業者を代行するものを言う。代行業者とは、試験・検査に伴う業者を代行するものを言う。代行業者とは、試験・検査に伴う業者を代行するものを言う。代行業者とは、試験・検査に伴う業者を代行するものを言う。代行業者とは、試験・検査に伴う業者を代行するものを言う。代行業者とは、試験・検査に伴う業者を代行するものを言う。代行業者とは、試験・検査に伴う業者を代行するものを言う。

表9.4 鉄筋の継手表9.4 鉄筋の継手表9.4 鉄筋の継手表9.4 鉄筋の継手表9.4 鉄筋の継手表9.4 鉄筋の継手表9.4 鉄筋の継手

鉄筋継手工法鉄筋継手工法鉄筋継手工法鉄筋継手工法鉄筋継手工法鉄筋継手工法鉄筋継手工法

継手の位置等の設計条件による仕様・等級継手の位置等の設計条件による仕様・等級継手の位置等の設計条件による仕様・等級継手の位置等の設計条件による仕様・等級継手の位置等の設計条件による仕様・等級継手の位置等の設計条件による仕様・等級継手の位置等の設計条件による仕様・等級

(1)　引張力最小部位(1)　引張力最小部位(1)　引張力最小部位(1)　引張力最小部位(1)　引張力最小部位(1)　引張力最小部位(1)　引張力最小部位
(2) (1)以外の部位(2) (1)以外の部位(2) (1)以外の部位(2) (1)以外の部位(2) (1)以外の部位(2) (1)以外の部位(2) (1)以外の部位

Ａ　級Ａ　級Ａ　級Ａ　級Ａ　級Ａ　級Ａ　級 Ｂ　級Ｂ　級Ｂ　級Ｂ　級Ｂ　級Ｂ　級Ｂ　級 ＳＡ級ＳＡ級ＳＡ級ＳＡ級ＳＡ級ＳＡ級ＳＡ級

鉄筋の径鉄筋の径鉄筋の径鉄筋の径鉄筋の径鉄筋の径鉄筋の径 使用箇所使用箇所使用箇所使用箇所使用箇所使用箇所使用箇所

□　溶接継手□　溶接継手□　溶接継手□　溶接継手□　溶接継手□　溶接継手□　溶接継手

□　機械式継手□　機械式継手□　機械式継手□　機械式継手□　機械式継手□　機械式継手□　機械式継手

標準図による標準図による標準図による標準図による標準図による標準図による標準図による

□　告示1463号第3項各号□　告示1463号第3項各号□　告示1463号第3項各号□　告示1463号第3項各号□　告示1463号第3項各号□　告示1463号第3項各号□　告示1463号第3項各号

□　告示1463号第4項各号□　告示1463号第4項各号□　告示1463号第4項各号□　告示1463号第4項各号□　告示1463号第4項各号□　告示1463号第4項各号□　告示1463号第4項各号

□Ｄ(　　)以上□Ｄ(　　)以上□Ｄ(　　)以上□Ｄ(　　)以上□Ｄ(　　)以上□Ｄ(　　)以上□Ｄ(　　)以上

□Ｄ(　　)以上□Ｄ(　　)以上□Ｄ(　　)以上□Ｄ(　　)以上□Ｄ(　　)以上□Ｄ(　　)以上□Ｄ(　　)以上

□□□□□□□

□□□□□□□

□□□□□□□

□□□□□□□ □□□□□□□

(注)(注)(注)(注)(注)(注)(注)

(注)　(1)以外の部位に設ける継手は、平成12年告示1463号ただし書きに基づき、日本鉄筋継手協会、(注)　(1)以外の部位に設ける継手は、平成12年告示1463号ただし書きに基づき、日本鉄筋継手協会、(注)　(1)以外の部位に設ける継手は、平成12年告示1463号ただし書きに基づき、日本鉄筋継手協会、(注)　(1)以外の部位に設ける継手は、平成12年告示1463号ただし書きに基づき、日本鉄筋継手協会、(注)　(1)以外の部位に設ける継手は、平成12年告示1463号ただし書きに基づき、日本鉄筋継手協会、(注)　(1)以外の部位に設ける継手は、平成12年告示1463号ただし書きに基づき、日本鉄筋継手協会、(注)　(1)以外の部位に設ける継手は、平成12年告示1463号ただし書きに基づき、日本鉄筋継手協会、

　　日本建築センター等の認定・評価等を取得した継手工法の等級で、構造計算にあたって『鉄筋継手　　日本建築センター等の認定・評価等を取得した継手工法の等級で、構造計算にあたって『鉄筋継手　　日本建築センター等の認定・評価等を取得した継手工法の等級で、構造計算にあたって『鉄筋継手　　日本建築センター等の認定・評価等を取得した継手工法の等級で、構造計算にあたって『鉄筋継手　　日本建築センター等の認定・評価等を取得した継手工法の等級で、構造計算にあたって『鉄筋継手　　日本建築センター等の認定・評価等を取得した継手工法の等級で、構造計算にあたって『鉄筋継手　　日本建築センター等の認定・評価等を取得した継手工法の等級で、構造計算にあたって『鉄筋継手

　　使用基準（建築物の構造関係技術基準解説書2007)』によって検討した部材の条件。仕様によること。　　使用基準（建築物の構造関係技術基準解説書2007)』によって検討した部材の条件。仕様によること。　　使用基準（建築物の構造関係技術基準解説書2007)』によって検討した部材の条件。仕様によること。　　使用基準（建築物の構造関係技術基準解説書2007)』によって検討した部材の条件。仕様によること。　　使用基準（建築物の構造関係技術基準解説書2007)』によって検討した部材の条件。仕様によること。　　使用基準（建築物の構造関係技術基準解説書2007)』によって検討した部材の条件。仕様によること。　　使用基準（建築物の構造関係技術基準解説書2007)』によって検討した部材の条件。仕様によること。

（a）施工（a）施工（a）施工（a）施工（a）施工（a）施工（a）施工

（ｂ）検査（ｂ）検査（ｂ）検査（ｂ）検査（ｂ）検査（ｂ）検査（ｂ）検査

表9.5　継手の検査表9.5　継手の検査表9.5　継手の検査表9.5　継手の検査表9.5　継手の検査表9.5　継手の検査表9.5　継手の検査

１１１１１１１

２２２２２２２

３３３３３３３

継手方法継手方法継手方法継手方法継手方法継手方法継手方法 外観検査外観検査外観検査外観検査外観検査外観検査外観検査 引　張　試　験引　張　試　験引　張　試　験引　張　試　験引　張　試　験引　張　試　験引　張　試　験 超音波探傷試験超音波探傷試験超音波探傷試験超音波探傷試験超音波探傷試験超音波探傷試験超音波探傷試験

溶　　接溶　　接溶　　接溶　　接溶　　接溶　　接溶　　接

機 械 式機 械 式機 械 式機 械 式機 械 式機 械 式機 械 式

■有　　　　　％　■有　　　　　％　■有　　　　　％　■有　　　　　％　■有　　　　　％　■有　　　　　％　■有　　　　　％　

□有　□無　　％　　　個□有　□無　　％　　　個□有　□無　　％　　　個□有　□無　　％　　　個□有　□無　　％　　　個□有　□無　　％　　　個□有　□無　　％　　　個 □有　□無　　％　　　個□有　□無　　％　　　個□有　□無　　％　　　個□有　□無　　％　　　個□有　□無　　％　　　個□有　□無　　％　　　個□有　□無　　％　　　個

□有　□無　　％　　　個□有　□無　　％　　　個□有　□無　　％　　　個□有　□無　　％　　　個□有　□無　　％　　　個□有　□無　　％　　　個□有　□無　　％　　　個

（登録番号　　　　　　　　　号）（登録番号　　　　　　　　　号）（登録番号　　　　　　　　　号）（登録番号　　　　　　　　　号）（登録番号　　　　　　　　　号）（登録番号　　　　　　　　　号）（登録番号　　　　　　　　　号）代行業者名代行業者名代行業者名代行業者名代行業者名代行業者名代行業者名

試験・検査機関名試験・検査機関名試験・検査機関名試験・検査機関名試験・検査機関名試験・検査機関名試験・検査機関名 （都知事登録　　　　　　　　号）（都知事登録　　　　　　　　号）（都知事登録　　　　　　　　号）（都知事登録　　　　　　　　号）（都知事登録　　　　　　　　号）（都知事登録　　　　　　　　号）（都知事登録　　　　　　　　号）

試験・検査機関名試験・検査機関名試験・検査機関名試験・検査機関名試験・検査機関名試験・検査機関名試験・検査機関名

（２）鉄　筋（２）鉄　筋（２）鉄　筋（２）鉄　筋（２）鉄　筋（２）鉄　筋（２）鉄　筋 （３）かぶり厚さ（３）かぶり厚さ（３）かぶり厚さ（３）かぶり厚さ（３）かぶり厚さ（３）かぶり厚さ（３）かぶり厚さ

□　最小かぶり厚さは、表9.6に規定する設計かぶり厚さを10mm減じた値とする。□　最小かぶり厚さは、表9.6に規定する設計かぶり厚さを10mm減じた値とする。□　最小かぶり厚さは、表9.6に規定する設計かぶり厚さを10mm減じた値とする。□　最小かぶり厚さは、表9.6に規定する設計かぶり厚さを10mm減じた値とする。□　最小かぶり厚さは、表9.6に規定する設計かぶり厚さを10mm減じた値とする。□　最小かぶり厚さは、表9.6に規定する設計かぶり厚さを10mm減じた値とする。□　最小かぶり厚さは、表9.6に規定する設計かぶり厚さを10mm減じた値とする。

□　設計かぶり厚さは、コンクリート打込み時の変形・移動などを考慮して、最小かぶり厚さが□　設計かぶり厚さは、コンクリート打込み時の変形・移動などを考慮して、最小かぶり厚さが□　設計かぶり厚さは、コンクリート打込み時の変形・移動などを考慮して、最小かぶり厚さが□　設計かぶり厚さは、コンクリート打込み時の変形・移動などを考慮して、最小かぶり厚さが□　設計かぶり厚さは、コンクリート打込み時の変形・移動などを考慮して、最小かぶり厚さが□　設計かぶり厚さは、コンクリート打込み時の変形・移動などを考慮して、最小かぶり厚さが□　設計かぶり厚さは、コンクリート打込み時の変形・移動などを考慮して、最小かぶり厚さが

　　確保されるように、部位・部材ごとに定めるものとし、表9.6以上の値とする。　　確保されるように、部位・部材ごとに定めるものとし、表9.6以上の値とする。　　確保されるように、部位・部材ごとに定めるものとし、表9.6以上の値とする。　　確保されるように、部位・部材ごとに定めるものとし、表9.6以上の値とする。　　確保されるように、部位・部材ごとに定めるものとし、表9.6以上の値とする。　　確保されるように、部位・部材ごとに定めるものとし、表9.6以上の値とする。　　確保されるように、部位・部材ごとに定めるものとし、表9.6以上の値とする。

表9.6　設計かぶり厚さ（単位：mm）表9.6　設計かぶり厚さ（単位：mm）表9.6　設計かぶり厚さ（単位：mm）表9.6　設計かぶり厚さ（単位：mm）表9.6　設計かぶり厚さ（単位：mm）表9.6　設計かぶり厚さ（単位：mm）表9.6　設計かぶり厚さ（単位：mm）

部材の種類部材の種類部材の種類部材の種類部材の種類部材の種類部材の種類

構造体の計画共用期間の級構造体の計画共用期間の級構造体の計画共用期間の級構造体の計画共用期間の級構造体の計画共用期間の級構造体の計画共用期間の級構造体の計画共用期間の級

構造部材構造部材構造部材構造部材構造部材構造部材構造部材

非構造部材非構造部材非構造部材非構造部材非構造部材非構造部材非構造部材

柱・梁・耐力壁柱・梁・耐力壁柱・梁・耐力壁柱・梁・耐力壁柱・梁・耐力壁柱・梁・耐力壁柱・梁・耐力壁

床スラブ・屋根スラブ床スラブ・屋根スラブ床スラブ・屋根スラブ床スラブ・屋根スラブ床スラブ・屋根スラブ床スラブ・屋根スラブ床スラブ・屋根スラブ

構造部材と同等の耐久性を構造部材と同等の耐久性を構造部材と同等の耐久性を構造部材と同等の耐久性を構造部材と同等の耐久性を構造部材と同等の耐久性を構造部材と同等の耐久性を

要求する部材要求する部材要求する部材要求する部材要求する部材要求する部材要求する部材

計画共用期間中に維持保全計画共用期間中に維持保全計画共用期間中に維持保全計画共用期間中に維持保全計画共用期間中に維持保全計画共用期間中に維持保全計画共用期間中に維持保全

を行う部材(1)を行う部材(1)を行う部材(1)を行う部材(1)を行う部材(1)を行う部材(1)を行う部材(1)

直接土に接する柱・梁・壁・床および直接土に接する柱・梁・壁・床および直接土に接する柱・梁・壁・床および直接土に接する柱・梁・壁・床および直接土に接する柱・梁・壁・床および直接土に接する柱・梁・壁・床および直接土に接する柱・梁・壁・床および

布基礎の立上り部分、擁壁の壁部分布基礎の立上り部分、擁壁の壁部分布基礎の立上り部分、擁壁の壁部分布基礎の立上り部分、擁壁の壁部分布基礎の立上り部分、擁壁の壁部分布基礎の立上り部分、擁壁の壁部分布基礎の立上り部分、擁壁の壁部分

基礎、擁壁の基礎・底盤基礎、擁壁の基礎・底盤基礎、擁壁の基礎・底盤基礎、擁壁の基礎・底盤基礎、擁壁の基礎・底盤基礎、擁壁の基礎・底盤基礎、擁壁の基礎・底盤

標準・長期標準・長期標準・長期標準・長期標準・長期標準・長期標準・長期 超長期超長期超長期超長期超長期超長期超長期

屋　内屋　内屋　内屋　内屋　内屋　内屋　内 屋　内屋　内屋　内屋　内屋　内屋　内屋　内屋　外(2)屋　外(2)屋　外(2)屋　外(2)屋　外(2)屋　外(2)屋　外(2) 屋　外(2)屋　外(2)屋　外(2)屋　外(2)屋　外(2)屋　外(2)屋　外(2)

40404040404040

40404040404040

40404040404040

40404040404040

4040404040404040404040404040

40404040404040

30303030303030

30303030303030

30303030303030

50505050505050 50505050505050

50505050505050

50505050505050

50505050505050

70707070707070

(30)(30)(30)(30)(30)(30)(30) (40)(40)(40)(40)(40)(40)(40)

(2)計画共用期間の級が標準、長期及び超長期で、耐久性上有効な仕上げを施す場合は、屋外側では(2)計画共用期間の級が標準、長期及び超長期で、耐久性上有効な仕上げを施す場合は、屋外側では(2)計画共用期間の級が標準、長期及び超長期で、耐久性上有効な仕上げを施す場合は、屋外側では(2)計画共用期間の級が標準、長期及び超長期で、耐久性上有効な仕上げを施す場合は、屋外側では(2)計画共用期間の級が標準、長期及び超長期で、耐久性上有効な仕上げを施す場合は、屋外側では(2)計画共用期間の級が標準、長期及び超長期で、耐久性上有効な仕上げを施す場合は、屋外側では(2)計画共用期間の級が標準、長期及び超長期で、耐久性上有効な仕上げを施す場合は、屋外側では
　 設計かぶり厚さを 10mm減じることができる。　 設計かぶり厚さを 10mm減じることができる。　 設計かぶり厚さを 10mm減じることができる。　 設計かぶり厚さを 10mm減じることができる。　 設計かぶり厚さを 10mm減じることができる。　 設計かぶり厚さを 10mm減じることができる。　 設計かぶり厚さを 10mm減じることができる。

（４）型　枠（４）型　枠（４）型　枠（４）型　枠（４）型　枠（４）型　枠（４）型　枠

15°C以上15°C以上15°C以上15°C以上15°C以上15°C以上15°C以上

5°C未満5°C未満5°C未満5°C未満5°C未満5°C未満5°C未満

5°～15゜C5°～15゜C5°～15゜C5°～15゜C5°～15゜C5°～15゜C5°～15゜C

コンクコンクコンクコンクコンクコンクコンク

リートリートリートリートリートリートリート

の材令の材令の材令の材令の材令の材令の材令

)))))))日日日日日日日(((((((

設計基準強度の５０％設計基準強度の５０％設計基準強度の５０％設計基準強度の５０％設計基準強度の５０％設計基準強度の５０％設計基準強度の５０％５Ｎ／ｍｍ２５Ｎ／ｍｍ２５Ｎ／ｍｍ２５Ｎ／ｍｍ２５Ｎ／ｍｍ２５Ｎ／ｍｍ２５Ｎ／ｍｍ２
８５％８５％８５％８５％８５％８５％８５％ １００％１００％１００％１００％１００％１００％１００％

設計基準強度の設計基準強度の設計基準強度の設計基準強度の設計基準強度の設計基準強度の設計基準強度の

ランドセメントランドセメントランドセメントランドセメントランドセメントランドセメントランドセメント ランドセメントランドセメントランドセメントランドセメントランドセメントランドセメントランドセメント

高炉セメント高炉セメント高炉セメント高炉セメント高炉セメント高炉セメント高炉セメント

シリカセメントシリカセメントシリカセメントシリカセメントシリカセメントシリカセメントシリカセメント

ランドセメントランドセメントランドセメントランドセメントランドセメントランドセメントランドセメント ランドセメントランドセメントランドセメントランドセメントランドセメントランドセメントランドセメント

高炉セメント高炉セメント高炉セメント高炉セメント高炉セメント高炉セメント高炉セメント

ランドセメントランドセメントランドセメントランドセメントランドセメントランドセメントランドセメント ランドセメントランドセメントランドセメントランドセメントランドセメントランドセメントランドセメントランドセメントランドセメントランドセメントランドセメントランドセメントランドセメントランドセメント

高炉セメント高炉セメント高炉セメント高炉セメント高炉セメント高炉セメント高炉セメント

Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種

ランドセメントランドセメントランドセメントランドセメントランドセメントランドセメントランドセメント

高炉セメント高炉セメント高炉セメント高炉セメント高炉セメント高炉セメント高炉セメントシリカセメントシリカセメントシリカセメントシリカセメントシリカセメントシリカセメントシリカセメント シリカセメントシリカセメントシリカセメントシリカセメントシリカセメントシリカセメントシリカセメント

Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種

Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種

Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種

Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種

普通ポルト普通ポルト普通ポルト普通ポルト普通ポルト普通ポルト普通ポルト早強ポルト早強ポルト早強ポルト早強ポルト早強ポルト早強ポルト早強ポルト 早強ポルト早強ポルト早強ポルト早強ポルト早強ポルト早強ポルト早強ポルト普通ポルト普通ポルト普通ポルト普通ポルト普通ポルト普通ポルト普通ポルト早強ポルト早強ポルト早強ポルト早強ポルト早強ポルト早強ポルト早強ポルト

28282828282828

28282828282828

28282828282828

17171717171717

25252525252525

28282828282828

2222222

3333333
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12121212121212

88888886666666

10101010101010

16161616161616

4444444

6666666

10101010101010

3333333

5555555

8888888

※※※※※※※

スラブ下、はり下スラブ下、はり下スラブ下、はり下スラブ下、はり下スラブ下、はり下スラブ下、はり下スラブ下、はり下 スラブ下スラブ下スラブ下スラブ下スラブ下スラブ下スラブ下 はり下はり下はり下はり下はり下はり下はり下

種類種類種類種類種類種類種類

コンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートの
圧縮強度圧縮強度圧縮強度圧縮強度圧縮強度圧縮強度圧縮強度

部部部部部部部
位位位位位位位 基礎、梁側、柱、壁基礎、梁側、柱、壁基礎、梁側、柱、壁基礎、梁側、柱、壁基礎、梁側、柱、壁基礎、梁側、柱、壁基礎、梁側、柱、壁

せ　き　板せ　き　板せ　き　板せ　き　板せ　き　板せ　き　板せ　き　板 支　　柱支　　柱支　　柱支　　柱支　　柱支　　柱支　　柱

普通ポルト普通ポルト普通ポルト普通ポルト普通ポルト普通ポルト普通ポルト

Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種

早強ポルト早強ポルト早強ポルト早強ポルト早強ポルト早強ポルト早強ポルト

普通ポルト普通ポルト普通ポルト普通ポルト普通ポルト普通ポルト普通ポルト

Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種

Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種
シリカセメントシリカセメントシリカセメントシリカセメントシリカセメントシリカセメントシリカセメント

※　JASS 5 では普通コンクリートの場合計画共用期間の級が標準にあっては5N/m㎡以上、長期及び超長期の場合※　JASS 5 では普通コンクリートの場合計画共用期間の級が標準にあっては5N/m㎡以上、長期及び超長期の場合※　JASS 5 では普通コンクリートの場合計画共用期間の級が標準にあっては5N/m㎡以上、長期及び超長期の場合※　JASS 5 では普通コンクリートの場合計画共用期間の級が標準にあっては5N/m㎡以上、長期及び超長期の場合※　JASS 5 では普通コンクリートの場合計画共用期間の級が標準にあっては5N/m㎡以上、長期及び超長期の場合※　JASS 5 では普通コンクリートの場合計画共用期間の級が標準にあっては5N/m㎡以上、長期及び超長期の場合※　JASS 5 では普通コンクリートの場合計画共用期間の級が標準にあっては5N/m㎡以上、長期及び超長期の場合

　　は 10N/m㎡以上、また高強度コンクリートの場合は 10N/m㎡以上。　　は 10N/m㎡以上、また高強度コンクリートの場合は 10N/m㎡以上。　　は 10N/m㎡以上、また高強度コンクリートの場合は 10N/m㎡以上。　　は 10N/m㎡以上、また高強度コンクリートの場合は 10N/m㎡以上。　　は 10N/m㎡以上、また高強度コンクリートの場合は 10N/m㎡以上。　　は 10N/m㎡以上、また高強度コンクリートの場合は 10N/m㎡以上。　　は 10N/m㎡以上、また高強度コンクリートの場合は 10N/m㎡以上。

注）２　大梁の支柱の盛替えは行わない。また、その他の梁の場合も原則として行わない。注）２　大梁の支柱の盛替えは行わない。また、その他の梁の場合も原則として行わない。注）２　大梁の支柱の盛替えは行わない。また、その他の梁の場合も原則として行わない。注）２　大梁の支柱の盛替えは行わない。また、その他の梁の場合も原則として行わない。注）２　大梁の支柱の盛替えは行わない。また、その他の梁の場合も原則として行わない。注）２　大梁の支柱の盛替えは行わない。また、その他の梁の場合も原則として行わない。注）２　大梁の支柱の盛替えは行わない。また、その他の梁の場合も原則として行わない。

注）３　支柱の盛替えは、必ず直上階のコンクリート打ち後とする。注）３　支柱の盛替えは、必ず直上階のコンクリート打ち後とする。注）３　支柱の盛替えは、必ず直上階のコンクリート打ち後とする。注）３　支柱の盛替えは、必ず直上階のコンクリート打ち後とする。注）３　支柱の盛替えは、必ず直上階のコンクリート打ち後とする。注）３　支柱の盛替えは、必ず直上階のコンクリート打ち後とする。注）３　支柱の盛替えは、必ず直上階のコンクリート打ち後とする。

注）４　盛替え後の支柱頂部には　厚い受板、角材または、これに代わるものを置く。注）４　盛替え後の支柱頂部には　厚い受板、角材または、これに代わるものを置く。注）４　盛替え後の支柱頂部には　厚い受板、角材または、これに代わるものを置く。注）４　盛替え後の支柱頂部には　厚い受板、角材または、これに代わるものを置く。注）４　盛替え後の支柱頂部には　厚い受板、角材または、これに代わるものを置く。注）４　盛替え後の支柱頂部には　厚い受板、角材または、これに代わるものを置く。注）４　盛替え後の支柱頂部には　厚い受板、角材または、これに代わるものを置く。

注）６　直上階に著しく大きい積載荷重がある場合においては、支柱（大梁の支柱を除く）の盛替えを行わない注）６　直上階に著しく大きい積載荷重がある場合においては、支柱（大梁の支柱を除く）の盛替えを行わない注）６　直上階に著しく大きい積載荷重がある場合においては、支柱（大梁の支柱を除く）の盛替えを行わない注）６　直上階に著しく大きい積載荷重がある場合においては、支柱（大梁の支柱を除く）の盛替えを行わない注）６　直上階に著しく大きい積載荷重がある場合においては、支柱（大梁の支柱を除く）の盛替えを行わない注）６　直上階に著しく大きい積載荷重がある場合においては、支柱（大梁の支柱を除く）の盛替えを行わない注）６　直上階に著しく大きい積載荷重がある場合においては、支柱（大梁の支柱を除く）の盛替えを行わない

　　　　こと。　　　　こと。　　　　こと。　　　　こと。　　　　こと。　　　　こと。　　　　こと。

注）７　支柱の盛替えは、養生中のコンクリートに有害な影響をもたらすおそれのある振動または衝撃を与えない注）７　支柱の盛替えは、養生中のコンクリートに有害な影響をもたらすおそれのある振動または衝撃を与えない注）７　支柱の盛替えは、養生中のコンクリートに有害な影響をもたらすおそれのある振動または衝撃を与えない注）７　支柱の盛替えは、養生中のコンクリートに有害な影響をもたらすおそれのある振動または衝撃を与えない注）７　支柱の盛替えは、養生中のコンクリートに有害な影響をもたらすおそれのある振動または衝撃を与えない注）７　支柱の盛替えは、養生中のコンクリートに有害な影響をもたらすおそれのある振動または衝撃を与えない注）７　支柱の盛替えは、養生中のコンクリートに有害な影響をもたらすおそれのある振動または衝撃を与えない

　　　　ように行うこと。　　　　ように行うこと。　　　　ように行うこと。　　　　ように行うこと。　　　　ように行うこと。　　　　ように行うこと。　　　　ように行うこと。

鉄筋コンクリート工事の施工に関しては記載無きは、JASS 5 2015 による。鉄筋コンクリート工事の施工に関しては記載無きは、JASS 5 2015 による。鉄筋コンクリート工事の施工に関しては記載無きは、JASS 5 2015 による。鉄筋コンクリート工事の施工に関しては記載無きは、JASS 5 2015 による。鉄筋コンクリート工事の施工に関しては記載無きは、JASS 5 2015 による。鉄筋コンクリート工事の施工に関しては記載無きは、JASS 5 2015 による。鉄筋コンクリート工事の施工に関しては記載無きは、JASS 5 2015 による。

設計管理強度(N/m㎡)設計管理強度(N/m㎡)設計管理強度(N/m㎡)設計管理強度(N/m㎡)設計管理強度(N/m㎡)設計管理強度(N/m㎡)設計管理強度(N/m㎡)

（c）調合および構造体コンクリート強度（c）調合および構造体コンクリート強度（c）調合および構造体コンクリート強度（c）調合および構造体コンクリート強度（c）調合および構造体コンクリート強度（c）調合および構造体コンクリート強度（c）調合および構造体コンクリート強度

□長期□長期□長期□長期□長期□長期□長期 □超長期□超長期□超長期□超長期□超長期□超長期□超長期

□　設計基準強度が 36 N/m㎡を超えるコンクリートを扱うレディーミクストコンクリート工場は、□　設計基準強度が 36 N/m㎡を超えるコンクリートを扱うレディーミクストコンクリート工場は、□　設計基準強度が 36 N/m㎡を超えるコンクリートを扱うレディーミクストコンクリート工場は、□　設計基準強度が 36 N/m㎡を超えるコンクリートを扱うレディーミクストコンクリート工場は、□　設計基準強度が 36 N/m㎡を超えるコンクリートを扱うレディーミクストコンクリート工場は、□　設計基準強度が 36 N/m㎡を超えるコンクリートを扱うレディーミクストコンクリート工場は、□　設計基準強度が 36 N/m㎡を超えるコンクリートを扱うレディーミクストコンクリート工場は、

　　「高強度コンクリート」の製品認証を受けているか、建築基準法第37条第二号によって国土交通　　「高強度コンクリート」の製品認証を受けているか、建築基準法第37条第二号によって国土交通　　「高強度コンクリート」の製品認証を受けているか、建築基準法第37条第二号によって国土交通　　「高強度コンクリート」の製品認証を受けているか、建築基準法第37条第二号によって国土交通　　「高強度コンクリート」の製品認証を受けているか、建築基準法第37条第二号によって国土交通　　「高強度コンクリート」の製品認証を受けているか、建築基準法第37条第二号によって国土交通　　「高強度コンクリート」の製品認証を受けているか、建築基準法第37条第二号によって国土交通

　　大臣が指定建築材料として認定した高強度コンクリートの製品工場とする。　　大臣が指定建築材料として認定した高強度コンクリートの製品工場とする。　　大臣が指定建築材料として認定した高強度コンクリートの製品工場とする。　　大臣が指定建築材料として認定した高強度コンクリートの製品工場とする。　　大臣が指定建築材料として認定した高強度コンクリートの製品工場とする。　　大臣が指定建築材料として認定した高強度コンクリートの製品工場とする。　　大臣が指定建築材料として認定した高強度コンクリートの製品工場とする。

　本仕様書では、JSAA　5に規定する普通骨材を用いた一般仕様のコンクリートを「普通コンクリ　本仕様書では、JSAA　5に規定する普通骨材を用いた一般仕様のコンクリートを「普通コンクリ　本仕様書では、JSAA　5に規定する普通骨材を用いた一般仕様のコンクリートを「普通コンクリ　本仕様書では、JSAA　5に規定する普通骨材を用いた一般仕様のコンクリートを「普通コンクリ　本仕様書では、JSAA　5に規定する普通骨材を用いた一般仕様のコンクリートを「普通コンクリ　本仕様書では、JSAA　5に規定する普通骨材を用いた一般仕様のコンクリートを「普通コンクリ　本仕様書では、JSAA　5に規定する普通骨材を用いた一般仕様のコンクリートを「普通コンクリ

ート」と定義し、表9.1に示す様に設計基準強度が36N/m㎡以下のコンクリートについてはJASS5ート」と定義し、表9.1に示す様に設計基準強度が36N/m㎡以下のコンクリートについてはJASS5ート」と定義し、表9.1に示す様に設計基準強度が36N/m㎡以下のコンクリートについてはJASS5ート」と定義し、表9.1に示す様に設計基準強度が36N/m㎡以下のコンクリートについてはJASS5ート」と定義し、表9.1に示す様に設計基準強度が36N/m㎡以下のコンクリートについてはJASS5ート」と定義し、表9.1に示す様に設計基準強度が36N/m㎡以下のコンクリートについてはJASS5ート」と定義し、表9.1に示す様に設計基準強度が36N/m㎡以下のコンクリートについてはJASS5

の3節～11節を適用し、36N/m㎡を超えるコンクリートについてはJASS5の17節（高強度コンクリの3節～11節を適用し、36N/m㎡を超えるコンクリートについてはJASS5の17節（高強度コンクリの3節～11節を適用し、36N/m㎡を超えるコンクリートについてはJASS5の17節（高強度コンクリの3節～11節を適用し、36N/m㎡を超えるコンクリートについてはJASS5の17節（高強度コンクリの3節～11節を適用し、36N/m㎡を超えるコンクリートについてはJASS5の17節（高強度コンクリの3節～11節を適用し、36N/m㎡を超えるコンクリートについてはJASS5の17節（高強度コンクリの3節～11節を適用し、36N/m㎡を超えるコンクリートについてはJASS5の17節（高強度コンクリ

JIS規格外となる場合は、法第37条の大臣認定を受けた製品を用いる必要がある。JIS規格外となる場合は、法第37条の大臣認定を受けた製品を用いる必要がある。JIS規格外となる場合は、法第37条の大臣認定を受けた製品を用いる必要がある。JIS規格外となる場合は、法第37条の大臣認定を受けた製品を用いる必要がある。JIS規格外となる場合は、法第37条の大臣認定を受けた製品を用いる必要がある。JIS規格外となる場合は、法第37条の大臣認定を受けた製品を用いる必要がある。JIS規格外となる場合は、法第37条の大臣認定を受けた製品を用いる必要がある。

軽量コンクリートについてはJASS 5の14節によること。軽量コンクリートについてはJASS 5の14節によること。軽量コンクリートについてはJASS 5の14節によること。軽量コンクリートについてはJASS 5の14節によること。軽量コンクリートについてはJASS 5の14節によること。軽量コンクリートについてはJASS 5の14節によること。軽量コンクリートについてはJASS 5の14節によること。

ート）を適用する。また、設計基準強度もしくは品質基準強度と構造体強度補正値から定めるート）を適用する。また、設計基準強度もしくは品質基準強度と構造体強度補正値から定めるート）を適用する。また、設計基準強度もしくは品質基準強度と構造体強度補正値から定めるート）を適用する。また、設計基準強度もしくは品質基準強度と構造体強度補正値から定めるート）を適用する。また、設計基準強度もしくは品質基準強度と構造体強度補正値から定めるート）を適用する。また、設計基準強度もしくは品質基準強度と構造体強度補正値から定めるート）を適用する。また、設計基準強度もしくは品質基準強度と構造体強度補正値から定める

調合管理強度以上とし、発注するレディーミクストコンクリートの呼び強度が表9.2に示す調合管理強度以上とし、発注するレディーミクストコンクリートの呼び強度が表9.2に示す調合管理強度以上とし、発注するレディーミクストコンクリートの呼び強度が表9.2に示す調合管理強度以上とし、発注するレディーミクストコンクリートの呼び強度が表9.2に示す調合管理強度以上とし、発注するレディーミクストコンクリートの呼び強度が表9.2に示す調合管理強度以上とし、発注するレディーミクストコンクリートの呼び強度が表9.2に示す調合管理強度以上とし、発注するレディーミクストコンクリートの呼び強度が表9.2に示す

□　構造体コンクリート強度の保証する材齢は、特記による。特記がない場合は９１日とする。□　構造体コンクリート強度の保証する材齢は、特記による。特記がない場合は９１日とする。□　構造体コンクリート強度の保証する材齢は、特記による。特記がない場合は９１日とする。□　構造体コンクリート強度の保証する材齢は、特記による。特記がない場合は９１日とする。□　構造体コンクリート強度の保証する材齢は、特記による。特記がない場合は９１日とする。□　構造体コンクリート強度の保証する材齢は、特記による。特記がない場合は９１日とする。□　構造体コンクリート強度の保証する材齢は、特記による。特記がない場合は９１日とする。

□　構造体コンクリート強度は、次の①または②を満足するものとする。□　構造体コンクリート強度は、次の①または②を満足するものとする。□　構造体コンクリート強度は、次の①または②を満足するものとする。□　構造体コンクリート強度は、次の①または②を満足するものとする。□　構造体コンクリート強度は、次の①または②を満足するものとする。□　構造体コンクリート強度は、次の①または②を満足するものとする。□　構造体コンクリート強度は、次の①または②を満足するものとする。
①　標準養生した供試体による場合、調合強度を定めるための基準とする材齢において　①　標準養生した供試体による場合、調合強度を定めるための基準とする材齢において　①　標準養生した供試体による場合、調合強度を定めるための基準とする材齢において　①　標準養生した供試体による場合、調合強度を定めるための基準とする材齢において　①　標準養生した供試体による場合、調合強度を定めるための基準とする材齢において　①　標準養生した供試体による場合、調合強度を定めるための基準とする材齢において　①　標準養生した供試体による場合、調合強度を定めるための基準とする材齢において　

　　調合管理強度以上とする。　　調合管理強度以上とする。　　調合管理強度以上とする。　　調合管理強度以上とする。　　調合管理強度以上とする。　　調合管理強度以上とする。　　調合管理強度以上とする。
②　構造体温度養生した供試体による場合、構造体コンクリート強度を保証する材齢において　②　構造体温度養生した供試体による場合、構造体コンクリート強度を保証する材齢において　②　構造体温度養生した供試体による場合、構造体コンクリート強度を保証する材齢において　②　構造体温度養生した供試体による場合、構造体コンクリート強度を保証する材齢において　②　構造体温度養生した供試体による場合、構造体コンクリート強度を保証する材齢において　②　構造体温度養生した供試体による場合、構造体コンクリート強度を保証する材齢において　②　構造体温度養生した供試体による場合、構造体コンクリート強度を保証する材齢において　

　　設計基準強度 3N/m㎡加えた値以上とする。　　設計基準強度 3N/m㎡加えた値以上とする。　　設計基準強度 3N/m㎡加えた値以上とする。　　設計基準強度 3N/m㎡加えた値以上とする。　　設計基準強度 3N/m㎡加えた値以上とする。　　設計基準強度 3N/m㎡加えた値以上とする。　　設計基準強度 3N/m㎡加えた値以上とする。

□　調合強度は標準養生供試体の圧縮強度で表すものとし、下記の両式を満足するように定める。□　調合強度は標準養生供試体の圧縮強度で表すものとし、下記の両式を満足するように定める。□　調合強度は標準養生供試体の圧縮強度で表すものとし、下記の両式を満足するように定める。□　調合強度は標準養生供試体の圧縮強度で表すものとし、下記の両式を満足するように定める。□　調合強度は標準養生供試体の圧縮強度で表すものとし、下記の両式を満足するように定める。□　調合強度は標準養生供試体の圧縮強度で表すものとし、下記の両式を満足するように定める。□　調合強度は標準養生供試体の圧縮強度で表すものとし、下記の両式を満足するように定める。

Fm ：　高強度コンクリートの調合管理強度　(N/m㎡)Fm ：　高強度コンクリートの調合管理強度　(N/m㎡)Fm ：　高強度コンクリートの調合管理強度　(N/m㎡)Fm ：　高強度コンクリートの調合管理強度　(N/m㎡)Fm ：　高強度コンクリートの調合管理強度　(N/m㎡)Fm ：　高強度コンクリートの調合管理強度　(N/m㎡)Fm ：　高強度コンクリートの調合管理強度　(N/m㎡)

Fc　：　コンクリ－トの設計基準強度    (N/m㎡)Fc　：　コンクリ－トの設計基準強度    (N/m㎡)Fc　：　コンクリ－トの設計基準強度    (N/m㎡)Fc　：　コンクリ－トの設計基準強度    (N/m㎡)Fc　：　コンクリ－トの設計基準強度    (N/m㎡)Fc　：　コンクリ－トの設計基準強度    (N/m㎡)Fc　：　コンクリ－トの設計基準強度    (N/m㎡)

mSn　：　高強度コンクリ－トの構造体強度補正値で JASS 5 による。mSn　：　高強度コンクリ－トの構造体強度補正値で JASS 5 による。mSn　：　高強度コンクリ－トの構造体強度補正値で JASS 5 による。mSn　：　高強度コンクリ－トの構造体強度補正値で JASS 5 による。mSn　：　高強度コンクリ－トの構造体強度補正値で JASS 5 による。mSn　：　高強度コンクリ－トの構造体強度補正値で JASS 5 による。mSn　：　高強度コンクリ－トの構造体強度補正値で JASS 5 による。

F ：　高強度コンクリートの調合強度  (N/m㎡)F ：　高強度コンクリートの調合強度  (N/m㎡)F ：　高強度コンクリートの調合強度  (N/m㎡)F ：　高強度コンクリートの調合強度  (N/m㎡)F ：　高強度コンクリートの調合強度  (N/m㎡)F ：　高強度コンクリートの調合強度  (N/m㎡)F ：　高強度コンクリートの調合強度  (N/m㎡)
σ ：　高強度コンクリートの圧縮強度の標準偏差  (N/m㎡)　で、レディーミクストσ ：　高強度コンクリートの圧縮強度の標準偏差  (N/m㎡)　で、レディーミクストσ ：　高強度コンクリートの圧縮強度の標準偏差  (N/m㎡)　で、レディーミクストσ ：　高強度コンクリートの圧縮強度の標準偏差  (N/m㎡)　で、レディーミクストσ ：　高強度コンクリートの圧縮強度の標準偏差  (N/m㎡)　で、レディーミクストσ ：　高強度コンクリートの圧縮強度の標準偏差  (N/m㎡)　で、レディーミクストσ ：　高強度コンクリートの圧縮強度の標準偏差  (N/m㎡)　で、レディーミクスト

　　　 コンクリート工場の実績による。実績がない場合は、0.1(Fo+mSn)とする。　　　 コンクリート工場の実績による。実績がない場合は、0.1(Fo+mSn)とする。　　　 コンクリート工場の実績による。実績がない場合は、0.1(Fo+mSn)とする。　　　 コンクリート工場の実績による。実績がない場合は、0.1(Fo+mSn)とする。　　　 コンクリート工場の実績による。実績がない場合は、0.1(Fo+mSn)とする。　　　 コンクリート工場の実績による。実績がない場合は、0.1(Fo+mSn)とする。　　　 コンクリート工場の実績による。実績がない場合は、0.1(Fo+mSn)とする。

□　調合強度を定めるための基準とする材齢は、特記による。特記がない場合は２８日とする。□　調合強度を定めるための基準とする材齢は、特記による。特記がない場合は２８日とする。□　調合強度を定めるための基準とする材齢は、特記による。特記がない場合は２８日とする。□　調合強度を定めるための基準とする材齢は、特記による。特記がない場合は２８日とする。□　調合強度を定めるための基準とする材齢は、特記による。特記がない場合は２８日とする。□　調合強度を定めるための基準とする材齢は、特記による。特記がない場合は２８日とする。□　調合強度を定めるための基準とする材齢は、特記による。特記がない場合は２８日とする。

ⅰ）高強度コンクリートⅰ）高強度コンクリートⅰ）高強度コンクリートⅰ）高強度コンクリートⅰ）高強度コンクリートⅰ）高強度コンクリートⅰ）高強度コンクリート

σ ：　使用するコンクリートの圧縮強度の標準偏差 (N/m㎡)　で、レディーミクストコンクσ ：　使用するコンクリートの圧縮強度の標準偏差 (N/m㎡)　で、レディーミクストコンクσ ：　使用するコンクリートの圧縮強度の標準偏差 (N/m㎡)　で、レディーミクストコンクσ ：　使用するコンクリートの圧縮強度の標準偏差 (N/m㎡)　で、レディーミクストコンクσ ：　使用するコンクリートの圧縮強度の標準偏差 (N/m㎡)　で、レディーミクストコンクσ ：　使用するコンクリートの圧縮強度の標準偏差 (N/m㎡)　で、レディーミクストコンクσ ：　使用するコンクリートの圧縮強度の標準偏差 (N/m㎡)　で、レディーミクストコンク

　　　 リート工場の実績による。実績がない場合は 2.5N/m㎡、または0.1Fmの大きい　　　 リート工場の実績による。実績がない場合は 2.5N/m㎡、または0.1Fmの大きい　　　 リート工場の実績による。実績がない場合は 2.5N/m㎡、または0.1Fmの大きい　　　 リート工場の実績による。実績がない場合は 2.5N/m㎡、または0.1Fmの大きい　　　 リート工場の実績による。実績がない場合は 2.5N/m㎡、または0.1Fmの大きい　　　 リート工場の実績による。実績がない場合は 2.5N/m㎡、または0.1Fmの大きい　　　 リート工場の実績による。実績がない場合は 2.5N/m㎡、または0.1Fmの大きい

　　　 方の値とする。　　　 方の値とする。　　　 方の値とする。　　　 方の値とする。　　　 方の値とする。　　　 方の値とする。　　　 方の値とする。

□　機械式鉄筋定着工法に用いる定着板には信頼できる機関による性能証明書等を取得した定着金物□　機械式鉄筋定着工法に用いる定着板には信頼できる機関による性能証明書等を取得した定着金物□　機械式鉄筋定着工法に用いる定着板には信頼できる機関による性能証明書等を取得した定着金物□　機械式鉄筋定着工法に用いる定着板には信頼できる機関による性能証明書等を取得した定着金物□　機械式鉄筋定着工法に用いる定着板には信頼できる機関による性能証明書等を取得した定着金物□　機械式鉄筋定着工法に用いる定着板には信頼できる機関による性能証明書等を取得した定着金物□　機械式鉄筋定着工法に用いる定着板には信頼できる機関による性能証明書等を取得した定着金物

　　を用いる。　　を用いる。　　を用いる。　　を用いる。　　を用いる。　　を用いる。　　を用いる。

□　鉄筋の継手の試験・検査は、「要綱」第4条の試験機関、又は第8条の検査機関で行うこと。□　鉄筋の継手の試験・検査は、「要綱」第4条の試験機関、又は第8条の検査機関で行うこと。□　鉄筋の継手の試験・検査は、「要綱」第4条の試験機関、又は第8条の検査機関で行うこと。□　鉄筋の継手の試験・検査は、「要綱」第4条の試験機関、又は第8条の検査機関で行うこと。□　鉄筋の継手の試験・検査は、「要綱」第4条の試験機関、又は第8条の検査機関で行うこと。□　鉄筋の継手の試験・検査は、「要綱」第4条の試験機関、又は第8条の検査機関で行うこと。□　鉄筋の継手の試験・検査は、「要綱」第4条の試験機関、又は第8条の検査機関で行うこと。

（都知事登録　　　　　　　　号）（都知事登録　　　　　　　　号）（都知事登録　　　　　　　　号）（都知事登録　　　　　　　　号）（都知事登録　　　　　　　　号）（都知事登録　　　　　　　　号）（都知事登録　　　　　　　　号）

ガス圧接部分の検査を超音波探傷検査によって行う場合、最初のロットについては引張試験ガス圧接部分の検査を超音波探傷検査によって行う場合、最初のロットについては引張試験ガス圧接部分の検査を超音波探傷検査によって行う場合、最初のロットについては引張試験ガス圧接部分の検査を超音波探傷検査によって行う場合、最初のロットについては引張試験ガス圧接部分の検査を超音波探傷検査によって行う場合、最初のロットについては引張試験ガス圧接部分の検査を超音波探傷検査によって行う場合、最初のロットについては引張試験ガス圧接部分の検査を超音波探傷検査によって行う場合、最初のロットについては引張試験

も併用し、１回の引張試験は５本以上とする。（１ロットは同一作業班が同一日中に作業したも併用し、１回の引張試験は５本以上とする。（１ロットは同一作業班が同一日中に作業したも併用し、１回の引張試験は５本以上とする。（１ロットは同一作業班が同一日中に作業したも併用し、１回の引張試験は５本以上とする。（１ロットは同一作業班が同一日中に作業したも併用し、１回の引張試験は５本以上とする。（１ロットは同一作業班が同一日中に作業したも併用し、１回の引張試験は５本以上とする。（１ロットは同一作業班が同一日中に作業したも併用し、１回の引張試験は５本以上とする。（１ロットは同一作業班が同一日中に作業した

圧接箇所で２００箇所程度とする。）圧接箇所で２００箇所程度とする。）圧接箇所で２００箇所程度とする。）圧接箇所で２００箇所程度とする。）圧接箇所で２００箇所程度とする。）圧接箇所で２００箇所程度とする。）圧接箇所で２００箇所程度とする。）

継手部の検査方法継手部の検査方法継手部の検査方法継手部の検査方法継手部の検査方法継手部の検査方法継手部の検査方法

各継手工法ごとの検査は平成12年建告示1463号による他、具体的な検査方法は、（公社）日本鉄筋各継手工法ごとの検査は平成12年建告示1463号による他、具体的な検査方法は、（公社）日本鉄筋各継手工法ごとの検査は平成12年建告示1463号による他、具体的な検査方法は、（公社）日本鉄筋各継手工法ごとの検査は平成12年建告示1463号による他、具体的な検査方法は、（公社）日本鉄筋各継手工法ごとの検査は平成12年建告示1463号による他、具体的な検査方法は、（公社）日本鉄筋各継手工法ごとの検査は平成12年建告示1463号による他、具体的な検査方法は、（公社）日本鉄筋各継手工法ごとの検査は平成12年建告示1463号による他、具体的な検査方法は、（公社）日本鉄筋

継手協会の仕様書を参考のこと。継手協会の仕様書を参考のこと。継手協会の仕様書を参考のこと。継手協会の仕様書を参考のこと。継手協会の仕様書を参考のこと。継手協会の仕様書を参考のこと。継手協会の仕様書を参考のこと。

注）(1)計画共用期間の級が超長期で計画共用期間中に維持保全を行う部材では、維持保全の周期に応じて注）(1)計画共用期間の級が超長期で計画共用期間中に維持保全を行う部材では、維持保全の周期に応じて注）(1)計画共用期間の級が超長期で計画共用期間中に維持保全を行う部材では、維持保全の周期に応じて注）(1)計画共用期間の級が超長期で計画共用期間中に維持保全を行う部材では、維持保全の周期に応じて注）(1)計画共用期間の級が超長期で計画共用期間中に維持保全を行う部材では、維持保全の周期に応じて注）(1)計画共用期間の級が超長期で計画共用期間中に維持保全を行う部材では、維持保全の周期に応じて注）(1)計画共用期間の級が超長期で計画共用期間中に維持保全を行う部材では、維持保全の周期に応じて
　　　 定める。　　　 定める。　　　 定める。　　　 定める。　　　 定める。　　　 定める。　　　 定める。

□　型枠および支保工の存置期間は、昭和63年建告示1655号に基づき下表による。□　型枠および支保工の存置期間は、昭和63年建告示1655号に基づき下表による。□　型枠および支保工の存置期間は、昭和63年建告示1655号に基づき下表による。□　型枠および支保工の存置期間は、昭和63年建告示1655号に基づき下表による。□　型枠および支保工の存置期間は、昭和63年建告示1655号に基づき下表による。□　型枠および支保工の存置期間は、昭和63年建告示1655号に基づき下表による。□　型枠および支保工の存置期間は、昭和63年建告示1655号に基づき下表による。

表9.7型枠存置日数　　　昭和46年建設省告示110号(昭和63年改正建設省告示1655号)表9.7型枠存置日数　　　昭和46年建設省告示110号(昭和63年改正建設省告示1655号)表9.7型枠存置日数　　　昭和46年建設省告示110号(昭和63年改正建設省告示1655号)表9.7型枠存置日数　　　昭和46年建設省告示110号(昭和63年改正建設省告示1655号)表9.7型枠存置日数　　　昭和46年建設省告示110号(昭和63年改正建設省告示1655号)表9.7型枠存置日数　　　昭和46年建設省告示110号(昭和63年改正建設省告示1655号)表9.7型枠存置日数　　　昭和46年建設省告示110号(昭和63年改正建設省告示1655号)

注）１　片持ち梁、庇、スパン９．０ｍ以上の梁下は、工事監理者の承認による。注）１　片持ち梁、庇、スパン９．０ｍ以上の梁下は、工事監理者の承認による。注）１　片持ち梁、庇、スパン９．０ｍ以上の梁下は、工事監理者の承認による。注）１　片持ち梁、庇、スパン９．０ｍ以上の梁下は、工事監理者の承認による。注）１　片持ち梁、庇、スパン９．０ｍ以上の梁下は、工事監理者の承認による。注）１　片持ち梁、庇、スパン９．０ｍ以上の梁下は、工事監理者の承認による。注）１　片持ち梁、庇、スパン９．０ｍ以上の梁下は、工事監理者の承認による。

注）５　支柱の盛替えは、小梁が終わってからスラブを行う。一時に全部の支柱を取り払って盛替えをしては注）５　支柱の盛替えは、小梁が終わってからスラブを行う。一時に全部の支柱を取り払って盛替えをしては注）５　支柱の盛替えは、小梁が終わってからスラブを行う。一時に全部の支柱を取り払って盛替えをしては注）５　支柱の盛替えは、小梁が終わってからスラブを行う。一時に全部の支柱を取り払って盛替えをしては注）５　支柱の盛替えは、小梁が終わってからスラブを行う。一時に全部の支柱を取り払って盛替えをしては注）５　支柱の盛替えは、小梁が終わってからスラブを行う。一時に全部の支柱を取り払って盛替えをしては注）５　支柱の盛替えは、小梁が終わってからスラブを行う。一時に全部の支柱を取り払って盛替えをしては

　　　　ならない。　　　　ならない。　　　　ならない。　　　　ならない。　　　　ならない。　　　　ならない。　　　　ならない。

■　構造体の計画共用機関の級は特記による。特記が無い場合は標準とする。■　構造体の計画共用機関の級は特記による。特記が無い場合は標準とする。■　構造体の計画共用機関の級は特記による。特記が無い場合は標準とする。■　構造体の計画共用機関の級は特記による。特記が無い場合は標準とする。■　構造体の計画共用機関の級は特記による。特記が無い場合は標準とする。■　構造体の計画共用機関の級は特記による。特記が無い場合は標準とする。■　構造体の計画共用機関の級は特記による。特記が無い場合は標準とする。

■　コンクリートは　JIS A 5308（レディーミクストコンクリート）に適用するJIS認定工場の製品■　コンクリートは　JIS A 5308（レディーミクストコンクリート）に適用するJIS認定工場の製品■　コンクリートは　JIS A 5308（レディーミクストコンクリート）に適用するJIS認定工場の製品■　コンクリートは　JIS A 5308（レディーミクストコンクリート）に適用するJIS認定工場の製品■　コンクリートは　JIS A 5308（レディーミクストコンクリート）に適用するJIS認定工場の製品■　コンクリートは　JIS A 5308（レディーミクストコンクリート）に適用するJIS認定工場の製品■　コンクリートは　JIS A 5308（レディーミクストコンクリート）に適用するJIS認定工場の製品

　　とする。　　とする。　　とする。　　とする。　　とする。　　とする。　　とする。

■　施工者は、工事に先立ち、コンクリートの調合・製造計画、施工計画、品質管理計画書を作成し、　■　施工者は、工事に先立ち、コンクリートの調合・製造計画、施工計画、品質管理計画書を作成し、　■　施工者は、工事に先立ち、コンクリートの調合・製造計画、施工計画、品質管理計画書を作成し、　■　施工者は、工事に先立ち、コンクリートの調合・製造計画、施工計画、品質管理計画書を作成し、　■　施工者は、工事に先立ち、コンクリートの調合・製造計画、施工計画、品質管理計画書を作成し、　■　施工者は、工事に先立ち、コンクリートの調合・製造計画、施工計画、品質管理計画書を作成し、　■　施工者は、工事に先立ち、コンクリートの調合・製造計画、施工計画、品質管理計画書を作成し、　

　　工事監理者の承認を得ること。　　工事監理者の承認を得ること。　　工事監理者の承認を得ること。　　工事監理者の承認を得ること。　　工事監理者の承認を得ること。　　工事監理者の承認を得ること。　　工事監理者の承認を得ること。
■　フレッシュコンクリートの流動性は、スランプまたはスランプフローで表し、設計基準強度が■　フレッシュコンクリートの流動性は、スランプまたはスランプフローで表し、設計基準強度が■　フレッシュコンクリートの流動性は、スランプまたはスランプフローで表し、設計基準強度が■　フレッシュコンクリートの流動性は、スランプまたはスランプフローで表し、設計基準強度が■　フレッシュコンクリートの流動性は、スランプまたはスランプフローで表し、設計基準強度が■　フレッシュコンクリートの流動性は、スランプまたはスランプフローで表し、設計基準強度が■　フレッシュコンクリートの流動性は、スランプまたはスランプフローで表し、設計基準強度が

　　36N/m㎡以下 33N/m㎡以上の場合スランプ21cm以下、33N/m㎡未満の場合スランプ18cm以下とし　　36N/m㎡以下 33N/m㎡以上の場合スランプ21cm以下、33N/m㎡未満の場合スランプ18cm以下とし　　36N/m㎡以下 33N/m㎡以上の場合スランプ21cm以下、33N/m㎡未満の場合スランプ18cm以下とし　　36N/m㎡以下 33N/m㎡以上の場合スランプ21cm以下、33N/m㎡未満の場合スランプ18cm以下とし　　36N/m㎡以下 33N/m㎡以上の場合スランプ21cm以下、33N/m㎡未満の場合スランプ18cm以下とし　　36N/m㎡以下 33N/m㎡以上の場合スランプ21cm以下、33N/m㎡未満の場合スランプ18cm以下とし　　36N/m㎡以下 33N/m㎡以上の場合スランプ21cm以下、33N/m㎡未満の場合スランプ18cm以下とし

　　設計基準強度が 36 N/m㎡超 45N/m㎡未満の場合はスランプ21cm以下またはスランプフロー　　設計基準強度が 36 N/m㎡超 45N/m㎡未満の場合はスランプ21cm以下またはスランプフロー　　設計基準強度が 36 N/m㎡超 45N/m㎡未満の場合はスランプ21cm以下またはスランプフロー　　設計基準強度が 36 N/m㎡超 45N/m㎡未満の場合はスランプ21cm以下またはスランプフロー　　設計基準強度が 36 N/m㎡超 45N/m㎡未満の場合はスランプ21cm以下またはスランプフロー　　設計基準強度が 36 N/m㎡超 45N/m㎡未満の場合はスランプ21cm以下またはスランプフロー　　設計基準強度が 36 N/m㎡超 45N/m㎡未満の場合はスランプ21cm以下またはスランプフロー

　　50cm以下、設計基準強度が 45N/m㎡以上の場合はスランプ23cm以下またはスランプフロー　　50cm以下、設計基準強度が 45N/m㎡以上の場合はスランプ23cm以下またはスランプフロー　　50cm以下、設計基準強度が 45N/m㎡以上の場合はスランプ23cm以下またはスランプフロー　　50cm以下、設計基準強度が 45N/m㎡以上の場合はスランプ23cm以下またはスランプフロー　　50cm以下、設計基準強度が 45N/m㎡以上の場合はスランプ23cm以下またはスランプフロー　　50cm以下、設計基準強度が 45N/m㎡以上の場合はスランプ23cm以下またはスランプフロー　　50cm以下、設計基準強度が 45N/m㎡以上の場合はスランプ23cm以下またはスランプフロー

　　60cm以下とし、特記による。　　60cm以下とし、特記による。　　60cm以下とし、特記による。　　60cm以下とし、特記による。　　60cm以下とし、特記による。　　60cm以下とし、特記による。　　60cm以下とし、特記による。
■　コンクリートに含まれる塩化物量は、塩化物イオン量として0.3kg/m3 以下とする。■　コンクリートに含まれる塩化物量は、塩化物イオン量として0.3kg/m3 以下とする。■　コンクリートに含まれる塩化物量は、塩化物イオン量として0.3kg/m3 以下とする。■　コンクリートに含まれる塩化物量は、塩化物イオン量として0.3kg/m3 以下とする。■　コンクリートに含まれる塩化物量は、塩化物イオン量として0.3kg/m3 以下とする。■　コンクリートに含まれる塩化物量は、塩化物イオン量として0.3kg/m3 以下とする。■　コンクリートに含まれる塩化物量は、塩化物イオン量として0.3kg/m3 以下とする。

■　コンクリートの練混ぜかた打込み終了までの時間は、原則として120分を限度とする。■　コンクリートの練混ぜかた打込み終了までの時間は、原則として120分を限度とする。■　コンクリートの練混ぜかた打込み終了までの時間は、原則として120分を限度とする。■　コンクリートの練混ぜかた打込み終了までの時間は、原則として120分を限度とする。■　コンクリートの練混ぜかた打込み終了までの時間は、原則として120分を限度とする。■　コンクリートの練混ぜかた打込み終了までの時間は、原則として120分を限度とする。■　コンクリートの練混ぜかた打込み終了までの時間は、原則として120分を限度とする。

■　コンクリート打込み時の自由落下高さは、コンクリートが分離しない範囲とする。■　コンクリート打込み時の自由落下高さは、コンクリートが分離しない範囲とする。■　コンクリート打込み時の自由落下高さは、コンクリートが分離しない範囲とする。■　コンクリート打込み時の自由落下高さは、コンクリートが分離しない範囲とする。■　コンクリート打込み時の自由落下高さは、コンクリートが分離しない範囲とする。■　コンクリート打込み時の自由落下高さは、コンクリートが分離しない範囲とする。■　コンクリート打込み時の自由落下高さは、コンクリートが分離しない範囲とする。

■　打継ぎ部は構造的に影響の少ない位置を選び打継ぎ処理を行い、打込み前に十分な水湿しを行う。■　打継ぎ部は構造的に影響の少ない位置を選び打継ぎ処理を行い、打込み前に十分な水湿しを行う。■　打継ぎ部は構造的に影響の少ない位置を選び打継ぎ処理を行い、打込み前に十分な水湿しを行う。■　打継ぎ部は構造的に影響の少ない位置を選び打継ぎ処理を行い、打込み前に十分な水湿しを行う。■　打継ぎ部は構造的に影響の少ない位置を選び打継ぎ処理を行い、打込み前に十分な水湿しを行う。■　打継ぎ部は構造的に影響の少ない位置を選び打継ぎ処理を行い、打込み前に十分な水湿しを行う。■　打継ぎ部は構造的に影響の少ない位置を選び打継ぎ処理を行い、打込み前に十分な水湿しを行う。

■　打込み後の湿潤養生の期間は、セメントの種類および設計基準強度に応じて３日以上とする。■　打込み後の湿潤養生の期間は、セメントの種類および設計基準強度に応じて３日以上とする。■　打込み後の湿潤養生の期間は、セメントの種類および設計基準強度に応じて３日以上とする。■　打込み後の湿潤養生の期間は、セメントの種類および設計基準強度に応じて３日以上とする。■　打込み後の湿潤養生の期間は、セメントの種類および設計基準強度に応じて３日以上とする。■　打込み後の湿潤養生の期間は、セメントの種類および設計基準強度に応じて３日以上とする。■　打込み後の湿潤養生の期間は、セメントの種類および設計基準強度に応じて３日以上とする。

■　調合を定めるための基準とする材齢は、原則として２８日とする。■　調合を定めるための基準とする材齢は、原則として２８日とする。■　調合を定めるための基準とする材齢は、原則として２８日とする。■　調合を定めるための基準とする材齢は、原則として２８日とする。■　調合を定めるための基準とする材齢は、原則として２８日とする。■　調合を定めるための基準とする材齢は、原則として２８日とする。■　調合を定めるための基準とする材齢は、原則として２８日とする。

■　構造体コンクリート強度は表9.3を満足すれば合格とする。■　構造体コンクリート強度は表9.3を満足すれば合格とする。■　構造体コンクリート強度は表9.3を満足すれば合格とする。■　構造体コンクリート強度は表9.3を満足すれば合格とする。■　構造体コンクリート強度は表9.3を満足すれば合格とする。■　構造体コンクリート強度は表9.3を満足すれば合格とする。■　構造体コンクリート強度は表9.3を満足すれば合格とする。

■　調合管理強度は、以下による。■　調合管理強度は、以下による。■　調合管理強度は、以下による。■　調合管理強度は、以下による。■　調合管理強度は、以下による。■　調合管理強度は、以下による。■　調合管理強度は、以下による。

■　調合強度は標準養生した供試体の材齢 m 日における圧縮強度で表すものとし、下記の両式を■　調合強度は標準養生した供試体の材齢 m 日における圧縮強度で表すものとし、下記の両式を■　調合強度は標準養生した供試体の材齢 m 日における圧縮強度で表すものとし、下記の両式を■　調合強度は標準養生した供試体の材齢 m 日における圧縮強度で表すものとし、下記の両式を■　調合強度は標準養生した供試体の材齢 m 日における圧縮強度で表すものとし、下記の両式を■　調合強度は標準養生した供試体の材齢 m 日における圧縮強度で表すものとし、下記の両式を■　調合強度は標準養生した供試体の材齢 m 日における圧縮強度で表すものとし、下記の両式を

　　満足するよう定める。調合強度を定める材齢 m 日は、原則として 28 日とする。　　満足するよう定める。調合強度を定める材齢 m 日は、原則として 28 日とする。　　満足するよう定める。調合強度を定める材齢 m 日は、原則として 28 日とする。　　満足するよう定める。調合強度を定める材齢 m 日は、原則として 28 日とする。　　満足するよう定める。調合強度を定める材齢 m 日は、原則として 28 日とする。　　満足するよう定める。調合強度を定める材齢 m 日は、原則として 28 日とする。　　満足するよう定める。調合強度を定める材齢 m 日は、原則として 28 日とする。

■　フレッシュコンクリートの塩化物測定は、原則として工事現場で(一財)国土開発技術センター■　フレッシュコンクリートの塩化物測定は、原則として工事現場で(一財)国土開発技術センター■　フレッシュコンクリートの塩化物測定は、原則として工事現場で(一財)国土開発技術センター■　フレッシュコンクリートの塩化物測定は、原則として工事現場で(一財)国土開発技術センター■　フレッシュコンクリートの塩化物測定は、原則として工事現場で(一財)国土開発技術センター■　フレッシュコンクリートの塩化物測定は、原則として工事現場で(一財)国土開発技術センター■　フレッシュコンクリートの塩化物測定は、原則として工事現場で(一財)国土開発技術センター

　　の技術評価を受けた測定器を用いて行い、試験結果の記録及び測定器の表示部を一回の測定ごと　　の技術評価を受けた測定器を用いて行い、試験結果の記録及び測定器の表示部を一回の測定ごと　　の技術評価を受けた測定器を用いて行い、試験結果の記録及び測定器の表示部を一回の測定ごと　　の技術評価を受けた測定器を用いて行い、試験結果の記録及び測定器の表示部を一回の測定ごと　　の技術評価を受けた測定器を用いて行い、試験結果の記録及び測定器の表示部を一回の測定ごと　　の技術評価を受けた測定器を用いて行い、試験結果の記録及び測定器の表示部を一回の測定ごと　　の技術評価を受けた測定器を用いて行い、試験結果の記録及び測定器の表示部を一回の測定ごと

　　に撮影した写真（カラー）を保管し、工事監理者の承認を得る。測定検査の回数は、通常の場合　　に撮影した写真（カラー）を保管し、工事監理者の承認を得る。測定検査の回数は、通常の場合　　に撮影した写真（カラー）を保管し、工事監理者の承認を得る。測定検査の回数は、通常の場合　　に撮影した写真（カラー）を保管し、工事監理者の承認を得る。測定検査の回数は、通常の場合　　に撮影した写真（カラー）を保管し、工事監理者の承認を得る。測定検査の回数は、通常の場合　　に撮影した写真（カラー）を保管し、工事監理者の承認を得る。測定検査の回数は、通常の場合　　に撮影した写真（カラー）を保管し、工事監理者の承認を得る。測定検査の回数は、通常の場合

　　１日１回以上とし、１回の検査における測定試験は、同一試料から取り分けて３回行い、その　　１日１回以上とし、１回の検査における測定試験は、同一試料から取り分けて３回行い、その　　１日１回以上とし、１回の検査における測定試験は、同一試料から取り分けて３回行い、その　　１日１回以上とし、１回の検査における測定試験は、同一試料から取り分けて３回行い、その　　１日１回以上とし、１回の検査における測定試験は、同一試料から取り分けて３回行い、その　　１日１回以上とし、１回の検査における測定試験は、同一試料から取り分けて３回行い、その　　１日１回以上とし、１回の検査における測定試験は、同一試料から取り分けて３回行い、その

　　平均値を試験値とする。　　平均値を試験値とする。　　平均値を試験値とする。　　平均値を試験値とする。　　平均値を試験値とする。　　平均値を試験値とする。　　平均値を試験値とする。

■　スランプの許容差は普通コンクリートの場合、スランプが8cm以上18cm以下の場合±2.5cm■　スランプの許容差は普通コンクリートの場合、スランプが8cm以上18cm以下の場合±2.5cm■　スランプの許容差は普通コンクリートの場合、スランプが8cm以上18cm以下の場合±2.5cm■　スランプの許容差は普通コンクリートの場合、スランプが8cm以上18cm以下の場合±2.5cm■　スランプの許容差は普通コンクリートの場合、スランプが8cm以上18cm以下の場合±2.5cm■　スランプの許容差は普通コンクリートの場合、スランプが8cm以上18cm以下の場合±2.5cm■　スランプの許容差は普通コンクリートの場合、スランプが8cm以上18cm以下の場合±2.5cm

　　21cmの場合±1.5cm（呼び強度27以上で高性能AE減水剤を使用する場合は±2cm）とする。　　21cmの場合±1.5cm（呼び強度27以上で高性能AE減水剤を使用する場合は±2cm）とする。　　21cmの場合±1.5cm（呼び強度27以上で高性能AE減水剤を使用する場合は±2cm）とする。　　21cmの場合±1.5cm（呼び強度27以上で高性能AE減水剤を使用する場合は±2cm）とする。　　21cmの場合±1.5cm（呼び強度27以上で高性能AE減水剤を使用する場合は±2cm）とする。　　21cmの場合±1.5cm（呼び強度27以上で高性能AE減水剤を使用する場合は±2cm）とする。　　21cmの場合±1.5cm（呼び強度27以上で高性能AE減水剤を使用する場合は±2cm）とする。

　　高強度コンクリートの場合は、スランプが18cm以下の場合±2.5cm、21cm以上の場合±2cmとし、　　高強度コンクリートの場合は、スランプが18cm以下の場合±2.5cm、21cm以上の場合±2cmとし、　　高強度コンクリートの場合は、スランプが18cm以下の場合±2.5cm、21cm以上の場合±2cmとし、　　高強度コンクリートの場合は、スランプが18cm以下の場合±2.5cm、21cm以上の場合±2cmとし、　　高強度コンクリートの場合は、スランプが18cm以下の場合±2.5cm、21cm以上の場合±2cmとし、　　高強度コンクリートの場合は、スランプが18cm以下の場合±2.5cm、21cm以上の場合±2cmとし、　　高強度コンクリートの場合は、スランプが18cm以下の場合±2.5cm、21cm以上の場合±2cmとし、

　　スランプフローの許容差は、目標スランプフローが50cm以下の時は±7.5cm、50cmを超える時　　スランプフローの許容差は、目標スランプフローが50cm以下の時は±7.5cm、50cmを超える時　　スランプフローの許容差は、目標スランプフローが50cm以下の時は±7.5cm、50cmを超える時　　スランプフローの許容差は、目標スランプフローが50cm以下の時は±7.5cm、50cmを超える時　　スランプフローの許容差は、目標スランプフローが50cm以下の時は±7.5cm、50cmを超える時　　スランプフローの許容差は、目標スランプフローが50cm以下の時は±7.5cm、50cmを超える時　　スランプフローの許容差は、目標スランプフローが50cm以下の時は±7.5cm、50cmを超える時

　　は±10cmとする。　　は±10cmとする。　　は±10cmとする。　　は±10cmとする。　　は±10cmとする。　　は±10cmとする。　　は±10cmとする。

■　使用するコンクリートの圧縮強度試験は、普通コンクリートでは標準養生を行った供試体そ用い■　使用するコンクリートの圧縮強度試験は、普通コンクリートでは標準養生を行った供試体そ用い■　使用するコンクリートの圧縮強度試験は、普通コンクリートでは標準養生を行った供試体そ用い■　使用するコンクリートの圧縮強度試験は、普通コンクリートでは標準養生を行った供試体そ用い■　使用するコンクリートの圧縮強度試験は、普通コンクリートでは標準養生を行った供試体そ用い■　使用するコンクリートの圧縮強度試験は、普通コンクリートでは標準養生を行った供試体そ用い■　使用するコンクリートの圧縮強度試験は、普通コンクリートでは標準養生を行った供試体そ用い

　　て材齢 28日で行い、１回の試験は、打込み工区ごと、打込み日ごと、かつ 150m3またはその端数　　て材齢 28日で行い、１回の試験は、打込み工区ごと、打込み日ごと、かつ 150m3またはその端数　　て材齢 28日で行い、１回の試験は、打込み工区ごと、打込み日ごと、かつ 150m3またはその端数　　て材齢 28日で行い、１回の試験は、打込み工区ごと、打込み日ごと、かつ 150m3またはその端数　　て材齢 28日で行い、１回の試験は、打込み工区ごと、打込み日ごと、かつ 150m3またはその端数　　て材齢 28日で行い、１回の試験は、打込み工区ごと、打込み日ごと、かつ 150m3またはその端数　　て材齢 28日で行い、１回の試験は、打込み工区ごと、打込み日ごと、かつ 150m3またはその端数

　　ごちに 3個の供試体を用いて行う、３回の試験で、１検査ロットを構成する。　　ごちに 3個の供試体を用いて行う、３回の試験で、１検査ロットを構成する。　　ごちに 3個の供試体を用いて行う、３回の試験で、１検査ロットを構成する。　　ごちに 3個の供試体を用いて行う、３回の試験で、１検査ロットを構成する。　　ごちに 3個の供試体を用いて行う、３回の試験で、１検査ロットを構成する。　　ごちに 3個の供試体を用いて行う、３回の試験で、１検査ロットを構成する。　　ごちに 3個の供試体を用いて行う、３回の試験で、１検査ロットを構成する。

　　高強度コンクリートでは、打込み日かつ300m3ごとに検査ロットを構成して行う、１検査ロット　　高強度コンクリートでは、打込み日かつ300m3ごとに検査ロットを構成して行う、１検査ロット　　高強度コンクリートでは、打込み日かつ300m3ごとに検査ロットを構成して行う、１検査ロット　　高強度コンクリートでは、打込み日かつ300m3ごとに検査ロットを構成して行う、１検査ロット　　高強度コンクリートでは、打込み日かつ300m3ごとに検査ロットを構成して行う、１検査ロット　　高強度コンクリートでは、打込み日かつ300m3ごとに検査ロットを構成して行う、１検査ロット　　高強度コンクリートでは、打込み日かつ300m3ごとに検査ロットを構成して行う、１検査ロット

　　における試験回数は 3回とする。検査は適当な間隔をあけた任意の 3台のトラックアジテータ　　における試験回数は 3回とする。検査は適当な間隔をあけた任意の 3台のトラックアジテータ　　における試験回数は 3回とする。検査は適当な間隔をあけた任意の 3台のトラックアジテータ　　における試験回数は 3回とする。検査は適当な間隔をあけた任意の 3台のトラックアジテータ　　における試験回数は 3回とする。検査は適当な間隔をあけた任意の 3台のトラックアジテータ　　における試験回数は 3回とする。検査は適当な間隔をあけた任意の 3台のトラックアジテータ　　における試験回数は 3回とする。検査は適当な間隔をあけた任意の 3台のトラックアジテータ

　　から採取した合計 9個の供試体による試験結果を用いて行う。検査に用いる供試体の養生方法　　から採取した合計 9個の供試体による試験結果を用いて行う。検査に用いる供試体の養生方法　　から採取した合計 9個の供試体による試験結果を用いて行う。検査に用いる供試体の養生方法　　から採取した合計 9個の供試体による試験結果を用いて行う。検査に用いる供試体の養生方法　　から採取した合計 9個の供試体による試験結果を用いて行う。検査に用いる供試体の養生方法　　から採取した合計 9個の供試体による試験結果を用いて行う。検査に用いる供試体の養生方法　　から採取した合計 9個の供試体による試験結果を用いて行う。検査に用いる供試体の養生方法

　　は標準養生とする。　　は標準養生とする。　　は標準養生とする。　　は標準養生とする。　　は標準養生とする。　　は標準養生とする。　　は標準養生とする。

■　構造体コンクリートの圧縮強度の検査は普通コンクリートでは、打込み工区ごと、打込み日ごと。■　構造体コンクリートの圧縮強度の検査は普通コンクリートでは、打込み工区ごと、打込み日ごと。■　構造体コンクリートの圧縮強度の検査は普通コンクリートでは、打込み工区ごと、打込み日ごと。■　構造体コンクリートの圧縮強度の検査は普通コンクリートでは、打込み工区ごと、打込み日ごと。■　構造体コンクリートの圧縮強度の検査は普通コンクリートでは、打込み工区ごと、打込み日ごと。■　構造体コンクリートの圧縮強度の検査は普通コンクリートでは、打込み工区ごと、打込み日ごと。■　構造体コンクリートの圧縮強度の検査は普通コンクリートでは、打込み工区ごと、打込み日ごと。

　　かつ 150m3またはその端数ごと 1回行う。１回の試験には適当な間隔をおいた 3台の運搬車　　かつ 150m3またはその端数ごと 1回行う。１回の試験には適当な間隔をおいた 3台の運搬車　　かつ 150m3またはその端数ごと 1回行う。１回の試験には適当な間隔をおいた 3台の運搬車　　かつ 150m3またはその端数ごと 1回行う。１回の試験には適当な間隔をおいた 3台の運搬車　　かつ 150m3またはその端数ごと 1回行う。１回の試験には適当な間隔をおいた 3台の運搬車　　かつ 150m3またはその端数ごと 1回行う。１回の試験には適当な間隔をおいた 3台の運搬車　　かつ 150m3またはその端数ごと 1回行う。１回の試験には適当な間隔をおいた 3台の運搬車

　　から１個ずつ採取した合計３個の供試体を用いる。　　から１個ずつ採取した合計３個の供試体を用いる。　　から１個ずつ採取した合計３個の供試体を用いる。　　から１個ずつ採取した合計３個の供試体を用いる。　　から１個ずつ採取した合計３個の供試体を用いる。　　から１個ずつ採取した合計３個の供試体を用いる。　　から１個ずつ採取した合計３個の供試体を用いる。

　　高強度コンクリートでは打込み日、打込み工区かつ300m3ごとに行う。検査には適当な間隔を　　高強度コンクリートでは打込み日、打込み工区かつ300m3ごとに行う。検査には適当な間隔を　　高強度コンクリートでは打込み日、打込み工区かつ300m3ごとに行う。検査には適当な間隔を　　高強度コンクリートでは打込み日、打込み工区かつ300m3ごとに行う。検査には適当な間隔を　　高強度コンクリートでは打込み日、打込み工区かつ300m3ごとに行う。検査には適当な間隔を　　高強度コンクリートでは打込み日、打込み工区かつ300m3ごとに行う。検査には適当な間隔を　　高強度コンクリートでは打込み日、打込み工区かつ300m3ごとに行う。検査には適当な間隔を

　　あけた任意の３台のトラックアジテータから採取した合計９個の供試体を用いる。検査に用いる　　あけた任意の３台のトラックアジテータから採取した合計９個の供試体を用いる。検査に用いる　　あけた任意の３台のトラックアジテータから採取した合計９個の供試体を用いる。検査に用いる　　あけた任意の３台のトラックアジテータから採取した合計９個の供試体を用いる。検査に用いる　　あけた任意の３台のトラックアジテータから採取した合計９個の供試体を用いる。検査に用いる　　あけた任意の３台のトラックアジテータから採取した合計９個の供試体を用いる。検査に用いる　　あけた任意の３台のトラックアジテータから採取した合計９個の供試体を用いる。検査に用いる

　　供試体の養生方法は標準養生または構造体温度養生とする。　　供試体の養生方法は標準養生または構造体温度養生とする。　　供試体の養生方法は標準養生または構造体温度養生とする。　　供試体の養生方法は標準養生または構造体温度養生とする。　　供試体の養生方法は標準養生または構造体温度養生とする。　　供試体の養生方法は標準養生または構造体温度養生とする。　　供試体の養生方法は標準養生または構造体温度養生とする。

■　使用するコンクリートの圧縮強度の判定は、JASS 5 による。■　使用するコンクリートの圧縮強度の判定は、JASS 5 による。■　使用するコンクリートの圧縮強度の判定は、JASS 5 による。■　使用するコンクリートの圧縮強度の判定は、JASS 5 による。■　使用するコンクリートの圧縮強度の判定は、JASS 5 による。■　使用するコンクリートの圧縮強度の判定は、JASS 5 による。■　使用するコンクリートの圧縮強度の判定は、JASS 5 による。

　　構造体コンクリートの圧縮強度の判定は、(c)調合および構造体コンクリート強度による。　　構造体コンクリートの圧縮強度の判定は、(c)調合および構造体コンクリート強度による。　　構造体コンクリートの圧縮強度の判定は、(c)調合および構造体コンクリート強度による。　　構造体コンクリートの圧縮強度の判定は、(c)調合および構造体コンクリート強度による。　　構造体コンクリートの圧縮強度の判定は、(c)調合および構造体コンクリート強度による。　　構造体コンクリートの圧縮強度の判定は、(c)調合および構造体コンクリート強度による。　　構造体コンクリートの圧縮強度の判定は、(c)調合および構造体コンクリート強度による。

□　高強度せん断補強筋は、技術評価を取得し、建築基準法37条の材料認定を受けたものを用いる。□　高強度せん断補強筋は、技術評価を取得し、建築基準法37条の材料認定を受けたものを用いる。□　高強度せん断補強筋は、技術評価を取得し、建築基準法37条の材料認定を受けたものを用いる。□　高強度せん断補強筋は、技術評価を取得し、建築基準法37条の材料認定を受けたものを用いる。□　高強度せん断補強筋は、技術評価を取得し、建築基準法37条の材料認定を受けたものを用いる。□　高強度せん断補強筋は、技術評価を取得し、建築基準法37条の材料認定を受けたものを用いる。□　高強度せん断補強筋は、技術評価を取得し、建築基準法37条の材料認定を受けたものを用いる。

■　鉄筋はJIS G 3112（鉄筋コンクリート用棒鋼）に適合するものを用いる。溶接金網および鉄筋　　　■　鉄筋はJIS G 3112（鉄筋コンクリート用棒鋼）に適合するものを用いる。溶接金網および鉄筋　　　■　鉄筋はJIS G 3112（鉄筋コンクリート用棒鋼）に適合するものを用いる。溶接金網および鉄筋　　　■　鉄筋はJIS G 3112（鉄筋コンクリート用棒鋼）に適合するものを用いる。溶接金網および鉄筋　　　■　鉄筋はJIS G 3112（鉄筋コンクリート用棒鋼）に適合するものを用いる。溶接金網および鉄筋　　　■　鉄筋はJIS G 3112（鉄筋コンクリート用棒鋼）に適合するものを用いる。溶接金網および鉄筋　　　■　鉄筋はJIS G 3112（鉄筋コンクリート用棒鋼）に適合するものを用いる。溶接金網および鉄筋　　　

　　格子は、JIS G 3551（溶接金網および鉄筋格子）に適合するものを用いる。　　格子は、JIS G 3551（溶接金網および鉄筋格子）に適合するものを用いる。　　格子は、JIS G 3551（溶接金網および鉄筋格子）に適合するものを用いる。　　格子は、JIS G 3551（溶接金網および鉄筋格子）に適合するものを用いる。　　格子は、JIS G 3551（溶接金網および鉄筋格子）に適合するものを用いる。　　格子は、JIS G 3551（溶接金網および鉄筋格子）に適合するものを用いる。　　格子は、JIS G 3551（溶接金網および鉄筋格子）に適合するものを用いる。

■　鉄筋の加工寸法、形状、鉄筋の継手位置、継手の重ね長さ、定着長さは「新鉄筋コンクリート　■　鉄筋の加工寸法、形状、鉄筋の継手位置、継手の重ね長さ、定着長さは「新鉄筋コンクリート　■　鉄筋の加工寸法、形状、鉄筋の継手位置、継手の重ね長さ、定着長さは「新鉄筋コンクリート　■　鉄筋の加工寸法、形状、鉄筋の継手位置、継手の重ね長さ、定着長さは「新鉄筋コンクリート　■　鉄筋の加工寸法、形状、鉄筋の継手位置、継手の重ね長さ、定着長さは「新鉄筋コンクリート　■　鉄筋の加工寸法、形状、鉄筋の継手位置、継手の重ね長さ、定着長さは「新鉄筋コンクリート　■　鉄筋の加工寸法、形状、鉄筋の継手位置、継手の重ね長さ、定着長さは「新鉄筋コンクリート　

　　構造配筋標準図(1)～(3)」による。　　構造配筋標準図(1)～(3)」による。　　構造配筋標準図(1)～(3)」による。　　構造配筋標準図(1)～(3)」による。　　構造配筋標準図(1)～(3)」による。　　構造配筋標準図(1)～(3)」による。　　構造配筋標準図(1)～(3)」による。

■　鉄筋の継手は重ね継手、ガス圧接継手、機械式継手または溶接継手によることとし、鉄筋径と■　鉄筋の継手は重ね継手、ガス圧接継手、機械式継手または溶接継手によることとし、鉄筋径と■　鉄筋の継手は重ね継手、ガス圧接継手、機械式継手または溶接継手によることとし、鉄筋径と■　鉄筋の継手は重ね継手、ガス圧接継手、機械式継手または溶接継手によることとし、鉄筋径と■　鉄筋の継手は重ね継手、ガス圧接継手、機械式継手または溶接継手によることとし、鉄筋径と■　鉄筋の継手は重ね継手、ガス圧接継手、機械式継手または溶接継手によることとし、鉄筋径と■　鉄筋の継手は重ね継手、ガス圧接継手、機械式継手または溶接継手によることとし、鉄筋径と

　　使用箇所を定め特記による。　　使用箇所を定め特記による。　　使用箇所を定め特記による。　　使用箇所を定め特記による。　　使用箇所を定め特記による。　　使用箇所を定め特記による。　　使用箇所を定め特記による。

■　重ね継手■　重ね継手■　重ね継手■　重ね継手■　重ね継手■　重ね継手■　重ね継手

■　圧接継手■　圧接継手■　圧接継手■　圧接継手■　圧接継手■　圧接継手■　圧接継手 ■　告示1463号第2項各号■　告示1463号第2項各号■　告示1463号第2項各号■　告示1463号第2項各号■　告示1463号第2項各号■　告示1463号第2項各号■　告示1463号第2項各号 ■■■■■■■

□Ｄ(１６)以下□Ｄ(１６)以下□Ｄ(１６)以下□Ｄ(１６)以下□Ｄ(１６)以下□Ｄ(１６)以下□Ｄ(１６)以下

□Ｄ(１９)以上□Ｄ(１９)以上□Ｄ(１９)以上□Ｄ(１９)以上□Ｄ(１９)以上□Ｄ(１９)以上□Ｄ(１９)以上

全て全て全て全て全て全て全て

梁・柱梁・柱梁・柱梁・柱梁・柱梁・柱梁・柱

(2)　工事監理者の承認を得て、供試体成型後、翌日までは20±10°の日光および風が直接当たら(2)　工事監理者の承認を得て、供試体成型後、翌日までは20±10°の日光および風が直接当たら(2)　工事監理者の承認を得て、供試体成型後、翌日までは20±10°の日光および風が直接当たら(2)　工事監理者の承認を得て、供試体成型後、翌日までは20±10°の日光および風が直接当たら(2)　工事監理者の承認を得て、供試体成型後、翌日までは20±10°の日光および風が直接当たら(2)　工事監理者の承認を得て、供試体成型後、翌日までは20±10°の日光および風が直接当たら(2)　工事監理者の承認を得て、供試体成型後、翌日までは20±10°の日光および風が直接当たら

　　 ない箇所で、乾燥しないように養生して保管することがてきる。　　 ない箇所で、乾燥しないように養生して保管することがてきる。　　 ない箇所で、乾燥しないように養生して保管することがてきる。　　 ない箇所で、乾燥しないように養生して保管することがてきる。　　 ない箇所で、乾燥しないように養生して保管することがてきる。　　 ない箇所で、乾燥しないように養生して保管することがてきる。　　 ない箇所で、乾燥しないように養生して保管することがてきる。

■　ガス圧接の施工は、強風時または降雨時には原則として作業を行わない。ただし、風除け・　■　ガス圧接の施工は、強風時または降雨時には原則として作業を行わない。ただし、風除け・　■　ガス圧接の施工は、強風時または降雨時には原則として作業を行わない。ただし、風除け・　■　ガス圧接の施工は、強風時または降雨時には原則として作業を行わない。ただし、風除け・　■　ガス圧接の施工は、強風時または降雨時には原則として作業を行わない。ただし、風除け・　■　ガス圧接の施工は、強風時または降雨時には原則として作業を行わない。ただし、風除け・　■　ガス圧接の施工は、強風時または降雨時には原則として作業を行わない。ただし、風除け・　

　　覆いなどの設置をした場合には、工事監理者の承認を得て作業を行うことができる。　　覆いなどの設置をした場合には、工事監理者の承認を得て作業を行うことができる。　　覆いなどの設置をした場合には、工事監理者の承認を得て作業を行うことができる。　　覆いなどの設置をした場合には、工事監理者の承認を得て作業を行うことができる。　　覆いなどの設置をした場合には、工事監理者の承認を得て作業を行うことができる。　　覆いなどの設置をした場合には、工事監理者の承認を得て作業を行うことができる。　　覆いなどの設置をした場合には、工事監理者の承認を得て作業を行うことができる。

■　圧接技量資格者は、(公社)日本鉄筋継手協会によって認証された技量適格性能証明書を工事監理■　圧接技量資格者は、(公社)日本鉄筋継手協会によって認証された技量適格性能証明書を工事監理■　圧接技量資格者は、(公社)日本鉄筋継手協会によって認証された技量適格性能証明書を工事監理■　圧接技量資格者は、(公社)日本鉄筋継手協会によって認証された技量適格性能証明書を工事監理■　圧接技量資格者は、(公社)日本鉄筋継手協会によって認証された技量適格性能証明書を工事監理■　圧接技量資格者は、(公社)日本鉄筋継手協会によって認証された技量適格性能証明書を工事監理■　圧接技量資格者は、(公社)日本鉄筋継手協会によって認証された技量適格性能証明書を工事監理

　　者に提出し、承認を受ける。　　者に提出し、承認を受ける。　　者に提出し、承認を受ける。　　者に提出し、承認を受ける。　　者に提出し、承認を受ける。　　者に提出し、承認を受ける。　　者に提出し、承認を受ける。

100100100100100100100ガス圧接ガス圧接ガス圧接ガス圧接ガス圧接ガス圧接ガス圧接
存置期間存置期間存置期間存置期間存置期間存置期間存置期間

 の平均気温 の平均気温 の平均気温 の平均気温 の平均気温 の平均気温 の平均気温

セメントセメントセメントセメントセメントセメントセメント

の種類の種類の種類の種類の種類の種類の種類

■ 完成した構造体の各部位における最外側鉄筋のかぶり厚さは、最小かぶり厚さ以上とする。■ 完成した構造体の各部位における最外側鉄筋のかぶり厚さは、最小かぶり厚さ以上とする。■ 完成した構造体の各部位における最外側鉄筋のかぶり厚さは、最小かぶり厚さ以上とする。■ 完成した構造体の各部位における最外側鉄筋のかぶり厚さは、最小かぶり厚さ以上とする。■ 完成した構造体の各部位における最外側鉄筋のかぶり厚さは、最小かぶり厚さ以上とする。■ 完成した構造体の各部位における最外側鉄筋のかぶり厚さは、最小かぶり厚さ以上とする。■ 完成した構造体の各部位における最外側鉄筋のかぶり厚さは、最小かぶり厚さ以上とする。

■　コンクリート構造体に誘発目地・施工目地などを設ける場合は、建築基準法施行令第79条に規定■　コンクリート構造体に誘発目地・施工目地などを設ける場合は、建築基準法施行令第79条に規定■　コンクリート構造体に誘発目地・施工目地などを設ける場合は、建築基準法施行令第79条に規定■　コンクリート構造体に誘発目地・施工目地などを設ける場合は、建築基準法施行令第79条に規定■　コンクリート構造体に誘発目地・施工目地などを設ける場合は、建築基準法施行令第79条に規定■　コンクリート構造体に誘発目地・施工目地などを設ける場合は、建築基準法施行令第79条に規定■　コンクリート構造体に誘発目地・施工目地などを設ける場合は、建築基準法施行令第79条に規定

　　する数値を満足し、構造耐力上必要な断面寸法を確保し、防水上および耐久性上有効な措置を　　する数値を満足し、構造耐力上必要な断面寸法を確保し、防水上および耐久性上有効な措置を　　する数値を満足し、構造耐力上必要な断面寸法を確保し、防水上および耐久性上有効な措置を　　する数値を満足し、構造耐力上必要な断面寸法を確保し、防水上および耐久性上有効な措置を　　する数値を満足し、構造耐力上必要な断面寸法を確保し、防水上および耐久性上有効な措置を　　する数値を満足し、構造耐力上必要な断面寸法を確保し、防水上および耐久性上有効な措置を　　する数値を満足し、構造耐力上必要な断面寸法を確保し、防水上および耐久性上有効な措置を

　　講じれば上記によらなくても良い。　　講じれば上記によらなくても良い。　　講じれば上記によらなくても良い。　　講じれば上記によらなくても良い。　　講じれば上記によらなくても良い。　　講じれば上記によらなくても良い。　　講じれば上記によらなくても良い。

■コンリート主任技士またはコンクリート技士、あるいはこれらと同等以上の知識経験を有すると■コンリート主任技士またはコンクリート技士、あるいはこれらと同等以上の知識経験を有すると■コンリート主任技士またはコンクリート技士、あるいはこれらと同等以上の知識経験を有すると■コンリート主任技士またはコンクリート技士、あるいはこれらと同等以上の知識経験を有すると■コンリート主任技士またはコンクリート技士、あるいはこれらと同等以上の知識経験を有すると■コンリート主任技士またはコンクリート技士、あるいはこれらと同等以上の知識経験を有すると■コンリート主任技士またはコンクリート技士、あるいはこれらと同等以上の知識経験を有すると

　　認められた技術者が常駐していなければならない。　　認められた技術者が常駐していなければならない。　　認められた技術者が常駐していなければならない。　　認められた技術者が常駐していなければならない。　　認められた技術者が常駐していなければならない。　　認められた技術者が常駐していなければならない。　　認められた技術者が常駐していなければならない。

■　機械式継手及び圧接継手及び溶接継手は（公社）日本鉄筋継手協会「鉄筋継手工事標準仕様■　機械式継手及び圧接継手及び溶接継手は（公社）日本鉄筋継手協会「鉄筋継手工事標準仕様■　機械式継手及び圧接継手及び溶接継手は（公社）日本鉄筋継手協会「鉄筋継手工事標準仕様■　機械式継手及び圧接継手及び溶接継手は（公社）日本鉄筋継手協会「鉄筋継手工事標準仕様■　機械式継手及び圧接継手及び溶接継手は（公社）日本鉄筋継手協会「鉄筋継手工事標準仕様■　機械式継手及び圧接継手及び溶接継手は（公社）日本鉄筋継手協会「鉄筋継手工事標準仕様■　機械式継手及び圧接継手及び溶接継手は（公社）日本鉄筋継手協会「鉄筋継手工事標準仕様

　　書：による他、所要の品質が得られるように工事計画および工事管理計画を定めて、工事監理者　　書：による他、所要の品質が得られるように工事計画および工事管理計画を定めて、工事監理者　　書：による他、所要の品質が得られるように工事計画および工事管理計画を定めて、工事監理者　　書：による他、所要の品質が得られるように工事計画および工事管理計画を定めて、工事監理者　　書：による他、所要の品質が得られるように工事計画および工事管理計画を定めて、工事監理者　　書：による他、所要の品質が得られるように工事計画および工事管理計画を定めて、工事監理者　　書：による他、所要の品質が得られるように工事計画および工事管理計画を定めて、工事監理者

　　の承認を受ける。　　の承認を受ける。　　の承認を受ける。　　の承認を受ける。　　の承認を受ける。　　の承認を受ける。　　の承認を受ける。

Fq　：　コンクリ－トの品質基準強度    (N/m㎡)Fq　：　コンクリ－トの品質基準強度    (N/m㎡)Fq　：　コンクリ－トの品質基準強度    (N/m㎡)Fq　：　コンクリ－トの品質基準強度    (N/m㎡)Fq　：　コンクリ－トの品質基準強度    (N/m㎡)Fq　：　コンクリ－トの品質基準強度    (N/m㎡)Fq　：　コンクリ－トの品質基準強度    (N/m㎡)

■有　□無　％３個/1ロッﾄ■有　□無　％３個/1ロッﾄ■有　□無　％３個/1ロッﾄ■有　□無　％３個/1ロッﾄ■有　□無　％３個/1ロッﾄ■有　□無　％３個/1ロッﾄ■有　□無　％３個/1ロッﾄ □有　□無　　％　　　個□有　□無　　％　　　個□有　□無　　％　　　個□有　□無　　％　　　個□有　□無　　％　　　個□有　□無　　％　　　個□有　□無　　％　　　個

■有　　　　　％　■有　　　　　％　■有　　　　　％　■有　　　　　％　■有　　　　　％　■有　　　　　％　■有　　　　　％　

■有　　　　　％　■有　　　　　％　■有　　　　　％　■有　　　　　％　■有　　　　　％　■有　　　　　％　■有　　　　　％　

00123181
矩形

00123181
テキストボックス
ほか１棟新築本体工事



00123181
矩形

00123181
テキストボックス
ほか１棟新築本体工事



00123181
矩形

00123181
テキストボックス
ほか１棟新築本体工事



00123181
矩形

00123181
テキストボックス
ほか１棟新築本体工事



00123181
矩形

00123181
テキストボックス
ほか１棟新築本体工事



00123181
矩形

00123181
テキストボックス
ほか１棟新築本体工事



一級建築士　第344260号　　木元　達也一級建築士　第344260号　　木元　達也一級建築士　第344260号　　木元　達也一級建築士　第344260号　　木元　達也一級建築士　第344260号　　木元　達也一級建築士　第344260号　　木元　達也一級建築士　第344260号　　木元　達也

トラス・アーキテクト株式会社トラス・アーキテクト株式会社トラス・アーキテクト株式会社トラス・アーキテクト株式会社トラス・アーキテクト株式会社トラス・アーキテクト株式会社トラス・アーキテクト株式会社

一級建築士事務所　知事登録　第1-4-16号一級建築士事務所　知事登録　第1-4-16号一級建築士事務所　知事登録　第1-4-16号一級建築士事務所　知事登録　第1-4-16号一級建築士事務所　知事登録　第1-4-16号一級建築士事務所　知事登録　第1-4-16号一級建築士事務所　知事登録　第1-4-16号 ほか１棟新築工事ほか１棟新築工事ほか１棟新築工事ほか１棟新築工事ほか１棟新築工事ほか１棟新築工事ほか１棟新築工事
スケートボード等専用施設管理棟スケートボード等専用施設管理棟スケートボード等専用施設管理棟スケートボード等専用施設管理棟スケートボード等専用施設管理棟スケートボード等専用施設管理棟スケートボード等専用施設管理棟

鹿児島市建設局建築部建築課鹿児島市建設局建築部建築課鹿児島市建設局建築部建築課鹿児島市建設局建築部建築課鹿児島市建設局建築部建築課鹿児島市建設局建築部建築課鹿児島市建設局建築部建築課

 建物外回り ＱＬデッキスパン方向 建物外回り ＱＬデッキスパン方向 建物外回り ＱＬデッキスパン方向 建物外回り ＱＬデッキスパン方向 建物外回り ＱＬデッキスパン方向 建物外回り ＱＬデッキスパン方向 建物外回り ＱＬデッキスパン方向  左図円部詳細 左図円部詳細 左図円部詳細 左図円部詳細 左図円部詳細 左図円部詳細 左図円部詳細ａ部ａ部ａ部ａ部ａ部ａ部ａ部 ａ部ａ部ａ部ａ部ａ部ａ部ａ部耐火仕様①耐火仕様①耐火仕様①耐火仕様①耐火仕様①耐火仕様①耐火仕様①ＱＬデッキ合成スラブ設計・施工標準ＱＬデッキ合成スラブ設計・施工標準ＱＬデッキ合成スラブ設計・施工標準ＱＬデッキ合成スラブ設計・施工標準ＱＬデッキ合成スラブ設計・施工標準ＱＬデッキ合成スラブ設計・施工標準ＱＬデッキ合成スラブ設計・施工標準
クローサークローサークローサークローサークローサークローサークローサー

図中※１は、梁に１、２または３時間の耐火性能が要求される場合のみ適用。　※２はＱＬデッキ耐火認定を適用する場合に必要。図中※１は、梁に１、２または３時間の耐火性能が要求される場合のみ適用。　※２はＱＬデッキ耐火認定を適用する場合に必要。図中※１は、梁に１、２または３時間の耐火性能が要求される場合のみ適用。　※２はＱＬデッキ耐火認定を適用する場合に必要。図中※１は、梁に１、２または３時間の耐火性能が要求される場合のみ適用。　※２はＱＬデッキ耐火認定を適用する場合に必要。図中※１は、梁に１、２または３時間の耐火性能が要求される場合のみ適用。　※２はＱＬデッキ耐火認定を適用する場合に必要。図中※１は、梁に１、２または３時間の耐火性能が要求される場合のみ適用。　※２はＱＬデッキ耐火認定を適用する場合に必要。図中※１は、梁に１、２または３時間の耐火性能が要求される場合のみ適用。　※２はＱＬデッキ耐火認定を適用する場合に必要。 釘釘釘釘釘釘釘普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート
釘釘釘釘釘釘釘　　※３ 溶接方法等は別途検討が必要。（合成スラブ工業会Ｑ＆Ａ参照）　　※３ 溶接方法等は別途検討が必要。（合成スラブ工業会Ｑ＆Ａ参照）　　※３ 溶接方法等は別途検討が必要。（合成スラブ工業会Ｑ＆Ａ参照）　　※３ 溶接方法等は別途検討が必要。（合成スラブ工業会Ｑ＆Ａ参照）　　※３ 溶接方法等は別途検討が必要。（合成スラブ工業会Ｑ＆Ａ参照）　　※３ 溶接方法等は別途検討が必要。（合成スラブ工業会Ｑ＆Ａ参照）　　※３ 溶接方法等は別途検討が必要。（合成スラブ工業会Ｑ＆Ａ参照）
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３０３０３０３０３０３０３０ ３０３０３０３０３０３０３０

ＤＤＤＤＤＤＤ ＦＦＦＦＦＦＦＱＬデッキ合成スラブの設計・施工は、(社)日本建築学会「各種合成構造設計指針・同解説」「鉄骨工事技術指針」「建築工事標準仕様書・同解説 JASS5鉄筋コンクリート工事及びJASS6鉄骨工事」、ＱＬデッキ合成スラブの設計・施工は、(社)日本建築学会「各種合成構造設計指針・同解説」「鉄骨工事技術指針」「建築工事標準仕様書・同解説 JASS5鉄筋コンクリート工事及びJASS6鉄骨工事」、ＱＬデッキ合成スラブの設計・施工は、(社)日本建築学会「各種合成構造設計指針・同解説」「鉄骨工事技術指針」「建築工事標準仕様書・同解説 JASS5鉄筋コンクリート工事及びJASS6鉄骨工事」、ＱＬデッキ合成スラブの設計・施工は、(社)日本建築学会「各種合成構造設計指針・同解説」「鉄骨工事技術指針」「建築工事標準仕様書・同解説 JASS5鉄筋コンクリート工事及びJASS6鉄骨工事」、ＱＬデッキ合成スラブの設計・施工は、(社)日本建築学会「各種合成構造設計指針・同解説」「鉄骨工事技術指針」「建築工事標準仕様書・同解説 JASS5鉄筋コンクリート工事及びJASS6鉄骨工事」、ＱＬデッキ合成スラブの設計・施工は、(社)日本建築学会「各種合成構造設計指針・同解説」「鉄骨工事技術指針」「建築工事標準仕様書・同解説 JASS5鉄筋コンクリート工事及びJASS6鉄骨工事」、ＱＬデッキ合成スラブの設計・施工は、(社)日本建築学会「各種合成構造設計指針・同解説」「鉄骨工事技術指針」「建築工事標準仕様書・同解説 JASS5鉄筋コンクリート工事及びJASS6鉄骨工事」、 ＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキ柱柱柱柱柱柱柱 ＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキ
梁型枠梁型枠梁型枠梁型枠梁型枠梁型枠梁型枠３０３０３０３０３０３０３０ 梁にのみ込み３０ｍｍ梁にのみ込み３０ｍｍ梁にのみ込み３０ｍｍ梁にのみ込み３０ｍｍ梁にのみ込み３０ｍｍ梁にのみ込み３０ｍｍ梁にのみ込み３０ｍｍ(一社)日本鋼構造協会「デッキプレート床構造設計・施工規準　2018」、合成スラブ工業会「合成スラブの設計・施工マニュアル」、ＱＬデッキ設計マニュアル・同施工マニュアルによる。(一社)日本鋼構造協会「デッキプレート床構造設計・施工規準　2018」、合成スラブ工業会「合成スラブの設計・施工マニュアル」、ＱＬデッキ設計マニュアル・同施工マニュアルによる。(一社)日本鋼構造協会「デッキプレート床構造設計・施工規準　2018」、合成スラブ工業会「合成スラブの設計・施工マニュアル」、ＱＬデッキ設計マニュアル・同施工マニュアルによる。(一社)日本鋼構造協会「デッキプレート床構造設計・施工規準　2018」、合成スラブ工業会「合成スラブの設計・施工マニュアル」、ＱＬデッキ設計マニュアル・同施工マニュアルによる。(一社)日本鋼構造協会「デッキプレート床構造設計・施工規準　2018」、合成スラブ工業会「合成スラブの設計・施工マニュアル」、ＱＬデッキ設計マニュアル・同施工マニュアルによる。(一社)日本鋼構造協会「デッキプレート床構造設計・施工規準　2018」、合成スラブ工業会「合成スラブの設計・施工マニュアル」、ＱＬデッキ設計マニュアル・同施工マニュアルによる。(一社)日本鋼構造協会「デッキプレート床構造設計・施工規準　2018」、合成スラブ工業会「合成スラブの設計・施工マニュアル」、ＱＬデッキ設計マニュアル・同施工マニュアルによる。 ｄｄｄｄｄｄｄ
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支  持  梁  ：鉄骨(S)梁 及び 大梁：鉄筋コンクリート(RC)梁又は鉄骨鉄筋コンクリート(SRC)梁、小梁：鉄骨(S)梁支  持  梁  ：鉄骨(S)梁 及び 大梁：鉄筋コンクリート(RC)梁又は鉄骨鉄筋コンクリート(SRC)梁、小梁：鉄骨(S)梁支  持  梁  ：鉄骨(S)梁 及び 大梁：鉄筋コンクリート(RC)梁又は鉄骨鉄筋コンクリート(SRC)梁、小梁：鉄骨(S)梁支  持  梁  ：鉄骨(S)梁 及び 大梁：鉄筋コンクリート(RC)梁又は鉄骨鉄筋コンクリート(SRC)梁、小梁：鉄骨(S)梁支  持  梁  ：鉄骨(S)梁 及び 大梁：鉄筋コンクリート(RC)梁又は鉄骨鉄筋コンクリート(SRC)梁、小梁：鉄骨(S)梁支  持  梁  ：鉄骨(S)梁 及び 大梁：鉄筋コンクリート(RC)梁又は鉄骨鉄筋コンクリート(SRC)梁、小梁：鉄骨(S)梁支  持  梁  ：鉄骨(S)梁 及び 大梁：鉄筋コンクリート(RC)梁又は鉄骨鉄筋コンクリート(SRC)梁、小梁：鉄骨(S)梁 クローサークローサークローサークローサークローサークローサークローサーｂｂｂｂｂｂｂ
2222222コンクリート：設計基準強度１８Ｎ/mm 以上の普通コンクリート、及び、軽量コンクリート（１種･２種）コンクリート：設計基準強度１８Ｎ/mm 以上の普通コンクリート、及び、軽量コンクリート（１種･２種）コンクリート：設計基準強度１８Ｎ/mm 以上の普通コンクリート、及び、軽量コンクリート（１種･２種）コンクリート：設計基準強度１８Ｎ/mm 以上の普通コンクリート、及び、軽量コンクリート（１種･２種）コンクリート：設計基準強度１８Ｎ/mm 以上の普通コンクリート、及び、軽量コンクリート（１種･２種）コンクリート：設計基準強度１８Ｎ/mm 以上の普通コンクリート、及び、軽量コンクリート（１種･２種）コンクリート：設計基準強度１８Ｎ/mm 以上の普通コンクリート、及び、軽量コンクリート（１種･２種）
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溶接金網または異形鉄筋溶接金網または異形鉄筋溶接金網または異形鉄筋溶接金網または異形鉄筋溶接金網または異形鉄筋溶接金網または異形鉄筋溶接金網または異形鉄筋ＨＨＨＨＨＨＨ １スパン１スパン１スパン１スパン１スパン１スパン１スパン 普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート 梁に定着梁に定着梁に定着梁に定着梁に定着梁に定着梁に定着ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ ３.０ｍ 以下３.０ｍ 以下３.０ｍ 以下３.０ｍ 以下３.０ｍ 以下３.０ｍ 以下３.０ｍ 以下 算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照
溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋８０ｍｍ 以上８０ｍｍ 以上８０ｍｍ 以上８０ｍｍ 以上８０ｍｍ 以上８０ｍｍ 以上８０ｍｍ 以上 φ６－１５０x１５０φ６－１５０x１５０φ６－１５０x１５０φ６－１５０x１５０φ６－１５０x１５０φ６－１５０x１５０φ６－１５０x１５０ 普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート ３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下 算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照 ｃｃｃｃｃｃｃＣＣＣＣＣＣＣ

床、１時間耐火床、１時間耐火床、１時間耐火床、１時間耐火床、１時間耐火床、１時間耐火床、１時間耐火 ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ 2222222４,４００N/m 以下４,４００N/m 以下４,４００N/m 以下４,４００N/m 以下４,４００N/m 以下４,４００N/m 以下４,４００N/m 以下３.６ｍ 以下３.６ｍ 以下３.６ｍ 以下３.６ｍ 以下３.６ｍ 以下３.６ｍ 以下３.６ｍ 以下 ９０ｍｍ 以上９０ｍｍ 以上９０ｍｍ 以上９０ｍｍ 以上９０ｍｍ 以上９０ｍｍ 以上９０ｍｍ 以上 φ６－１００x１００φ６－１００x１００φ６－１００x１００φ６－１００x１００φ６－１００x１００φ６－１００x１００φ６－１００x１００ 注2)注2)注2)注2)注2)注2)注2) ＧＧＧＧＧＧＧ外周部大梁外周部大梁外周部大梁外周部大梁外周部大梁外周部大梁外周部大梁 大梁大梁大梁大梁大梁大梁大梁FP060FL-9095FP060FL-9095FP060FL-9095FP060FL-9095FP060FL-9095FP060FL-9095FP060FL-9095 ｅｅｅｅｅｅｅ
ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ ３.０ｍ 以下３.０ｍ 以下３.０ｍ 以下３.０ｍ 以下３.０ｍ 以下３.０ｍ 以下３.０ｍ 以下 算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照 ４

０
４
０

４
０

４
０

４
０

４
０

４
０

※2※2※2※2※2※2※2軽量コンクリート軽量コンクリート軽量コンクリート軽量コンクリート軽量コンクリート軽量コンクリート軽量コンクリート ８０ｍｍ 以上８０ｍｍ 以上８０ｍｍ 以上８０ｍｍ 以上８０ｍｍ 以上８０ｍｍ 以上８０ｍｍ 以上 φ６－１５０x１５０φ６－１５０x１５０φ６－１５０x１５０φ６－１５０x１５０φ６－１５０x１５０φ６－１５０x１５０φ６－１５０x１５０
※2※2※2※2※2※2※2耐火補強筋耐火補強筋耐火補強筋耐火補強筋耐火補強筋耐火補強筋耐火補強筋 １０１０１０１０１０１０１０ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ ３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下 算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照 ３０３０３０３０３０３０３０ ３０３０３０３０３０３０３０ 耐火補強筋耐火補強筋耐火補強筋耐火補強筋耐火補強筋耐火補強筋耐火補強筋ＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキ

 外周梁 ＱＬデッキスパン方向１ 外周梁 ＱＬデッキスパン方向１ 外周梁 ＱＬデッキスパン方向１ 外周梁 ＱＬデッキスパン方向１ 外周梁 ＱＬデッキスパン方向１ 外周梁 ＱＬデッキスパン方向１ 外周梁 ＱＬデッキスパン方向１  外周梁 ＱＬデッキスパン方向２ 外周梁 ＱＬデッキスパン方向２ 外周梁 ＱＬデッキスパン方向２ 外周梁 ＱＬデッキスパン方向２ 外周梁 ＱＬデッキスパン方向２ 外周梁 ＱＬデッキスパン方向２ 外周梁 ＱＬデッキスパン方向２  外周梁 ＱＬデッキ幅方向 外周梁 ＱＬデッキ幅方向 外周梁 ＱＬデッキ幅方向 外周梁 ＱＬデッキ幅方向 外周梁 ＱＬデッキ幅方向 外周梁 ＱＬデッキ幅方向 外周梁 ＱＬデッキ幅方向  ＱＬデッキを突き合わせた場合 ＱＬデッキを突き合わせた場合 ＱＬデッキを突き合わせた場合 ＱＬデッキを突き合わせた場合 ＱＬデッキを突き合わせた場合 ＱＬデッキを突き合わせた場合 ＱＬデッキを突き合わせた場合Ａ部Ａ部Ａ部Ａ部Ａ部Ａ部Ａ部 Ａ部Ａ部Ａ部Ａ部Ａ部Ａ部Ａ部 Ｃ部Ｃ部Ｃ部Ｃ部Ｃ部Ｃ部Ｃ部 Ｂ部Ｂ部Ｂ部Ｂ部Ｂ部Ｂ部Ｂ部ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ ２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下 ９５ｍｍ 以上９５ｍｍ 以上９５ｍｍ 以上９５ｍｍ 以上９５ｍｍ 以上９５ｍｍ 以上９５ｍｍ 以上 算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照
ＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキφ６－１００x１００φ６－１００x１００φ６－１００x１００φ６－１００x１００φ６－１００x１００φ６－１００x１００φ６－１００x１００

普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート 溶接金網溶接金網溶接金網溶接金網溶接金網溶接金網溶接金網３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下 ９０ｍｍ 以上９０ｍｍ 以上９０ｍｍ 以上９０ｍｍ 以上９０ｍｍ 以上９０ｍｍ 以上９０ｍｍ 以上 算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照 溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋 壁壁壁壁壁壁壁ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ ＲＣ梁またはＳＲＣ梁ＲＣ梁またはＳＲＣ梁ＲＣ梁またはＳＲＣ梁ＲＣ梁またはＳＲＣ梁ＲＣ梁またはＳＲＣ梁ＲＣ梁またはＳＲＣ梁ＲＣ梁またはＳＲＣ梁2222222 又は異形鉄筋Ｄ１０＠２００以下又は異形鉄筋Ｄ１０＠２００以下又は異形鉄筋Ｄ１０＠２００以下又は異形鉄筋Ｄ１０＠２００以下又は異形鉄筋Ｄ１０＠２００以下又は異形鉄筋Ｄ１０＠２００以下又は異形鉄筋Ｄ１０＠２００以下壁壁壁壁壁壁壁 溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋床、２時間耐火床、２時間耐火床、２時間耐火床、２時間耐火床、２時間耐火床、２時間耐火床、２時間耐火 ＲＣ梁又はＳＲＣ梁ＲＣ梁又はＳＲＣ梁ＲＣ梁又はＳＲＣ梁ＲＣ梁又はＳＲＣ梁ＲＣ梁又はＳＲＣ梁ＲＣ梁又はＳＲＣ梁ＲＣ梁又はＳＲＣ梁５,４００N/m 以下５,４００N/m 以下５,４００N/m 以下５,４００N/m 以下５,４００N/m 以下５,４００N/m 以下５,４００N/m 以下３.６ｍ 以下３.６ｍ 以下３.６ｍ 以下３.６ｍ 以下３.６ｍ 以下３.６ｍ 以下３.６ｍ 以下 ９５ｍｍ 以上９５ｍｍ 以上９５ｍｍ 以上９５ｍｍ 以上９５ｍｍ 以上９５ｍｍ 以上９５ｍｍ 以上 Ｄ１０－＠２００Ｄ１０－＠２００Ｄ１０－＠２００Ｄ１０－＠２００Ｄ１０－＠２００Ｄ１０－＠２００Ｄ１０－＠２００ 注2)注2)注2)注2)注2)注2)注2) 焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド
コンクリートコンクリートコンクリートコンクリートコンクリートコンクリートコンクリート コンクリートコンクリートコンクリートコンクリートコンクリートコンクリートコンクリートクローサークローサークローサークローサークローサークローサークローサー 又は打込み鋲又は打込み鋲又は打込み鋲又は打込み鋲又は打込み鋲又は打込み鋲又は打込み鋲FP120FL-9107FP120FL-9107FP120FL-9107FP120FL-9107FP120FL-9107FP120FL-9107FP120FL-9107 ２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ 算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照

８５ｍｍ 以上８５ｍｍ 以上８５ｍｍ 以上８５ｍｍ 以上８５ｍｍ 以上８５ｍｍ 以上８５ｍｍ 以上 φ６－１００x１００φ６－１００x１００φ６－１００x１００φ６－１００x１００φ６－１００x１００φ６－１００x１００φ６－１００x１００  ブラケット支持 ブラケット支持 ブラケット支持 ブラケット支持 ブラケット支持 ブラケット支持 ブラケット支持 建物内部大梁 ＱＬデッキ幅方向 建物内部大梁 ＱＬデッキ幅方向 建物内部大梁 ＱＬデッキ幅方向 建物内部大梁 ＱＬデッキ幅方向 建物内部大梁 ＱＬデッキ幅方向 建物内部大梁 ＱＬデッキ幅方向 建物内部大梁 ＱＬデッキ幅方向 ｃ部ｃ部ｃ部ｃ部ｃ部ｃ部ｃ部ｄ部ｄ部ｄ部ｄ部ｄ部ｄ部ｄ部軽量コンクリート軽量コンクリート軽量コンクリート軽量コンクリート軽量コンクリート軽量コンクリート軽量コンクリート 算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下
ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５

2222222 アークスポット溶接 又はアークスポット溶接 又はアークスポット溶接 又はアークスポット溶接 又はアークスポット溶接 又はアークスポット溶接 又はアークスポット溶接 又は注2)注2)注2)注2)注2)注2)注2)３.６ｍ 以下３.６ｍ 以下３.６ｍ 以下３.６ｍ 以下３.６ｍ 以下３.６ｍ 以下３.６ｍ 以下 ９０ｍｍ 以上９０ｍｍ 以上９０ｍｍ 以上９０ｍｍ 以上９０ｍｍ 以上９０ｍｍ 以上９０ｍｍ 以上 Ｄ１０－＠２００Ｄ１０－＠２００Ｄ１０－＠２００Ｄ１０－＠２００Ｄ１０－＠２００Ｄ１０－＠２００Ｄ１０－＠２００ ５,４００N/m 以下５,４００N/m 以下５,４００N/m 以下５,４００N/m 以下５,４００N/m 以下５,４００N/m 以下５,４００N/m 以下 すみ肉溶接又はドリルねじすみ肉溶接又はドリルねじすみ肉溶接又はドリルねじすみ肉溶接又はドリルねじすみ肉溶接又はドリルねじすみ肉溶接又はドリルねじすみ肉溶接又はドリルねじ 打込み鋲 ＠６００以下打込み鋲 ＠６００以下打込み鋲 ＠６００以下打込み鋲 ＠６００以下打込み鋲 ＠６００以下打込み鋲 ＠６００以下打込み鋲 ＠６００以下
φ４－１３　＠６００以下φ４－１３　＠６００以下φ４－１３　＠６００以下φ４－１３　＠６００以下φ４－１３　＠６００以下φ４－１３　＠６００以下φ４－１３　＠６００以下

ワイヤーメッシュ（φ６－１５０×１５０またはφ６－１００×１００）ワイヤーメッシュ（φ６－１５０×１５０またはφ６－１００×１００）ワイヤーメッシュ（φ６－１５０×１５０またはφ６－１００×１００）ワイヤーメッシュ（φ６－１５０×１５０またはφ６－１００×１００）ワイヤーメッシュ（φ６－１５０×１５０またはφ６－１００×１００）ワイヤーメッシュ（φ６－１５０×１５０またはφ６－１００×１００）ワイヤーメッシュ（φ６－１５０×１５０またはφ６－１００×１００） 溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋※1※1※1※1※1※1※1ＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキ ＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキまたは異形鉄筋（Ｄ１０以上、＠２００以下）　（床全面敷設）または異形鉄筋（Ｄ１０以上、＠２００以下）　（床全面敷設）または異形鉄筋（Ｄ１０以上、＠２００以下）　（床全面敷設）または異形鉄筋（Ｄ１０以上、＠２００以下）　（床全面敷設）または異形鉄筋（Ｄ１０以上、＠２００以下）　（床全面敷設）または異形鉄筋（Ｄ１０以上、＠２００以下）　（床全面敷設）または異形鉄筋（Ｄ１０以上、＠２００以下）　（床全面敷設） （梁に定着）（梁に定着）（梁に定着）（梁に定着）（梁に定着）（梁に定着）（梁に定着）※1※1※1※1※1※1※1※1※1※1※1※1※1※1 ５０ｍｍ以上５０ｍｍ以上５０ｍｍ以上５０ｍｍ以上５０ｍｍ以上５０ｍｍ以上５０ｍｍ以上 梁耐火被覆梁耐火被覆梁耐火被覆梁耐火被覆梁耐火被覆梁耐火被覆梁耐火被覆普通又は軽量コンクリート普通又は軽量コンクリート普通又は軽量コンクリート普通又は軽量コンクリート普通又は軽量コンクリート普通又は軽量コンクリート普通又は軽量コンクリート
※1※1※1※1※1※1※1梁耐火被覆梁耐火被覆梁耐火被覆梁耐火被覆梁耐火被覆梁耐火被覆梁耐火被覆端部補強筋Ｄ１３、長さ１.０ｍ端部補強筋Ｄ１３、長さ１.０ｍ端部補強筋Ｄ１３、長さ１.０ｍ端部補強筋Ｄ１３、長さ１.０ｍ端部補強筋Ｄ１３、長さ１.０ｍ端部補強筋Ｄ１３、長さ１.０ｍ端部補強筋Ｄ１３、長さ１.０ｍ 梁耐火被覆梁耐火被覆梁耐火被覆梁耐火被覆梁耐火被覆梁耐火被覆梁耐火被覆

梁耐火被覆梁耐火被覆梁耐火被覆梁耐火被覆梁耐火被覆梁耐火被覆梁耐火被覆 焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド 焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド３
０

３
０

３
０

３
０

３
０

３
０

３
０

コンクリート厚さコンクリート厚さコンクリート厚さコンクリート厚さコンクリート厚さコンクリート厚さコンクリート厚さ 又は打込み鋲又は打込み鋲又は打込み鋲又は打込み鋲又は打込み鋲又は打込み鋲又は打込み鋲 又は打込み鋲又は打込み鋲又は打込み鋲又は打込み鋲又は打込み鋲又は打込み鋲又は打込み鋲 １０１０１０１０１０１０１０※2※2※2※2※2※2※2ＱＬデッキ高さＱＬデッキ高さＱＬデッキ高さＱＬデッキ高さＱＬデッキ高さＱＬデッキ高さＱＬデッキ高さ ＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキ又は打込み鋲又は打込み鋲又は打込み鋲又は打込み鋲又は打込み鋲又は打込み鋲又は打込み鋲 １０１０１０１０１０１０１０ フラッシングフラッシングフラッシングフラッシングフラッシングフラッシングフラッシング耐火補強筋耐火補強筋耐火補強筋耐火補強筋耐火補強筋耐火補強筋耐火補強筋３０３０３０３０３０３０３０
ＱＬデッキ受け材ＱＬデッキ受け材ＱＬデッキ受け材ＱＬデッキ受け材ＱＬデッキ受け材ＱＬデッキ受け材ＱＬデッキ受け材ＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキ  ＱＬデッキを離した場合 ＱＬデッキを離した場合 ＱＬデッキを離した場合 ＱＬデッキを離した場合 ＱＬデッキを離した場合 ＱＬデッキを離した場合 ＱＬデッキを離した場合 ＱＬデッキを離した場合 ＱＬデッキを離した場合 ＱＬデッキを離した場合 ＱＬデッキを離した場合 ＱＬデッキを離した場合 ＱＬデッキを離した場合 ＱＬデッキを離した場合  ＱＬデッキを連続にした場合 ＱＬデッキを連続にした場合 ＱＬデッキを連続にした場合 ＱＬデッキを連続にした場合 ＱＬデッキを連続にした場合 ＱＬデッキを連続にした場合 ＱＬデッキを連続にした場合  梁との間に隙間がある場合 梁との間に隙間がある場合 梁との間に隙間がある場合 梁との間に隙間がある場合 梁との間に隙間がある場合 梁との間に隙間がある場合 梁との間に隙間がある場合Ｄ部Ｄ部Ｄ部Ｄ部Ｄ部Ｄ部Ｄ部 Ｄ部Ｄ部Ｄ部Ｄ部Ｄ部Ｄ部Ｄ部Ｂ･Ｈ部Ｂ･Ｈ部Ｂ･Ｈ部Ｂ･Ｈ部Ｂ･Ｈ部Ｂ･Ｈ部Ｂ･Ｈ部 Ｂ部Ｂ部Ｂ部Ｂ部Ｂ部Ｂ部Ｂ部焼抜き栓溶接、打込み鋲焼抜き栓溶接、打込み鋲焼抜き栓溶接、打込み鋲焼抜き栓溶接、打込み鋲焼抜き栓溶接、打込み鋲焼抜き栓溶接、打込み鋲焼抜き栓溶接、打込み鋲８５０８５０８５０８５０８５０８５０８５０１５０１５０１５０１５０１５０１５０１５０ ５０５０５０５０５０５０５０ＱＬデッキ（めっきまたは防錆処理）ＱＬデッキ（めっきまたは防錆処理）ＱＬデッキ（めっきまたは防錆処理）ＱＬデッキ（めっきまたは防錆処理）ＱＬデッキ（めっきまたは防錆処理）ＱＬデッキ（めっきまたは防錆処理）ＱＬデッキ（めっきまたは防錆処理） ３０ｍｍ以上３０ｍｍ以上３０ｍｍ以上３０ｍｍ以上３０ｍｍ以上３０ｍｍ以上３０ｍｍ以上又は頭付きスタッド又は頭付きスタッド又は頭付きスタッド又は頭付きスタッド又は頭付きスタッド又は頭付きスタッド又は頭付きスタッド コンクリートコンクリートコンクリートコンクリートコンクリートコンクリートコンクリート耐火認定適用の場合は「耐火仕様の配筋」参照耐火認定適用の場合は「耐火仕様の配筋」参照耐火認定適用の場合は「耐火仕様の配筋」参照耐火認定適用の場合は「耐火仕様の配筋」参照耐火認定適用の場合は「耐火仕様の配筋」参照耐火認定適用の場合は「耐火仕様の配筋」参照耐火認定適用の場合は「耐火仕様の配筋」参照Ｓ梁Ｓ梁Ｓ梁Ｓ梁Ｓ梁Ｓ梁Ｓ梁 焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッドスパンスパンスパンスパンスパンスパンスパン スパンスパンスパンスパンスパンスパンスパン ＲＣ梁またはＳＲＣ梁ＲＣ梁またはＳＲＣ梁ＲＣ梁またはＳＲＣ梁ＲＣ梁またはＳＲＣ梁ＲＣ梁またはＳＲＣ梁ＲＣ梁またはＳＲＣ梁ＲＣ梁またはＳＲＣ梁ＲＣ梁又はＳＲＣ梁ＲＣ梁又はＳＲＣ梁ＲＣ梁又はＳＲＣ梁ＲＣ梁又はＳＲＣ梁ＲＣ梁又はＳＲＣ梁ＲＣ梁又はＳＲＣ梁ＲＣ梁又はＳＲＣ梁 ※1※1※1※1※1※1※1 溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋 ＳＲＣ梁ＳＲＣ梁ＳＲＣ梁ＳＲＣ梁ＳＲＣ梁ＳＲＣ梁ＳＲＣ梁又は打込み鋲又は打込み鋲又は打込み鋲又は打込み鋲又は打込み鋲又は打込み鋲又は打込み鋲梁耐火被覆用面戸梁耐火被覆用面戸梁耐火被覆用面戸梁耐火被覆用面戸梁耐火被覆用面戸梁耐火被覆用面戸梁耐火被覆用面戸ＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキ

クローサークローサークローサークローサークローサークローサークローサー
 柱廻り納まり 柱廻り納まり 柱廻り納まり 柱廻り納まり 柱廻り納まり 柱廻り納まり 柱廻り納まり  柱廻り（ａ－ａ断面） 柱廻り（ａ－ａ断面） 柱廻り（ａ－ａ断面） 柱廻り（ａ－ａ断面） 柱廻り（ａ－ａ断面） 柱廻り（ａ－ａ断面） 柱廻り（ａ－ａ断面）ｅ部ｅ部ｅ部ｅ部ｅ部ｅ部ｅ部 ｅ部ｅ部ｅ部ｅ部ｅ部ｅ部ｅ部

※2※2※2※2※2※2※2
2222222 すみ肉溶接又はドリルねじすみ肉溶接又はドリルねじすみ肉溶接又はドリルねじすみ肉溶接又はドリルねじすみ肉溶接又はドリルねじすみ肉溶接又はドリルねじすみ肉溶接又はドリルねじ耐火補強筋耐火補強筋耐火補強筋耐火補強筋耐火補強筋耐火補強筋耐火補強筋支  持  梁  ：鉄骨(S)梁　        コンクリート：設計基準強度１８Ｎ/mm 以上の普通コンクリート、及び、軽量コンクリート（１種･２種）支  持  梁  ：鉄骨(S)梁　        コンクリート：設計基準強度１８Ｎ/mm 以上の普通コンクリート、及び、軽量コンクリート（１種･２種）支  持  梁  ：鉄骨(S)梁　        コンクリート：設計基準強度１８Ｎ/mm 以上の普通コンクリート、及び、軽量コンクリート（１種･２種）支  持  梁  ：鉄骨(S)梁　        コンクリート：設計基準強度１８Ｎ/mm 以上の普通コンクリート、及び、軽量コンクリート（１種･２種）支  持  梁  ：鉄骨(S)梁　        コンクリート：設計基準強度１８Ｎ/mm 以上の普通コンクリート、及び、軽量コンクリート（１種･２種）支  持  梁  ：鉄骨(S)梁　        コンクリート：設計基準強度１８Ｎ/mm 以上の普通コンクリート、及び、軽量コンクリート（１種･２種）支  持  梁  ：鉄骨(S)梁　        コンクリート：設計基準強度１８Ｎ/mm 以上の普通コンクリート、及び、軽量コンクリート（１種･２種）

φ４－１３　＠６００以下φ４－１３　＠６００以下φ４－１３　＠６００以下φ４－１３　＠６００以下φ４－１３　＠６００以下φ４－１３　＠６００以下φ４－１３　＠６００以下耐火補強筋  ：Ｄ１３（デッキプレート各溝＠３００）耐火補強筋  ：Ｄ１３（デッキプレート各溝＠３００）耐火補強筋  ：Ｄ１３（デッキプレート各溝＠３００）耐火補強筋  ：Ｄ１３（デッキプレート各溝＠３００）耐火補強筋  ：Ｄ１３（デッキプレート各溝＠３００）耐火補強筋  ：Ｄ１３（デッキプレート各溝＠３００）耐火補強筋  ：Ｄ１３（デッキプレート各溝＠３００）
３０ｍｍのみ込み３０ｍｍのみ込み３０ｍｍのみ込み３０ｍｍのみ込み３０ｍｍのみ込み３０ｍｍのみ込み３０ｍｍのみ込み

QLデッキ切断、柱へののみ込みなしQLデッキ切断、柱へののみ込みなしQLデッキ切断、柱へののみ込みなしQLデッキ切断、柱へののみ込みなしQLデッキ切断、柱へののみ込みなしQLデッキ切断、柱へののみ込みなしQLデッキ切断、柱へののみ込みなし溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋 200ｍｍ以下200ｍｍ以下200ｍｍ以下200ｍｍ以下200ｍｍ以下200ｍｍ以下200ｍｍ以下※1※1※1※1※1※1※1※1※1※1※1※1※1※1耐 火 時 間      コンクリート種類    　品　　名　   支持スパン  コンクリート厚さ                            許容積載荷重耐 火 時 間      コンクリート種類    　品　　名　   支持スパン  コンクリート厚さ                            許容積載荷重耐 火 時 間      コンクリート種類    　品　　名　   支持スパン  コンクリート厚さ                            許容積載荷重耐 火 時 間      コンクリート種類    　品　　名　   支持スパン  コンクリート厚さ                            許容積載荷重耐 火 時 間      コンクリート種類    　品　　名　   支持スパン  コンクリート厚さ                            許容積載荷重耐 火 時 間      コンクリート種類    　品　　名　   支持スパン  コンクリート厚さ                            許容積載荷重耐 火 時 間      コンクリート種類    　品　　名　   支持スパン  コンクリート厚さ                            許容積載荷重
ＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキ（Ｄ１０－＠２００）（Ｄ１０－＠２００）（Ｄ１０－＠２００）（Ｄ１０－＠２００）（Ｄ１０－＠２００）（Ｄ１０－＠２００）（Ｄ１０－＠２００） 梁幅梁幅梁幅梁幅梁幅梁幅梁幅ＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキ 梁耐火被覆梁耐火被覆梁耐火被覆梁耐火被覆梁耐火被覆梁耐火被覆梁耐火被覆梁耐火被覆梁耐火被覆梁耐火被覆梁耐火被覆梁耐火被覆梁耐火被覆梁耐火被覆 50ｍｍ以上50ｍｍ以上50ｍｍ以上50ｍｍ以上50ｍｍ以上50ｍｍ以上50ｍｍ以上５０ｍｍ以上５０ｍｍ以上５０ｍｍ以上５０ｍｍ以上５０ｍｍ以上５０ｍｍ以上５０ｍｍ以上

※1※1※1※1※1※1※1すみ肉溶接すみ肉溶接すみ肉溶接すみ肉溶接すみ肉溶接すみ肉溶接すみ肉溶接ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ ２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下 算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照
梁耐火被覆梁耐火被覆梁耐火被覆梁耐火被覆梁耐火被覆梁耐火被覆梁耐火被覆焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート 焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド 又はドリルねじ又はドリルねじ又はドリルねじ又はドリルねじ又はドリルねじ又はドリルねじ又はドリルねじ焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド床、１時間耐火床、１時間耐火床、１時間耐火床、１時間耐火床、１時間耐火床、１時間耐火床、１時間耐火 算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ ３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下 ａａａａａａａ ａａａａａａａ又は打込み鋲又は打込み鋲又は打込み鋲又は打込み鋲又は打込み鋲又は打込み鋲又は打込み鋲 φ４－１３　＠６００以下φ４－１３　＠６００以下φ４－１３　＠６００以下φ４－１３　＠６００以下φ４－１３　＠６００以下φ４－１３　＠６００以下φ４－１３　＠６００以下又は打込み鋲又は打込み鋲又は打込み鋲又は打込み鋲又は打込み鋲又は打込み鋲又は打込み鋲 又は打込み鋲又は打込み鋲又は打込み鋲又は打込み鋲又は打込み鋲又は打込み鋲又は打込み鋲φ６－１５０x１５０φ６－１５０x１５０φ６－１５０x１５０φ６－１５０x１５０φ６－１５０x１５０φ６－１５０x１５０φ６－１５０x１５０８０ｍｍ 以上８０ｍｍ 以上８０ｍｍ 以上８０ｍｍ 以上８０ｍｍ 以上８０ｍｍ 以上８０ｍｍ 以上 フラッシングフラッシングフラッシングフラッシングフラッシングフラッシングフラッシングFP060FL-9101FP060FL-9101FP060FL-9101FP060FL-9101FP060FL-9101FP060FL-9101FP060FL-9101 ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ ２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下 算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照

軽量コンクリート軽量コンクリート軽量コンクリート軽量コンクリート軽量コンクリート軽量コンクリート軽量コンクリート
ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ ３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下 算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照  梁継手部 ＱＬデッキスパン方向 梁継手部 ＱＬデッキスパン方向 梁継手部 ＱＬデッキスパン方向 梁継手部 ＱＬデッキスパン方向 梁継手部 ＱＬデッキスパン方向 梁継手部 ＱＬデッキスパン方向 梁継手部 ＱＬデッキスパン方向  梁継手部 ＱＬデッキ幅方向 梁継手部 ＱＬデッキ幅方向 梁継手部 ＱＬデッキ幅方向 梁継手部 ＱＬデッキ幅方向 梁継手部 ＱＬデッキ幅方向 梁継手部 ＱＬデッキ幅方向 梁継手部 ＱＬデッキ幅方向  柱廻り 柱廻り 柱廻り 柱廻り 柱廻り 柱廻り 柱廻り  小口塞ぎ 小口塞ぎ 小口塞ぎ 小口塞ぎ 小口塞ぎ 小口塞ぎ 小口塞ぎＥ部Ｅ部Ｅ部Ｅ部Ｅ部Ｅ部Ｅ部 Ｆ部Ｆ部Ｆ部Ｆ部Ｆ部Ｆ部Ｆ部 Ｇ部Ｇ部Ｇ部Ｇ部Ｇ部Ｇ部Ｇ部 QLデッキ端部QLデッキ端部QLデッキ端部QLデッキ端部QLデッキ端部QLデッキ端部QLデッキ端部

１０ｍｍ以上１０ｍｍ以上１０ｍｍ以上１０ｍｍ以上１０ｍｍ以上１０ｍｍ以上１０ｍｍ以上 柱型枠柱型枠柱型枠柱型枠柱型枠柱型枠柱型枠ＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキ梁幅梁幅梁幅梁幅梁幅梁幅梁幅焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッドＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ ２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下 ９５ｍｍ 以上９５ｍｍ 以上９５ｍｍ 以上９５ｍｍ 以上９５ｍｍ 以上９５ｍｍ 以上９５ｍｍ 以上 算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照 コンクリート止め 木材等コンクリート止め 木材等コンクリート止め 木材等コンクリート止め 木材等コンクリート止め 木材等コンクリート止め 木材等コンクリート止め 木材等焼抜き栓溶接又は打込み鋲焼抜き栓溶接又は打込み鋲焼抜き栓溶接又は打込み鋲焼抜き栓溶接又は打込み鋲焼抜き栓溶接又は打込み鋲焼抜き栓溶接又は打込み鋲焼抜き栓溶接又は打込み鋲 梁梁梁梁梁梁梁 又は打込み鋲又は打込み鋲又は打込み鋲又は打込み鋲又は打込み鋲又は打込み鋲又は打込み鋲（フラッシング）現場切断（フラッシング）現場切断（フラッシング）現場切断（フラッシング）現場切断（フラッシング）現場切断（フラッシング）現場切断（フラッシング）現場切断普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート QLデッキ柱廻り切り欠き柱へののみ込みなしQLデッキ柱廻り切り欠き柱へののみ込みなしQLデッキ柱廻り切り欠き柱へののみ込みなしQLデッキ柱廻り切り欠き柱へののみ込みなしQLデッキ柱廻り切り欠き柱へののみ込みなしQLデッキ柱廻り切り欠き柱へののみ込みなしQLデッキ柱廻り切り欠き柱へののみ込みなしこの部分の小口は塞がない！この部分の小口は塞がない！この部分の小口は塞がない！この部分の小口は塞がない！この部分の小口は塞がない！この部分の小口は塞がない！この部分の小口は塞がない！床、２時間耐火床、２時間耐火床、２時間耐火床、２時間耐火床、２時間耐火床、２時間耐火床、２時間耐火 ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ ３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下 ９０ｍｍ 以上９０ｍｍ 以上９０ｍｍ 以上９０ｍｍ 以上９０ｍｍ 以上９０ｍｍ 以上９０ｍｍ 以上 算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照
φ６－１００x１００φ６－１００x１００φ６－１００x１００φ６－１００x１００φ６－１００x１００φ６－１００x１００φ６－１００x１００ 現場切断（ＱＬデッキ）現場切断（ＱＬデッキ）現場切断（ＱＬデッキ）現場切断（ＱＬデッキ）現場切断（ＱＬデッキ）現場切断（ＱＬデッキ）現場切断（ＱＬデッキ）

柱柱柱柱柱柱柱FP120FL-9113FP120FL-9113FP120FL-9113FP120FL-9113FP120FL-9113FP120FL-9113FP120FL-9113 ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ ２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下 算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照
C)開口が連続している場合C)開口が連続している場合C)開口が連続している場合C)開口が連続している場合C)開口が連続している場合C)開口が連続している場合C)開口が連続している場合軽量コンクリート軽量コンクリート軽量コンクリート軽量コンクリート軽量コンクリート軽量コンクリート軽量コンクリート ８５ｍｍ 以上８５ｍｍ 以上８５ｍｍ 以上８５ｍｍ 以上８５ｍｍ 以上８５ｍｍ 以上８５ｍｍ 以上

ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ ３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下 算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照
連続する開口の開口群(仮想開口)と連続する開口の開口群(仮想開口)と連続する開口の開口群(仮想開口)と連続する開口の開口群(仮想開口)と連続する開口の開口群(仮想開口)と連続する開口の開口群(仮想開口)と連続する開口の開口群(仮想開口)と１）開口がφ１５０程度の場合１）開口がφ１５０程度の場合１）開口がφ１５０程度の場合１）開口がφ１５０程度の場合１）開口がφ１５０程度の場合１）開口がφ１５０程度の場合１）開口がφ１５０程度の場合

2222222 見なし、その開口部の大きさにより、見なし、その開口部の大きさにより、見なし、その開口部の大きさにより、見なし、その開口部の大きさにより、見なし、その開口部の大きさにより、見なし、その開口部の大きさにより、見なし、その開口部の大きさにより、支持梁：鉄筋コンクリート(RC)梁又は鉄骨鉄筋コンクリート(SRC)梁の場合　　コンクリート：設計基準強度１８Ｎ/mm 以上の普通コンクリート支持梁：鉄筋コンクリート(RC)梁又は鉄骨鉄筋コンクリート(SRC)梁の場合　　コンクリート：設計基準強度１８Ｎ/mm 以上の普通コンクリート支持梁：鉄筋コンクリート(RC)梁又は鉄骨鉄筋コンクリート(SRC)梁の場合　　コンクリート：設計基準強度１８Ｎ/mm 以上の普通コンクリート支持梁：鉄筋コンクリート(RC)梁又は鉄骨鉄筋コンクリート(SRC)梁の場合　　コンクリート：設計基準強度１８Ｎ/mm 以上の普通コンクリート支持梁：鉄筋コンクリート(RC)梁又は鉄骨鉄筋コンクリート(SRC)梁の場合　　コンクリート：設計基準強度１８Ｎ/mm 以上の普通コンクリート支持梁：鉄筋コンクリート(RC)梁又は鉄骨鉄筋コンクリート(SRC)梁の場合　　コンクリート：設計基準強度１８Ｎ/mm 以上の普通コンクリート支持梁：鉄筋コンクリート(RC)梁又は鉄骨鉄筋コンクリート(SRC)梁の場合　　コンクリート：設計基準強度１８Ｎ/mm 以上の普通コンクリート   A)開口間隔≧３×開口径  A)開口間隔≧３×開口径  A)開口間隔≧３×開口径  A)開口間隔≧３×開口径  A)開口間隔≧３×開口径  A)開口間隔≧３×開口径  A)開口間隔≧３×開口径 B)開口間隔＜３×開口径B)開口間隔＜３×開口径B)開口間隔＜３×開口径B)開口間隔＜３×開口径B)開口間隔＜３×開口径B)開口間隔＜３×開口径B)開口間隔＜３×開口径 2)又は3)に準じて補強を行う2)又は3)に準じて補強を行う2)又は3)に準じて補強を行う2)又は3)に準じて補強を行う2)又は3)に準じて補強を行う2)又は3)に準じて補強を行う2)又は3)に準じて補強を行う耐火補強筋：Ｄ１３（デッキプレート各溝＠３００）耐火補強筋：Ｄ１３（デッキプレート各溝＠３００）耐火補強筋：Ｄ１３（デッキプレート各溝＠３００）耐火補強筋：Ｄ１３（デッキプレート各溝＠３００）耐火補強筋：Ｄ１３（デッキプレート各溝＠３００）耐火補強筋：Ｄ１３（デッキプレート各溝＠３００）耐火補強筋：Ｄ１３（デッキプレート各溝＠３００）
開口補強筋Ｄ１３開口補強筋Ｄ１３開口補強筋Ｄ１３開口補強筋Ｄ１３開口補強筋Ｄ１３開口補強筋Ｄ１３開口補強筋Ｄ１３ 仮想開口仮想開口仮想開口仮想開口仮想開口仮想開口仮想開口※3※3※3※3※3※3※3溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋耐 火 時 間     コンクリート種類    　品　　名　   支持スパン  コンクリート厚さ                            許容積載荷重耐 火 時 間     コンクリート種類    　品　　名　   支持スパン  コンクリート厚さ                            許容積載荷重耐 火 時 間     コンクリート種類    　品　　名　   支持スパン  コンクリート厚さ                            許容積載荷重耐 火 時 間     コンクリート種類    　品　　名　   支持スパン  コンクリート厚さ                            許容積載荷重耐 火 時 間     コンクリート種類    　品　　名　   支持スパン  コンクリート厚さ                            許容積載荷重耐 火 時 間     コンクリート種類    　品　　名　   支持スパン  コンクリート厚さ                            許容積載荷重耐 火 時 間     コンクリート種類    　品　　名　   支持スパン  コンクリート厚さ                            許容積載荷重

※1※1※1※1※1※1※1 クローサークローサークローサークローサークローサークローサークローサークローサークローサークローサークローサークローサークローサークローサー（Ｄ１０－＠２００）（Ｄ１０－＠２００）（Ｄ１０－＠２００）（Ｄ１０－＠２００）（Ｄ１０－＠２００）（Ｄ１０－＠２００）（Ｄ１０－＠２００） すみ肉溶接又はドリルねじすみ肉溶接又はドリルねじすみ肉溶接又はドリルねじすみ肉溶接又はドリルねじすみ肉溶接又はドリルねじすみ肉溶接又はドリルねじすみ肉溶接又はドリルねじ
梁耐火被覆梁耐火被覆梁耐火被覆梁耐火被覆梁耐火被覆梁耐火被覆梁耐火被覆 ＱＬデッキ受材ＱＬデッキ受材ＱＬデッキ受材ＱＬデッキ受材ＱＬデッキ受材ＱＬデッキ受材ＱＬデッキ受材φ４－１３　＠６００以下φ４－１３　＠６００以下φ４－１３　＠６００以下φ４－１３　＠６００以下φ４－１３　＠６００以下φ４－１３　＠６００以下φ４－１３　＠６００以下QLデッキ受材ＦＢ６５×６等QLデッキ受材ＦＢ６５×６等QLデッキ受材ＦＢ６５×６等QLデッキ受材ＦＢ６５×６等QLデッキ受材ＦＢ６５×６等QLデッキ受材ＦＢ６５×６等QLデッキ受材ＦＢ６５×６等ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ ２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下 算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照床、１時間耐火床、１時間耐火床、１時間耐火床、１時間耐火床、１時間耐火床、１時間耐火床、１時間耐火

φ６－１５０x１５０φ６－１５０x１５０φ６－１５０x１５０φ６－１５０x１５０φ６－１５０x１５０φ６－１５０x１５０φ６－１５０x１５０普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート ８０ｍｍ 以上８０ｍｍ 以上８０ｍｍ 以上８０ｍｍ 以上８０ｍｍ 以上８０ｍｍ 以上８０ｍｍ 以上 (APWの場合 ＦＢ６５×９等)(APWの場合 ＦＢ６５×９等)(APWの場合 ＦＢ６５×９等)(APWの場合 ＦＢ６５×９等)(APWの場合 ＦＢ６５×９等)(APWの場合 ＦＢ６５×９等)(APWの場合 ＦＢ６５×９等) 柱廻りＱＬデッキ切欠き柱廻りＱＬデッキ切欠き柱廻りＱＬデッキ切欠き柱廻りＱＬデッキ切欠き柱廻りＱＬデッキ切欠き柱廻りＱＬデッキ切欠き柱廻りＱＬデッキ切欠き焼抜き栓溶接又は打込み鋲焼抜き栓溶接又は打込み鋲焼抜き栓溶接又は打込み鋲焼抜き栓溶接又は打込み鋲焼抜き栓溶接又は打込み鋲焼抜き栓溶接又は打込み鋲焼抜き栓溶接又は打込み鋲FP060FL-9101FP060FL-9101FP060FL-9101FP060FL-9101FP060FL-9101FP060FL-9101FP060FL-9101 ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ ３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下 算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照 ＬＬＬＬＬＬＬ

ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ ２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下 ９５ｍｍ 以上９５ｍｍ 以上９５ｍｍ 以上９５ｍｍ 以上９５ｍｍ 以上９５ｍｍ 以上９５ｍｍ 以上 算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照床、２時間耐火床、２時間耐火床、２時間耐火床、２時間耐火床、２時間耐火床、２時間耐火床、２時間耐火 開口補強筋Ｄ１０開口補強筋Ｄ１０開口補強筋Ｄ１０開口補強筋Ｄ１０開口補強筋Ｄ１０開口補強筋Ｄ１０開口補強筋Ｄ１０ 開口補強筋Ｄ１０開口補強筋Ｄ１０開口補強筋Ｄ１０開口補強筋Ｄ１０開口補強筋Ｄ１０開口補強筋Ｄ１０開口補強筋Ｄ１０・ＱＬデッキが単純支持となる場合、耐火補強筋を配筋する。配筋はＪＡＳＳ５鉄筋コンクリート工事による。・ＱＬデッキが単純支持となる場合、耐火補強筋を配筋する。配筋はＪＡＳＳ５鉄筋コンクリート工事による。・ＱＬデッキが単純支持となる場合、耐火補強筋を配筋する。配筋はＪＡＳＳ５鉄筋コンクリート工事による。・ＱＬデッキが単純支持となる場合、耐火補強筋を配筋する。配筋はＪＡＳＳ５鉄筋コンクリート工事による。・ＱＬデッキが単純支持となる場合、耐火補強筋を配筋する。配筋はＪＡＳＳ５鉄筋コンクリート工事による。・ＱＬデッキが単純支持となる場合、耐火補強筋を配筋する。配筋はＪＡＳＳ５鉄筋コンクリート工事による。・ＱＬデッキが単純支持となる場合、耐火補強筋を配筋する。配筋はＪＡＳＳ５鉄筋コンクリート工事による。普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート φ６－１００x１００φ６－１００x１００φ６－１００x１００φ６－１００x１００φ６－１００x１００φ６－１００x１００φ６－１００x１００
耐力補強筋 ２）に準ず耐力補強筋 ２）に準ず耐力補強筋 ２）に準ず耐力補強筋 ２）に準ず耐力補強筋 ２）に準ず耐力補強筋 ２）に準ず耐力補強筋 ２）に準ずFP120FL-9113FP120FL-9113FP120FL-9113FP120FL-9113FP120FL-9113FP120FL-9113FP120FL-9113 ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ ３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下 ９０ｍｍ 以上９０ｍｍ 以上９０ｍｍ 以上９０ｍｍ 以上９０ｍｍ 以上９０ｍｍ 以上９０ｍｍ 以上 算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照 ・耐火補強筋・端部補強筋が必要な場合、ＱＬデッキの各溝中央部にかぶり４０ｍｍで配筋する。・耐火補強筋・端部補強筋が必要な場合、ＱＬデッキの各溝中央部にかぶり４０ｍｍで配筋する。・耐火補強筋・端部補強筋が必要な場合、ＱＬデッキの各溝中央部にかぶり４０ｍｍで配筋する。・耐火補強筋・端部補強筋が必要な場合、ＱＬデッキの各溝中央部にかぶり４０ｍｍで配筋する。・耐火補強筋・端部補強筋が必要な場合、ＱＬデッキの各溝中央部にかぶり４０ｍｍで配筋する。・耐火補強筋・端部補強筋が必要な場合、ＱＬデッキの各溝中央部にかぶり４０ｍｍで配筋する。・耐火補強筋・端部補強筋が必要な場合、ＱＬデッキの各溝中央部にかぶり４０ｍｍで配筋する。

コンクリート表面よりのかぶり厚さが３０ｍｍコンクリート表面よりのかぶり厚さが３０ｍｍコンクリート表面よりのかぶり厚さが３０ｍｍコンクリート表面よりのかぶり厚さが３０ｍｍコンクリート表面よりのかぶり厚さが３０ｍｍコンクリート表面よりのかぶり厚さが３０ｍｍコンクリート表面よりのかぶり厚さが３０ｍｍ ・耐火補強筋、端部補強筋共、梁へ１５０ｍｍ以上定着させる。梁上で定着が１５０ｍｍとれない場合は、・耐火補強筋、端部補強筋共、梁へ１５０ｍｍ以上定着させる。梁上で定着が１５０ｍｍとれない場合は、・耐火補強筋、端部補強筋共、梁へ１５０ｍｍ以上定着させる。梁上で定着が１５０ｍｍとれない場合は、・耐火補強筋、端部補強筋共、梁へ１５０ｍｍ以上定着させる。梁上で定着が１５０ｍｍとれない場合は、・耐火補強筋、端部補強筋共、梁へ１５０ｍｍ以上定着させる。梁上で定着が１５０ｍｍとれない場合は、・耐火補強筋、端部補強筋共、梁へ１５０ｍｍ以上定着させる。梁上で定着が１５０ｍｍとれない場合は、・耐火補強筋、端部補強筋共、梁へ１５０ｍｍ以上定着させる。梁上で定着が１５０ｍｍとれない場合は、 ｗｗｗｗｗｗｗ２）ｗ:600mm以下  Ｌ:900mm程度以下２）ｗ:600mm以下  Ｌ:900mm程度以下２）ｗ:600mm以下  Ｌ:900mm程度以下２）ｗ:600mm以下  Ｌ:900mm程度以下２）ｗ:600mm以下  Ｌ:900mm程度以下２）ｗ:600mm以下  Ｌ:900mm程度以下２）ｗ:600mm以下  Ｌ:900mm程度以下ワイヤーメッシュ（φ６－１５０×１５０またはφ６－１００×１００）ワイヤーメッシュ（φ６－１５０×１５０またはφ６－１００×１００）ワイヤーメッシュ（φ６－１５０×１５０またはφ６－１００×１００）ワイヤーメッシュ（φ６－１５０×１５０またはφ６－１００×１００）ワイヤーメッシュ（φ６－１５０×１５０またはφ６－１００×１００）ワイヤーメッシュ（φ６－１５０×１５０またはφ６－１００×１００）ワイヤーメッシュ（φ６－１５０×１５０またはφ６－１００×１００）
　Ｌ型に曲げて１５０ｍｍ以上を確保する。　Ｌ型に曲げて１５０ｍｍ以上を確保する。　Ｌ型に曲げて１５０ｍｍ以上を確保する。　Ｌ型に曲げて１５０ｍｍ以上を確保する。　Ｌ型に曲げて１５０ｍｍ以上を確保する。　Ｌ型に曲げて１５０ｍｍ以上を確保する。　Ｌ型に曲げて１５０ｍｍ以上を確保する。普通又は軽量コンクリート普通又は軽量コンクリート普通又は軽量コンクリート普通又は軽量コンクリート普通又は軽量コンクリート普通又は軽量コンクリート普通又は軽量コンクリート になるようレベル保持し、全面に配筋する。になるようレベル保持し、全面に配筋する。になるようレベル保持し、全面に配筋する。になるようレベル保持し、全面に配筋する。になるようレベル保持し、全面に配筋する。になるようレベル保持し、全面に配筋する。になるようレベル保持し、全面に配筋する。または異形鉄筋（Ｄ１０以上、＠２００以下）　（床全面敷設）または異形鉄筋（Ｄ１０以上、＠２００以下）　（床全面敷設）または異形鉄筋（Ｄ１０以上、＠２００以下）　（床全面敷設）または異形鉄筋（Ｄ１０以上、＠２００以下）　（床全面敷設）または異形鉄筋（Ｄ１０以上、＠２００以下）　（床全面敷設）または異形鉄筋（Ｄ１０以上、＠２００以下）　（床全面敷設）または異形鉄筋（Ｄ１０以上、＠２００以下）　（床全面敷設） ＭＭＭＭＭＭＭ開口補強筋Ｄ１０開口補強筋Ｄ１０開口補強筋Ｄ１０開口補強筋Ｄ１０開口補強筋Ｄ１０開口補強筋Ｄ１０開口補強筋Ｄ１０ 耐力補強筋耐力補強筋耐力補強筋耐力補強筋耐力補強筋耐力補強筋耐力補強筋ａt＝ａt＝ａt＝ａt＝ａt＝ａt＝ａt＝耐火補強筋 Ｄ１３耐火補強筋 Ｄ１３耐火補強筋 Ｄ１３耐火補強筋 Ｄ１３耐火補強筋 Ｄ１３耐火補強筋 Ｄ１３耐火補強筋 Ｄ１３普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート ｗｗｗｗｗｗｗ ｆt･ｊｆt･ｊｆt･ｊｆt･ｊｆt･ｊｆt･ｊｆt･ｊＡ）大梁小梁共にＳ造の場合Ａ）大梁小梁共にＳ造の場合Ａ）大梁小梁共にＳ造の場合Ａ）大梁小梁共にＳ造の場合Ａ）大梁小梁共にＳ造の場合Ａ）大梁小梁共にＳ造の場合Ａ）大梁小梁共にＳ造の場合 Ｂ）大梁小梁共にＲＣ又はＳＲＣ造の場合Ｂ）大梁小梁共にＲＣ又はＳＲＣ造の場合Ｂ）大梁小梁共にＲＣ又はＳＲＣ造の場合Ｂ）大梁小梁共にＲＣ又はＳＲＣ造の場合Ｂ）大梁小梁共にＲＣ又はＳＲＣ造の場合Ｂ）大梁小梁共にＲＣ又はＳＲＣ造の場合Ｂ）大梁小梁共にＲＣ又はＳＲＣ造の場合

溶接金網溶接金網溶接金網溶接金網溶接金網溶接金網溶接金網 Ｍ：開口によって生じる隣接スラブの増加曲げモーメントＭ：開口によって生じる隣接スラブの増加曲げモーメントＭ：開口によって生じる隣接スラブの増加曲げモーメントＭ：開口によって生じる隣接スラブの増加曲げモーメントＭ：開口によって生じる隣接スラブの増加曲げモーメントＭ：開口によって生じる隣接スラブの増加曲げモーメントＭ：開口によって生じる隣接スラブの増加曲げモーメント３
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コンクリート厚さコンクリート厚さコンクリート厚さコンクリート厚さコンクリート厚さコンクリート厚さコンクリート厚さコンクリート厚さコンクリート厚さコンクリート厚さコンクリート厚さコンクリート厚さコンクリート厚さコンクリート厚さ Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1 ＱＬデッキが単純支持となる場合、ＱＬデッキが単純支持となる場合、ＱＬデッキが単純支持となる場合、ＱＬデッキが単純支持となる場合、ＱＬデッキが単純支持となる場合、ＱＬデッキが単純支持となる場合、ＱＬデッキが単純支持となる場合、 ＱＬデッキは単純支持、耐火補強筋が必要。ＱＬデッキは単純支持、耐火補強筋が必要。ＱＬデッキは単純支持、耐火補強筋が必要。ＱＬデッキは単純支持、耐火補強筋が必要。ＱＬデッキは単純支持、耐火補強筋が必要。ＱＬデッキは単純支持、耐火補強筋が必要。ＱＬデッキは単純支持、耐火補強筋が必要。
開口部開口部開口部開口部開口部開口部開口部ＱＬデッキ高さＱＬデッキ高さＱＬデッキ高さＱＬデッキ高さＱＬデッキ高さＱＬデッキ高さＱＬデッキ高さＱＬデッキ高さＱＬデッキ高さＱＬデッキ高さＱＬデッキ高さＱＬデッキ高さＱＬデッキ高さＱＬデッキ高さ ａd又はａtの大きい方ａd又はａtの大きい方ａd又はａtの大きい方ａd又はａtの大きい方ａd又はａtの大きい方ａd又はａtの大きい方ａd又はａtの大きい方３
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耐火補強筋が必要。耐火補強筋が必要。耐火補強筋が必要。耐火補強筋が必要。耐火補強筋が必要。耐火補強筋が必要。耐火補強筋が必要。４
０

４
０

４
０

４
０

４
０

４
０

４
０

耐火補強筋 Ｄ１３耐火補強筋 Ｄ１３耐火補強筋 Ｄ１３耐火補強筋 Ｄ１３耐火補強筋 Ｄ１３耐火補強筋 Ｄ１３耐火補強筋 Ｄ１３ 2222222１５０１５０１５０１５０１５０１５０１５０ １５０１５０１５０１５０１５０１５０１５０ 耐火補強筋ａd＝１.２７×(１＋ｎ／２)ｃｍ（単純支持）耐火補強筋ａd＝１.２７×(１＋ｎ／２)ｃｍ（単純支持）耐火補強筋ａd＝１.２７×(１＋ｎ／２)ｃｍ（単純支持）耐火補強筋ａd＝１.２７×(１＋ｎ／２)ｃｍ（単純支持）耐火補強筋ａd＝１.２７×(１＋ｎ／２)ｃｍ（単純支持）耐火補強筋ａd＝１.２７×(１＋ｎ／２)ｃｍ（単純支持）耐火補強筋ａd＝１.２７×(１＋ｎ／２)ｃｍ（単純支持）ＱＬデッキ(単純支持)ＱＬデッキ(単純支持)ＱＬデッキ(単純支持)ＱＬデッキ(単純支持)ＱＬデッキ(単純支持)ＱＬデッキ(単純支持)ＱＬデッキ(単純支持)３０３０３０３０３０３０３０ ３０３０３０３０３０３０３０ ＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキ １５０ｍｍ以上１５０ｍｍ以上１５０ｍｍ以上１５０ｍｍ以上１５０ｍｍ以上１５０ｍｍ以上１５０ｍｍ以上耐火補強筋 Ｄ１３耐火補強筋 Ｄ１３耐火補強筋 Ｄ１３耐火補強筋 Ｄ１３耐火補強筋 Ｄ１３耐火補強筋 Ｄ１３耐火補強筋 Ｄ１３ 2222222ＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキ 耐力補強筋ａt＝Ｍ／(ｆt×ｊ)ｃｍ耐力補強筋ａt＝Ｍ／(ｆt×ｊ)ｃｍ耐力補強筋ａt＝Ｍ／(ｆt×ｊ)ｃｍ耐力補強筋ａt＝Ｍ／(ｆt×ｊ)ｃｍ耐力補強筋ａt＝Ｍ／(ｆt×ｊ)ｃｍ耐力補強筋ａt＝Ｍ／(ｆt×ｊ)ｃｍ耐力補強筋ａt＝Ｍ／(ｆt×ｊ)ｃｍ５０５０５０５０５０５０５０ 耐火補強筋Ｄ１３耐火補強筋Ｄ１３耐火補強筋Ｄ１３耐火補強筋Ｄ１３耐火補強筋Ｄ１３耐火補強筋Ｄ１３耐火補強筋Ｄ１３耐火補強筋 Ｄ１３耐火補強筋 Ｄ１３耐火補強筋 Ｄ１３耐火補強筋 Ｄ１３耐火補強筋 Ｄ１３耐火補強筋 Ｄ１３耐火補強筋 Ｄ１３ ｎ：FP060FL-9101、FP120FL-9113の耐火仕様でｎ：FP060FL-9101、FP120FL-9113の耐火仕様でｎ：FP060FL-9101、FP120FL-9113の耐火仕様でｎ：FP060FL-9101、FP120FL-9113の耐火仕様でｎ：FP060FL-9101、FP120FL-9113の耐火仕様でｎ：FP060FL-9101、FP120FL-9113の耐火仕様でｎ：FP060FL-9101、FP120FL-9113の耐火仕様でＱＬデッキ（めっきまたは防錆処理）ＱＬデッキ（めっきまたは防錆処理）ＱＬデッキ（めっきまたは防錆処理）ＱＬデッキ（めっきまたは防錆処理）ＱＬデッキ（めっきまたは防錆処理）ＱＬデッキ（めっきまたは防錆処理）ＱＬデッキ（めっきまたは防錆処理） Ｓ梁Ｓ梁Ｓ梁Ｓ梁Ｓ梁Ｓ梁Ｓ梁 焼抜き栓溶接、打込み鋲焼抜き栓溶接、打込み鋲焼抜き栓溶接、打込み鋲焼抜き栓溶接、打込み鋲焼抜き栓溶接、打込み鋲焼抜き栓溶接、打込み鋲焼抜き栓溶接、打込み鋲ＲＣ梁又はＳＲＣ梁ＲＣ梁又はＳＲＣ梁ＲＣ梁又はＳＲＣ梁ＲＣ梁又はＳＲＣ梁ＲＣ梁又はＳＲＣ梁ＲＣ梁又はＳＲＣ梁ＲＣ梁又はＳＲＣ梁
　　要求されるＤ１３耐火補強筋が切断された　　要求されるＤ１３耐火補強筋が切断された　　要求されるＤ１３耐火補強筋が切断された　　要求されるＤ１３耐火補強筋が切断された　　要求されるＤ１３耐火補強筋が切断された　　要求されるＤ１３耐火補強筋が切断された　　要求されるＤ１３耐火補強筋が切断された又は頭付きスタッド又は頭付きスタッド又は頭付きスタッド又は頭付きスタッド又は頭付きスタッド又は頭付きスタッド又は頭付きスタッド
　　場合の切断された耐火補強筋の本数　　場合の切断された耐火補強筋の本数　　場合の切断された耐火補強筋の本数　　場合の切断された耐火補強筋の本数　　場合の切断された耐火補強筋の本数　　場合の切断された耐火補強筋の本数　　場合の切断された耐火補強筋の本数横筋横筋横筋横筋横筋横筋横筋 ＲＣ梁、ＳＲＣ梁ＲＣ梁、ＳＲＣ梁ＲＣ梁、ＳＲＣ梁ＲＣ梁、ＳＲＣ梁ＲＣ梁、ＳＲＣ梁ＲＣ梁、ＳＲＣ梁ＲＣ梁、ＳＲＣ梁ＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキ １５０１５０１５０１５０１５０１５０１５０ ＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキスパン                      スパンスパン                      スパンスパン                      スパンスパン                      スパンスパン                      スパンスパン                      スパンスパン                      スパン注１）スパンとは鉄骨梁の場合デッキプレートを支持する梁の中心間距離、鉄筋コンクリート梁の場合梁内法寸法をいう。注１）スパンとは鉄骨梁の場合デッキプレートを支持する梁の中心間距離、鉄筋コンクリート梁の場合梁内法寸法をいう。注１）スパンとは鉄骨梁の場合デッキプレートを支持する梁の中心間距離、鉄筋コンクリート梁の場合梁内法寸法をいう。注１）スパンとは鉄骨梁の場合デッキプレートを支持する梁の中心間距離、鉄筋コンクリート梁の場合梁内法寸法をいう。注１）スパンとは鉄骨梁の場合デッキプレートを支持する梁の中心間距離、鉄筋コンクリート梁の場合梁内法寸法をいう。注１）スパンとは鉄骨梁の場合デッキプレートを支持する梁の中心間距離、鉄筋コンクリート梁の場合梁内法寸法をいう。注１）スパンとは鉄骨梁の場合デッキプレートを支持する梁の中心間距離、鉄筋コンクリート梁の場合梁内法寸法をいう。 ｗｗｗｗｗｗｗ(単純支持)(単純支持)(単純支持)(単純支持)(単純支持)(単純支持)(単純支持) ３）ｗ＞600mmの場合３）ｗ＞600mmの場合３）ｗ＞600mmの場合３）ｗ＞600mmの場合３）ｗ＞600mmの場合３）ｗ＞600mmの場合３）ｗ＞600mmの場合溶接金網の重ね代Ｌ1:1メッシュと５０ｍｍ以上溶接金網の重ね代Ｌ1:1メッシュと５０ｍｍ以上溶接金網の重ね代Ｌ1:1メッシュと５０ｍｍ以上溶接金網の重ね代Ｌ1:1メッシュと５０ｍｍ以上溶接金網の重ね代Ｌ1:1メッシュと５０ｍｍ以上溶接金網の重ね代Ｌ1:1メッシュと５０ｍｍ以上溶接金網の重ね代Ｌ1:1メッシュと５０ｍｍ以上 小梁補強小梁補強小梁補強小梁補強小梁補強小梁補強小梁補強連続支持連続支持連続支持連続支持連続支持連続支持連続支持 単純支持単純支持単純支持単純支持単純支持単純支持単純支持注２）スパンが３.４ｍを超える場合は、合成スラブと梁とは頭付きスタッド（軸径１６ｍｍ以上、ピッチ３００ｍｍ以下）で結合する。注２）スパンが３.４ｍを超える場合は、合成スラブと梁とは頭付きスタッド（軸径１６ｍｍ以上、ピッチ３００ｍｍ以下）で結合する。注２）スパンが３.４ｍを超える場合は、合成スラブと梁とは頭付きスタッド（軸径１６ｍｍ以上、ピッチ３００ｍｍ以下）で結合する。注２）スパンが３.４ｍを超える場合は、合成スラブと梁とは頭付きスタッド（軸径１６ｍｍ以上、ピッチ３００ｍｍ以下）で結合する。注２）スパンが３.４ｍを超える場合は、合成スラブと梁とは頭付きスタッド（軸径１６ｍｍ以上、ピッチ３００ｍｍ以下）で結合する。注２）スパンが３.４ｍを超える場合は、合成スラブと梁とは頭付きスタッド（軸径１６ｍｍ以上、ピッチ３００ｍｍ以下）で結合する。注２）スパンが３.４ｍを超える場合は、合成スラブと梁とは頭付きスタッド（軸径１６ｍｍ以上、ピッチ３００ｍｍ以下）で結合する。

φ６-１５０×１５０は２００ｍｍ以上φ６-１５０×１５０は２００ｍｍ以上φ６-１５０×１５０は２００ｍｍ以上φ６-１５０×１５０は２００ｍｍ以上φ６-１５０×１５０は２００ｍｍ以上φ６-１５０×１５０は２００ｍｍ以上φ６-１５０×１５０は２００ｍｍ以上 合成スラブ合成スラブ合成スラブ合成スラブ合成スラブ合成スラブ合成スラブ コンクリート箱抜きコンクリート箱抜きコンクリート箱抜きコンクリート箱抜きコンクリート箱抜きコンクリート箱抜きコンクリート箱抜き合成スラブ合成スラブ合成スラブ合成スラブ合成スラブ合成スラブ合成スラブ注３）鉄骨梁の場合、梁との接合は焼抜き栓溶接、打込み鋲、または頭付きスタッドを用いる。注３）鉄骨梁の場合、梁との接合は焼抜き栓溶接、打込み鋲、または頭付きスタッドを用いる。注３）鉄骨梁の場合、梁との接合は焼抜き栓溶接、打込み鋲、または頭付きスタッドを用いる。注３）鉄骨梁の場合、梁との接合は焼抜き栓溶接、打込み鋲、または頭付きスタッドを用いる。注３）鉄骨梁の場合、梁との接合は焼抜き栓溶接、打込み鋲、または頭付きスタッドを用いる。注３）鉄骨梁の場合、梁との接合は焼抜き栓溶接、打込み鋲、または頭付きスタッドを用いる。注３）鉄骨梁の場合、梁との接合は焼抜き栓溶接、打込み鋲、または頭付きスタッドを用いる。 Ｃ）大梁がＲＣ又はＳＲＣ造、小梁がＳ造の場合Ｃ）大梁がＲＣ又はＳＲＣ造、小梁がＳ造の場合Ｃ）大梁がＲＣ又はＳＲＣ造、小梁がＳ造の場合Ｃ）大梁がＲＣ又はＳＲＣ造、小梁がＳ造の場合Ｃ）大梁がＲＣ又はＳＲＣ造、小梁がＳ造の場合Ｃ）大梁がＲＣ又はＳＲＣ造、小梁がＳ造の場合Ｃ）大梁がＲＣ又はＳＲＣ造、小梁がＳ造の場合φ６-１００×１００は１５０ｍｍ以上φ６-１００×１００は１５０ｍｍ以上φ６-１００×１００は１５０ｍｍ以上φ６-１００×１００は１５０ｍｍ以上φ６-１００×１００は１５０ｍｍ以上φ６-１００×１００は１５０ｍｍ以上φ６-１００×１００は１５０ｍｍ以上 ≧４０･Ｄ≧４０･Ｄ≧４０･Ｄ≧４０･Ｄ≧４０･Ｄ≧４０･Ｄ≧４０･Ｄ コンクリート硬化後コンクリート硬化後コンクリート硬化後コンクリート硬化後コンクリート硬化後コンクリート硬化後コンクリート硬化後注４）梁の耐火被覆  梁に１、２または３時間の耐火性能が要求される場合は、それらに応じ耐火被覆を施す。注４）梁の耐火被覆  梁に１、２または３時間の耐火性能が要求される場合は、それらに応じ耐火被覆を施す。注４）梁の耐火被覆  梁に１、２または３時間の耐火性能が要求される場合は、それらに応じ耐火被覆を施す。注４）梁の耐火被覆  梁に１、２または３時間の耐火性能が要求される場合は、それらに応じ耐火被覆を施す。注４）梁の耐火被覆  梁に１、２または３時間の耐火性能が要求される場合は、それらに応じ耐火被覆を施す。注４）梁の耐火被覆  梁に１、２または３時間の耐火性能が要求される場合は、それらに応じ耐火被覆を施す。注４）梁の耐火被覆  梁に１、２または３時間の耐火性能が要求される場合は、それらに応じ耐火被覆を施す。
ＱＬデッキが連続支持となる場合、ＲＣ又はＳＲＣ造の大梁部側では端部補強筋を配筋する。ＱＬデッキが連続支持となる場合、ＲＣ又はＳＲＣ造の大梁部側では端部補強筋を配筋する。ＱＬデッキが連続支持となる場合、ＲＣ又はＳＲＣ造の大梁部側では端部補強筋を配筋する。ＱＬデッキが連続支持となる場合、ＲＣ又はＳＲＣ造の大梁部側では端部補強筋を配筋する。ＱＬデッキが連続支持となる場合、ＲＣ又はＳＲＣ造の大梁部側では端部補強筋を配筋する。ＱＬデッキが連続支持となる場合、ＲＣ又はＳＲＣ造の大梁部側では端部補強筋を配筋する。ＱＬデッキが連続支持となる場合、ＲＣ又はＳＲＣ造の大梁部側では端部補強筋を配筋する。 開口部開口部開口部開口部開口部開口部開口部ＱＬデッキを切断ＱＬデッキを切断ＱＬデッキを切断ＱＬデッキを切断ＱＬデッキを切断ＱＬデッキを切断ＱＬデッキを切断耐火補強筋Ｄ１３耐火補強筋Ｄ１３耐火補強筋Ｄ１３耐火補強筋Ｄ１３耐火補強筋Ｄ１３耐火補強筋Ｄ１３耐火補強筋Ｄ１３注５）許容積載荷重Ｗ　算出式注５）許容積載荷重Ｗ　算出式注５）許容積載荷重Ｗ　算出式注５）許容積載荷重Ｗ　算出式注５）許容積載荷重Ｗ　算出式注５）許容積載荷重Ｗ　算出式注５）許容積載荷重Ｗ　算出式 Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2 ｗｗ ｗｗ ｗｗ ｗ　：支持スパン（ｍ）　：支持スパン（ｍ）　：支持スパン（ｍ）　：支持スパン（ｍ）　：支持スパン（ｍ）　：支持スパン（ｍ）　：支持スパン（ｍ） 端部補強筋端部補強筋端部補強筋端部補強筋端部補強筋端部補強筋端部補強筋コンクリートのかぶり４０ｍｍコンクリートのかぶり４０ｍｍコンクリートのかぶり４０ｍｍコンクリートのかぶり４０ｍｍコンクリートのかぶり４０ｍｍコンクリートのかぶり４０ｍｍコンクリートのかぶり４０ｍｍ 開口開口開口開口開口開口開口

１５０  ８５０１５０  ８５０１５０  ８５０１５０  ８５０１５０  ８５０１５０  ８５０１５０  ８５０ ＬＬＬＬＬＬＬＱＬ９９-５０ＱＬ９９-５０ＱＬ９９-５０ＱＬ９９-５０ＱＬ９９-５０ＱＬ９９-５０ＱＬ９９-５０ ＱＬ９９-７５ＱＬ９９-７５ＱＬ９９-７５ＱＬ９９-７５ＱＬ９９-７５ＱＬ９９-７５ＱＬ９９-７５ ８５０  １５０８５０  １５０８５０  １５０８５０  １５０８５０  １５０８５０  １５０８５０  １５０ＱＬデッキ(連続支持)ＱＬデッキ(連続支持)ＱＬデッキ(連続支持)ＱＬデッキ(連続支持)ＱＬデッキ(連続支持)ＱＬデッキ(連続支持)ＱＬデッキ(連続支持) Ｄ１３、長さ１.０ｍＤ１３、長さ１.０ｍＤ１３、長さ１.０ｍＤ１３、長さ１.０ｍＤ１３、長さ１.０ｍＤ１３、長さ１.０ｍＤ１３、長さ１.０ｍ３
０

３
０

３
０

３
０

３
０

３
０

３
０

大梁上大梁上大梁上大梁上大梁上大梁上大梁上 大梁上大梁上大梁上大梁上大梁上大梁上大梁上 部部部部部部部［Ａ］ＱＬ９９－５０                                   ［Ｂ］ＱＬ９９－７５［Ａ］ＱＬ９９－５０                                   ［Ｂ］ＱＬ９９－７５［Ａ］ＱＬ９９－５０                                   ［Ｂ］ＱＬ９９－７５［Ａ］ＱＬ９９－５０                                   ［Ｂ］ＱＬ９９－７５［Ａ］ＱＬ９９－５０                                   ［Ｂ］ＱＬ９９－７５［Ａ］ＱＬ９９－５０                                   ［Ｂ］ＱＬ９９－７５［Ａ］ＱＬ９９－５０                                   ［Ｂ］ＱＬ９９－７５ 溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋
ＬＬＬＬＬＬＬ２２２２２２２ 開口補強筋Ｄ１３開口補強筋Ｄ１３開口補強筋Ｄ１３開口補強筋Ｄ１３開口補強筋Ｄ１３開口補強筋Ｄ１３開口補強筋Ｄ１３２２２２２２２ 2222222２.７２.７２.７２.７２.７２.７２.７ 2222222 ３.４３.４３.４３.４３.４３.４３.４

Ｗ＝５,４００ｘ（　　　）　かつ９,８００ Ｎ/m　以下Ｗ＝５,４００ｘ（　　　）　かつ９,８００ Ｎ/m　以下Ｗ＝５,４００ｘ（　　　）　かつ９,８００ Ｎ/m　以下Ｗ＝５,４００ｘ（　　　）　かつ９,８００ Ｎ/m　以下Ｗ＝５,４００ｘ（　　　）　かつ９,８００ Ｎ/m　以下Ｗ＝５,４００ｘ（　　　）　かつ９,８００ Ｎ/m　以下Ｗ＝５,４００ｘ（　　　）　かつ９,８００ Ｎ/m　以下 Ｗ＝５,４００ｘ（　　　）　かつ９,８００ Ｎ/m　以下Ｗ＝５,４００ｘ（　　　）　かつ９,８００ Ｎ/m　以下Ｗ＝５,４００ｘ（　　　）　かつ９,８００ Ｎ/m　以下Ｗ＝５,４００ｘ（　　　）　かつ９,８００ Ｎ/m　以下Ｗ＝５,４００ｘ（　　　）　かつ９,８００ Ｎ/m　以下Ｗ＝５,４００ｘ（　　　）　かつ９,８００ Ｎ/m　以下Ｗ＝５,４００ｘ（　　　）　かつ９,８００ Ｎ/m　以下
８５０８５０８５０８５０８５０８５０８５０ＲＣ梁、ＳＲＣ梁              鉄骨梁ＲＣ梁、ＳＲＣ梁              鉄骨梁ＲＣ梁、ＳＲＣ梁              鉄骨梁ＲＣ梁、ＳＲＣ梁              鉄骨梁ＲＣ梁、ＳＲＣ梁              鉄骨梁ＲＣ梁、ＳＲＣ梁              鉄骨梁ＲＣ梁、ＳＲＣ梁              鉄骨梁 耐力補強筋耐力補強筋耐力補強筋耐力補強筋耐力補強筋耐力補強筋耐力補強筋 開口補強筋Ｄ１０開口補強筋Ｄ１０開口補強筋Ｄ１０開口補強筋Ｄ１０開口補強筋Ｄ１０開口補強筋Ｄ１０開口補強筋Ｄ１０１５０１５０１５０１５０１５０１５０１５０※許容積載荷重は、床にかかる全荷重(仕上げ荷重も含む)から床荷重(デッキプレートとコンクリートの自重)を差し引いた値を示します。※許容積載荷重は、床にかかる全荷重(仕上げ荷重も含む)から床荷重(デッキプレートとコンクリートの自重)を差し引いた値を示します。※許容積載荷重は、床にかかる全荷重(仕上げ荷重も含む)から床荷重(デッキプレートとコンクリートの自重)を差し引いた値を示します。※許容積載荷重は、床にかかる全荷重(仕上げ荷重も含む)から床荷重(デッキプレートとコンクリートの自重)を差し引いた値を示します。※許容積載荷重は、床にかかる全荷重(仕上げ荷重も含む)から床荷重(デッキプレートとコンクリートの自重)を差し引いた値を示します。※許容積載荷重は、床にかかる全荷重(仕上げ荷重も含む)から床荷重(デッキプレートとコンクリートの自重)を差し引いた値を示します。※許容積載荷重は、床にかかる全荷重(仕上げ荷重も含む)から床荷重(デッキプレートとコンクリートの自重)を差し引いた値を示します。小梁上(リップ部分はメスリップ側を溶接）小梁上(リップ部分はメスリップ側を溶接）小梁上(リップ部分はメスリップ側を溶接）小梁上(リップ部分はメスリップ側を溶接）小梁上(リップ部分はメスリップ側を溶接）小梁上(リップ部分はメスリップ側を溶接）小梁上(リップ部分はメスリップ側を溶接） 小梁上(リップ部分はメスリップ側を溶接）小梁上(リップ部分はメスリップ側を溶接）小梁上(リップ部分はメスリップ側を溶接）小梁上(リップ部分はメスリップ側を溶接）小梁上(リップ部分はメスリップ側を溶接）小梁上(リップ部分はメスリップ側を溶接）小梁上(リップ部分はメスリップ側を溶接） ＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキスパン                      スパンスパン                      スパンスパン                      スパンスパン                      スパンスパン                      スパンスパン                      スパンスパン                      スパン異形鉄筋Ｄ１０-＠２００以下異形鉄筋Ｄ１０-＠２００以下異形鉄筋Ｄ１０-＠２００以下異形鉄筋Ｄ１０-＠２００以下異形鉄筋Ｄ１０-＠２００以下異形鉄筋Ｄ１０-＠２００以下異形鉄筋Ｄ１０-＠２００以下 ４

０
４

０
４

０
４

０
４
０

４
０

４
０

(連続支持)(連続支持)(連続支持)(連続支持)(連続支持)(連続支持)(連続支持)付帯条件付帯条件付帯条件付帯条件付帯条件付帯条件付帯条件 スペーサー＠１.０ｍ以下スペーサー＠１.０ｍ以下スペーサー＠１.０ｍ以下スペーサー＠１.０ｍ以下スペーサー＠１.０ｍ以下スペーサー＠１.０ｍ以下スペーサー＠１.０ｍ以下
※※※※※※※ 異形鉄筋の重ね代Ｌ2：JASS 5による異形鉄筋の重ね代Ｌ2：JASS 5による異形鉄筋の重ね代Ｌ2：JASS 5による異形鉄筋の重ね代Ｌ2：JASS 5による異形鉄筋の重ね代Ｌ2：JASS 5による異形鉄筋の重ね代Ｌ2：JASS 5による異形鉄筋の重ね代Ｌ2：JASS 5による 連続支持合成スラブの場合、デッキプレートは２スパン以上にわたって連続的に小ばり等によって、ほぼ等間隔(スパン比３：２を超えない程度　) 連続支持合成スラブの場合、デッキプレートは２スパン以上にわたって連続的に小ばり等によって、ほぼ等間隔(スパン比３：２を超えない程度　) 連続支持合成スラブの場合、デッキプレートは２スパン以上にわたって連続的に小ばり等によって、ほぼ等間隔(スパン比３：２を超えない程度　) 連続支持合成スラブの場合、デッキプレートは２スパン以上にわたって連続的に小ばり等によって、ほぼ等間隔(スパン比３：２を超えない程度　) 連続支持合成スラブの場合、デッキプレートは２スパン以上にわたって連続的に小ばり等によって、ほぼ等間隔(スパン比３：２を超えない程度　) 連続支持合成スラブの場合、デッキプレートは２スパン以上にわたって連続的に小ばり等によって、ほぼ等間隔(スパン比３：２を超えない程度　) 連続支持合成スラブの場合、デッキプレートは２スパン以上にわたって連続的に小ばり等によって、ほぼ等間隔(スパン比３：２を超えない程度　) ※開口補強の詳細は、合成スラブ工業会発行「合成スラブの設計・施工マニュアル」※開口補強の詳細は、合成スラブ工業会発行「合成スラブの設計・施工マニュアル」※開口補強の詳細は、合成スラブ工業会発行「合成スラブの設計・施工マニュアル」※開口補強の詳細は、合成スラブ工業会発行「合成スラブの設計・施工マニュアル」※開口補強の詳細は、合成スラブ工業会発行「合成スラブの設計・施工マニュアル」※開口補強の詳細は、合成スラブ工業会発行「合成スラブの設計・施工マニュアル」※開口補強の詳細は、合成スラブ工業会発行「合成スラブの設計・施工マニュアル」※配筋のスペーサーはφ４．０ｍｍ以上鉄線またはセメントブロックを用いて間隔は１．０ｍ以下とする。※配筋のスペーサーはφ４．０ｍｍ以上鉄線またはセメントブロックを用いて間隔は１．０ｍ以下とする。※配筋のスペーサーはφ４．０ｍｍ以上鉄線またはセメントブロックを用いて間隔は１．０ｍ以下とする。※配筋のスペーサーはφ４．０ｍｍ以上鉄線またはセメントブロックを用いて間隔は１．０ｍ以下とする。※配筋のスペーサーはφ４．０ｍｍ以上鉄線またはセメントブロックを用いて間隔は１．０ｍ以下とする。※配筋のスペーサーはφ４．０ｍｍ以上鉄線またはセメントブロックを用いて間隔は１．０ｍ以下とする。※配筋のスペーサーはφ４．０ｍｍ以上鉄線またはセメントブロックを用いて間隔は１．０ｍ以下とする。例）Fc18 SD295の場合、４５Ｄ以上例）Fc18 SD295の場合、４５Ｄ以上例）Fc18 SD295の場合、４５Ｄ以上例）Fc18 SD295の場合、４５Ｄ以上例）Fc18 SD295の場合、４５Ｄ以上例）Fc18 SD295の場合、４５Ｄ以上例）Fc18 SD295の場合、４５Ｄ以上 （Ⅰ）合成スラブの設計　４．合成スラブの開口補強方法　を参照する。（Ⅰ）合成スラブの設計　４．合成スラブの開口補強方法　を参照する。（Ⅰ）合成スラブの設計　４．合成スラブの開口補強方法　を参照する。（Ⅰ）合成スラブの設計　４．合成スラブの開口補強方法　を参照する。（Ⅰ）合成スラブの設計　４．合成スラブの開口補強方法　を参照する。（Ⅰ）合成スラブの設計　４．合成スラブの開口補強方法　を参照する。（Ⅰ）合成スラブの設計　４．合成スラブの開口補強方法　を参照する。に支持されるものとする。に支持されるものとする。に支持されるものとする。に支持されるものとする。に支持されるものとする。に支持されるものとする。に支持されるものとする。 ※合成スラブ工業会発行「合成スラブの設計・施工マニュアル」参照※合成スラブ工業会発行「合成スラブの設計・施工マニュアル」参照※合成スラブ工業会発行「合成スラブの設計・施工マニュアル」参照※合成スラブ工業会発行「合成スラブの設計・施工マニュアル」参照※合成スラブ工業会発行「合成スラブの設計・施工マニュアル」参照※合成スラブ工業会発行「合成スラブの設計・施工マニュアル」参照※合成スラブ工業会発行「合成スラブの設計・施工マニュアル」参照「ＱＬデッキ設計マニュアル」に基づいて決定する。「ＱＬデッキ設計マニュアル」に基づいて決定する。「ＱＬデッキ設計マニュアル」に基づいて決定する。「ＱＬデッキ設計マニュアル」に基づいて決定する。「ＱＬデッキ設計マニュアル」に基づいて決定する。「ＱＬデッキ設計マニュアル」に基づいて決定する。「ＱＬデッキ設計マニュアル」に基づいて決定する。

１.５Ｑa１.５Ｑa１.５Ｑa１.５Ｑa１.５Ｑa１.５Ｑa１.５Ｑa
Ａw ＝　　　　　　×１０００ｍｍ かつ６００ｍｍ 以下Ａw ＝　　　　　　×１０００ｍｍ かつ６００ｍｍ 以下Ａw ＝　　　　　　×１０００ｍｍ かつ６００ｍｍ 以下Ａw ＝　　　　　　×１０００ｍｍ かつ６００ｍｍ 以下Ａw ＝　　　　　　×１０００ｍｍ かつ６００ｍｍ 以下Ａw ＝　　　　　　×１０００ｍｍ かつ６００ｍｍ 以下Ａw ＝　　　　　　×１０００ｍｍ かつ６００ｍｍ 以下

DDDDDDDＱＱＱＱＱＱＱ
Ｑa：焼抜き栓溶接１個当たりの長期許容せん断力（Ｎ）Ｑa：焼抜き栓溶接１個当たりの長期許容せん断力（Ｎ）Ｑa：焼抜き栓溶接１個当たりの長期許容せん断力（Ｎ）Ｑa：焼抜き栓溶接１個当たりの長期許容せん断力（Ｎ）Ｑa：焼抜き栓溶接１個当たりの長期許容せん断力（Ｎ）Ｑa：焼抜き栓溶接１個当たりの長期許容せん断力（Ｎ）Ｑa：焼抜き栓溶接１個当たりの長期許容せん断力（Ｎ） 焼抜き栓溶接焼抜き栓溶接焼抜き栓溶接焼抜き栓溶接焼抜き栓溶接焼抜き栓溶接焼抜き栓溶接 ＡwＡwＡwＡwＡwＡwＡw 鉄骨梁の場合鉄骨梁の場合鉄骨梁の場合鉄骨梁の場合鉄骨梁の場合鉄骨梁の場合鉄骨梁の場合 ３）焼抜き栓溶接３）焼抜き栓溶接３）焼抜き栓溶接３）焼抜き栓溶接３）焼抜き栓溶接３）焼抜き栓溶接３）焼抜き栓溶接１）頭付きスタッド１）頭付きスタッド１）頭付きスタッド１）頭付きスタッド１）頭付きスタッド１）頭付きスタッド１）頭付きスタッド ２）打込み鋲２）打込み鋲２）打込み鋲２）打込み鋲２）打込み鋲２）打込み鋲２）打込み鋲 【焼抜き栓溶接（ＳＰＷ）及び自動焼抜き栓溶接（Ａ.Ｐ.Ｗ）】【焼抜き栓溶接（ＳＰＷ）及び自動焼抜き栓溶接（Ａ.Ｐ.Ｗ）】【焼抜き栓溶接（ＳＰＷ）及び自動焼抜き栓溶接（Ａ.Ｐ.Ｗ）】【焼抜き栓溶接（ＳＰＷ）及び自動焼抜き栓溶接（Ａ.Ｐ.Ｗ）】【焼抜き栓溶接（ＳＰＷ）及び自動焼抜き栓溶接（Ａ.Ｐ.Ｗ）】【焼抜き栓溶接（ＳＰＷ）及び自動焼抜き栓溶接（Ａ.Ｐ.Ｗ）】【焼抜き栓溶接（ＳＰＷ）及び自動焼抜き栓溶接（Ａ.Ｐ.Ｗ）】墨　出　し墨　出　し墨　出　し墨　出　し墨　出　し墨　出　し墨　出　しＱ ：設計最大せん断力(Ｎ/m)Ｑ ：設計最大せん断力(Ｎ/m)Ｑ ：設計最大せん断力(Ｎ/m)Ｑ ：設計最大せん断力(Ｎ/m)Ｑ ：設計最大せん断力(Ｎ/m)Ｑ ：設計最大せん断力(Ｎ/m)Ｑ ：設計最大せん断力(Ｎ/m)DDDDDDD  １）墨出し線に合わせて１枚目のデッキプレ １）墨出し線に合わせて１枚目のデッキプレ １）墨出し線に合わせて１枚目のデッキプレ １）墨出し線に合わせて１枚目のデッキプレ １）墨出し線に合わせて１枚目のデッキプレ １）墨出し線に合わせて１枚目のデッキプレ １）墨出し線に合わせて１枚目のデッキプレ 　　国土交通省告示第３２６号(平成14年4月16日制定)及び国土交通省告示第６０６号(平成19年6月20日改正)の　　国土交通省告示第３２６号(平成14年4月16日制定)及び国土交通省告示第６０６号(平成19年6月20日改正)の　　国土交通省告示第３２６号(平成14年4月16日制定)及び国土交通省告示第６０６号(平成19年6月20日改正)の　　国土交通省告示第３２６号(平成14年4月16日制定)及び国土交通省告示第６０６号(平成19年6月20日改正)の　　国土交通省告示第３２６号(平成14年4月16日制定)及び国土交通省告示第６０６号(平成19年6月20日改正)の　　国土交通省告示第３２６号(平成14年4月16日制定)及び国土交通省告示第６０６号(平成19年6月20日改正)の　　国土交通省告示第３２６号(平成14年4月16日制定)及び国土交通省告示第６０６号(平成19年6月20日改正)の　　施工は、JASS6「鉄骨工事」による。　　施工は、JASS6「鉄骨工事」による。　　施工は、JASS6「鉄骨工事」による。　　施工は、JASS6「鉄骨工事」による。　　施工は、JASS6「鉄骨工事」による。　　施工は、JASS6「鉄骨工事」による。　　施工は、JASS6「鉄骨工事」による。 　　施工は打込み鋲製造業者の施工要領による。　　施工は打込み鋲製造業者の施工要領による。　　施工は打込み鋲製造業者の施工要領による。　　施工は打込み鋲製造業者の施工要領による。　　施工は打込み鋲製造業者の施工要領による。　　施工は打込み鋲製造業者の施工要領による。　　施工は打込み鋲製造業者の施工要領による。 □事前検査□事前検査□事前検査□事前検査□事前検査□事前検査□事前検査板厚　　 　　　　Ｑa (Ｎ)板厚　　 　　　　Ｑa (Ｎ)板厚　　 　　　　Ｑa (Ｎ)板厚　　 　　　　Ｑa (Ｎ)板厚　　 　　　　Ｑa (Ｎ)板厚　　 　　　　Ｑa (Ｎ)板厚　　 　　　　Ｑa (Ｎ)Ａw：焼抜き栓溶接ピッチＡw：焼抜き栓溶接ピッチＡw：焼抜き栓溶接ピッチＡw：焼抜き栓溶接ピッチＡw：焼抜き栓溶接ピッチＡw：焼抜き栓溶接ピッチＡw：焼抜き栓溶接ピッチ 　　 ートを仮止め溶接した後、順次適当な枚　　 ートを仮止め溶接した後、順次適当な枚　　 ートを仮止め溶接した後、順次適当な枚　　 ートを仮止め溶接した後、順次適当な枚　　 ートを仮止め溶接した後、順次適当な枚　　 ートを仮止め溶接した後、順次適当な枚　　 ートを仮止め溶接した後、順次適当な枚 　　デッキプレートと梁とはアークスポット溶接等で接合する。　　デッキプレートと梁とはアークスポット溶接等で接合する。　　デッキプレートと梁とはアークスポット溶接等で接合する。　　デッキプレートと梁とはアークスポット溶接等で接合する。　　デッキプレートと梁とはアークスポット溶接等で接合する。　　デッキプレートと梁とはアークスポット溶接等で接合する。　　デッキプレートと梁とはアークスポット溶接等で接合する。 　　施工の仕様等については別途製造業者へご確認下さい。　　施工の仕様等については別途製造業者へご確認下さい。　　施工の仕様等については別途製造業者へご確認下さい。　　施工の仕様等については別途製造業者へご確認下さい。　　施工の仕様等については別途製造業者へご確認下さい。　　施工の仕様等については別途製造業者へご確認下さい。　　施工の仕様等については別途製造業者へご確認下さい。 　　第２接合ハ(4)焼抜き栓溶接に基づく下記仕様による。（梁フランジの表面処理条件；黒皮または一般錆止め塗装）　　第２接合ハ(4)焼抜き栓溶接に基づく下記仕様による。（梁フランジの表面処理条件；黒皮または一般錆止め塗装）　　第２接合ハ(4)焼抜き栓溶接に基づく下記仕様による。（梁フランジの表面処理条件；黒皮または一般錆止め塗装）　　第２接合ハ(4)焼抜き栓溶接に基づく下記仕様による。（梁フランジの表面処理条件；黒皮または一般錆止め塗装）　　第２接合ハ(4)焼抜き栓溶接に基づく下記仕様による。（梁フランジの表面処理条件；黒皮または一般錆止め塗装）　　第２接合ハ(4)焼抜き栓溶接に基づく下記仕様による。（梁フランジの表面処理条件；黒皮または一般錆止め塗装）　　第２接合ハ(4)焼抜き栓溶接に基づく下記仕様による。（梁フランジの表面処理条件；黒皮または一般錆止め塗装） ＳＰＷ：適正な溶接を行うため下記1)または2)の方法で電流値をチェックする。ＳＰＷ：適正な溶接を行うため下記1)または2)の方法で電流値をチェックする。ＳＰＷ：適正な溶接を行うため下記1)または2)の方法で電流値をチェックする。ＳＰＷ：適正な溶接を行うため下記1)または2)の方法で電流値をチェックする。ＳＰＷ：適正な溶接を行うため下記1)または2)の方法で電流値をチェックする。ＳＰＷ：適正な溶接を行うため下記1)または2)の方法で電流値をチェックする。ＳＰＷ：適正な溶接を行うため下記1)または2)の方法で電流値をチェックする。

１.２　  　　　４,９００１.２　  　　　４,９００１.２　  　　　４,９００１.２　  　　　４,９００１.２　  　　　４,９００１.２　  　　　４,９００１.２　  　　　４,９００  　　数(５～１０枚)ごとに仮止め溶接する。 　　数(５～１０枚)ごとに仮止め溶接する。 　　数(５～１０枚)ごとに仮止め溶接する。 　　数(５～１０枚)ごとに仮止め溶接する。 　　数(５～１０枚)ごとに仮止め溶接する。 　　数(５～１０枚)ごとに仮止め溶接する。 　　数(５～１０枚)ごとに仮止め溶接する。 　 　　日本ヒルティ(株)　 　　日本ヒルティ(株)　 　　日本ヒルティ(株)　 　　日本ヒルティ(株)　 　　日本ヒルティ(株)　 　　日本ヒルティ(株)　 　　日本ヒルティ(株) 　　合成スラブ工業会主催の「焼抜き栓溶接講習会」の受講が望ましい。　　合成スラブ工業会主催の「焼抜き栓溶接講習会」の受講が望ましい。　　合成スラブ工業会主催の「焼抜き栓溶接講習会」の受講が望ましい。　　合成スラブ工業会主催の「焼抜き栓溶接講習会」の受講が望ましい。　　合成スラブ工業会主催の「焼抜き栓溶接講習会」の受講が望ましい。　　合成スラブ工業会主催の「焼抜き栓溶接講習会」の受講が望ましい。　　合成スラブ工業会主催の「焼抜き栓溶接講習会」の受講が望ましい。 1) 検流計での計測1) 検流計での計測1) 検流計での計測1) 検流計での計測1) 検流計での計測1) 検流計での計測1) 検流計での計測敷込み仮止め溶接敷込み仮止め溶接敷込み仮止め溶接敷込み仮止め溶接敷込み仮止め溶接敷込み仮止め溶接敷込み仮止め溶接
１.６　７,３５０(SPW)、６,８６０(A.P.W)１.６　７,３５０(SPW)、６,８６０(A.P.W)１.６　７,３５０(SPW)、６,８６０(A.P.W)１.６　７,３５０(SPW)、６,８６０(A.P.W)１.６　７,３５０(SPW)、６,８６０(A.P.W)１.６　７,３５０(SPW)、６,８６０(A.P.W)１.６　７,３５０(SPW)、６,８６０(A.P.W)  ２）各大梁上にデッキプレートの溝部が乗る ２）各大梁上にデッキプレートの溝部が乗る ２）各大梁上にデッキプレートの溝部が乗る ２）各大梁上にデッキプレートの溝部が乗る ２）各大梁上にデッキプレートの溝部が乗る ２）各大梁上にデッキプレートの溝部が乗る ２）各大梁上にデッキプレートの溝部が乗るＡw ＝（　　　　）mmＡw ＝（　　　　）mmＡw ＝（　　　　）mmＡw ＝（　　　　）mmＡw ＝（　　　　）mmＡw ＝（　　　　）mmＡw ＝（　　　　）mm 2) 溶接棒の消費長さによる確認　　　未使用の規定の溶接棒を用いて、2) 溶接棒の消費長さによる確認　　　未使用の規定の溶接棒を用いて、2) 溶接棒の消費長さによる確認　　　未使用の規定の溶接棒を用いて、2) 溶接棒の消費長さによる確認　　　未使用の規定の溶接棒を用いて、2) 溶接棒の消費長さによる確認　　　未使用の規定の溶接棒を用いて、2) 溶接棒の消費長さによる確認　　　未使用の規定の溶接棒を用いて、2) 溶接棒の消費長さによる確認　　　未使用の規定の溶接棒を用いて、アーク手溶接アーク手溶接アーク手溶接アーク手溶接アーク手溶接アーク手溶接アーク手溶接 ＣＯ2アークスポット溶接ＣＯ2アークスポット溶接ＣＯ2アークスポット溶接ＣＯ2アークスポット溶接ＣＯ2アークスポット溶接ＣＯ2アークスポット溶接ＣＯ2アークスポット溶接焼抜き栓溶接［ＳＰＷ］焼抜き栓溶接［ＳＰＷ］焼抜き栓溶接［ＳＰＷ］焼抜き栓溶接［ＳＰＷ］焼抜き栓溶接［ＳＰＷ］焼抜き栓溶接［ＳＰＷ］焼抜き栓溶接［ＳＰＷ］ 自動焼抜き栓溶接［Ａ.Ｐ.Ｗ］自動焼抜き栓溶接［Ａ.Ｐ.Ｗ］自動焼抜き栓溶接［Ａ.Ｐ.Ｗ］自動焼抜き栓溶接［Ａ.Ｐ.Ｗ］自動焼抜き栓溶接［Ａ.Ｐ.Ｗ］自動焼抜き栓溶接［Ａ.Ｐ.Ｗ］自動焼抜き栓溶接［Ａ.Ｐ.Ｗ］ 　　ように敷込む。 　　ように敷込む。 　　ように敷込む。 　　ように敷込む。 　　ように敷込む。 　　ように敷込む。 　　ように敷込む。 　　アーク長さを約３mmに保持し、１０mm程度の円を描いて１０秒間溶接　　アーク長さを約３mmに保持し、１０mm程度の円を描いて１０秒間溶接　　アーク長さを約３mmに保持し、１０mm程度の円を描いて１０秒間溶接　　アーク長さを約３mmに保持し、１０mm程度の円を描いて１０秒間溶接　　アーク長さを約３mmに保持し、１０mm程度の円を描いて１０秒間溶接　　アーク長さを約３mmに保持し、１０mm程度の円を描いて１０秒間溶接　　アーク長さを約３mmに保持し、１０mm程度の円を描いて１０秒間溶接（注）接合に頭付きスタッドを用いる場合、焼抜き栓溶接は不要（注）接合に頭付きスタッドを用いる場合、焼抜き栓溶接は不要（注）接合に頭付きスタッドを用いる場合、焼抜き栓溶接は不要（注）接合に頭付きスタッドを用いる場合、焼抜き栓溶接は不要（注）接合に頭付きスタッドを用いる場合、焼抜き栓溶接は不要（注）接合に頭付きスタッドを用いる場合、焼抜き栓溶接は不要（注）接合に頭付きスタッドを用いる場合、焼抜き栓溶接は不要 大梁大梁大梁大梁大梁大梁大梁

QLデッキと梁との接合QLデッキと梁との接合QLデッキと梁との接合QLデッキと梁との接合QLデッキと梁との接合QLデッキと梁との接合QLデッキと梁との接合 （１）溶接機（１）溶接機（１）溶接機（１）溶接機（１）溶接機（１）溶接機（１）溶接機 （１）一次側電源の必要容量：仮設電力の場合　１８ＫＶＡ以上　３相　２００Ｖ（１）一次側電源の必要容量：仮設電力の場合　１８ＫＶＡ以上　３相　２００Ｖ（１）一次側電源の必要容量：仮設電力の場合　１８ＫＶＡ以上　３相　２００Ｖ（１）一次側電源の必要容量：仮設電力の場合　１８ＫＶＡ以上　３相　２００Ｖ（１）一次側電源の必要容量：仮設電力の場合　１８ＫＶＡ以上　３相　２００Ｖ（１）一次側電源の必要容量：仮設電力の場合　１８ＫＶＡ以上　３相　２００Ｖ（１）一次側電源の必要容量：仮設電力の場合　１８ＫＶＡ以上　３相　２００Ｖ 　　した時の溶接棒の消費長さが４５～５３mmであること。　　した時の溶接棒の消費長さが４５～５３mmであること。　　した時の溶接棒の消費長さが４５～５３mmであること。　　した時の溶接棒の消費長さが４５～５３mmであること。　　した時の溶接棒の消費長さが４５～５３mmであること。　　した時の溶接棒の消費長さが４５～５３mmであること。　　した時の溶接棒の消費長さが４５～５３mmであること。
工　　程                 手　　順　・　要　　領工　　程                 手　　順　・　要　　領工　　程                 手　　順　・　要　　領工　　程                 手　　順　・　要　　領工　　程                 手　　順　・　要　　領工　　程                 手　　順　・　要　　領工　　程                 手　　順　・　要　　領１）頭付きスタッド１）頭付きスタッド１）頭付きスタッド１）頭付きスタッド１）頭付きスタッド１）頭付きスタッド１）頭付きスタッド 交流アーク溶接機 ＡＷ２５０Ａ以上　エンジン溶接機 ２３０Ａ以上交流アーク溶接機 ＡＷ２５０Ａ以上　エンジン溶接機 ２３０Ａ以上交流アーク溶接機 ＡＷ２５０Ａ以上　エンジン溶接機 ２３０Ａ以上交流アーク溶接機 ＡＷ２５０Ａ以上　エンジン溶接機 ２３０Ａ以上交流アーク溶接機 ＡＷ２５０Ａ以上　エンジン溶接機 ２３０Ａ以上交流アーク溶接機 ＡＷ２５０Ａ以上　エンジン溶接機 ２３０Ａ以上交流アーク溶接機 ＡＷ２５０Ａ以上　エンジン溶接機 ２３０Ａ以上 発電機の場合　　３５ＫＶＡ以上　３相　２００Ｖ発電機の場合　　３５ＫＶＡ以上　３相　２００Ｖ発電機の場合　　３５ＫＶＡ以上　３相　２００Ｖ発電機の場合　　３５ＫＶＡ以上　３相　２００Ｖ発電機の場合　　３５ＫＶＡ以上　３相　２００Ｖ発電機の場合　　３５ＫＶＡ以上　３相　２００Ｖ発電機の場合　　３５ＫＶＡ以上　３相　２００Ｖ Ａ.Ｐ.Ｗ：試し溶接を行って溶接径を確認する。Ａ.Ｐ.Ｗ：試し溶接を行って溶接径を確認する。Ａ.Ｐ.Ｗ：試し溶接を行って溶接径を確認する。Ａ.Ｐ.Ｗ：試し溶接を行って溶接径を確認する。Ａ.Ｐ.Ｗ：試し溶接を行って溶接径を確認する。Ａ.Ｐ.Ｗ：試し溶接を行って溶接径を確認する。Ａ.Ｐ.Ｗ：試し溶接を行って溶接径を確認する。 　　デッキプレート幅方向のかかり代は、 　　デッキプレート幅方向のかかり代は、 　　デッキプレート幅方向のかかり代は、 　　デッキプレート幅方向のかかり代は、 　　デッキプレート幅方向のかかり代は、 　　デッキプレート幅方向のかかり代は、 　　デッキプレート幅方向のかかり代は、

２）打込み鋲２）打込み鋲２）打込み鋲２）打込み鋲２）打込み鋲２）打込み鋲２）打込み鋲 QLデッキを梁になじませ(隙間２mm以下)溶接棒をQLデッキを梁になじませ(隙間２mm以下)溶接棒をQLデッキを梁になじませ(隙間２mm以下)溶接棒をQLデッキを梁になじませ(隙間２mm以下)溶接棒をQLデッキを梁になじませ(隙間２mm以下)溶接棒をQLデッキを梁になじませ(隙間２mm以下)溶接棒をQLデッキを梁になじませ(隙間２mm以下)溶接棒を （２）ワイヤの種類と直径　：ＹＧＷ　１１、１２　φ１.２ｍｍ（２）ワイヤの種類と直径　：ＹＧＷ　１１、１２　φ１.２ｍｍ（２）ワイヤの種類と直径　：ＹＧＷ　１１、１２　φ１.２ｍｍ（２）ワイヤの種類と直径　：ＹＧＷ　１１、１２　φ１.２ｍｍ（２）ワイヤの種類と直径　：ＹＧＷ　１１、１２　φ１.２ｍｍ（２）ワイヤの種類と直径　：ＹＧＷ　１１、１２　φ１.２ｍｍ（２）ワイヤの種類と直径　：ＹＧＷ　１１、１２　φ１.２ｍｍ（２）溶接棒（２）溶接棒（２）溶接棒（２）溶接棒（２）溶接棒（２）溶接棒（２）溶接棒 　　５０ｍｍ以上あることを確認する。 　　５０ｍｍ以上あることを確認する。 　　５０ｍｍ以上あることを確認する。 　　５０ｍｍ以上あることを確認する。 　　５０ｍｍ以上あることを確認する。 　　５０ｍｍ以上あることを確認する。 　　５０ｍｍ以上あることを確認する。 □溶接後の外観検査□溶接後の外観検査□溶接後の外観検査□溶接後の外観検査□溶接後の外観検査□溶接後の外観検査□溶接後の外観検査１    アーク発生１    アーク発生１    アーク発生１    アーク発生１    アーク発生１    アーク発生１    アーク発生フラッシングフラッシングフラッシングフラッシングフラッシングフラッシングフラッシング ３）焼抜き栓溶接３）焼抜き栓溶接３）焼抜き栓溶接３）焼抜き栓溶接３）焼抜き栓溶接３）焼抜き栓溶接３）焼抜き栓溶接ハンガー金具ハンガー金具ハンガー金具ハンガー金具ハンガー金具ハンガー金具ハンガー金具 QLデッキに垂直にしてアークを発生させる。QLデッキに垂直にしてアークを発生させる。QLデッキに垂直にしてアークを発生させる。QLデッキに垂直にしてアークを発生させる。QLデッキに垂直にしてアークを発生させる。QLデッキに垂直にしてアークを発生させる。QLデッキに垂直にしてアークを発生させる。JIS Z 3211のE4316、E4916 に定める低水素系被覆アーク溶接棒でJIS Z 3211のE4316、E4916 に定める低水素系被覆アーク溶接棒でJIS Z 3211のE4316、E4916 に定める低水素系被覆アーク溶接棒でJIS Z 3211のE4316、E4916 に定める低水素系被覆アーク溶接棒でJIS Z 3211のE4316、E4916 に定める低水素系被覆アーク溶接棒でJIS Z 3211のE4316、E4916 に定める低水素系被覆アーク溶接棒でJIS Z 3211のE4316、E4916 に定める低水素系被覆アーク溶接棒で （３）標準溶接条件：下表（３）標準溶接条件：下表（３）標準溶接条件：下表（３）標準溶接条件：下表（３）標準溶接条件：下表（３）標準溶接条件：下表（３）標準溶接条件：下表　　（頭付きスタッドの場合は３０ｍｍ以上）　　（頭付きスタッドの場合は３０ｍｍ以上）　　（頭付きスタッドの場合は３０ｍｍ以上）　　（頭付きスタッドの場合は３０ｍｍ以上）　　（頭付きスタッドの場合は３０ｍｍ以上）　　（頭付きスタッドの場合は３０ｍｍ以上）　　（頭付きスタッドの場合は３０ｍｍ以上） 1) 溶接箇所の確認　　2) 焼き切れ、余盛り不足の有無1) 溶接箇所の確認　　2) 焼き切れ、余盛り不足の有無1) 溶接箇所の確認　　2) 焼き切れ、余盛り不足の有無1) 溶接箇所の確認　　2) 焼き切れ、余盛り不足の有無1) 溶接箇所の確認　　2) 焼き切れ、余盛り不足の有無1) 溶接箇所の確認　　2) 焼き切れ、余盛り不足の有無1) 溶接箇所の確認　　2) 焼き切れ、余盛り不足の有無（ＱＬデッキ割付の幅調整に用いる）（ＱＬデッキ割付の幅調整に用いる）（ＱＬデッキ割付の幅調整に用いる）（ＱＬデッキ割付の幅調整に用いる）（ＱＬデッキ割付の幅調整に用いる）（ＱＬデッキ割付の幅調整に用いる）（ＱＬデッキ割付の幅調整に用いる） （ＱＬデッキ下溝を利用する天井インサート用金具）（ＱＬデッキ下溝を利用する天井インサート用金具）（ＱＬデッキ下溝を利用する天井インサート用金具）（ＱＬデッキ下溝を利用する天井インサート用金具）（ＱＬデッキ下溝を利用する天井インサート用金具）（ＱＬデッキ下溝を利用する天井インサート用金具）（ＱＬデッキ下溝を利用する天井インサート用金具） 棒径４mmφのもの棒径４mmφのもの棒径４mmφのもの棒径４mmφのもの棒径４mmφのもの棒径４mmφのもの棒径４mmφのもの 溶接棒を若干引き上げてアークを飛ばし、溶接棒を若干引き上げてアークを飛ばし、溶接棒を若干引き上げてアークを飛ばし、溶接棒を若干引き上げてアークを飛ばし、溶接棒を若干引き上げてアークを飛ばし、溶接棒を若干引き上げてアークを飛ばし、溶接棒を若干引き上げてアークを飛ばし、 ３）デッキプレート長手方向の大梁のかかり ３）デッキプレート長手方向の大梁のかかり ３）デッキプレート長手方向の大梁のかかり ３）デッキプレート長手方向の大梁のかかり ３）デッキプレート長手方向の大梁のかかり ３）デッキプレート長手方向の大梁のかかり ３）デッキプレート長手方向の大梁のかかり13
.5

13
.5

13
.5

13
.5

13
.5

13
.5

13
.5

3) 標準余盛り径　SPW；18mm以上　A.P.W；25mm±33) 標準余盛り径　SPW；18mm以上　A.P.W；25mm±33) 標準余盛り径　SPW；18mm以上　A.P.W；25mm±33) 標準余盛り径　SPW；18mm以上　A.P.W；25mm±33) 標準余盛り径　SPW；18mm以上　A.P.W；25mm±33) 標準余盛り径　SPW；18mm以上　A.P.W；25mm±33) 標準余盛り径　SPW；18mm以上　A.P.W；25mm±3QLデッキ板厚QLデッキ板厚QLデッキ板厚QLデッキ板厚QLデッキ板厚QLデッキ板厚QLデッキ板厚 梁フランジ板厚梁フランジ板厚梁フランジ板厚梁フランジ板厚梁フランジ板厚梁フランジ板厚梁フランジ板厚 電流（Ａ）電流（Ａ）電流（Ａ）電流（Ａ）電流（Ａ）電流（Ａ）電流（Ａ） 電圧（Ｖ）電圧（Ｖ）電圧（Ｖ）電圧（Ｖ）電圧（Ｖ）電圧（Ｖ）電圧（Ｖ） アークタイム（秒）アークタイム（秒）アークタイム（秒）アークタイム（秒）アークタイム（秒）アークタイム（秒）アークタイム（秒）２  QLデッキ焼抜き２  QLデッキ焼抜き２  QLデッキ焼抜き２  QLデッキ焼抜き２  QLデッキ焼抜き２  QLデッキ焼抜き２  QLデッキ焼抜き（３）標準溶接条件（３）標準溶接条件（３）標準溶接条件（３）標準溶接条件（３）標準溶接条件（３）標準溶接条件（３）標準溶接条件 径10mm弱で"の"の字を描いてQLデッキを焼抜く。径10mm弱で"の"の字を描いてQLデッキを焼抜く。径10mm弱で"の"の字を描いてQLデッキを焼抜く。径10mm弱で"の"の字を描いてQLデッキを焼抜く。径10mm弱で"の"の字を描いてQLデッキを焼抜く。径10mm弱で"の"の字を描いてQLデッキを焼抜く。径10mm弱で"の"の字を描いてQLデッキを焼抜く。 　　代は、５０ｍｍ以上あることを確認する。 　　代は、５０ｍｍ以上あることを確認する。 　　代は、５０ｍｍ以上あることを確認する。 　　代は、５０ｍｍ以上あることを確認する。 　　代は、５０ｍｍ以上あることを確認する。 　　代は、５０ｍｍ以上あることを確認する。 　　代は、５０ｍｍ以上あることを確認する。 □不良部の補修□不良部の補修□不良部の補修□不良部の補修□不良部の補修□不良部の補修□不良部の補修溶接金網敷込み溶接金網敷込み溶接金網敷込み溶接金網敷込み溶接金網敷込み溶接金網敷込み溶接金網敷込み ３.０～４.０×１度打ち３.０～４.０×１度打ち３.０～４.０×１度打ち３.０～４.０×１度打ち３.０～４.０×１度打ち３.０～４.０×１度打ち３.０～４.０×１度打ち６～９ｍｍ未満６～９ｍｍ未満６～９ｍｍ未満６～９ｍｍ未満６～９ｍｍ未満６～９ｍｍ未満６～９ｍｍ未満 ３００～３２０３００～３２０３００～３２０３００～３２０３００～３２０３００～３２０３００～３２０ ３３～３５３３～３５３３～３５３３～３５３３～３５３３～３５３３～３５Ｗ（１００～２５０）Ｗ（１００～２５０）Ｗ（１００～２５０）Ｗ（１００～２５０）Ｗ（１００～２５０）Ｗ（１００～２５０）Ｗ（１００～２５０） ２５２５２５２５２５２５２５ 梁フランジ板厚：６mm以上梁フランジ板厚：６mm以上梁フランジ板厚：６mm以上梁フランジ板厚：６mm以上梁フランジ板厚：６mm以上梁フランジ板厚：６mm以上梁フランジ板厚：６mm以上 １.２ｍｍ１.２ｍｍ１.２ｍｍ１.２ｍｍ１.２ｍｍ１.２ｍｍ１.２ｍｍ ＳＰＷ　の場合：スラグ除去後、梁にデッキプレートを密着させて再溶接する。ＳＰＷ　の場合：スラグ除去後、梁にデッキプレートを密着させて再溶接する。ＳＰＷ　の場合：スラグ除去後、梁にデッキプレートを密着させて再溶接する。ＳＰＷ　の場合：スラグ除去後、梁にデッキプレートを密着させて再溶接する。ＳＰＷ　の場合：スラグ除去後、梁にデッキプレートを密着させて再溶接する。ＳＰＷ　の場合：スラグ除去後、梁にデッキプレートを密着させて再溶接する。ＳＰＷ　の場合：スラグ除去後、梁にデッキプレートを密着させて再溶接する。４
０

４
０

４
０

４
０

４
０

４
０

４
０

溶接棒を梁上まで押し込み、焼抜きの内側を溶接棒を梁上まで押し込み、焼抜きの内側を溶接棒を梁上まで押し込み、焼抜きの内側を溶接棒を梁上まで押し込み、焼抜きの内側を溶接棒を梁上まで押し込み、焼抜きの内側を溶接棒を梁上まで押し込み、焼抜きの内側を溶接棒を梁上まで押し込み、焼抜きの内側を ３.０～４.０×２度打ち３.０～４.０×２度打ち３.０～４.０×２度打ち３.０～４.０×２度打ち３.０～４.０×２度打ち３.０～４.０×２度打ち３.０～４.０×２度打ち９ｍｍ以上９ｍｍ以上９ｍｍ以上９ｍｍ以上９ｍｍ以上９ｍｍ以上９ｍｍ以上 ３００～３２０３００～３２０３００～３２０３００～３２０３００～３２０３００～３２０３００～３２０ ３３～３５３３～３５３３～３５３３～３５３３～３５３３～３５３３～３５ＲＣ梁またはＳＲＣ梁の場合ＲＣ梁またはＳＲＣ梁の場合ＲＣ梁またはＳＲＣ梁の場合ＲＣ梁またはＳＲＣ梁の場合ＲＣ梁またはＳＲＣ梁の場合ＲＣ梁またはＳＲＣ梁の場合ＲＣ梁またはＳＲＣ梁の場合 ３  押し込み・溶着３  押し込み・溶着３  押し込み・溶着３  押し込み・溶着３  押し込み・溶着３  押し込み・溶着３  押し込み・溶着溶 接 電 流　 ：１９０～２３０Ａ(標準２１０Ａ)溶 接 電 流　 ：１９０～２３０Ａ(標準２１０Ａ)溶 接 電 流　 ：１９０～２３０Ａ(標準２１０Ａ)溶 接 電 流　 ：１９０～２３０Ａ(標準２１０Ａ)溶 接 電 流　 ：１９０～２３０Ａ(標準２１０Ａ)溶 接 電 流　 ：１９０～２３０Ａ(標準２１０Ａ)溶 接 電 流　 ：１９０～２３０Ａ(標準２１０Ａ) 　　　　　　　　不具合箇所に溶着金属を流し込む要領で補修。　　　　　　　　不具合箇所に溶着金属を流し込む要領で補修。　　　　　　　　不具合箇所に溶着金属を流し込む要領で補修。　　　　　　　　不具合箇所に溶着金属を流し込む要領で補修。　　　　　　　　不具合箇所に溶着金属を流し込む要領で補修。　　　　　　　　不具合箇所に溶着金属を流し込む要領で補修。　　　　　　　　不具合箇所に溶着金属を流し込む要領で補修。なぞるように円中央へ２～３回転しながら運棒。なぞるように円中央へ２～３回転しながら運棒。なぞるように円中央へ２～３回転しながら運棒。なぞるように円中央へ２～３回転しながら運棒。なぞるように円中央へ２～３回転しながら運棒。なぞるように円中央へ２～３回転しながら運棒。なぞるように円中央へ２～３回転しながら運棒。クローサークローサークローサークローサークローサークローサークローサー （４）溶接工の資格（４）溶接工の資格（４）溶接工の資格（４）溶接工の資格（４）溶接工の資格（４）溶接工の資格（４）溶接工の資格 ３.５～４.５×１度打ち３.５～４.５×１度打ち３.５～４.５×１度打ち３.５～４.５×１度打ち３.５～４.５×１度打ち３.５～４.５×１度打ち３.５～４.５×１度打ち １）デッキプレートは梁型枠に釘止めする。 １）デッキプレートは梁型枠に釘止めする。 １）デッキプレートは梁型枠に釘止めする。 １）デッキプレートは梁型枠に釘止めする。 １）デッキプレートは梁型枠に釘止めする。 １）デッキプレートは梁型枠に釘止めする。 １）デッキプレートは梁型枠に釘止めする。 ６～９ｍｍ未満６～９ｍｍ未満６～９ｍｍ未満６～９ｍｍ未満６～９ｍｍ未満６～９ｍｍ未満６～９ｍｍ未満 ３４～３６３４～３６３４～３６３４～３６３４～３６３４～３６３４～３６３００～３２０３００～３２０３００～３２０３００～３２０３００～３２０３００～３２０３００～３２０検　　査検　　査検　　査検　　査検　　査検　　査検　　査 Ａ.Ｐ.Ｗの場合：重ね溶接して補修する。Ａ.Ｐ.Ｗの場合：重ね溶接して補修する。Ａ.Ｐ.Ｗの場合：重ね溶接して補修する。Ａ.Ｐ.Ｗの場合：重ね溶接して補修する。Ａ.Ｐ.Ｗの場合：重ね溶接して補修する。Ａ.Ｐ.Ｗの場合：重ね溶接して補修する。Ａ.Ｐ.Ｗの場合：重ね溶接して補修する。（ＱＬデッキの小口ふさぎに用いる）（ＱＬデッキの小口ふさぎに用いる）（ＱＬデッキの小口ふさぎに用いる）（ＱＬデッキの小口ふさぎに用いる）（ＱＬデッキの小口ふさぎに用いる）（ＱＬデッキの小口ふさぎに用いる）（ＱＬデッキの小口ふさぎに用いる） １.６ｍｍ１.６ｍｍ１.６ｍｍ１.６ｍｍ１.６ｍｍ１.６ｍｍ１.６ｍｍ溶着金属を整え、中央部でそっと溶接棒を引き溶着金属を整え、中央部でそっと溶接棒を引き溶着金属を整え、中央部でそっと溶接棒を引き溶着金属を整え、中央部でそっと溶接棒を引き溶着金属を整え、中央部でそっと溶接棒を引き溶着金属を整え、中央部でそっと溶接棒を引き溶着金属を整え、中央部でそっと溶接棒を引きJIS Z 3801、JIS Z 3841 における基本級の有資格者JIS Z 3801、JIS Z 3841 における基本級の有資格者JIS Z 3801、JIS Z 3841 における基本級の有資格者JIS Z 3801、JIS Z 3841 における基本級の有資格者JIS Z 3801、JIS Z 3841 における基本級の有資格者JIS Z 3801、JIS Z 3841 における基本級の有資格者JIS Z 3801、JIS Z 3841 における基本級の有資格者 ２）デッキプレートの梁型枠へののみ込み代 ２）デッキプレートの梁型枠へののみ込み代 ２）デッキプレートの梁型枠へののみ込み代 ２）デッキプレートの梁型枠へののみ込み代 ２）デッキプレートの梁型枠へののみ込み代 ２）デッキプレートの梁型枠へののみ込み代 ２）デッキプレートの梁型枠へののみ込み代２
８

２
８

２
８

２
８

２
８

２
８

２
８

４.０～４.５×２度打ち４.０～４.５×２度打ち４.０～４.５×２度打ち４.０～４.５×２度打ち４.０～４.５×２度打ち４.０～４.５×２度打ち４.０～４.５×２度打ち９ｍｍ以上９ｍｍ以上９ｍｍ以上９ｍｍ以上９ｍｍ以上９ｍｍ以上９ｍｍ以上 ３４～３６３４～３６３４～３６３４～３６３４～３６３４～３６３４～３６３００～３２０３００～３２０３００～３２０３００～３２０３００～３２０３００～３２０３００～３２０４     整　　形４     整　　形４     整　　形４     整　　形４     整　　形４     整　　形４     整　　形 【そ　の　他】【そ　の　他】【そ　の　他】【そ　の　他】【そ　の　他】【そ　の　他】【そ　の　他】上げる。スラグを除去して仕上がりを確認。上げる。スラグを除去して仕上がりを確認。上げる。スラグを除去して仕上がりを確認。上げる。スラグを除去して仕上がりを確認。上げる。スラグを除去して仕上がりを確認。上げる。スラグを除去して仕上がりを確認。上げる。スラグを除去して仕上がりを確認。 　　が幅方向１０ｍｍ以上、長手方向が３０ 　　が幅方向１０ｍｍ以上、長手方向が３０ 　　が幅方向１０ｍｍ以上、長手方向が３０ 　　が幅方向１０ｍｍ以上、長手方向が３０ 　　が幅方向１０ｍｍ以上、長手方向が３０ 　　が幅方向１０ｍｍ以上、長手方向が３０ 　　が幅方向１０ｍｍ以上、長手方向が３０ （５）手順・要領（５）手順・要領（５）手順・要領（５）手順・要領（５）手順・要領（５）手順・要領（５）手順・要領１８５１８５１８５１８５１８５１８５１８５ 注１.デッキプレート　板厚１.２、１.６ｍｍ　表面条件：Ｚ１２、Ｚ２７、裏面塗装注１.デッキプレート　板厚１.２、１.６ｍｍ　表面条件：Ｚ１２、Ｚ２７、裏面塗装注１.デッキプレート　板厚１.２、１.６ｍｍ　表面条件：Ｚ１２、Ｚ２７、裏面塗装注１.デッキプレート　板厚１.２、１.６ｍｍ　表面条件：Ｚ１２、Ｚ２７、裏面塗装注１.デッキプレート　板厚１.２、１.６ｍｍ　表面条件：Ｚ１２、Ｚ２７、裏面塗装注１.デッキプレート　板厚１.２、１.６ｍｍ　表面条件：Ｚ１２、Ｚ２７、裏面塗装注１.デッキプレート　板厚１.２、１.６ｍｍ　表面条件：Ｚ１２、Ｚ２７、裏面塗装 (1)ＱＬデッキ相互の嵌合状況　(2)ひび割れ拡大防止筋の敷込み状況　(3)開口部の補強状況(1)ＱＬデッキ相互の嵌合状況　(2)ひび割れ拡大防止筋の敷込み状況　(3)開口部の補強状況(1)ＱＬデッキ相互の嵌合状況　(2)ひび割れ拡大防止筋の敷込み状況　(3)開口部の補強状況(1)ＱＬデッキ相互の嵌合状況　(2)ひび割れ拡大防止筋の敷込み状況　(3)開口部の補強状況(1)ＱＬデッキ相互の嵌合状況　(2)ひび割れ拡大防止筋の敷込み状況　(3)開口部の補強状況(1)ＱＬデッキ相互の嵌合状況　(2)ひび割れ拡大防止筋の敷込み状況　(3)開口部の補強状況(1)ＱＬデッキ相互の嵌合状況　(2)ひび割れ拡大防止筋の敷込み状況　(3)開口部の補強状況コンクリート打設コンクリート打設コンクリート打設コンクリート打設コンクリート打設コンクリート打設コンクリート打設  　　ｍｍあることを確認する｡ 　　ｍｍあることを確認する｡ 　　ｍｍあることを確認する｡ 　　ｍｍあることを確認する｡ 　　ｍｍあることを確認する｡ 　　ｍｍあることを確認する｡ 　　ｍｍあることを確認する｡ 溶接時間の目安；電流値２１０Ａ(標準)の場合８秒程度溶接時間の目安；電流値２１０Ａ(標準)の場合８秒程度溶接時間の目安；電流値２１０Ａ(標準)の場合８秒程度溶接時間の目安；電流値２１０Ａ(標準)の場合８秒程度溶接時間の目安；電流値２１０Ａ(標準)の場合８秒程度溶接時間の目安；電流値２１０Ａ(標準)の場合８秒程度溶接時間の目安；電流値２１０Ａ(標準)の場合８秒程度右の１～４の順に行う。右の１～４の順に行う。右の１～４の順に行う。右の１～４の順に行う。右の１～４の順に行う。右の１～４の順に行う。右の１～４の順に行う。 　２.ＣＯ2ガス流量：２０㍑／分以上　２.ＣＯ2ガス流量：２０㍑／分以上　２.ＣＯ2ガス流量：２０㍑／分以上　２.ＣＯ2ガス流量：２０㍑／分以上　２.ＣＯ2ガス流量：２０㍑／分以上　２.ＣＯ2ガス流量：２０㍑／分以上　２.ＣＯ2ガス流量：２０㍑／分以上

QL99-75QL99-75QL99-75QL99-75QL99-75QL99-75QL99-75QL99-50QL99-50QL99-50QL99-50QL99-50QL99-50QL99-50 (単位：ｍ)(単位：ｍ)(単位：ｍ)(単位：ｍ)(単位：ｍ)(単位：ｍ)(単位：ｍ)(単位：ｍ)(単位：ｍ)(単位：ｍ)(単位：ｍ)(単位：ｍ)(単位：ｍ)(単位：ｍ) S造・施工時のスパンの取り方S造・施工時のスパンの取り方S造・施工時のスパンの取り方S造・施工時のスパンの取り方S造・施工時のスパンの取り方S造・施工時のスパンの取り方S造・施工時のスパンの取り方施工時許容スパン表（デッキプレートの検討）施工時許容スパン表（デッキプレートの検討）施工時許容スパン表（デッキプレートの検討）施工時許容スパン表（デッキプレートの検討）施工時許容スパン表（デッキプレートの検討）施工時許容スパン表（デッキプレートの検討）施工時許容スパン表（デッキプレートの検討） ｺﾝｸﾘｰﾄ厚(mm)ｺﾝｸﾘｰﾄ厚(mm)ｺﾝｸﾘｰﾄ厚(mm)ｺﾝｸﾘｰﾄ厚(mm)ｺﾝｸﾘｰﾄ厚(mm)ｺﾝｸﾘｰﾄ厚(mm)ｺﾝｸﾘｰﾄ厚(mm) 100100100100100100100100100100100100100100 60606060606060 70707070707070 80808080808080 9090909090909060606060606060 70707070707070 80808080808080 90909090909090ｺﾝｸﾘｰﾄ厚(mm)ｺﾝｸﾘｰﾄ厚(mm)ｺﾝｸﾘｰﾄ厚(mm)ｺﾝｸﾘｰﾄ厚(mm)ｺﾝｸﾘｰﾄ厚(mm)ｺﾝｸﾘｰﾄ厚(mm)ｺﾝｸﾘｰﾄ厚(mm)
板厚(mm)板厚(mm)板厚(mm)板厚(mm)板厚(mm)板厚(mm)板厚(mm) 板厚(mm)板厚(mm)板厚(mm)板厚(mm)板厚(mm)板厚(mm)板厚(mm)1.61.61.61.61.61.61.6 1.61.61.61.61.61.61.6 1.61.61.61.61.61.61.6 1.61.61.61.61.61.61.6 1.61.61.61.61.61.61.6 1.61.61.61.61.61.61.6 1.61.61.61.61.61.61.6 1.61.61.61.61.61.61.6 1.61.61.61.61.61.61.6 1.61.61.61.61.61.61.61.21.21.21.21.21.21.2 1.21.21.21.21.21.21.2 1.21.21.21.21.21.21.2 1.21.21.21.21.21.21.2 1.21.21.21.21.21.21.2 1.21.21.21.21.21.21.2 1.21.21.21.21.21.21.2 1.21.21.21.21.21.21.2 1.21.21.21.21.21.21.2 1.21.21.21.21.21.21.2 【単純支持】【単純支持】【単純支持】【単純支持】【単純支持】【単純支持】【単純支持】

注１：普通コンクリート（単位体積重量24.0kN/㎡）、注１：普通コンクリート（単位体積重量24.0kN/㎡）、注１：普通コンクリート（単位体積重量24.0kN/㎡）、注１：普通コンクリート（単位体積重量24.0kN/㎡）、注１：普通コンクリート（単位体積重量24.0kN/㎡）、注１：普通コンクリート（単位体積重量24.0kN/㎡）、注１：普通コンクリート（単位体積重量24.0kN/㎡）、
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3.373.373.373.373.373.373.372.542.542.542.542.542.542.54 3.613.613.613.613.613.613.61 3.553.553.553.553.553.553.55 3.483.483.483.483.483.483.48 3.423.423.423.423.423.423.422.752.752.752.752.752.752.75 2.692.692.692.692.692.692.69 2.642.642.642.642.642.642.64 2.592.592.592.592.592.592.59 3.073.073.073.073.073.073.072.332.332.332.332.332.332.33 3.313.313.313.313.313.313.31 3.243.243.243.243.243.243.24 3.183.183.183.183.183.183.18 3.133.133.133.133.133.133.132.522.522.522.522.522.522.52 2.472.472.472.472.472.472.47 2.422.422.422.422.422.422.42 2.372.372.372.372.372.372.37 単純(内法)単純(内法)単純(内法)単純(内法)単純(内法)単純(内法)単純(内法)単純(内法)単純(内法)単純(内法)単純(内法)単純(内法)単純(内法)単純(内法)
スパンスパンスパンスパンスパンスパンスパン(3.37)(3.37)(3.37)(3.37)(3.37)(3.37)(3.37)(2.54)(2.54)(2.54)(2.54)(2.54)(2.54)(2.54) (3.61)(3.61)(3.61)(3.61)(3.61)(3.61)(3.61) (3.55)(3.55)(3.55)(3.55)(3.55)(3.55)(3.55) (3.48)(3.48)(3.48)(3.48)(3.48)(3.48)(3.48) (3.42)(3.42)(3.42)(3.42)(3.42)(3.42)(3.42)(2.75)(2.75)(2.75)(2.75)(2.75)(2.75)(2.75) (2.69)(2.69)(2.69)(2.69)(2.69)(2.69)(2.69) (2.64)(2.64)(2.64)(2.64)(2.64)(2.64)(2.64) (2.59)(2.59)(2.59)(2.59)(2.59)(2.59)(2.59) (3.07)(3.07)(3.07)(3.07)(3.07)(3.07)(3.07)(2.33)(2.33)(2.33)(2.33)(2.33)(2.33)(2.33) (3.31)(3.31)(3.31)(3.31)(3.31)(3.31)(3.31) (3.24)(3.24)(3.24)(3.24)(3.24)(3.24)(3.24) (3.18)(3.18)(3.18)(3.18)(3.18)(3.18)(3.18) (3.13)(3.13)(3.13)(3.13)(3.13)(3.13)(3.13)(2.52)(2.52)(2.52)(2.52)(2.52)(2.52)(2.52) (2.47)(2.47)(2.47)(2.47)(2.47)(2.47)(2.47) (2.42)(2.42)(2.42)(2.42)(2.42)(2.42)(2.42) (2.37)(2.37)(2.37)(2.37)(2.37)(2.37)(2.37)表面処理が亜鉛めっきの場合表面処理が亜鉛めっきの場合表面処理が亜鉛めっきの場合表面処理が亜鉛めっきの場合表面処理が亜鉛めっきの場合表面処理が亜鉛めっきの場合表面処理が亜鉛めっきの場合

4.074.074.074.074.074.074.073.413.413.413.413.413.413.41 4.304.304.304.304.304.304.30 4.244.244.244.244.244.244.24 4.184.184.184.184.184.184.18 4.134.134.134.134.134.134.133.673.673.673.673.673.673.67 3.613.613.613.613.613.613.61 3.543.543.543.543.543.543.54 3.473.473.473.473.473.473.47 3.733.733.733.733.733.733.733.123.123.123.123.123.123.12 4.024.024.024.024.024.024.02 3.963.963.963.963.963.963.96 3.913.913.913.913.913.913.91 3.833.833.833.833.833.833.833.383.383.383.383.383.383.38 3.313.313.313.313.313.313.31 3.243.243.243.243.243.243.24 3.183.183.183.183.183.183.18注２：（）数値は表面処理がめっきなしまたは塗装品の許容スパンを示す。注２：（）数値は表面処理がめっきなしまたは塗装品の許容スパンを示す。注２：（）数値は表面処理がめっきなしまたは塗装品の許容スパンを示す。注２：（）数値は表面処理がめっきなしまたは塗装品の許容スパンを示す。注２：（）数値は表面処理がめっきなしまたは塗装品の許容スパンを示す。注２：（）数値は表面処理がめっきなしまたは塗装品の許容スパンを示す。注２：（）数値は表面処理がめっきなしまたは塗装品の許容スパンを示す。 【連続支持】【連続支持】【連続支持】【連続支持】【連続支持】【連続支持】【連続支持】２連続２連続２連続２連続２連続２連続２連続２連続２連続２連続２連続２連続２連続２連続
(4.07)(4.07)(4.07)(4.07)(4.07)(4.07)(4.07)(3.41)(3.41)(3.41)(3.41)(3.41)(3.41)(3.41) (4.30)(4.30)(4.30)(4.30)(4.30)(4.30)(4.30) (4.24)(4.24)(4.24)(4.24)(4.24)(4.24)(4.24) (4.18)(4.18)(4.18)(4.18)(4.18)(4.18)(4.18) (4.13)(4.13)(4.13)(4.13)(4.13)(4.13)(4.13)(3.67)(3.67)(3.67)(3.67)(3.67)(3.67)(3.67) (3.61)(3.61)(3.61)(3.61)(3.61)(3.61)(3.61) (3.54)(3.54)(3.54)(3.54)(3.54)(3.54)(3.54) (3.47)(3.47)(3.47)(3.47)(3.47)(3.47)(3.47) (3.49)(3.49)(3.49)(3.49)(3.49)(3.49)(3.49)(3.07)(3.07)(3.07)(3.07)(3.07)(3.07)(3.07) (3.89)(3.89)(3.89)(3.89)(3.89)(3.89)(3.89) (3.78)(3.78)(3.78)(3.78)(3.78)(3.78)(3.78) (3.67)(3.67)(3.67)(3.67)(3.67)(3.67)(3.67) (3.58)(3.58)(3.58)(3.58)(3.58)(3.58)(3.58)(3.38)(3.38)(3.38)(3.38)(3.38)(3.38)(3.38) (3.31)(3.31)(3.31)(3.31)(3.31)(3.31)(3.31) (3.24)(3.24)(3.24)(3.24)(3.24)(3.24)(3.24) (3.15)(3.15)(3.15)(3.15)(3.15)(3.15)(3.15)

注３：表を超える場合は、別途支保工が必要です。注３：表を超える場合は、別途支保工が必要です。注３：表を超える場合は、別途支保工が必要です。注３：表を超える場合は、別途支保工が必要です。注３：表を超える場合は、別途支保工が必要です。注３：表を超える場合は、別途支保工が必要です。注３：表を超える場合は、別途支保工が必要です。 3.833.833.833.833.833.833.833.153.153.153.153.153.153.15 4.054.054.054.054.054.054.05 3.993.993.993.993.993.993.99 3.933.933.933.933.933.933.93 3.883.883.883.883.883.883.883.403.403.403.403.403.403.40 3.333.333.333.333.333.333.33 3.263.263.263.263.263.263.26 3.203.203.203.203.203.203.20 3.583.583.583.583.583.583.582.882.882.882.882.882.882.88 3.783.783.783.783.783.783.78 3.733.733.733.733.733.733.73 3.683.683.683.683.683.683.68 3.633.633.633.633.633.633.633.123.123.123.123.123.123.12 3.053.053.053.053.053.053.05 2.992.992.992.992.992.992.99 2.932.932.932.932.932.932.93 スパンスパンスパンスパンスパンスパンスパン スパンスパンスパンスパンスパンスパンスパン３連続３連続３連続３連続３連続３連続３連続３連続３連続３連続３連続３連続３連続３連続
(3.83)(3.83)(3.83)(3.83)(3.83)(3.83)(3.83)(3.15)(3.15)(3.15)(3.15)(3.15)(3.15)(3.15) (4.05)(4.05)(4.05)(4.05)(4.05)(4.05)(4.05) (3.99)(3.99)(3.99)(3.99)(3.99)(3.99)(3.99) (3.93)(3.93)(3.93)(3.93)(3.93)(3.93)(3.93) (3.88)(3.88)(3.88)(3.88)(3.88)(3.88)(3.88)(3.40)(3.40)(3.40)(3.40)(3.40)(3.40)(3.40) (3.33)(3.33)(3.33)(3.33)(3.33)(3.33)(3.33) (3.26)(3.26)(3.26)(3.26)(3.26)(3.26)(3.26) (3.20)(3.20)(3.20)(3.20)(3.20)(3.20)(3.20) (3.58)(3.58)(3.58)(3.58)(3.58)(3.58)(3.58)(2.88)(2.88)(2.88)(2.88)(2.88)(2.88)(2.88) (3.78)(3.78)(3.78)(3.78)(3.78)(3.78)(3.78) (3.73)(3.73)(3.73)(3.73)(3.73)(3.73)(3.73) (3.68)(3.68)(3.68)(3.68)(3.68)(3.68)(3.68) (3.63)(3.63)(3.63)(3.63)(3.63)(3.63)(3.63)(3.12)(3.12)(3.12)(3.12)(3.12)(3.12)(3.12) (3.05)(3.05)(3.05)(3.05)(3.05)(3.05)(3.05) (2.99)(2.99)(2.99)(2.99)(2.99)(2.99)(2.99) (2.93)(2.93)(2.93)(2.93)(2.93)(2.93)(2.93)

デッキプレートと梁の納まり〔RC･SRC梁〕デッキプレートと梁の納まり〔RC･SRC梁〕デッキプレートと梁の納まり〔RC･SRC梁〕デッキプレートと梁の納まり〔RC･SRC梁〕デッキプレートと梁の納まり〔RC･SRC梁〕デッキプレートと梁の納まり〔RC･SRC梁〕デッキプレートと梁の納まり〔RC･SRC梁〕
標　　準　　納　　ま　　り標　　準　　納　　ま　　り標　　準　　納　　ま　　り標　　準　　納　　ま　　り標　　準　　納　　ま　　り標　　準　　納　　ま　　り標　　準　　納　　ま　　り

耐　火　仕　様耐　火　仕　様耐　火　仕　様耐　火　仕　様耐　火　仕　様耐　火　仕　様耐　火　仕　様
【連続支持合成スラブ】【連続支持合成スラブ】【連続支持合成スラブ】【連続支持合成スラブ】【連続支持合成スラブ】【連続支持合成スラブ】【連続支持合成スラブ】

設　　　　　　計設　　　　　　計設　　　　　　計設　　　　　　計設　　　　　　計設　　　　　　計設　　　　　　計

デッキプレートと梁の納まり〔S梁〕デッキプレートと梁の納まり〔S梁〕デッキプレートと梁の納まり〔S梁〕デッキプレートと梁の納まり〔S梁〕デッキプレートと梁の納まり〔S梁〕デッキプレートと梁の納まり〔S梁〕デッキプレートと梁の納まり〔S梁〕

【単純支持合成スラブ】【単純支持合成スラブ】【単純支持合成スラブ】【単純支持合成スラブ】【単純支持合成スラブ】【単純支持合成スラブ】【単純支持合成スラブ】

開口部補強案開口部補強案開口部補強案開口部補強案開口部補強案開口部補強案開口部補強案

スラブの配筋スラブの配筋スラブの配筋スラブの配筋スラブの配筋スラブの配筋スラブの配筋 耐火仕様の配筋耐火仕様の配筋耐火仕様の配筋耐火仕様の配筋耐火仕様の配筋耐火仕様の配筋耐火仕様の配筋

焼抜き栓溶接焼抜き栓溶接焼抜き栓溶接焼抜き栓溶接焼抜き栓溶接焼抜き栓溶接焼抜き栓溶接
デッキプレート幅方向デッキプレート幅方向デッキプレート幅方向デッキプレート幅方向デッキプレート幅方向デッキプレート幅方向デッキプレート幅方向

デッキプレートスパン方向デッキプレートスパン方向デッキプレートスパン方向デッキプレートスパン方向デッキプレートスパン方向デッキプレートスパン方向デッキプレートスパン方向

デ ッ キ プ レ ー ト と 梁 と の 接 合デ ッ キ プ レ ー ト と 梁 と の 接 合デ ッ キ プ レ ー ト と 梁 と の 接 合デ ッ キ プ レ ー ト と 梁 と の 接 合デ ッ キ プ レ ー ト と 梁 と の 接 合デ ッ キ プ レ ー ト と 梁 と の 接 合デ ッ キ プ レ ー ト と 梁 と の 接 合施工順序施工順序施工順序施工順序施工順序施工順序施工順序 敷　込　み敷　込　み敷　込　み敷　込　み敷　込　み敷　込　み敷　込　み 検　　　　査検　　　　査検　　　　査検　　　　査検　　　　査検　　　　査検　　　　査
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アクセサリーアクセサリーアクセサリーアクセサリーアクセサリーアクセサリーアクセサリー

[耐火認定FP60FL-9095,9101,FP120FL-9107,9113用][耐火認定FP60FL-9095,9101,FP120FL-9107,9113用][耐火認定FP60FL-9095,9101,FP120FL-9107,9113用][耐火認定FP60FL-9095,9101,FP120FL-9107,9113用][耐火認定FP60FL-9095,9101,FP120FL-9107,9113用][耐火認定FP60FL-9095,9101,FP120FL-9107,9113用][耐火認定FP60FL-9095,9101,FP120FL-9107,9113用]

［ISO 9001認証取得］［ISO 9001認証取得］［ISO 9001認証取得］［ISO 9001認証取得］［ISO 9001認証取得］［ISO 9001認証取得］［ISO 9001認証取得］材料／デッキプレート材料／デッキプレート材料／デッキプレート材料／デッキプレート材料／デッキプレート材料／デッキプレート材料／デッキプレート

表　面　処　理表　面　処　理表　面　処　理表　面　処　理表　面　処　理表　面　処　理表　面　処　理デッキプレート種類デッキプレート種類デッキプレート種類デッキプレート種類デッキプレート種類デッキプレート種類デッキプレート種類 板厚(mm)板厚(mm)板厚(mm)板厚(mm)板厚(mm)板厚(mm)板厚(mm)

端部加工端部加工端部加工端部加工端部加工端部加工端部加工
□ＱＬ９９-５０□ＱＬ９９-５０□ＱＬ９９-５０□ＱＬ９９-５０□ＱＬ９９-５０□ＱＬ９９-５０□ＱＬ９９-５０

□ｴﾝｸﾛ有り□ｴﾝｸﾛ有り□ｴﾝｸﾛ有り□ｴﾝｸﾛ有り□ｴﾝｸﾛ有り□ｴﾝｸﾛ有り□ｴﾝｸﾛ有り
*1*1*1*1*1*1*1□裏面防錆処理(一次塗装) ＱＬプライマー(P)□裏面防錆処理(一次塗装) ＱＬプライマー(P)□裏面防錆処理(一次塗装) ＱＬプライマー(P)□裏面防錆処理(一次塗装) ＱＬプライマー(P)□裏面防錆処理(一次塗装) ＱＬプライマー(P)□裏面防錆処理(一次塗装) ＱＬプライマー(P)□裏面防錆処理(一次塗装) ＱＬプライマー(P)□ＱＬ９９-７５□ＱＬ９９-７５□ＱＬ９９-７５□ＱＬ９９-７５□ＱＬ９９-７５□ＱＬ９９-７５□ＱＬ９９-７５ □無し□無し□無し□無し□無し□無し□無し

□亜鉛めっき□亜鉛めっき□亜鉛めっき□亜鉛めっき□亜鉛めっき□亜鉛めっき□亜鉛めっき [ □Z12　 □Z27 ][ □Z12　 □Z27 ][ □Z12　 □Z27 ][ □Z12　 □Z27 ][ □Z12　 □Z27 ][ □Z12　 □Z27 ][ □Z12　 □Z27 ]□1.2□1.2□1.2□1.2□1.2□1.2□1.2

□JFEｴｺｶﾞﾙ(高耐食溶融めっき鋼板) □JFEｴｺｶﾞﾙ(高耐食溶融めっき鋼板) □JFEｴｺｶﾞﾙ(高耐食溶融めっき鋼板) □JFEｴｺｶﾞﾙ(高耐食溶融めっき鋼板) □JFEｴｺｶﾞﾙ(高耐食溶融めっき鋼板) □JFEｴｺｶﾞﾙ(高耐食溶融めっき鋼板) □JFEｴｺｶﾞﾙ(高耐食溶融めっき鋼板) [ □Y18   □Y27 ][ □Y18   □Y27 ][ □Y18   □Y27 ][ □Y18   □Y27 ][ □Y18   □Y27 ][ □Y18   □Y27 ][ □Y18   □Y27 ]□1.6□1.6□1.6□1.6□1.6□1.6□1.6
□その他(　　　　　　　　　　　　　)　□無し□その他(　　　　　　　　　　　　　)　□無し□その他(　　　　　　　　　　　　　)　□無し□その他(　　　　　　　　　　　　　)　□無し□その他(　　　　　　　　　　　　　)　□無し□その他(　　　　　　　　　　　　　)　□無し□その他(　　　　　　　　　　　　　)　□無し

 　材　　質　　 　材　　質　　 　材　　質　　 　材　　質　　 　材　　質　　 　材　　質　　 　材　　質　　　ＪＩＳ Ｇ ３３５２に定めるＳＤＰ１Ｔ、ＳＤＰ２、ＳＤＰ２Ｇ　　ＪＩＳ Ｇ ３３５２に定めるＳＤＰ１Ｔ、ＳＤＰ２、ＳＤＰ２Ｇ　　ＪＩＳ Ｇ ３３５２に定めるＳＤＰ１Ｔ、ＳＤＰ２、ＳＤＰ２Ｇ　　ＪＩＳ Ｇ ３３５２に定めるＳＤＰ１Ｔ、ＳＤＰ２、ＳＤＰ２Ｇ　　ＪＩＳ Ｇ ３３５２に定めるＳＤＰ１Ｔ、ＳＤＰ２、ＳＤＰ２Ｇ　　ＪＩＳ Ｇ ３３５２に定めるＳＤＰ１Ｔ、ＳＤＰ２、ＳＤＰ２Ｇ　　ＪＩＳ Ｇ ３３５２に定めるＳＤＰ１Ｔ、ＳＤＰ２、ＳＤＰ２Ｇ　

材料／コンクリート材料／コンクリート材料／コンクリート材料／コンクリート材料／コンクリート材料／コンクリート材料／コンクリート

 種  　　　     類 種  　　　     類 種  　　　     類 種  　　　     類 種  　　　     類 種  　　　     類 種  　　　     類  □普通コンクリート □普通コンクリート □普通コンクリート □普通コンクリート □普通コンクリート □普通コンクリート □普通コンクリート  □軽量コンクリート □軽量コンクリート □軽量コンクリート □軽量コンクリート □軽量コンクリート □軽量コンクリート □軽量コンクリート [ □１種   □２種 ][ □１種   □２種 ][ □１種   □２種 ][ □１種   □２種 ][ □１種   □２種 ][ □１種   □２種 ][ □１種   □２種 ]
2222222 設 計 基 準 強 度 設 計 基 準 強 度 設 計 基 準 強 度 設 計 基 準 強 度 設 計 基 準 強 度 設 計 基 準 強 度 設 計 基 準 強 度  □１８　　　□２１　　　□２４　　　□（　　　）Ｎ／ｍｍ □１８　　　□２１　　　□２４　　　□（　　　）Ｎ／ｍｍ □１８　　　□２１　　　□２４　　　□（　　　）Ｎ／ｍｍ □１８　　　□２１　　　□２４　　　□（　　　）Ｎ／ｍｍ □１８　　　□２１　　　□２４　　　□（　　　）Ｎ／ｍｍ □１８　　　□２１　　　□２４　　　□（　　　）Ｎ／ｍｍ □１８　　　□２１　　　□２４　　　□（　　　）Ｎ／ｍｍ

 厚さ(QLデッキ山上) 厚さ(QLデッキ山上) 厚さ(QLデッキ山上) 厚さ(QLデッキ山上) 厚さ(QLデッキ山上) 厚さ(QLデッキ山上) 厚さ(QLデッキ山上) □６０□６０□６０□６０□６０□６０□６０ □７０□７０□７０□７０□７０□７０□７０ □８０□８０□８０□８０□８０□８０□８０ □８５□８５□８５□８５□８５□８５□８５ □９０□９０□９０□９０□９０□９０□９０ □９５□９５□９５□９５□９５□９５□９５ □１００□１００□１００□１００□１００□１００□１００ □（　　　）□（　　　）□（　　　）□（　　　）□（　　　）□（　　　）□（　　　）ｍｍｍｍｍｍｍｍｍｍｍｍｍｍ

材料／溶接金網・異形鉄筋材料／溶接金網・異形鉄筋材料／溶接金網・異形鉄筋材料／溶接金網・異形鉄筋材料／溶接金網・異形鉄筋材料／溶接金網・異形鉄筋材料／溶接金網・異形鉄筋

□φ６-７５×７５□φ６-７５×７５□φ６-７５×７５□φ６-７５×７５□φ６-７５×７５□φ６-７５×７５□φ６-７５×７５ □φ６-１５０×１５０□φ６-１５０×１５０□φ６-１５０×１５０□φ６-１５０×１５０□φ６-１５０×１５０□φ６-１５０×１５０□φ６-１５０×１５０
 □ 溶 接 金 網 □ 溶 接 金 網 □ 溶 接 金 網 □ 溶 接 金 網 □ 溶 接 金 網 □ 溶 接 金 網 □ 溶 接 金 網  ＪＩＳ Ｇ ３５５１ ＪＩＳ Ｇ ３５５１ ＪＩＳ Ｇ ３５５１ ＪＩＳ Ｇ ３５５１ ＪＩＳ Ｇ ３５５１ ＪＩＳ Ｇ ３５５１ ＪＩＳ Ｇ ３５５１ *2*2*2*2*2*2*2□φ６-１００×１００□φ６-１００×１００□φ６-１００×１００□φ６-１００×１００□φ６-１００×１００□φ６-１００×１００□φ６-１００×１００ □（　　　　　　　　　　）□（　　　　　　　　　　）□（　　　　　　　　　　）□（　　　　　　　　　　）□（　　　　　　　　　　）□（　　　　　　　　　　）□（　　　　　　　　　　）

□Ｄ１０-１５０×１５０□Ｄ１０-１５０×１５０□Ｄ１０-１５０×１５０□Ｄ１０-１５０×１５０□Ｄ１０-１５０×１５０□Ｄ１０-１５０×１５０□Ｄ１０-１５０×１５０
 ＪＩＳ Ｇ ３１１２、３１１７ ＪＩＳ Ｇ ３１１２、３１１７ ＪＩＳ Ｇ ３１１２、３１１７ ＪＩＳ Ｇ ３１１２、３１１７ ＪＩＳ Ｇ ３１１２、３１１７ ＪＩＳ Ｇ ３１１２、３１１７ ＪＩＳ Ｇ ３１１２、３１１７ □ 異 形 鉄 筋 □ 異 形 鉄 筋 □ 異 形 鉄 筋 □ 異 形 鉄 筋 □ 異 形 鉄 筋 □ 異 形 鉄 筋 □ 異 形 鉄 筋

□Ｄ１０-２００×２００□Ｄ１０-２００×２００□Ｄ１０-２００×２００□Ｄ１０-２００×２００□Ｄ１０-２００×２００□Ｄ１０-２００×２００□Ｄ１０-２００×２００ □（　　　　　　　　　　）□（　　　　　　　　　　）□（　　　　　　　　　　）□（　　　　　　　　　　）□（　　　　　　　　　　）□（　　　　　　　　　　）□（　　　　　　　　　　）

 ＪＩＳ Ｇ ３１１２、３１１７ ＪＩＳ Ｇ ３１１２、３１１７ ＪＩＳ Ｇ ３１１２、３１１７ ＪＩＳ Ｇ ３１１２、３１１７ ＪＩＳ Ｇ ３１１２、３１１７ ＪＩＳ Ｇ ３１１２、３１１７ ＪＩＳ Ｇ ３１１２、３１１７ 　Ｄ１３-＠３００　Ｄ１３-＠３００　Ｄ１３-＠３００　Ｄ１３-＠３００　Ｄ１３-＠３００　Ｄ１３-＠３００　Ｄ１３-＠３００

*2 線形6㎜以上を用いたもの*2 線形6㎜以上を用いたもの*2 線形6㎜以上を用いたもの*2 線形6㎜以上を用いたもの*2 線形6㎜以上を用いたもの*2 線形6㎜以上を用いたもの*2 線形6㎜以上を用いたもの
接　　　合接　　　合接　　　合接　　　合接　　　合接　　　合接　　　合

JIS B 1198JIS B 1198JIS B 1198JIS B 1198JIS B 1198JIS B 1198JIS B 1198 □φ１３□φ１３□φ１３□φ１３□φ１３□φ１３□φ１３ □φ１６□φ１６□φ１６□φ１６□φ１６□φ１６□φ１６ □φ１９□φ１９□φ１９□φ１９□φ１９□φ１９□φ１９ □φ２２□φ２２□φ２２□φ２２□φ２２□φ２２□φ２２
□頭付きスタッド□頭付きスタッド□頭付きスタッド□頭付きスタッド□頭付きスタッド□頭付きスタッド□頭付きスタッド *3*3*3*3*3*3*3（各長さ・ピッチは特記による　）（各長さ・ピッチは特記による　）（各長さ・ピッチは特記による　）（各長さ・ピッチは特記による　）（各長さ・ピッチは特記による　）（各長さ・ピッチは特記による　）（各長さ・ピッチは特記による　）

梁 と の 接 合梁 と の 接 合梁 と の 接 合梁 と の 接 合梁 と の 接 合梁 と の 接 合梁 と の 接 合 □焼抜き栓溶接□焼抜き栓溶接□焼抜き栓溶接□焼抜き栓溶接□焼抜き栓溶接□焼抜き栓溶接□焼抜き栓溶接 下記焼抜き栓溶接の項による下記焼抜き栓溶接の項による下記焼抜き栓溶接の項による下記焼抜き栓溶接の項による下記焼抜き栓溶接の項による下記焼抜き栓溶接の項による下記焼抜き栓溶接の項による

□打込み鋲□打込み鋲□打込み鋲□打込み鋲□打込み鋲□打込み鋲□打込み鋲 接合箇所は特記による接合箇所は特記による接合箇所は特記による接合箇所は特記による接合箇所は特記による接合箇所は特記による接合箇所は特記による

□その他□その他□その他□その他□その他□その他□その他
*3 最小長さはデッキ高さ＋30㎜以上とする*3 最小長さはデッキ高さ＋30㎜以上とする*3 最小長さはデッキ高さ＋30㎜以上とする*3 最小長さはデッキ高さ＋30㎜以上とする*3 最小長さはデッキ高さ＋30㎜以上とする*3 最小長さはデッキ高さ＋30㎜以上とする*3 最小長さはデッキ高さ＋30㎜以上とする

耐　　　火耐　　　火耐　　　火耐　　　火耐　　　火耐　　　火耐　　　火

ﾃﾞｯｷﾌﾟﾚｰﾄﾃﾞｯｷﾌﾟﾚｰﾄﾃﾞｯｷﾌﾟﾚｰﾄﾃﾞｯｷﾌﾟﾚｰﾄﾃﾞｯｷﾌﾟﾚｰﾄﾃﾞｯｷﾌﾟﾚｰﾄﾃﾞｯｷﾌﾟﾚｰﾄ 耐火区分耐火区分耐火区分耐火区分耐火区分耐火区分耐火区分 支持条件支持条件支持条件支持条件支持条件支持条件支持条件 ｺﾝｸﾘｰﾄ種別ｺﾝｸﾘｰﾄ種別ｺﾝｸﾘｰﾄ種別ｺﾝｸﾘｰﾄ種別ｺﾝｸﾘｰﾄ種別ｺﾝｸﾘｰﾄ種別ｺﾝｸﾘｰﾄ種別 耐火補強筋耐火補強筋耐火補強筋耐火補強筋耐火補強筋耐火補強筋耐火補強筋 認定番号認定番号認定番号認定番号認定番号認定番号認定番号

単純単純単純単純単純単純単純 要要要要要要要 □ＦＰ０６０ＦＬ－９１０１□ＦＰ０６０ＦＬ－９１０１□ＦＰ０６０ＦＬ－９１０１□ＦＰ０６０ＦＬ－９１０１□ＦＰ０６０ＦＬ－９１０１□ＦＰ０６０ＦＬ－９１０１□ＦＰ０６０ＦＬ－９１０１
床１時間床１時間床１時間床１時間床１時間床１時間床１時間

QL99-50QL99-50QL99-50QL99-50QL99-50QL99-50QL99-50 連続連続連続連続連続連続連続 不要不要不要不要不要不要不要 □ＦＰ０６０ＦＬ－９０９５□ＦＰ０６０ＦＬ－９０９５□ＦＰ０６０ＦＬ－９０９５□ＦＰ０６０ＦＬ－９０９５□ＦＰ０６０ＦＬ－９０９５□ＦＰ０６０ＦＬ－９０９５□ＦＰ０６０ＦＬ－９０９５
普通/軽量普通/軽量普通/軽量普通/軽量普通/軽量普通/軽量普通/軽量

QL99-75QL99-75QL99-75QL99-75QL99-75QL99-75QL99-75 単純単純単純単純単純単純単純 要要要要要要要 □ＦＰ１２０ＦＬ－９１１３□ＦＰ１２０ＦＬ－９１１３□ＦＰ１２０ＦＬ－９１１３□ＦＰ１２０ＦＬ－９１１３□ＦＰ１２０ＦＬ－９１１３□ＦＰ１２０ＦＬ－９１１３□ＦＰ１２０ＦＬ－９１１３
床２時間床２時間床２時間床２時間床２時間床２時間床２時間

連続連続連続連続連続連続連続 不要不要不要不要不要不要不要 □ＦＰ１２０ＦＬ－９１０７□ＦＰ１２０ＦＬ－９１０７□ＦＰ１２０ＦＬ－９１０７□ＦＰ１２０ＦＬ－９１０７□ＦＰ１２０ＦＬ－９１０７□ＦＰ１２０ＦＬ－９１０７□ＦＰ１２０ＦＬ－９１０７
注）床２時間は床１時間耐火を含む注）床２時間は床１時間耐火を含む注）床２時間は床１時間耐火を含む注）床２時間は床１時間耐火を含む注）床２時間は床１時間耐火を含む注）床２時間は床１時間耐火を含む注）床２時間は床１時間耐火を含む

 □指定なし □指定なし □指定なし □指定なし □指定なし □指定なし □指定なし  □（　　　　　　　　　　　　　　） □（　　　　　　　　　　　　　　） □（　　　　　　　　　　　　　　） □（　　　　　　　　　　　　　　） □（　　　　　　　　　　　　　　） □（　　　　　　　　　　　　　　） □（　　　　　　　　　　　　　　） □（　　　　　　　　　　　　　　） □（　　　　　　　　　　　　　　） □（　　　　　　　　　　　　　　） □（　　　　　　　　　　　　　　） □（　　　　　　　　　　　　　　） □（　　　　　　　　　　　　　　） □（　　　　　　　　　　　　　　）その他その他その他その他その他その他その他

特　　　記特　　　記特　　　記特　　　記特　　　記特　　　記特　　　記
支 保 工 有 無支 保 工 有 無支 保 工 有 無支 保 工 有 無支 保 工 有 無支 保 工 有 無支 保 工 有 無  その他： その他： その他： その他： その他： その他： その他：

 □ 無    □ 有  □ 無    □ 有  □ 無    □ 有  □ 無    □ 有  □ 無    □ 有  □ 無    □ 有  □ 無    □ 有 

上欄内の採用項目に ﾚ を記して下さい。上欄内の採用項目に ﾚ を記して下さい。上欄内の採用項目に ﾚ を記して下さい。上欄内の採用項目に ﾚ を記して下さい。上欄内の採用項目に ﾚ を記して下さい。上欄内の採用項目に ﾚ を記して下さい。上欄内の採用項目に ﾚ を記して下さい。□□□□□□□

 　 耐火補強筋 　 耐火補強筋 　 耐火補強筋 　 耐火補強筋 　 耐火補強筋 　 耐火補強筋 　 耐火補強筋

２０２１／７／０１２０２１／７／０１２０２１／７／０１２０２１／７／０１２０２１／７／０１２０２１／７／０１２０２１／７／０１
その他の納まり・参考例等については、ＱＬデッキ施工マニュアルまたは別途『納まり図』(技術資料CADデータ収録)を参照下さい。その他の納まり・参考例等については、ＱＬデッキ施工マニュアルまたは別途『納まり図』(技術資料CADデータ収録)を参照下さい。その他の納まり・参考例等については、ＱＬデッキ施工マニュアルまたは別途『納まり図』(技術資料CADデータ収録)を参照下さい。その他の納まり・参考例等については、ＱＬデッキ施工マニュアルまたは別途『納まり図』(技術資料CADデータ収録)を参照下さい。その他の納まり・参考例等については、ＱＬデッキ施工マニュアルまたは別途『納まり図』(技術資料CADデータ収録)を参照下さい。その他の納まり・参考例等については、ＱＬデッキ施工マニュアルまたは別途『納まり図』(技術資料CADデータ収録)を参照下さい。その他の納まり・参考例等については、ＱＬデッキ施工マニュアルまたは別途『納まり図』(技術資料CADデータ収録)を参照下さい。

　　　合成スラブ工業会仕様　　　合成スラブ工業会仕様　　　合成スラブ工業会仕様　　　合成スラブ工業会仕様　　　合成スラブ工業会仕様　　　合成スラブ工業会仕様　　　合成スラブ工業会仕様

*1 現場搬入までの一次防錆（ＪＩＳ Ｋ ５６２１ ２種または３種相当）*1 現場搬入までの一次防錆（ＪＩＳ Ｋ ５６２１ ２種または３種相当）*1 現場搬入までの一次防錆（ＪＩＳ Ｋ ５６２１ ２種または３種相当）*1 現場搬入までの一次防錆（ＪＩＳ Ｋ ５６２１ ２種または３種相当）*1 現場搬入までの一次防錆（ＪＩＳ Ｋ ５６２１ ２種または３種相当）*1 現場搬入までの一次防錆（ＪＩＳ Ｋ ５６２１ ２種または３種相当）*1 現場搬入までの一次防錆（ＪＩＳ Ｋ ５６２１ ２種または３種相当）
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Ｓ－０８Ｓ－０８Ｓ－０８Ｓ－０８Ｓ－０８Ｓ－０８Ｓ－０８
デッキ合成スラブ設計・施工標準デッキ合成スラブ設計・施工標準デッキ合成スラブ設計・施工標準デッキ合成スラブ設計・施工標準デッキ合成スラブ設計・施工標準デッキ合成スラブ設計・施工標準デッキ合成スラブ設計・施工標準

00123181
矩形

00123181
テキストボックス
ほか１棟新築本体工事



00123181
矩形

00123181
テキストボックス
ほか１棟新築本体工事



一級建築士　第344260号　　木元　達也一級建築士　第344260号　　木元　達也一級建築士　第344260号　　木元　達也一級建築士　第344260号　　木元　達也一級建築士　第344260号　　木元　達也一級建築士　第344260号　　木元　達也一級建築士　第344260号　　木元　達也

トラス・アーキテクト株式会社トラス・アーキテクト株式会社トラス・アーキテクト株式会社トラス・アーキテクト株式会社トラス・アーキテクト株式会社トラス・アーキテクト株式会社トラス・アーキテクト株式会社

一級建築士事務所　知事登録　第1-4-16号一級建築士事務所　知事登録　第1-4-16号一級建築士事務所　知事登録　第1-4-16号一級建築士事務所　知事登録　第1-4-16号一級建築士事務所　知事登録　第1-4-16号一級建築士事務所　知事登録　第1-4-16号一級建築士事務所　知事登録　第1-4-16号 ほか１棟新築工事ほか１棟新築工事ほか１棟新築工事ほか１棟新築工事ほか１棟新築工事ほか１棟新築工事ほか１棟新築工事
スケートボード等専用施設管理棟スケートボード等専用施設管理棟スケートボード等専用施設管理棟スケートボード等専用施設管理棟スケートボード等専用施設管理棟スケートボード等専用施設管理棟スケートボード等専用施設管理棟

鹿児島市建設局建築部建築課鹿児島市建設局建築部建築課鹿児島市建設局建築部建築課鹿児島市建設局建築部建築課鹿児島市建設局建築部建築課鹿児島市建設局建築部建築課鹿児島市建設局建築部建築課

３.改良深度及びパイル配置の決定３.改良深度及びパイル配置の決定３.改良深度及びパイル配置の決定３.改良深度及びパイル配置の決定３.改良深度及びパイル配置の決定３.改良深度及びパイル配置の決定３.改良深度及びパイル配置の決定

１.工法概要１.工法概要１.工法概要１.工法概要１.工法概要１.工法概要１.工法概要

２.特記仕様２.特記仕様２.特記仕様２.特記仕様２.特記仕様２.特記仕様２.特記仕様

６.施工管理６.施工管理６.施工管理６.施工管理６.施工管理６.施工管理６.施工管理

　　（1）パイルの鉛直度　　　改良機本体のロッドを傾斜計（マグネット式水平器）で計測する。　　（1）パイルの鉛直度　　　改良機本体のロッドを傾斜計（マグネット式水平器）で計測する。　　（1）パイルの鉛直度　　　改良機本体のロッドを傾斜計（マグネット式水平器）で計測する。　　（1）パイルの鉛直度　　　改良機本体のロッドを傾斜計（マグネット式水平器）で計測する。　　（1）パイルの鉛直度　　　改良機本体のロッドを傾斜計（マグネット式水平器）で計測する。　　（1）パイルの鉛直度　　　改良機本体のロッドを傾斜計（マグネット式水平器）で計測する。　　（1）パイルの鉛直度　　　改良機本体のロッドを傾斜計（マグネット式水平器）で計測する。

　　（2）掘削深度　　　　　　改良機装着の施工管理計測装置で計測し記録する。　　（2）掘削深度　　　　　　改良機装着の施工管理計測装置で計測し記録する。　　（2）掘削深度　　　　　　改良機装着の施工管理計測装置で計測し記録する。　　（2）掘削深度　　　　　　改良機装着の施工管理計測装置で計測し記録する。　　（2）掘削深度　　　　　　改良機装着の施工管理計測装置で計測し記録する。　　（2）掘削深度　　　　　　改良機装着の施工管理計測装置で計測し記録する。　　（2）掘削深度　　　　　　改良機装着の施工管理計測装置で計測し記録する。

　　（3）砕石投入量　　　　　改良機装着の施工管理計測装置で計測し記録する。　　（3）砕石投入量　　　　　改良機装着の施工管理計測装置で計測し記録する。　　（3）砕石投入量　　　　　改良機装着の施工管理計測装置で計測し記録する。　　（3）砕石投入量　　　　　改良機装着の施工管理計測装置で計測し記録する。　　（3）砕石投入量　　　　　改良機装着の施工管理計測装置で計測し記録する。　　（3）砕石投入量　　　　　改良機装着の施工管理計測装置で計測し記録する。　　（3）砕石投入量　　　　　改良機装着の施工管理計測装置で計測し記録する。

　　（4）押込み力　　　　　　改良機装着の施工管理計測装置で計測し記録する。　　（4）押込み力　　　　　　改良機装着の施工管理計測装置で計測し記録する。　　（4）押込み力　　　　　　改良機装着の施工管理計測装置で計測し記録する。　　（4）押込み力　　　　　　改良機装着の施工管理計測装置で計測し記録する。　　（4）押込み力　　　　　　改良機装着の施工管理計測装置で計測し記録する。　　（4）押込み力　　　　　　改良機装着の施工管理計測装置で計測し記録する。　　（4）押込み力　　　　　　改良機装着の施工管理計測装置で計測し記録する。

７.支持力確認試験７.支持力確認試験７.支持力確認試験７.支持力確認試験７.支持力確認試験７.支持力確認試験７.支持力確認試験

　　　本工法は原地盤と砕石パイルとの複合地盤を構築する工法であるので、施工後に　　　本工法は原地盤と砕石パイルとの複合地盤を構築する工法であるので、施工後に　　　本工法は原地盤と砕石パイルとの複合地盤を構築する工法であるので、施工後に　　　本工法は原地盤と砕石パイルとの複合地盤を構築する工法であるので、施工後に　　　本工法は原地盤と砕石パイルとの複合地盤を構築する工法であるので、施工後に　　　本工法は原地盤と砕石パイルとの複合地盤を構築する工法であるので、施工後に　　　本工法は原地盤と砕石パイルとの複合地盤を構築する工法であるので、施工後に

　　杭間の長期許容支持力度を表面波探査法により確認する。　　杭間の長期許容支持力度を表面波探査法により確認する。　　杭間の長期許容支持力度を表面波探査法により確認する。　　杭間の長期許容支持力度を表面波探査法により確認する。　　杭間の長期許容支持力度を表面波探査法により確認する。　　杭間の長期許容支持力度を表面波探査法により確認する。　　杭間の長期許容支持力度を表面波探査法により確認する。

　　　尚、表面波探査法は（財）先端建設技術センターの技術審査証明（技審証第1305号）を　　　尚、表面波探査法は（財）先端建設技術センターの技術審査証明（技審証第1305号）を　　　尚、表面波探査法は（財）先端建設技術センターの技術審査証明（技審証第1305号）を　　　尚、表面波探査法は（財）先端建設技術センターの技術審査証明（技審証第1305号）を　　　尚、表面波探査法は（財）先端建設技術センターの技術審査証明（技審証第1305号）を　　　尚、表面波探査法は（財）先端建設技術センターの技術審査証明（技審証第1305号）を　　　尚、表面波探査法は（財）先端建設技術センターの技術審査証明（技審証第1305号）を

　　取得しているビイック株式会社に委託して行う。　　取得しているビイック株式会社に委託して行う。　　取得しているビイック株式会社に委託して行う。　　取得しているビイック株式会社に委託して行う。　　取得しているビイック株式会社に委託して行う。　　取得しているビイック株式会社に委託して行う。　　取得しているビイック株式会社に委託して行う。

　　　（3）品質不良箇所の処置　　品質に不良があった場合は、監理者と協議し適切な処置を行う。　　　（3）品質不良箇所の処置　　品質に不良があった場合は、監理者と協議し適切な処置を行う。　　　（3）品質不良箇所の処置　　品質に不良があった場合は、監理者と協議し適切な処置を行う。　　　（3）品質不良箇所の処置　　品質に不良があった場合は、監理者と協議し適切な処置を行う。　　　（3）品質不良箇所の処置　　品質に不良があった場合は、監理者と協議し適切な処置を行う。　　　（3）品質不良箇所の処置　　品質に不良があった場合は、監理者と協議し適切な処置を行う。　　　（3）品質不良箇所の処置　　品質に不良があった場合は、監理者と協議し適切な処置を行う。

８.施工報告書８.施工報告書８.施工報告書８.施工報告書８.施工報告書８.施工報告書８.施工報告書

　　　工事完了後、次の事項について報告書を作成し監督員に提出する。　　　工事完了後、次の事項について報告書を作成し監督員に提出する。　　　工事完了後、次の事項について報告書を作成し監督員に提出する。　　　工事完了後、次の事項について報告書を作成し監督員に提出する。　　　工事完了後、次の事項について報告書を作成し監督員に提出する。　　　工事完了後、次の事項について報告書を作成し監督員に提出する。　　　工事完了後、次の事項について報告書を作成し監督員に提出する。

　　　（1）出来形平面図（施工番号・試験箇所・写真管理箇所）　（2）支持力確認試験結果　　　（1）出来形平面図（施工番号・試験箇所・写真管理箇所）　（2）支持力確認試験結果　　　（1）出来形平面図（施工番号・試験箇所・写真管理箇所）　（2）支持力確認試験結果　　　（1）出来形平面図（施工番号・試験箇所・写真管理箇所）　（2）支持力確認試験結果　　　（1）出来形平面図（施工番号・試験箇所・写真管理箇所）　（2）支持力確認試験結果　　　（1）出来形平面図（施工番号・試験箇所・写真管理箇所）　（2）支持力確認試験結果　　　（1）出来形平面図（施工番号・試験箇所・写真管理箇所）　（2）支持力確認試験結果

　　　（3）施工年月日　（4）パイル径　（5）掘削深度　（6）砕石投入量　　　（3）施工年月日　（4）パイル径　（5）掘削深度　（6）砕石投入量　　　（3）施工年月日　（4）パイル径　（5）掘削深度　（6）砕石投入量　　　（3）施工年月日　（4）パイル径　（5）掘削深度　（6）砕石投入量　　　（3）施工年月日　（4）パイル径　（5）掘削深度　（6）砕石投入量　　　（3）施工年月日　（4）パイル径　（5）掘削深度　（6）砕石投入量　　　（3）施工年月日　（4）パイル径　（5）掘削深度　（6）砕石投入量

　　　（7）押込み力　（8）施工状況写真　　　（7）押込み力　（8）施工状況写真　　　（7）押込み力　（8）施工状況写真　　　（7）押込み力　（8）施工状況写真　　　（7）押込み力　（8）施工状況写真　　　（7）押込み力　（8）施工状況写真　　　（7）押込み力　（8）施工状況写真

　　　（1）合格判定値　　　　　　長期許容支持力度(計算値＋杭間支持力の合算)以上をもって合格とする。　　　（1）合格判定値　　　　　　長期許容支持力度(計算値＋杭間支持力の合算)以上をもって合格とする。　　　（1）合格判定値　　　　　　長期許容支持力度(計算値＋杭間支持力の合算)以上をもって合格とする。　　　（1）合格判定値　　　　　　長期許容支持力度(計算値＋杭間支持力の合算)以上をもって合格とする。　　　（1）合格判定値　　　　　　長期許容支持力度(計算値＋杭間支持力の合算)以上をもって合格とする。　　　（1）合格判定値　　　　　　長期許容支持力度(計算値＋杭間支持力の合算)以上をもって合格とする。　　　（1）合格判定値　　　　　　長期許容支持力度(計算値＋杭間支持力の合算)以上をもって合格とする。

　　　本工法の長期許容支持力度は、スウェーデン式サウンディング試験（以下ＳＷＳ試験と称する）又は、　　　本工法の長期許容支持力度は、スウェーデン式サウンディング試験（以下ＳＷＳ試験と称する）又は、　　　本工法の長期許容支持力度は、スウェーデン式サウンディング試験（以下ＳＷＳ試験と称する）又は、　　　本工法の長期許容支持力度は、スウェーデン式サウンディング試験（以下ＳＷＳ試験と称する）又は、　　　本工法の長期許容支持力度は、スウェーデン式サウンディング試験（以下ＳＷＳ試験と称する）又は、　　　本工法の長期許容支持力度は、スウェーデン式サウンディング試験（以下ＳＷＳ試験と称する）又は、　　　本工法の長期許容支持力度は、スウェーデン式サウンディング試験（以下ＳＷＳ試験と称する）又は、

　　日本建築学会による支持力式「建築基礎構造設計指針P.105」に準じた式に代入して算定するが、　　日本建築学会による支持力式「建築基礎構造設計指針P.105」に準じた式に代入して算定するが、　　日本建築学会による支持力式「建築基礎構造設計指針P.105」に準じた式に代入して算定するが、　　日本建築学会による支持力式「建築基礎構造設計指針P.105」に準じた式に代入して算定するが、　　日本建築学会による支持力式「建築基礎構造設計指針P.105」に準じた式に代入して算定するが、　　日本建築学会による支持力式「建築基礎構造設計指針P.105」に準じた式に代入して算定するが、　　日本建築学会による支持力式「建築基礎構造設計指針P.105」に準じた式に代入して算定するが、

　　それにより得られた計算結果に基づき砕石パイルの改良深さ及び配置間隔を決定する。　　それにより得られた計算結果に基づき砕石パイルの改良深さ及び配置間隔を決定する。　　それにより得られた計算結果に基づき砕石パイルの改良深さ及び配置間隔を決定する。　　それにより得られた計算結果に基づき砕石パイルの改良深さ及び配置間隔を決定する。　　それにより得られた計算結果に基づき砕石パイルの改良深さ及び配置間隔を決定する。　　それにより得られた計算結果に基づき砕石パイルの改良深さ及び配置間隔を決定する。　　それにより得られた計算結果に基づき砕石パイルの改良深さ及び配置間隔を決定する。

４.施工計画書４.施工計画書４.施工計画書４.施工計画書４.施工計画書４.施工計画書４.施工計画書

　　　本工事に先立ち、施工計画書を監督員に提出する。施工計画書には次の事項を明記する。　　　本工事に先立ち、施工計画書を監督員に提出する。施工計画書には次の事項を明記する。　　　本工事に先立ち、施工計画書を監督員に提出する。施工計画書には次の事項を明記する。　　　本工事に先立ち、施工計画書を監督員に提出する。施工計画書には次の事項を明記する。　　　本工事に先立ち、施工計画書を監督員に提出する。施工計画書には次の事項を明記する。　　　本工事に先立ち、施工計画書を監督員に提出する。施工計画書には次の事項を明記する。　　　本工事に先立ち、施工計画書を監督員に提出する。施工計画書には次の事項を明記する。

　　　　（1）工事概要　　　（2）工事内容　　　（3）予定工程表　　　（4）施工機械　　　　（1）工事概要　　　（2）工事内容　　　（3）予定工程表　　　（4）施工機械　　　　（1）工事概要　　　（2）工事内容　　　（3）予定工程表　　　（4）施工機械　　　　（1）工事概要　　　（2）工事内容　　　（3）予定工程表　　　（4）施工機械　　　　（1）工事概要　　　（2）工事内容　　　（3）予定工程表　　　（4）施工機械　　　　（1）工事概要　　　（2）工事内容　　　（3）予定工程表　　　（4）施工機械　　　　（1）工事概要　　　（2）工事内容　　　（3）予定工程表　　　（4）施工機械

　　　　（5）使用材料　　　（6）施工方法　　　（7）施工管理　　　（8）安全対策　　　　（5）使用材料　　　（6）施工方法　　　（7）施工管理　　　（8）安全対策　　　　（5）使用材料　　　（6）施工方法　　　（7）施工管理　　　（8）安全対策　　　　（5）使用材料　　　（6）施工方法　　　（7）施工管理　　　（8）安全対策　　　　（5）使用材料　　　（6）施工方法　　　（7）施工管理　　　（8）安全対策　　　　（5）使用材料　　　（6）施工方法　　　（7）施工管理　　　（8）安全対策　　　　（5）使用材料　　　（6）施工方法　　　（7）施工管理　　　（8）安全対策

　　　　（9）安全管理体制　　　　（9）安全管理体制　　　　（9）安全管理体制　　　　（9）安全管理体制　　　　（9）安全管理体制　　　　（9）安全管理体制　　　　（9）安全管理体制

５.施工方法５.施工方法５.施工方法５.施工方法５.施工方法５.施工方法５.施工方法

　　　（1）砕石の締固めは加圧締固めとする。　　　（1）砕石の締固めは加圧締固めとする。　　　（1）砕石の締固めは加圧締固めとする。　　　（1）砕石の締固めは加圧締固めとする。　　　（1）砕石の締固めは加圧締固めとする。　　　（1）砕石の締固めは加圧締固めとする。　　　（1）砕石の締固めは加圧締固めとする。

　　　（3）概略施工手順は下記の通りとする。　　　（3）概略施工手順は下記の通りとする。　　　（3）概略施工手順は下記の通りとする。　　　（3）概略施工手順は下記の通りとする。　　　（3）概略施工手順は下記の通りとする。　　　（3）概略施工手順は下記の通りとする。　　　（3）概略施工手順は下記の通りとする。

　　　　　1.パイルの中心位置に、オーガーの中心を合わせて機械をセットする。　　　　　1.パイルの中心位置に、オーガーの中心を合わせて機械をセットする。　　　　　1.パイルの中心位置に、オーガーの中心を合わせて機械をセットする。　　　　　1.パイルの中心位置に、オーガーの中心を合わせて機械をセットする。　　　　　1.パイルの中心位置に、オーガーの中心を合わせて機械をセットする。　　　　　1.パイルの中心位置に、オーガーの中心を合わせて機械をセットする。　　　　　1.パイルの中心位置に、オーガーの中心を合わせて機械をセットする。

　　　　　2.セットが完了したらオーガーを回転させ、掘削を開始する。　　　　　2.セットが完了したらオーガーを回転させ、掘削を開始する。　　　　　2.セットが完了したらオーガーを回転させ、掘削を開始する。　　　　　2.セットが完了したらオーガーを回転させ、掘削を開始する。　　　　　2.セットが完了したらオーガーを回転させ、掘削を開始する。　　　　　2.セットが完了したらオーガーを回転させ、掘削を開始する。　　　　　2.セットが完了したらオーガーを回転させ、掘削を開始する。

　　　　　3.所定の深度に達したらベルコンを介し砕石を投入し、締固めを開始する。　　　　　3.所定の深度に達したらベルコンを介し砕石を投入し、締固めを開始する。　　　　　3.所定の深度に達したらベルコンを介し砕石を投入し、締固めを開始する。　　　　　3.所定の深度に達したらベルコンを介し砕石を投入し、締固めを開始する。　　　　　3.所定の深度に達したらベルコンを介し砕石を投入し、締固めを開始する。　　　　　3.所定の深度に達したらベルコンを介し砕石を投入し、締固めを開始する。　　　　　3.所定の深度に達したらベルコンを介し砕石を投入し、締固めを開始する。

　　　　　4.投入締固めを継続的に行う。　　　　　4.投入締固めを継続的に行う。　　　　　4.投入締固めを継続的に行う。　　　　　4.投入締固めを継続的に行う。　　　　　4.投入締固めを継続的に行う。　　　　　4.投入締固めを継続的に行う。　　　　　4.投入締固めを継続的に行う。

　　　　　5.仕上高は現況ＧＬまでとする。（ＧＬ設定は不要）　　　　　5.仕上高は現況ＧＬまでとする。（ＧＬ設定は不要）　　　　　5.仕上高は現況ＧＬまでとする。（ＧＬ設定は不要）　　　　　5.仕上高は現況ＧＬまでとする。（ＧＬ設定は不要）　　　　　5.仕上高は現況ＧＬまでとする。（ＧＬ設定は不要）　　　　　5.仕上高は現況ＧＬまでとする。（ＧＬ設定は不要）　　　　　5.仕上高は現況ＧＬまでとする。（ＧＬ設定は不要）

　　　（2）確認試験箇所　　　　　本工事は改良後の杭間代表箇所とする。　　　（2）確認試験箇所　　　　　本工事は改良後の杭間代表箇所とする。　　　（2）確認試験箇所　　　　　本工事は改良後の杭間代表箇所とする。　　　（2）確認試験箇所　　　　　本工事は改良後の杭間代表箇所とする。　　　（2）確認試験箇所　　　　　本工事は改良後の杭間代表箇所とする。　　　（2）確認試験箇所　　　　　本工事は改良後の杭間代表箇所とする。　　　（2）確認試験箇所　　　　　本工事は改良後の杭間代表箇所とする。

　　　　　又はJIS A5005(コンクリート用砕石及び砕砂)で規格された砕石(コンクリート用砕石4020)を使用する。　　　　　又はJIS A5005(コンクリート用砕石及び砕砂)で規格された砕石(コンクリート用砕石4020)を使用する。　　　　　又はJIS A5005(コンクリート用砕石及び砕砂)で規格された砕石(コンクリート用砕石4020)を使用する。　　　　　又はJIS A5005(コンクリート用砕石及び砕砂)で規格された砕石(コンクリート用砕石4020)を使用する。　　　　　又はJIS A5005(コンクリート用砕石及び砕砂)で規格された砕石(コンクリート用砕石4020)を使用する。　　　　　又はJIS A5005(コンクリート用砕石及び砕砂)で規格された砕石(コンクリート用砕石4020)を使用する。　　　　　又はJIS A5005(コンクリート用砕石及び砕砂)で規格された砕石(コンクリート用砕石4020)を使用する。

　　　（6）使用する砕石はJIS A5001道路用砕石で規格された砕石S-40（40-20）　　　（6）使用する砕石はJIS A5001道路用砕石で規格された砕石S-40（40-20）　　　（6）使用する砕石はJIS A5001道路用砕石で規格された砕石S-40（40-20）　　　（6）使用する砕石はJIS A5001道路用砕石で規格された砕石S-40（40-20）　　　（6）使用する砕石はJIS A5001道路用砕石で規格された砕石S-40（40-20）　　　（6）使用する砕石はJIS A5001道路用砕石で規格された砕石S-40（40-20）　　　（6）使用する砕石はJIS A5001道路用砕石で規格された砕石S-40（40-20）

　　標準貫入試験によって得られたＮ値、Ｎ値を用いて計算された粘着力㎝、内部摩擦角Φmを　　標準貫入試験によって得られたＮ値、Ｎ値を用いて計算された粘着力㎝、内部摩擦角Φmを　　標準貫入試験によって得られたＮ値、Ｎ値を用いて計算された粘着力㎝、内部摩擦角Φmを　　標準貫入試験によって得られたＮ値、Ｎ値を用いて計算された粘着力㎝、内部摩擦角Φmを　　標準貫入試験によって得られたＮ値、Ｎ値を用いて計算された粘着力㎝、内部摩擦角Φmを　　標準貫入試験によって得られたＮ値、Ｎ値を用いて計算された粘着力㎝、内部摩擦角Φmを　　標準貫入試験によって得られたＮ値、Ｎ値を用いて計算された粘着力㎝、内部摩擦角Φmを

　　　本工法はロッド先端部から圧縮空気および圧力噴射水を吐出させながら螺旋状の回転翼を　　　本工法はロッド先端部から圧縮空気および圧力噴射水を吐出させながら螺旋状の回転翼を　　　本工法はロッド先端部から圧縮空気および圧力噴射水を吐出させながら螺旋状の回転翼を　　　本工法はロッド先端部から圧縮空気および圧力噴射水を吐出させながら螺旋状の回転翼を　　　本工法はロッド先端部から圧縮空気および圧力噴射水を吐出させながら螺旋状の回転翼を　　　本工法はロッド先端部から圧縮空気および圧力噴射水を吐出させながら螺旋状の回転翼を　　　本工法はロッド先端部から圧縮空気および圧力噴射水を吐出させながら螺旋状の回転翼を

　　軟弱地盤に圧入回転させて掘削し、この掘削孔に砕石を充填圧入することで締固められた　　軟弱地盤に圧入回転させて掘削し、この掘削孔に砕石を充填圧入することで締固められた　　軟弱地盤に圧入回転させて掘削し、この掘削孔に砕石を充填圧入することで締固められた　　軟弱地盤に圧入回転させて掘削し、この掘削孔に砕石を充填圧入することで締固められた　　軟弱地盤に圧入回転させて掘削し、この掘削孔に砕石を充填圧入することで締固められた　　軟弱地盤に圧入回転させて掘削し、この掘削孔に砕石を充填圧入することで締固められた　　軟弱地盤に圧入回転させて掘削し、この掘削孔に砕石を充填圧入することで締固められた

　　砕石柱状体を築造し、この柱状体と原地盤の支持力を複合させて利用する地盤補強工法である。　　砕石柱状体を築造し、この柱状体と原地盤の支持力を複合させて利用する地盤補強工法である。　　砕石柱状体を築造し、この柱状体と原地盤の支持力を複合させて利用する地盤補強工法である。　　砕石柱状体を築造し、この柱状体と原地盤の支持力を複合させて利用する地盤補強工法である。　　砕石柱状体を築造し、この柱状体と原地盤の支持力を複合させて利用する地盤補強工法である。　　砕石柱状体を築造し、この柱状体と原地盤の支持力を複合させて利用する地盤補強工法である。　　砕石柱状体を築造し、この柱状体と原地盤の支持力を複合させて利用する地盤補強工法である。

　　　（2）砕石の1回当たりの投入量は掘削孔内10㎝～15㎝とする。　　　（2）砕石の1回当たりの投入量は掘削孔内10㎝～15㎝とする。　　　（2）砕石の1回当たりの投入量は掘削孔内10㎝～15㎝とする。　　　（2）砕石の1回当たりの投入量は掘削孔内10㎝～15㎝とする。　　　（2）砕石の1回当たりの投入量は掘削孔内10㎝～15㎝とする。　　　（2）砕石の1回当たりの投入量は掘削孔内10㎝～15㎝とする。　　　（2）砕石の1回当たりの投入量は掘削孔内10㎝～15㎝とする。

スケートボード等専用施設管理棟ほか１棟新築本体工事（管理棟）スケートボード等専用施設管理棟ほか１棟新築本体工事（管理棟）スケートボード等専用施設管理棟ほか１棟新築本体工事（管理棟）スケートボード等専用施設管理棟ほか１棟新築本体工事（管理棟）スケートボード等専用施設管理棟ほか１棟新築本体工事（管理棟）スケートボード等専用施設管理棟ほか１棟新築本体工事（管理棟）スケートボード等専用施設管理棟ほか１棟新築本体工事（管理棟）

　　　（1）オーガー径　Φ400㎜　（2）掘削深度 Ｌ=3.20m　　　　（3）本数：50本　　　（1）オーガー径　Φ400㎜　（2）掘削深度 Ｌ=3.20m　　　　（3）本数：50本　　　（1）オーガー径　Φ400㎜　（2）掘削深度 Ｌ=3.20m　　　　（3）本数：50本　　　（1）オーガー径　Φ400㎜　（2）掘削深度 Ｌ=3.20m　　　　（3）本数：50本　　　（1）オーガー径　Φ400㎜　（2）掘削深度 Ｌ=3.20m　　　　（3）本数：50本　　　（1）オーガー径　Φ400㎜　（2）掘削深度 Ｌ=3.20m　　　　（3）本数：50本　　　（1）オーガー径　Φ400㎜　（2）掘削深度 Ｌ=3.20m　　　　（3）本数：50本

　　　（4）設計接地圧：qa=50.00KN/㎡　（5）改良後の支持力確認試験（表面波探査試験）　　　（4）設計接地圧：qa=50.00KN/㎡　（5）改良後の支持力確認試験（表面波探査試験）　　　（4）設計接地圧：qa=50.00KN/㎡　（5）改良後の支持力確認試験（表面波探査試験）　　　（4）設計接地圧：qa=50.00KN/㎡　（5）改良後の支持力確認試験（表面波探査試験）　　　（4）設計接地圧：qa=50.00KN/㎡　（5）改良後の支持力確認試験（表面波探査試験）　　　（4）設計接地圧：qa=50.00KN/㎡　（5）改良後の支持力確認試験（表面波探査試験）　　　（4）設計接地圧：qa=50.00KN/㎡　（5）改良後の支持力確認試験（表面波探査試験）

砕石パイル工法　特記仕様書（参考）砕石パイル工法　特記仕様書（参考）砕石パイル工法　特記仕様書（参考）砕石パイル工法　特記仕様書（参考）砕石パイル工法　特記仕様書（参考）砕石パイル工法　特記仕様書（参考）砕石パイル工法　特記仕様書（参考）

Ｓ－１０Ｓ－１０Ｓ－１０Ｓ－１０Ｓ－１０Ｓ－１０Ｓ－１０
地盤改良特記仕様書(管理棟)［参考］地盤改良特記仕様書(管理棟)［参考］地盤改良特記仕様書(管理棟)［参考］地盤改良特記仕様書(管理棟)［参考］地盤改良特記仕様書(管理棟)［参考］地盤改良特記仕様書(管理棟)［参考］地盤改良特記仕様書(管理棟)［参考］

注　意　事　項注　意　事　項注　意　事　項注　意　事　項注　意　事　項注　意　事　項注　意　事　項

※基礎芯変更は施工図を作成の上、必ず確認を行うこと。※基礎芯変更は施工図を作成の上、必ず確認を行うこと。※基礎芯変更は施工図を作成の上、必ず確認を行うこと。※基礎芯変更は施工図を作成の上、必ず確認を行うこと。※基礎芯変更は施工図を作成の上、必ず確認を行うこと。※基礎芯変更は施工図を作成の上、必ず確認を行うこと。※基礎芯変更は施工図を作成の上、必ず確認を行うこと。

※　設計時の工法によらず、他の砕石パイル工法を採用する場合には設計接地圧等、※　設計時の工法によらず、他の砕石パイル工法を採用する場合には設計接地圧等、※　設計時の工法によらず、他の砕石パイル工法を採用する場合には設計接地圧等、※　設計時の工法によらず、他の砕石パイル工法を採用する場合には設計接地圧等、※　設計時の工法によらず、他の砕石パイル工法を採用する場合には設計接地圧等、※　設計時の工法によらず、他の砕石パイル工法を採用する場合には設計接地圧等、※　設計時の工法によらず、他の砕石パイル工法を採用する場合には設計接地圧等、

　設計工法と同等以上の仕様を満たしたものとし、監督員の承認を得ること。　設計工法と同等以上の仕様を満たしたものとし、監督員の承認を得ること。　設計工法と同等以上の仕様を満たしたものとし、監督員の承認を得ること。　設計工法と同等以上の仕様を満たしたものとし、監督員の承認を得ること。　設計工法と同等以上の仕様を満たしたものとし、監督員の承認を得ること。　設計工法と同等以上の仕様を満たしたものとし、監督員の承認を得ること。　設計工法と同等以上の仕様を満たしたものとし、監督員の承認を得ること。

  なお、工法の変更を行う場合に必要となる工事費の増は受注者負担とし、この変更による工事延長は  なお、工法の変更を行う場合に必要となる工事費の増は受注者負担とし、この変更による工事延長は  なお、工法の変更を行う場合に必要となる工事費の増は受注者負担とし、この変更による工事延長は  なお、工法の変更を行う場合に必要となる工事費の増は受注者負担とし、この変更による工事延長は  なお、工法の変更を行う場合に必要となる工事費の増は受注者負担とし、この変更による工事延長は  なお、工法の変更を行う場合に必要となる工事費の増は受注者負担とし、この変更による工事延長は  なお、工法の変更を行う場合に必要となる工事費の増は受注者負担とし、この変更による工事延長は

  原則、行わないものとする。  原則、行わないものとする。  原則、行わないものとする。  原則、行わないものとする。  原則、行わないものとする。  原則、行わないものとする。  原則、行わないものとする。

参考参考参考参考参考参考参考

00123181
矩形

00123181
テキストボックス
ほか１棟新築本体工事



一級建築士　第344260号　　木元　達也一級建築士　第344260号　　木元　達也一級建築士　第344260号　　木元　達也一級建築士　第344260号　　木元　達也一級建築士　第344260号　　木元　達也一級建築士　第344260号　　木元　達也一級建築士　第344260号　　木元　達也

トラス・アーキテクト株式会社トラス・アーキテクト株式会社トラス・アーキテクト株式会社トラス・アーキテクト株式会社トラス・アーキテクト株式会社トラス・アーキテクト株式会社トラス・アーキテクト株式会社

一級建築士事務所　知事登録　第1-4-16号一級建築士事務所　知事登録　第1-4-16号一級建築士事務所　知事登録　第1-4-16号一級建築士事務所　知事登録　第1-4-16号一級建築士事務所　知事登録　第1-4-16号一級建築士事務所　知事登録　第1-4-16号一級建築士事務所　知事登録　第1-4-16号 ほか１棟新築工事ほか１棟新築工事ほか１棟新築工事ほか１棟新築工事ほか１棟新築工事ほか１棟新築工事ほか１棟新築工事
スケートボード等専用施設管理棟スケートボード等専用施設管理棟スケートボード等専用施設管理棟スケートボード等専用施設管理棟スケートボード等専用施設管理棟スケートボード等専用施設管理棟スケートボード等専用施設管理棟

鹿児島市建設局建築部建築課鹿児島市建設局建築部建築課鹿児島市建設局建築部建築課鹿児島市建設局建築部建築課鹿児島市建設局建築部建築課鹿児島市建設局建築部建築課鹿児島市建設局建築部建築課

３.改良深度及びパイル配置の決定３.改良深度及びパイル配置の決定３.改良深度及びパイル配置の決定３.改良深度及びパイル配置の決定３.改良深度及びパイル配置の決定３.改良深度及びパイル配置の決定３.改良深度及びパイル配置の決定

１.工法概要１.工法概要１.工法概要１.工法概要１.工法概要１.工法概要１.工法概要

２.特記仕様２.特記仕様２.特記仕様２.特記仕様２.特記仕様２.特記仕様２.特記仕様

６.施工管理６.施工管理６.施工管理６.施工管理６.施工管理６.施工管理６.施工管理

　　（1）パイルの鉛直度　　　改良機本体のロッドを傾斜計（マグネット式水平器）で計測する。　　（1）パイルの鉛直度　　　改良機本体のロッドを傾斜計（マグネット式水平器）で計測する。　　（1）パイルの鉛直度　　　改良機本体のロッドを傾斜計（マグネット式水平器）で計測する。　　（1）パイルの鉛直度　　　改良機本体のロッドを傾斜計（マグネット式水平器）で計測する。　　（1）パイルの鉛直度　　　改良機本体のロッドを傾斜計（マグネット式水平器）で計測する。　　（1）パイルの鉛直度　　　改良機本体のロッドを傾斜計（マグネット式水平器）で計測する。　　（1）パイルの鉛直度　　　改良機本体のロッドを傾斜計（マグネット式水平器）で計測する。

　　（2）掘削深度　　　　　　改良機装着の施工管理計測装置で計測し記録する。　　（2）掘削深度　　　　　　改良機装着の施工管理計測装置で計測し記録する。　　（2）掘削深度　　　　　　改良機装着の施工管理計測装置で計測し記録する。　　（2）掘削深度　　　　　　改良機装着の施工管理計測装置で計測し記録する。　　（2）掘削深度　　　　　　改良機装着の施工管理計測装置で計測し記録する。　　（2）掘削深度　　　　　　改良機装着の施工管理計測装置で計測し記録する。　　（2）掘削深度　　　　　　改良機装着の施工管理計測装置で計測し記録する。

　　（3）砕石投入量　　　　　改良機装着の施工管理計測装置で計測し記録する。　　（3）砕石投入量　　　　　改良機装着の施工管理計測装置で計測し記録する。　　（3）砕石投入量　　　　　改良機装着の施工管理計測装置で計測し記録する。　　（3）砕石投入量　　　　　改良機装着の施工管理計測装置で計測し記録する。　　（3）砕石投入量　　　　　改良機装着の施工管理計測装置で計測し記録する。　　（3）砕石投入量　　　　　改良機装着の施工管理計測装置で計測し記録する。　　（3）砕石投入量　　　　　改良機装着の施工管理計測装置で計測し記録する。

　　（4）押込み力　　　　　　改良機装着の施工管理計測装置で計測し記録する。　　（4）押込み力　　　　　　改良機装着の施工管理計測装置で計測し記録する。　　（4）押込み力　　　　　　改良機装着の施工管理計測装置で計測し記録する。　　（4）押込み力　　　　　　改良機装着の施工管理計測装置で計測し記録する。　　（4）押込み力　　　　　　改良機装着の施工管理計測装置で計測し記録する。　　（4）押込み力　　　　　　改良機装着の施工管理計測装置で計測し記録する。　　（4）押込み力　　　　　　改良機装着の施工管理計測装置で計測し記録する。

７.支持力確認試験７.支持力確認試験７.支持力確認試験７.支持力確認試験７.支持力確認試験７.支持力確認試験７.支持力確認試験

　　　本工法は原地盤と砕石パイルとの複合地盤を構築する工法であるので、施工後に　　　本工法は原地盤と砕石パイルとの複合地盤を構築する工法であるので、施工後に　　　本工法は原地盤と砕石パイルとの複合地盤を構築する工法であるので、施工後に　　　本工法は原地盤と砕石パイルとの複合地盤を構築する工法であるので、施工後に　　　本工法は原地盤と砕石パイルとの複合地盤を構築する工法であるので、施工後に　　　本工法は原地盤と砕石パイルとの複合地盤を構築する工法であるので、施工後に　　　本工法は原地盤と砕石パイルとの複合地盤を構築する工法であるので、施工後に

　　杭間の長期許容支持力度を表面波探査法により確認する。　　杭間の長期許容支持力度を表面波探査法により確認する。　　杭間の長期許容支持力度を表面波探査法により確認する。　　杭間の長期許容支持力度を表面波探査法により確認する。　　杭間の長期許容支持力度を表面波探査法により確認する。　　杭間の長期許容支持力度を表面波探査法により確認する。　　杭間の長期許容支持力度を表面波探査法により確認する。

　　　尚、表面波探査法は（財）先端建設技術センターの技術審査証明（技審証第1305号）を　　　尚、表面波探査法は（財）先端建設技術センターの技術審査証明（技審証第1305号）を　　　尚、表面波探査法は（財）先端建設技術センターの技術審査証明（技審証第1305号）を　　　尚、表面波探査法は（財）先端建設技術センターの技術審査証明（技審証第1305号）を　　　尚、表面波探査法は（財）先端建設技術センターの技術審査証明（技審証第1305号）を　　　尚、表面波探査法は（財）先端建設技術センターの技術審査証明（技審証第1305号）を　　　尚、表面波探査法は（財）先端建設技術センターの技術審査証明（技審証第1305号）を

　　取得しているビイック株式会社に委託して行う。　　取得しているビイック株式会社に委託して行う。　　取得しているビイック株式会社に委託して行う。　　取得しているビイック株式会社に委託して行う。　　取得しているビイック株式会社に委託して行う。　　取得しているビイック株式会社に委託して行う。　　取得しているビイック株式会社に委託して行う。

　　　（3）品質不良箇所の処置　　品質に不良があった場合は、監理者と協議し適切な処置を行う。　　　（3）品質不良箇所の処置　　品質に不良があった場合は、監理者と協議し適切な処置を行う。　　　（3）品質不良箇所の処置　　品質に不良があった場合は、監理者と協議し適切な処置を行う。　　　（3）品質不良箇所の処置　　品質に不良があった場合は、監理者と協議し適切な処置を行う。　　　（3）品質不良箇所の処置　　品質に不良があった場合は、監理者と協議し適切な処置を行う。　　　（3）品質不良箇所の処置　　品質に不良があった場合は、監理者と協議し適切な処置を行う。　　　（3）品質不良箇所の処置　　品質に不良があった場合は、監理者と協議し適切な処置を行う。

８.施工報告書８.施工報告書８.施工報告書８.施工報告書８.施工報告書８.施工報告書８.施工報告書

　　　工事完了後、次の事項について報告書を作成し監督員に提出する。　　　工事完了後、次の事項について報告書を作成し監督員に提出する。　　　工事完了後、次の事項について報告書を作成し監督員に提出する。　　　工事完了後、次の事項について報告書を作成し監督員に提出する。　　　工事完了後、次の事項について報告書を作成し監督員に提出する。　　　工事完了後、次の事項について報告書を作成し監督員に提出する。　　　工事完了後、次の事項について報告書を作成し監督員に提出する。

　　　（1）出来形平面図（施工番号・試験箇所・写真管理箇所）　（2）支持力確認試験結果　　　（1）出来形平面図（施工番号・試験箇所・写真管理箇所）　（2）支持力確認試験結果　　　（1）出来形平面図（施工番号・試験箇所・写真管理箇所）　（2）支持力確認試験結果　　　（1）出来形平面図（施工番号・試験箇所・写真管理箇所）　（2）支持力確認試験結果　　　（1）出来形平面図（施工番号・試験箇所・写真管理箇所）　（2）支持力確認試験結果　　　（1）出来形平面図（施工番号・試験箇所・写真管理箇所）　（2）支持力確認試験結果　　　（1）出来形平面図（施工番号・試験箇所・写真管理箇所）　（2）支持力確認試験結果

　　　（3）施工年月日　（4）パイル径　（5）掘削深度　（6）砕石投入量　　　（3）施工年月日　（4）パイル径　（5）掘削深度　（6）砕石投入量　　　（3）施工年月日　（4）パイル径　（5）掘削深度　（6）砕石投入量　　　（3）施工年月日　（4）パイル径　（5）掘削深度　（6）砕石投入量　　　（3）施工年月日　（4）パイル径　（5）掘削深度　（6）砕石投入量　　　（3）施工年月日　（4）パイル径　（5）掘削深度　（6）砕石投入量　　　（3）施工年月日　（4）パイル径　（5）掘削深度　（6）砕石投入量

　　　（7）押込み力　（8）施工状況写真　　　（7）押込み力　（8）施工状況写真　　　（7）押込み力　（8）施工状況写真　　　（7）押込み力　（8）施工状況写真　　　（7）押込み力　（8）施工状況写真　　　（7）押込み力　（8）施工状況写真　　　（7）押込み力　（8）施工状況写真

　　　（1）合格判定値　　　　　　長期許容支持力度(計算値＋杭間支持力の合算)以上をもって合格とする。　　　（1）合格判定値　　　　　　長期許容支持力度(計算値＋杭間支持力の合算)以上をもって合格とする。　　　（1）合格判定値　　　　　　長期許容支持力度(計算値＋杭間支持力の合算)以上をもって合格とする。　　　（1）合格判定値　　　　　　長期許容支持力度(計算値＋杭間支持力の合算)以上をもって合格とする。　　　（1）合格判定値　　　　　　長期許容支持力度(計算値＋杭間支持力の合算)以上をもって合格とする。　　　（1）合格判定値　　　　　　長期許容支持力度(計算値＋杭間支持力の合算)以上をもって合格とする。　　　（1）合格判定値　　　　　　長期許容支持力度(計算値＋杭間支持力の合算)以上をもって合格とする。

　　　本工法の長期許容支持力度は、スウェーデン式サウンディング試験（以下ＳＷＳ試験と称する）又は、　　　本工法の長期許容支持力度は、スウェーデン式サウンディング試験（以下ＳＷＳ試験と称する）又は、　　　本工法の長期許容支持力度は、スウェーデン式サウンディング試験（以下ＳＷＳ試験と称する）又は、　　　本工法の長期許容支持力度は、スウェーデン式サウンディング試験（以下ＳＷＳ試験と称する）又は、　　　本工法の長期許容支持力度は、スウェーデン式サウンディング試験（以下ＳＷＳ試験と称する）又は、　　　本工法の長期許容支持力度は、スウェーデン式サウンディング試験（以下ＳＷＳ試験と称する）又は、　　　本工法の長期許容支持力度は、スウェーデン式サウンディング試験（以下ＳＷＳ試験と称する）又は、

　　日本建築学会による支持力式「建築基礎構造設計指針P.105」に準じた式に代入して算定するが、　　日本建築学会による支持力式「建築基礎構造設計指針P.105」に準じた式に代入して算定するが、　　日本建築学会による支持力式「建築基礎構造設計指針P.105」に準じた式に代入して算定するが、　　日本建築学会による支持力式「建築基礎構造設計指針P.105」に準じた式に代入して算定するが、　　日本建築学会による支持力式「建築基礎構造設計指針P.105」に準じた式に代入して算定するが、　　日本建築学会による支持力式「建築基礎構造設計指針P.105」に準じた式に代入して算定するが、　　日本建築学会による支持力式「建築基礎構造設計指針P.105」に準じた式に代入して算定するが、

　　それにより得られた計算結果に基づき砕石パイルの改良深さ及び配置間隔を決定する。　　それにより得られた計算結果に基づき砕石パイルの改良深さ及び配置間隔を決定する。　　それにより得られた計算結果に基づき砕石パイルの改良深さ及び配置間隔を決定する。　　それにより得られた計算結果に基づき砕石パイルの改良深さ及び配置間隔を決定する。　　それにより得られた計算結果に基づき砕石パイルの改良深さ及び配置間隔を決定する。　　それにより得られた計算結果に基づき砕石パイルの改良深さ及び配置間隔を決定する。　　それにより得られた計算結果に基づき砕石パイルの改良深さ及び配置間隔を決定する。

４.施工計画書４.施工計画書４.施工計画書４.施工計画書４.施工計画書４.施工計画書４.施工計画書

　　　本工事に先立ち、施工計画書を監督員に提出する。施工計画書には次の事項を明記する。　　　本工事に先立ち、施工計画書を監督員に提出する。施工計画書には次の事項を明記する。　　　本工事に先立ち、施工計画書を監督員に提出する。施工計画書には次の事項を明記する。　　　本工事に先立ち、施工計画書を監督員に提出する。施工計画書には次の事項を明記する。　　　本工事に先立ち、施工計画書を監督員に提出する。施工計画書には次の事項を明記する。　　　本工事に先立ち、施工計画書を監督員に提出する。施工計画書には次の事項を明記する。　　　本工事に先立ち、施工計画書を監督員に提出する。施工計画書には次の事項を明記する。

　　　　（1）工事概要　　　（2）工事内容　　　（3）予定工程表　　　（4）施工機械　　　　（1）工事概要　　　（2）工事内容　　　（3）予定工程表　　　（4）施工機械　　　　（1）工事概要　　　（2）工事内容　　　（3）予定工程表　　　（4）施工機械　　　　（1）工事概要　　　（2）工事内容　　　（3）予定工程表　　　（4）施工機械　　　　（1）工事概要　　　（2）工事内容　　　（3）予定工程表　　　（4）施工機械　　　　（1）工事概要　　　（2）工事内容　　　（3）予定工程表　　　（4）施工機械　　　　（1）工事概要　　　（2）工事内容　　　（3）予定工程表　　　（4）施工機械

　　　　（5）使用材料　　　（6）施工方法　　　（7）施工管理　　　（8）安全対策　　　　（5）使用材料　　　（6）施工方法　　　（7）施工管理　　　（8）安全対策　　　　（5）使用材料　　　（6）施工方法　　　（7）施工管理　　　（8）安全対策　　　　（5）使用材料　　　（6）施工方法　　　（7）施工管理　　　（8）安全対策　　　　（5）使用材料　　　（6）施工方法　　　（7）施工管理　　　（8）安全対策　　　　（5）使用材料　　　（6）施工方法　　　（7）施工管理　　　（8）安全対策　　　　（5）使用材料　　　（6）施工方法　　　（7）施工管理　　　（8）安全対策

　　　　（9）安全管理体制　　　　（9）安全管理体制　　　　（9）安全管理体制　　　　（9）安全管理体制　　　　（9）安全管理体制　　　　（9）安全管理体制　　　　（9）安全管理体制

５.施工方法５.施工方法５.施工方法５.施工方法５.施工方法５.施工方法５.施工方法

　　　（1）砕石の締固めは加圧締固めとする。　　　（1）砕石の締固めは加圧締固めとする。　　　（1）砕石の締固めは加圧締固めとする。　　　（1）砕石の締固めは加圧締固めとする。　　　（1）砕石の締固めは加圧締固めとする。　　　（1）砕石の締固めは加圧締固めとする。　　　（1）砕石の締固めは加圧締固めとする。

　　　（3）概略施工手順は下記の通りとする。　　　（3）概略施工手順は下記の通りとする。　　　（3）概略施工手順は下記の通りとする。　　　（3）概略施工手順は下記の通りとする。　　　（3）概略施工手順は下記の通りとする。　　　（3）概略施工手順は下記の通りとする。　　　（3）概略施工手順は下記の通りとする。

　　　　　1.パイルの中心位置に、オーガーの中心を合わせて機械をセットする。　　　　　1.パイルの中心位置に、オーガーの中心を合わせて機械をセットする。　　　　　1.パイルの中心位置に、オーガーの中心を合わせて機械をセットする。　　　　　1.パイルの中心位置に、オーガーの中心を合わせて機械をセットする。　　　　　1.パイルの中心位置に、オーガーの中心を合わせて機械をセットする。　　　　　1.パイルの中心位置に、オーガーの中心を合わせて機械をセットする。　　　　　1.パイルの中心位置に、オーガーの中心を合わせて機械をセットする。

　　　　　2.セットが完了したらオーガーを回転させ、掘削を開始する。　　　　　2.セットが完了したらオーガーを回転させ、掘削を開始する。　　　　　2.セットが完了したらオーガーを回転させ、掘削を開始する。　　　　　2.セットが完了したらオーガーを回転させ、掘削を開始する。　　　　　2.セットが完了したらオーガーを回転させ、掘削を開始する。　　　　　2.セットが完了したらオーガーを回転させ、掘削を開始する。　　　　　2.セットが完了したらオーガーを回転させ、掘削を開始する。

　　　　　3.所定の深度に達したらベルコンを介し砕石を投入し、締固めを開始する。　　　　　3.所定の深度に達したらベルコンを介し砕石を投入し、締固めを開始する。　　　　　3.所定の深度に達したらベルコンを介し砕石を投入し、締固めを開始する。　　　　　3.所定の深度に達したらベルコンを介し砕石を投入し、締固めを開始する。　　　　　3.所定の深度に達したらベルコンを介し砕石を投入し、締固めを開始する。　　　　　3.所定の深度に達したらベルコンを介し砕石を投入し、締固めを開始する。　　　　　3.所定の深度に達したらベルコンを介し砕石を投入し、締固めを開始する。

　　　　　4.投入締固めを継続的に行う。　　　　　4.投入締固めを継続的に行う。　　　　　4.投入締固めを継続的に行う。　　　　　4.投入締固めを継続的に行う。　　　　　4.投入締固めを継続的に行う。　　　　　4.投入締固めを継続的に行う。　　　　　4.投入締固めを継続的に行う。

　　　　　5.仕上高は現況ＧＬまでとする。（ＧＬ設定は不要）　　　　　5.仕上高は現況ＧＬまでとする。（ＧＬ設定は不要）　　　　　5.仕上高は現況ＧＬまでとする。（ＧＬ設定は不要）　　　　　5.仕上高は現況ＧＬまでとする。（ＧＬ設定は不要）　　　　　5.仕上高は現況ＧＬまでとする。（ＧＬ設定は不要）　　　　　5.仕上高は現況ＧＬまでとする。（ＧＬ設定は不要）　　　　　5.仕上高は現況ＧＬまでとする。（ＧＬ設定は不要）

　　　（2）確認試験箇所　　　　　本工事は改良後の杭間代表箇所とする。　　　（2）確認試験箇所　　　　　本工事は改良後の杭間代表箇所とする。　　　（2）確認試験箇所　　　　　本工事は改良後の杭間代表箇所とする。　　　（2）確認試験箇所　　　　　本工事は改良後の杭間代表箇所とする。　　　（2）確認試験箇所　　　　　本工事は改良後の杭間代表箇所とする。　　　（2）確認試験箇所　　　　　本工事は改良後の杭間代表箇所とする。　　　（2）確認試験箇所　　　　　本工事は改良後の杭間代表箇所とする。

　　　　　又はJIS A5005(コンクリート用砕石及び砕砂)で規格された砕石(コンクリート用砕石4020)を使用する。　　　　　又はJIS A5005(コンクリート用砕石及び砕砂)で規格された砕石(コンクリート用砕石4020)を使用する。　　　　　又はJIS A5005(コンクリート用砕石及び砕砂)で規格された砕石(コンクリート用砕石4020)を使用する。　　　　　又はJIS A5005(コンクリート用砕石及び砕砂)で規格された砕石(コンクリート用砕石4020)を使用する。　　　　　又はJIS A5005(コンクリート用砕石及び砕砂)で規格された砕石(コンクリート用砕石4020)を使用する。　　　　　又はJIS A5005(コンクリート用砕石及び砕砂)で規格された砕石(コンクリート用砕石4020)を使用する。　　　　　又はJIS A5005(コンクリート用砕石及び砕砂)で規格された砕石(コンクリート用砕石4020)を使用する。

　　　（6）使用する砕石はJIS A5001道路用砕石で規格された砕石S-40（40-20）　　　（6）使用する砕石はJIS A5001道路用砕石で規格された砕石S-40（40-20）　　　（6）使用する砕石はJIS A5001道路用砕石で規格された砕石S-40（40-20）　　　（6）使用する砕石はJIS A5001道路用砕石で規格された砕石S-40（40-20）　　　（6）使用する砕石はJIS A5001道路用砕石で規格された砕石S-40（40-20）　　　（6）使用する砕石はJIS A5001道路用砕石で規格された砕石S-40（40-20）　　　（6）使用する砕石はJIS A5001道路用砕石で規格された砕石S-40（40-20）

　　標準貫入試験によって得られたＮ値、Ｎ値を用いて計算された粘着力㎝、内部摩擦角Φmを　　標準貫入試験によって得られたＮ値、Ｎ値を用いて計算された粘着力㎝、内部摩擦角Φmを　　標準貫入試験によって得られたＮ値、Ｎ値を用いて計算された粘着力㎝、内部摩擦角Φmを　　標準貫入試験によって得られたＮ値、Ｎ値を用いて計算された粘着力㎝、内部摩擦角Φmを　　標準貫入試験によって得られたＮ値、Ｎ値を用いて計算された粘着力㎝、内部摩擦角Φmを　　標準貫入試験によって得られたＮ値、Ｎ値を用いて計算された粘着力㎝、内部摩擦角Φmを　　標準貫入試験によって得られたＮ値、Ｎ値を用いて計算された粘着力㎝、内部摩擦角Φmを

　　　本工法はロッド先端部から圧縮空気および圧力噴射水を吐出させながら螺旋状の回転翼を　　　本工法はロッド先端部から圧縮空気および圧力噴射水を吐出させながら螺旋状の回転翼を　　　本工法はロッド先端部から圧縮空気および圧力噴射水を吐出させながら螺旋状の回転翼を　　　本工法はロッド先端部から圧縮空気および圧力噴射水を吐出させながら螺旋状の回転翼を　　　本工法はロッド先端部から圧縮空気および圧力噴射水を吐出させながら螺旋状の回転翼を　　　本工法はロッド先端部から圧縮空気および圧力噴射水を吐出させながら螺旋状の回転翼を　　　本工法はロッド先端部から圧縮空気および圧力噴射水を吐出させながら螺旋状の回転翼を

　　軟弱地盤に圧入回転させて掘削し、この掘削孔に砕石を充填圧入することで締固められた　　軟弱地盤に圧入回転させて掘削し、この掘削孔に砕石を充填圧入することで締固められた　　軟弱地盤に圧入回転させて掘削し、この掘削孔に砕石を充填圧入することで締固められた　　軟弱地盤に圧入回転させて掘削し、この掘削孔に砕石を充填圧入することで締固められた　　軟弱地盤に圧入回転させて掘削し、この掘削孔に砕石を充填圧入することで締固められた　　軟弱地盤に圧入回転させて掘削し、この掘削孔に砕石を充填圧入することで締固められた　　軟弱地盤に圧入回転させて掘削し、この掘削孔に砕石を充填圧入することで締固められた

　　砕石柱状体を築造し、この柱状体と原地盤の支持力を複合させて利用する地盤補強工法である。　　砕石柱状体を築造し、この柱状体と原地盤の支持力を複合させて利用する地盤補強工法である。　　砕石柱状体を築造し、この柱状体と原地盤の支持力を複合させて利用する地盤補強工法である。　　砕石柱状体を築造し、この柱状体と原地盤の支持力を複合させて利用する地盤補強工法である。　　砕石柱状体を築造し、この柱状体と原地盤の支持力を複合させて利用する地盤補強工法である。　　砕石柱状体を築造し、この柱状体と原地盤の支持力を複合させて利用する地盤補強工法である。　　砕石柱状体を築造し、この柱状体と原地盤の支持力を複合させて利用する地盤補強工法である。

　　　（2）砕石の1回当たりの投入量は掘削孔内10㎝～15㎝とする。　　　（2）砕石の1回当たりの投入量は掘削孔内10㎝～15㎝とする。　　　（2）砕石の1回当たりの投入量は掘削孔内10㎝～15㎝とする。　　　（2）砕石の1回当たりの投入量は掘削孔内10㎝～15㎝とする。　　　（2）砕石の1回当たりの投入量は掘削孔内10㎝～15㎝とする。　　　（2）砕石の1回当たりの投入量は掘削孔内10㎝～15㎝とする。　　　（2）砕石の1回当たりの投入量は掘削孔内10㎝～15㎝とする。

スケートボード等専用施設管理棟ほか１棟新築本体工事（ダンス競技棟）スケートボード等専用施設管理棟ほか１棟新築本体工事（ダンス競技棟）スケートボード等専用施設管理棟ほか１棟新築本体工事（ダンス競技棟）スケートボード等専用施設管理棟ほか１棟新築本体工事（ダンス競技棟）スケートボード等専用施設管理棟ほか１棟新築本体工事（ダンス競技棟）スケートボード等専用施設管理棟ほか１棟新築本体工事（ダンス競技棟）スケートボード等専用施設管理棟ほか１棟新築本体工事（ダンス競技棟）

　　　（4）設計接地圧：qa=75.00KN/㎡　（5）改良後の支持力確認試験（表面波探査試験）　　　（4）設計接地圧：qa=75.00KN/㎡　（5）改良後の支持力確認試験（表面波探査試験）　　　（4）設計接地圧：qa=75.00KN/㎡　（5）改良後の支持力確認試験（表面波探査試験）　　　（4）設計接地圧：qa=75.00KN/㎡　（5）改良後の支持力確認試験（表面波探査試験）　　　（4）設計接地圧：qa=75.00KN/㎡　（5）改良後の支持力確認試験（表面波探査試験）　　　（4）設計接地圧：qa=75.00KN/㎡　（5）改良後の支持力確認試験（表面波探査試験）　　　（4）設計接地圧：qa=75.00KN/㎡　（5）改良後の支持力確認試験（表面波探査試験）

砕石パイル工法　特記仕様書（参考）砕石パイル工法　特記仕様書（参考）砕石パイル工法　特記仕様書（参考）砕石パイル工法　特記仕様書（参考）砕石パイル工法　特記仕様書（参考）砕石パイル工法　特記仕様書（参考）砕石パイル工法　特記仕様書（参考）

Ｓ－１１Ｓ－１１Ｓ－１１Ｓ－１１Ｓ－１１Ｓ－１１Ｓ－１１

注　意　事　項注　意　事　項注　意　事　項注　意　事　項注　意　事　項注　意　事　項注　意　事　項

※基礎芯変更は施工図を作成の上、必ず確認を行うこと。※基礎芯変更は施工図を作成の上、必ず確認を行うこと。※基礎芯変更は施工図を作成の上、必ず確認を行うこと。※基礎芯変更は施工図を作成の上、必ず確認を行うこと。※基礎芯変更は施工図を作成の上、必ず確認を行うこと。※基礎芯変更は施工図を作成の上、必ず確認を行うこと。※基礎芯変更は施工図を作成の上、必ず確認を行うこと。

※　設計時の工法によらず、他の砕石パイル工法を採用する場合には設計接地圧等、※　設計時の工法によらず、他の砕石パイル工法を採用する場合には設計接地圧等、※　設計時の工法によらず、他の砕石パイル工法を採用する場合には設計接地圧等、※　設計時の工法によらず、他の砕石パイル工法を採用する場合には設計接地圧等、※　設計時の工法によらず、他の砕石パイル工法を採用する場合には設計接地圧等、※　設計時の工法によらず、他の砕石パイル工法を採用する場合には設計接地圧等、※　設計時の工法によらず、他の砕石パイル工法を採用する場合には設計接地圧等、

　設計工法と同等以上の仕様を満たしたものとし、監督員の承認を得ること。　設計工法と同等以上の仕様を満たしたものとし、監督員の承認を得ること。　設計工法と同等以上の仕様を満たしたものとし、監督員の承認を得ること。　設計工法と同等以上の仕様を満たしたものとし、監督員の承認を得ること。　設計工法と同等以上の仕様を満たしたものとし、監督員の承認を得ること。　設計工法と同等以上の仕様を満たしたものとし、監督員の承認を得ること。　設計工法と同等以上の仕様を満たしたものとし、監督員の承認を得ること。

  なお、工法の変更を行う場合に必要となる工事費の増は受注者負担とし、この変更による工事延長は  なお、工法の変更を行う場合に必要となる工事費の増は受注者負担とし、この変更による工事延長は  なお、工法の変更を行う場合に必要となる工事費の増は受注者負担とし、この変更による工事延長は  なお、工法の変更を行う場合に必要となる工事費の増は受注者負担とし、この変更による工事延長は  なお、工法の変更を行う場合に必要となる工事費の増は受注者負担とし、この変更による工事延長は  なお、工法の変更を行う場合に必要となる工事費の増は受注者負担とし、この変更による工事延長は  なお、工法の変更を行う場合に必要となる工事費の増は受注者負担とし、この変更による工事延長は

  原則、行わないものとする。  原則、行わないものとする。  原則、行わないものとする。  原則、行わないものとする。  原則、行わないものとする。  原則、行わないものとする。  原則、行わないものとする。

参考参考参考参考参考参考参考

地盤改良特記仕様書(ダンス競技棟)[参考]地盤改良特記仕様書(ダンス競技棟)[参考]地盤改良特記仕様書(ダンス競技棟)[参考]地盤改良特記仕様書(ダンス競技棟)[参考]地盤改良特記仕様書(ダンス競技棟)[参考]地盤改良特記仕様書(ダンス競技棟)[参考]地盤改良特記仕様書(ダンス競技棟)[参考]

　　　（1）オーガー径　Φ400㎜　（2）掘削深度 Ｌ=3.25m　　　　（3）本数：20本　　　（1）オーガー径　Φ400㎜　（2）掘削深度 Ｌ=3.25m　　　　（3）本数：20本　　　（1）オーガー径　Φ400㎜　（2）掘削深度 Ｌ=3.25m　　　　（3）本数：20本　　　（1）オーガー径　Φ400㎜　（2）掘削深度 Ｌ=3.25m　　　　（3）本数：20本　　　（1）オーガー径　Φ400㎜　（2）掘削深度 Ｌ=3.25m　　　　（3）本数：20本　　　（1）オーガー径　Φ400㎜　（2）掘削深度 Ｌ=3.25m　　　　（3）本数：20本　　　（1）オーガー径　Φ400㎜　（2）掘削深度 Ｌ=3.25m　　　　（3）本数：20本

00123181
矩形

00123181
テキストボックス
ほか１棟新築本体工事



一級建築士　第344260号　　木元　達也一級建築士　第344260号　　木元　達也一級建築士　第344260号　　木元　達也一級建築士　第344260号　　木元　達也一級建築士　第344260号　　木元　達也一級建築士　第344260号　　木元　達也一級建築士　第344260号　　木元　達也

トラス・アーキテクト株式会社トラス・アーキテクト株式会社トラス・アーキテクト株式会社トラス・アーキテクト株式会社トラス・アーキテクト株式会社トラス・アーキテクト株式会社トラス・アーキテクト株式会社

一級建築士事務所　知事登録　第1-4-16号一級建築士事務所　知事登録　第1-4-16号一級建築士事務所　知事登録　第1-4-16号一級建築士事務所　知事登録　第1-4-16号一級建築士事務所　知事登録　第1-4-16号一級建築士事務所　知事登録　第1-4-16号一級建築士事務所　知事登録　第1-4-16号 ほか１棟新築工事ほか１棟新築工事ほか１棟新築工事ほか１棟新築工事ほか１棟新築工事ほか１棟新築工事ほか１棟新築工事
スケートボード等専用施設管理棟スケートボード等専用施設管理棟スケートボード等専用施設管理棟スケートボード等専用施設管理棟スケートボード等専用施設管理棟スケートボード等専用施設管理棟スケートボード等専用施設管理棟

鹿児島市建設局建築部建築課鹿児島市建設局建築部建築課鹿児島市建設局建築部建築課鹿児島市建設局建築部建築課鹿児島市建設局建築部建築課鹿児島市建設局建築部建築課鹿児島市建設局建築部建築課

備　　考備　　考備　　考備　　考備　　考備　　考備　　考 符　　号符　　号符　　号符　　号符　　号符　　号符　　号

符　　　号符　　　号符　　　号符　　　号符　　　号符　　　号符　　　号

フランジ　ジョイントフランジ　ジョイントフランジ　ジョイントフランジ　ジョイントフランジ　ジョイントフランジ　ジョイントフランジ　ジョイント

添え板添え板添え板添え板添え板添え板添え板ボルト本数ボルト本数ボルト本数ボルト本数ボルト本数ボルト本数ボルト本数 (N)(N)(N)(N)(N)(N)(N)
外外外外外外外

内内内内内内内

ウェブ　ジョイントウェブ　ジョイントウェブ　ジョイントウェブ　ジョイントウェブ　ジョイントウェブ　ジョイントウェブ　ジョイント

ボルト本数ボルト本数ボルト本数ボルト本数ボルト本数ボルト本数ボルト本数 (N)(N)(N)(N)(N)(N)(N) 添え板添え板添え板添え板添え板添え板添え板 g2g2g2g2g2g2g2

根　巻　き根　巻　き根　巻　き根　巻　き根　巻　き根　巻　き根　巻　き

主　　　筋主　　　筋主　　　筋主　　　筋主　　　筋主　　　筋主　　　筋

ＨＯＯＰＨＯＯＰＨＯＯＰＨＯＯＰＨＯＯＰＨＯＯＰＨＯＯＰ

ＴＯＰ．ＨＴＯＰ．ＨＴＯＰ．ＨＴＯＰ．ＨＴＯＰ．ＨＴＯＰ．ＨＴＯＰ．Ｈ

姿　図姿　図姿　図姿　図姿　図姿　図姿　図

リブプレートリブプレートリブプレートリブプレートリブプレートリブプレートリブプレート

その他は重ね継手とする．その他は重ね継手とする．その他は重ね継手とする．その他は重ね継手とする．その他は重ね継手とする．その他は重ね継手とする．その他は重ね継手とする．

2222222

2222222

：ｆｔ＝１９５Ｎ／ｍｍ　（長期）：ｆｔ＝１９５Ｎ／ｍｍ　（長期）：ｆｔ＝１９５Ｎ／ｍｍ　（長期）：ｆｔ＝１９５Ｎ／ｍｍ　（長期）：ｆｔ＝１９５Ｎ／ｍｍ　（長期）：ｆｔ＝１９５Ｎ／ｍｍ　（長期）：ｆｔ＝１９５Ｎ／ｍｍ　（長期）

：ｆｔ＝２１５Ｎ／ｍｍ　（長期）：ｆｔ＝２１５Ｎ／ｍｍ　（長期）：ｆｔ＝２１５Ｎ／ｍｍ　（長期）：ｆｔ＝２１５Ｎ／ｍｍ　（長期）：ｆｔ＝２１５Ｎ／ｍｍ　（長期）：ｆｔ＝２１５Ｎ／ｍｍ　（長期）：ｆｔ＝２１５Ｎ／ｍｍ　（長期）

普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート

ＦＦＦＦＦＦＦ

ＦＦＦＦＦＦＦ

ＦＦＦＦＦＦＦ

ＦＦＦＦＦＦＦ

ＦＦＦＦＦＦＦ

地中梁・基礎地中梁・基礎地中梁・基礎地中梁・基礎地中梁・基礎地中梁・基礎地中梁・基礎 ｃｍｃｍｃｍｃｍｃｍｃｍｃｍ

柱・梁・壁柱・梁・壁柱・梁・壁柱・梁・壁柱・梁・壁柱・梁・壁柱・梁・壁 Ｓ＝○１５→２１ｃｍＳ＝○１５→２１ｃｍＳ＝○１５→２１ｃｍＳ＝○１５→２１ｃｍＳ＝○１５→２１ｃｍＳ＝○１５→２１ｃｍＳ＝○１５→２１ｃｍ 流動化剤使用）流動化剤使用）流動化剤使用）流動化剤使用）流動化剤使用）流動化剤使用）流動化剤使用）（（（（（（（

スラブスラブスラブスラブスラブスラブスラブ ｃｍｃｍｃｍｃｍｃｍｃｍｃｍ
土　間土　間土　間土　間土　間土　間土　間 ｃｍｃｍｃｍｃｍｃｍｃｍｃｍ

１ ． 材 料１ ． 材 料１ ． 材 料１ ． 材 料１ ． 材 料１ ． 材 料１ ． 材 料

共 通 事 項共 通 事 項共 通 事 項共 通 事 項共 通 事 項共 通 事 項共 通 事 項

●　鉄　筋●　鉄　筋●　鉄　筋●　鉄　筋●　鉄　筋●　鉄　筋●　鉄　筋

２　継　手２　継　手２　継　手２　継　手２　継　手２　継　手２　継　手

●　鋼　材●　鋼　材●　鋼　材●　鋼　材●　鋼　材●　鋼　材●　鋼　材

１　材　種１　材　種１　材　種１　材　種１　材　種１　材　種１　材　種

普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート●●●●●●●

●捨てコンクリ－ト●捨てコンクリ－ト●捨てコンクリ－ト●捨てコンクリ－ト●捨てコンクリ－ト●捨てコンクリ－ト●捨てコンクリ－ト

○１８ｃｍ○１８ｃｍ○１８ｃｍ○１８ｃｍ○１８ｃｍ○１８ｃｍ○１８ｃｍ

Ｓ＝●１５　○１８Ｓ＝●１５　○１８Ｓ＝●１５　○１８Ｓ＝●１５　○１８Ｓ＝●１５　○１８Ｓ＝●１５　○１８Ｓ＝●１５　○１８
Ｓ＝●１５　○１８Ｓ＝●１５　○１８Ｓ＝●１５　○１８Ｓ＝●１５　○１８Ｓ＝●１５　○１８Ｓ＝●１５　○１８Ｓ＝●１５　○１８

柱継手柱継手柱継手柱継手柱継手柱継手柱継手丸鋼ブレース（ＪＩＳ規格品とする・・・ＪＩＳ　Ａ５５４０～５５４２）丸鋼ブレース（ＪＩＳ規格品とする・・・ＪＩＳ　Ａ５５４０～５５４２）丸鋼ブレース（ＪＩＳ規格品とする・・・ＪＩＳ　Ａ５５４０～５５４２）丸鋼ブレース（ＪＩＳ規格品とする・・・ＪＩＳ　Ａ５５４０～５５４２）丸鋼ブレース（ＪＩＳ規格品とする・・・ＪＩＳ　Ａ５５４０～５５４２）丸鋼ブレース（ＪＩＳ規格品とする・・・ＪＩＳ　Ａ５５４０～５５４２）丸鋼ブレース（ＪＩＳ規格品とする・・・ＪＩＳ　Ａ５５４０～５５４２）

スラブリストスラブリストスラブリストスラブリストスラブリストスラブリストスラブリスト

デッキデッキデッキデッキデッキデッキデッキ コンクリ－ト厚さコンクリ－ト厚さコンクリ－ト厚さコンクリ－ト厚さコンクリ－ト厚さコンクリ－ト厚さコンクリ－ト厚さ 配　筋配　筋配　筋配　筋配　筋配　筋配　筋 符　　　号符　　　号符　　　号符　　　号符　　　号符　　　号符　　　号 長辺方向（配力筋）長辺方向（配力筋）長辺方向（配力筋）長辺方向（配力筋）長辺方向（配力筋）長辺方向（配力筋）長辺方向（配力筋）厚　さ厚　さ厚　さ厚　さ厚　さ厚　さ厚　さ

下下下下下下下

下下下下下下下

上上上上上上上

下下下下下下下

上上上上上上上

下下下下下下下

上上上上上上上＜一般部＞＜一般部＞＜一般部＞＜一般部＞＜一般部＞＜一般部＞＜一般部＞ ＜継手部＞＜継手部＞＜継手部＞＜継手部＞＜継手部＞＜継手部＞＜継手部＞

要要要要要要要
領領領領領領領
付付付付付付付
取取取取取取取
縁縁縁縁縁縁縁
胴胴胴胴胴胴胴
・・・・・・・
屋屋屋屋屋屋屋
母母母母母母母
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0
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45
0

45
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45
0

45
0

45
0

140140140140140140140

5~10mm5~10mm5~10mm5~10mm5~10mm5~10mm5~10mm

PL-16PL-16PL-16PL-16PL-16PL-16PL-16
2PL-9 6-M202PL-9 6-M202PL-9 6-M202PL-9 6-M202PL-9 6-M202PL-9 6-M202PL-9 6-M20

7070 7070 7070 70

4040 4040 4040 40
4040 4040 4040 407070 7070 7070 70

1010 1010 1010 10
7070 7070 7070 70

7070 7070 7070 70

4040 4040 4040 40
4040 4040 4040 40

40404040404040
4040404040404060606060606060

残し切断後残し切断後残し切断後残し切断後残し切断後残し切断後残し切断後
グラインダ－掛けグラインダ－掛けグラインダ－掛けグラインダ－掛けグラインダ－掛けグラインダ－掛けグラインダ－掛け

PL-9x25PL-9x25PL-9x25PL-9x25PL-9x25PL-9x25PL-9x25

ねじの呼び（ｄ）ねじの呼び（ｄ）ねじの呼び（ｄ）ねじの呼び（ｄ）ねじの呼び（ｄ）ねじの呼び（ｄ）ねじの呼び（ｄ）

最最最最最最最

最最最最最最最

は　し　あ　きは　し　あ　きは　し　あ　きは　し　あ　きは　し　あ　きは　し　あ　きは　し　あ　き （最小）（最小）（最小）（最小）（最小）（最小）（最小） 注（２）注（２）注（２）注（２）注（２）注（２）注（２）

切　　板　　製切　　板　　製切　　板　　製切　　板　　製切　　板　　製切　　板　　製切　　板　　製

平　　鋼　　製平　　鋼　　製平　　鋼　　製平　　鋼　　製平　　鋼　　製平　　鋼　　製平　　鋼　　製

ボルト端から取付ボルト穴心のあき　（最小）ボルト端から取付ボルト穴心のあき　（最小）ボルト端から取付ボルト穴心のあき　（最小）ボルト端から取付ボルト穴心のあき　（最小）ボルト端から取付ボルト穴心のあき　（最小）ボルト端から取付ボルト穴心のあき　（最小）ボルト端から取付ボルト穴心のあき　（最小）

溶　接　長　さ　（最小）溶　接　長　さ　（最小）溶　接　長　さ　（最小）溶　接　長　さ　（最小）溶　接　長　さ　（最小）溶　接　長　さ　（最小）溶　接　長　さ　（最小）

取 　 付 　 ボ 　 ル 　 ト 　 本 　 数取 　 付 　 ボ 　 ル 　 ト 　 本 　 数取 　 付 　 ボ 　 ル 　 ト 　 本 　 数取 　 付 　 ボ 　 ル 　 ト 　 本 　 数取 　 付 　 ボ 　 ル 　 ト 　 本 　 数取 　 付 　 ボ 　 ル 　 ト 　 本 　 数取 　 付 　 ボ 　 ル 　 ト 　 本 　 数 注（２）注（２）注（２）注（２）注（２）注（２）注（２）
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eeeeeee

ttttttt

eeeeeee

eeeeeee
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SSSSSSS

大大大大大大大

小小小小小小小

SSSSSSS

1111111

2222222

2222222

3333333

bbbbbbb

へりあき　（最小）　注（１）へりあき　（最小）　注（１）へりあき　（最小）　注（１）へりあき　（最小）　注（１）へりあき　（最小）　注（１）へりあき　（最小）　注（１）へりあき　（最小）　注（１）

板　　厚板　　厚板　　厚板　　厚板　　厚板　　厚板　　厚

へりあき　（最小）　注（１）へりあき　（最小）　注（１）へりあき　（最小）　注（１）へりあき　（最小）　注（１）へりあき　（最小）　注（１）へりあき　（最小）　注（１）へりあき　（最小）　注（１）

板　　厚板　　厚板　　厚板　　厚板　　厚板　　厚板　　厚

軸径ｄ１軸径ｄ１軸径ｄ１軸径ｄ１軸径ｄ１軸径ｄ１軸径ｄ１

調整ねじの長さ調整ねじの長さ調整ねじの長さ調整ねじの長さ調整ねじの長さ調整ねじの長さ調整ねじの長さ

取付ボルト穴径許容差取付ボルト穴径許容差取付ボルト穴径許容差取付ボルト穴径許容差取付ボルト穴径許容差取付ボルト穴径許容差取付ボルト穴径許容差 +0.-0.5mm+0.-0.5mm+0.-0.5mm+0.-0.5mm+0.-0.5mm+0.-0.5mm+0.-0.5mm
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(d)(d)(d)(d)(d)(d)(d)
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羽子板ボルト羽子板ボルト羽子板ボルト羽子板ボルト羽子板ボルト羽子板ボルト羽子板ボルト

Ｍ１２～Ｍ２２のときＭ１２～Ｍ２２のときＭ１２～Ｍ２２のときＭ１２～Ｍ２２のときＭ１２～Ｍ２２のときＭ１２～Ｍ２２のときＭ１２～Ｍ２２のとき

ddddddd 1111111

SSSSSSS SSSSSSS

(d)(d)(d)(d)(d)(d)(d)
eeeeeee 2222222

3333333eeeeeee 1111111eeeeeeeppppppp

lllllll bbbbbbb

RRRRRRR

ttttttt

Ｍ２４のときＭ２４のときＭ２４のときＭ２４のときＭ２４のときＭ２４のときＭ２４のとき

注（１）注（１）注（１）注（１）注（１）注（１）注（１） 1111111ｅ　、ｅ　が確保されていれば形状は自由でよい。ｅ　、ｅ　が確保されていれば形状は自由でよい。ｅ　、ｅ　が確保されていれば形状は自由でよい。ｅ　、ｅ　が確保されていれば形状は自由でよい。ｅ　、ｅ　が確保されていれば形状は自由でよい。ｅ　、ｅ　が確保されていれば形状は自由でよい。ｅ　、ｅ　が確保されていれば形状は自由でよい。2222222

（２）羽子板とガセットプレートの接合は表に示す取付ボルトを使用し、（２）羽子板とガセットプレートの接合は表に示す取付ボルトを使用し、（２）羽子板とガセットプレートの接合は表に示す取付ボルトを使用し、（２）羽子板とガセットプレートの接合は表に示す取付ボルトを使用し、（２）羽子板とガセットプレートの接合は表に示す取付ボルトを使用し、（２）羽子板とガセットプレートの接合は表に示す取付ボルトを使用し、（２）羽子板とガセットプレートの接合は表に示す取付ボルトを使用し、

一面せん断（支圧）接合とする。一面せん断（支圧）接合とする。一面せん断（支圧）接合とする。一面せん断（支圧）接合とする。一面せん断（支圧）接合とする。一面せん断（支圧）接合とする。一面せん断（支圧）接合とする。

（３）取付ボルトの種類はＪＩＳＢ１１８６　２種高力ボルト（Ｆ１０Ｔ）（３）取付ボルトの種類はＪＩＳＢ１１８６　２種高力ボルト（Ｆ１０Ｔ）（３）取付ボルトの種類はＪＩＳＢ１１８６　２種高力ボルト（Ｆ１０Ｔ）（３）取付ボルトの種類はＪＩＳＢ１１８６　２種高力ボルト（Ｆ１０Ｔ）（３）取付ボルトの種類はＪＩＳＢ１１８６　２種高力ボルト（Ｆ１０Ｔ）（３）取付ボルトの種類はＪＩＳＢ１１８６　２種高力ボルト（Ｆ１０Ｔ）（３）取付ボルトの種類はＪＩＳＢ１１８６　２種高力ボルト（Ｆ１０Ｔ）

またはＪＩＳＢ１１８０　中８ｇ１０．９またはＪＩＳＢ１１８０　中８ｇ１０．９またはＪＩＳＢ１１８０　中８ｇ１０．９またはＪＩＳＢ１１８０　中８ｇ１０．９またはＪＩＳＢ１１８０　中８ｇ１０．９またはＪＩＳＢ１１８０　中８ｇ１０．９またはＪＩＳＢ１１８０　中８ｇ１０．９
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フランジボルト本数フランジボルト本数フランジボルト本数フランジボルト本数フランジボルト本数フランジボルト本数フランジボルト本数

e1e1e1e1e1e1e1
e1e1e1e1e1e1e1 e1e1e1e1e1e1e1
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(N)(N)(N)(N)(N)(N)(N)

5555555

e1e1e1e1e1e1e1 e1e1e1e1e1e1e1

45454545454545

45454545454545

4545454545454545454545454545

45454545454545

45454545454545

e1e1e1e1e1e1e1 e1e1e1e1e1e1e1

e2e2 e2e2 e2e2 e2
e2e2 e2e2 e2e2 e2

4040 4040 4040 40
4040 4040 4040 40

g1g1 g1g1 g1g1 g1 BB BB BB B

フランジボルト本数フランジボルト本数フランジボルト本数フランジボルト本数フランジボルト本数フランジボルト本数フランジボルト本数

LLLLLLL

(N)(N)(N)(N)(N)(N)(N)

(N)(N)(N)(N)(N)(N)(N)
ウェブボルト本数ウェブボルト本数ウェブボルト本数ウェブボルト本数ウェブボルト本数ウェブボルト本数ウェブボルト本数

WPWPWPWPWPWPWPLLLLLLL

FPFPFPFPFPFPFP L1L1L1L1L1L1L1

FPFPFPFPFPFPFPL2L2L2L2L2L2L2

FPFPFPFPFPFPFP L2L2L2L2L2L2L2

FPFPFPFPFPFPFPL1L1L1L1L1L1L1

（特記無き限り，フランジ，ウェブとも添板はダブルとする）（特記無き限り，フランジ，ウェブとも添板はダブルとする）（特記無き限り，フランジ，ウェブとも添板はダブルとする）（特記無き限り，フランジ，ウェブとも添板はダブルとする）（特記無き限り，フランジ，ウェブとも添板はダブルとする）（特記無き限り，フランジ，ウェブとも添板はダブルとする）（特記無き限り，フランジ，ウェブとも添板はダブルとする）

呼　び　径呼　び　径呼　び　径呼　び　径呼　び　径呼　び　径呼　び　径

孔径孔径孔径孔径孔径孔径孔径

フランジフランジフランジフランジフランジフランジフランジ

ウ　ェ　ブウ　ェ　ブウ　ェ　ブウ　ェ　ブウ　ェ　ブウ　ェ　ブウ　ェ　ブ

は　し　あ　きは　し　あ　きは　し　あ　きは　し　あ　きは　し　あ　きは　し　あ　きは　し　あ　き

へ　り　あ　きへ　り　あ　きへ　り　あ　きへ　り　あ　きへ　り　あ　きへ　り　あ　きへ　り　あ　き（最小値）（最小値）（最小値）（最小値）（最小値）（最小値）（最小値）
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M16M16M16M16M16M16M16

17.017.017.017.017.017.017.0
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60(90.120)60(90.120)60(90.120)60(90.120)60(90.120)60(90.120)60(90.120)
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60606060606060

60(90.120)60(90.120)60(90.120)60(90.120)60(90.120)60(90.120)60(90.120)

40404040404040

60606060606060

60(90.120)60(90.120)60(90.120)60(90.120)60(90.120)60(90.120)60(90.120)

40404040404040

M20M20M20M20M20M20M20

21.521.521.521.521.521.521.5

27.527.527.527.527.527.527.5

M22M22M22M22M22M22M22

23.523.523.523.523.523.523.5

35353535353535

採用ピッチ採用ピッチ採用ピッチ採用ピッチ採用ピッチ採用ピッチ採用ピッチ

ボルトピッチ（Ｐ），ボルト穴径・最小縁端距離（ｍｍ）ボルトピッチ（Ｐ），ボルト穴径・最小縁端距離（ｍｍ）ボルトピッチ（Ｐ），ボルト穴径・最小縁端距離（ｍｍ）ボルトピッチ（Ｐ），ボルト穴径・最小縁端距離（ｍｍ）ボルトピッチ（Ｐ），ボルト穴径・最小縁端距離（ｍｍ）ボルトピッチ（Ｐ），ボルト穴径・最小縁端距離（ｍｍ）ボルトピッチ（Ｐ），ボルト穴径・最小縁端距離（ｍｍ）

ア－クスタッド溶接ア－クスタッド溶接ア－クスタッド溶接ア－クスタッド溶接ア－クスタッド溶接ア－クスタッド溶接ア－クスタッド溶接

hhhhhhh
ttttttt

a1a1a1a1a1a1a1

スタッドジベル取り付け要領スタッドジベル取り付け要領スタッドジベル取り付け要領スタッドジベル取り付け要領スタッドジベル取り付け要領スタッドジベル取り付け要領スタッドジベル取り付け要領

，，，，，，， ａ１　≧　４０ａ１　≧　４０ａ１　≧　４０ａ１　≧　４０ａ１　≧　４０ａ１　≧　４０ａ１　≧　４０４．０ｄ　≦　ｈ４．０ｄ　≦　ｈ４．０ｄ　≦　ｈ４．０ｄ　≦　ｈ４．０ｄ　≦　ｈ４．０ｄ　≦　ｈ４．０ｄ　≦　ｈ ，，，，，，， ｅ　≧　４０ｅ　≧　４０ｅ　≧　４０ｅ　≧　４０ｅ　≧　４０ｅ　≧　４０ｅ　≧　４０

７．５ｄ　≦　Ｐ１　≦　６００７．５ｄ　≦　Ｐ１　≦　６００７．５ｄ　≦　Ｐ１　≦　６００７．５ｄ　≦　Ｐ１　≦　６００７．５ｄ　≦　Ｐ１　≦　６００７．５ｄ　≦　Ｐ１　≦　６００７．５ｄ　≦　Ｐ１　≦　６００ ，，，，，，，ｄ　≧　　２．５ｔｄ　≧　　２．５ｔｄ　≧　　２．５ｔｄ　≧　　２．５ｔｄ　≧　　２．５ｔｄ　≧　　２．５ｔｄ　≧　　２．５ｔ

５．０ｄ　≦　Ｐ２５．０ｄ　≦　Ｐ２５．０ｄ　≦　Ｐ２５．０ｄ　≦　Ｐ２５．０ｄ　≦　Ｐ２５．０ｄ　≦　Ｐ２５．０ｄ　≦　Ｐ２ ，，，，，，， ａ２　≧　１００ａ２　≧　１００ａ２　≧　１００ａ２　≧　１００ａ２　≧　１００ａ２　≧　１００ａ２　≧　１００

ｈ，Ｐ１，Ｐ２は設計図書による．ｈ，Ｐ１，Ｐ２は設計図書による．ｈ，Ｐ１，Ｐ２は設計図書による．ｈ，Ｐ１，Ｐ２は設計図書による．ｈ，Ｐ１，Ｐ２は設計図書による．ｈ，Ｐ１，Ｐ２は設計図書による．ｈ，Ｐ１，Ｐ２は設計図書による．※※※※※※※

P1P1P1P1P1P1P1 P1P1P1P1P1P1P1 P1P1P1P1P1P1P1 a2a2a2a2a2a2a2 P2P2P2P2P2P2P2 eeeeeeeeeeeeee

e1e1e1e1e1e1e1 e1e1e1e1e1e1e1

（外）（外）（外）（外）（外）（外）（外）

（内）（内）（内）（内）（内）（内）（内）

M16M16M16M16M16M16M16M12M12M12M12M12M12M12 M14M14M14M14M14M14M14 M18M18M18M18M18M18M18 M20M20M20M20M20M20M20 M22M22M22M22M22M22M22 M24M24M24M24M24M24M24

10.8110.8110.8110.8110.8110.8110.81 12.6512.6512.6512.6512.6512.6512.65 14.6514.6514.6514.6514.6514.6514.65 16.3316.3316.3316.3316.3316.3316.33 18.3318.3318.3318.3318.3318.3318.33 20.3320.3320.3320.3320.3320.3320.33 21.9921.9921.9921.9921.9921.9921.99

10.6410.6410.6410.6410.6410.6410.64 12.4612.4612.4612.4612.4612.4612.46 14.4614.4614.4614.4614.4614.4614.46 16.1116.1116.1116.1116.1116.1116.11 18.1118.1118.1118.1118.1118.1118.11 20.1120.1120.1120.1120.1120.1120.11 21.7721.7721.7721.7721.7721.7721.77

32.532.532.532.532.532.532.5 32.532.532.532.532.532.532.5 37.537.537.537.537.537.537.5 37.537.537.537.537.537.537.5

1-M121-M121-M121-M121-M121-M121-M12 1-M161-M161-M161-M161-M161-M161-M16 1-M161-M161-M161-M161-M161-M161-M16 1-M201-M201-M201-M201-M201-M201-M20 1-M201-M201-M201-M201-M201-M201-M20 1-M221-M221-M221-M221-M221-M221-M22 2-M202-M202-M202-M202-M202-M202-M20

47474747474747 52525252525252 59595959595959 66666666666666 66666666666666 73737373737373 70707070707070

40404040404040 50505050505050 55555555555555 60606060606060 75757575757575 85858585858585 85858585858585

19191919191919 25252525252525 25252525252525

9999999

99999999999999

99999999999999

99999999999999666666666666664.54.54.54.54.54.54.5

4.54.54.54.54.54.54.5 999999966666666666666

28282828282828 28282828282828 34343434343434 34343434343434 38383838383838 38383838383838

13131313131313 17171717171717 17171717171717 21.521.521.521.521.521.521.5 23.523.523.523.523.523.523.5 21.521.521.521.521.521.521.5

35353535353535 40404040404040 50505050505050 50505050505050 55555555555555 50505050505050

100100100100100100100 115115115115115115115 125125125125125125125 140140140140140140140 150150150150150150150 165165165165165165165 175175175175175175175

22222222222222

45454545454545

21.521.521.521.521.521.521.5

（既製品）（既製品）（既製品）（既製品）（既製品）（既製品）（既製品）（既製品）（既製品）（既製品）（既製品）（既製品）（既製品）（既製品）

●ＨＴＢ　Ｆ１０Ｔ（μ＝０．４５）●ＨＴＢ　Ｆ１０Ｔ（μ＝０．４５）●ＨＴＢ　Ｆ１０Ｔ（μ＝０．４５）●ＨＴＢ　Ｆ１０Ｔ（μ＝０．４５）●ＨＴＢ　Ｆ１０Ｔ（μ＝０．４５）●ＨＴＢ　Ｆ１０Ｔ（μ＝０．４５）●ＨＴＢ　Ｆ１０Ｔ（μ＝０．４５）

●ＳＤ２９５（Ｄ１０～Ｄ１６：規格品）●ＳＤ２９５（Ｄ１０～Ｄ１６：規格品）●ＳＤ２９５（Ｄ１０～Ｄ１６：規格品）●ＳＤ２９５（Ｄ１０～Ｄ１６：規格品）●ＳＤ２９５（Ｄ１０～Ｄ１６：規格品）●ＳＤ２９５（Ｄ１０～Ｄ１６：規格品）●ＳＤ２９５（Ｄ１０～Ｄ１６：規格品）

Ｓ＝●１５　○１８Ｓ＝●１５　○１８Ｓ＝●１５　○１８Ｓ＝●１５　○１８Ｓ＝●１５　○１８Ｓ＝●１５　○１８Ｓ＝●１５　○１８

1/401/401/401/401/401/401/40

●●●●●●●

●ＳＤ３４５（Ｄ１９～Ｄ２５：規格品）●ＳＤ３４５（Ｄ１９～Ｄ２５：規格品）●ＳＤ３４５（Ｄ１９～Ｄ２５：規格品）●ＳＤ３４５（Ｄ１９～Ｄ２５：規格品）●ＳＤ３４５（Ｄ１９～Ｄ２５：規格品）●ＳＤ３４５（Ｄ１９～Ｄ２５：規格品）●ＳＤ３４５（Ｄ１９～Ｄ２５：規格品）

ＤＳ１ＤＳ１ＤＳ１ＤＳ１ＤＳ１ＤＳ１ＤＳ１ 100100100100100100100
ﾜｲﾔｰﾒｯｼｭﾜｲﾔｰﾒｯｼｭﾜｲﾔｰﾒｯｼｭﾜｲﾔｰﾒｯｼｭﾜｲﾔｰﾒｯｼｭﾜｲﾔｰﾒｯｼｭﾜｲﾔｰﾒｯｼｭ
6φ-150x1506φ-150x1506φ-150x1506φ-150x1506φ-150x1506φ-150x1506φ-150x150

C1C1C1C1C1C1C1

●Ｆ８Ｔ　（μ＝０．４０）：溶融亜鉛メッキ部分●Ｆ８Ｔ　（μ＝０．４０）：溶融亜鉛メッキ部分●Ｆ８Ｔ　（μ＝０．４０）：溶融亜鉛メッキ部分●Ｆ８Ｔ　（μ＝０．４０）：溶融亜鉛メッキ部分●Ｆ８Ｔ　（μ＝０．４０）：溶融亜鉛メッキ部分●Ｆ８Ｔ　（μ＝０．４０）：溶融亜鉛メッキ部分●Ｆ８Ｔ　（μ＝０．４０）：溶融亜鉛メッキ部分

ベ－スプレ－トベ－スプレ－トベ－スプレ－トベ－スプレ－トベ－スプレ－トベ－スプレ－トベ－スプレ－ト

主　　　材主　　　材主　　　材主　　　材主　　　材主　　　材主　　　材

アンカ－ボルトアンカ－ボルトアンカ－ボルトアンカ－ボルトアンカ－ボルトアンカ－ボルトアンカ－ボルト

●●●●●●● 特記無き限り国土交通省大臣官房官庁営繕部監修特記無き限り国土交通省大臣官房官庁営繕部監修特記無き限り国土交通省大臣官房官庁営繕部監修特記無き限り国土交通省大臣官房官庁営繕部監修特記無き限り国土交通省大臣官房官庁営繕部監修特記無き限り国土交通省大臣官房官庁営繕部監修特記無き限り国土交通省大臣官房官庁営繕部監修
「公共建築工事標準共通仕様書」「公共建築工事標準共通仕様書」「公共建築工事標準共通仕様書」「公共建築工事標準共通仕様書」「公共建築工事標準共通仕様書」「公共建築工事標準共通仕様書」「公共建築工事標準共通仕様書」最新版（令和７年版）に依る．最新版（令和７年版）に依る．最新版（令和７年版）に依る．最新版（令和７年版）に依る．最新版（令和７年版）に依る．最新版（令和７年版）に依る．最新版（令和７年版）に依る．

Ⅲ　その他Ⅲ　その他Ⅲ　その他Ⅲ　その他Ⅲ　その他Ⅲ　その他Ⅲ　その他

Ⅱ　　基　　礎Ⅱ　　基　　礎Ⅱ　　基　　礎Ⅱ　　基　　礎Ⅱ　　基　　礎Ⅱ　　基　　礎Ⅱ　　基　　礎
１　直接基礎１　直接基礎１　直接基礎１　直接基礎１　直接基礎１　直接基礎１　直接基礎

共通：現場補修・現場接合部も上記補修に準ずる．共通：現場補修・現場接合部も上記補修に準ずる．共通：現場補修・現場接合部も上記補修に準ずる．共通：現場補修・現場接合部も上記補修に準ずる．共通：現場補修・現場接合部も上記補修に準ずる．共通：現場補修・現場接合部も上記補修に準ずる．共通：現場補修・現場接合部も上記補修に準ずる．

●溶融亜鉛メッキ●溶融亜鉛メッキ●溶融亜鉛メッキ●溶融亜鉛メッキ●溶融亜鉛メッキ●溶融亜鉛メッキ●溶融亜鉛メッキ

●鉛・クロムフリー錆止めペイント●鉛・クロムフリー錆止めペイント●鉛・クロムフリー錆止めペイント●鉛・クロムフリー錆止めペイント●鉛・クロムフリー錆止めペイント●鉛・クロムフリー錆止めペイント●鉛・クロムフリー錆止めペイント

○塩基性クロム酸錆止めペイント○塩基性クロム酸錆止めペイント○塩基性クロム酸錆止めペイント○塩基性クロム酸錆止めペイント○塩基性クロム酸錆止めペイント○塩基性クロム酸錆止めペイント○塩基性クロム酸錆止めペイント

○亜鉛化鉛錆止めペイント○亜鉛化鉛錆止めペイント○亜鉛化鉛錆止めペイント○亜鉛化鉛錆止めペイント○亜鉛化鉛錆止めペイント○亜鉛化鉛錆止めペイント○亜鉛化鉛錆止めペイント

○鉛丹錆止めペイント○鉛丹錆止めペイント○鉛丹錆止めペイント○鉛丹錆止めペイント○鉛丹錆止めペイント○鉛丹錆止めペイント○鉛丹錆止めペイント

○一般錆止めペイント○一般錆止めペイント○一般錆止めペイント○一般錆止めペイント○一般錆止めペイント○一般錆止めペイント○一般錆止めペイント

（（（（（（（

（（（（（（（

（（（（（（（

２２２２２２２ＪＩＳ　Ｋ　５６７４の規格）ＪＩＳ　Ｋ　５６７４の規格）ＪＩＳ　Ｋ　５６７４の規格）ＪＩＳ　Ｋ　５６７４の規格）ＪＩＳ　Ｋ　５６７４の規格）ＪＩＳ　Ｋ　５６７４の規格）ＪＩＳ　Ｋ　５６７４の規格）

ＪＩＳ　Ｋ　５６２４の規格）ＪＩＳ　Ｋ　５６２４の規格）ＪＩＳ　Ｋ　５６２４の規格）ＪＩＳ　Ｋ　５６２４の規格）ＪＩＳ　Ｋ　５６２４の規格）ＪＩＳ　Ｋ　５６２４の規格）ＪＩＳ　Ｋ　５６２４の規格）

ＪＩＳ　Ｋ　５６２３の規格）ＪＩＳ　Ｋ　５６２３の規格）ＪＩＳ　Ｋ　５６２３の規格）ＪＩＳ　Ｋ　５６２３の規格）ＪＩＳ　Ｋ　５６２３の規格）ＪＩＳ　Ｋ　５６２３の規格）ＪＩＳ　Ｋ　５６２３の規格）

（ＪＩＳ　Ｋ　５６２２の規格）（ＪＩＳ　Ｋ　５６２２の規格）（ＪＩＳ　Ｋ　５６２２の規格）（ＪＩＳ　Ｋ　５６２２の規格）（ＪＩＳ　Ｋ　５６２２の規格）（ＪＩＳ　Ｋ　５６２２の規格）（ＪＩＳ　Ｋ　５６２２の規格）

（ＪＩＳ　Ｋ　５６２１の規格）（ＪＩＳ　Ｋ　５６２１の規格）（ＪＩＳ　Ｋ　５６２１の規格）（ＪＩＳ　Ｋ　５６２１の規格）（ＪＩＳ　Ｋ　５６２１の規格）（ＪＩＳ　Ｋ　５６２１の規格）（ＪＩＳ　Ｋ　５６２１の規格）

：　　回塗：　　回塗：　　回塗：　　回塗：　　回塗：　　回塗：　　回塗

：　　回塗：　　回塗：　　回塗：　　回塗：　　回塗：　　回塗：　　回塗

：　　回塗：　　回塗：　　回塗：　　回塗：　　回塗：　　回塗：　　回塗

：　　回塗：　　回塗：　　回塗：　　回塗：　　回塗：　　回塗：　　回塗

：　　回塗：　　回塗：　　回塗：　　回塗：　　回塗：　　回塗：　　回塗

：外部鉄骨部分：外部鉄骨部分：外部鉄骨部分：外部鉄骨部分：外部鉄骨部分：外部鉄骨部分：外部鉄骨部分

１　材　種１　材　種１　材　種１　材　種１　材　種１　材　種１　材　種

２　高力ﾎﾞﾙﾄ２　高力ﾎﾞﾙﾄ２　高力ﾎﾞﾙﾄ２　高力ﾎﾞﾙﾄ２　高力ﾎﾞﾙﾄ２　高力ﾎﾞﾙﾄ２　高力ﾎﾞﾙﾄ

３　防錆塗料３　防錆塗料３　防錆塗料３　防錆塗料３　防錆塗料３　防錆塗料３　防錆塗料

●Ｄ19以上はガス圧接とする．●Ｄ19以上はガス圧接とする．●Ｄ19以上はガス圧接とする．●Ｄ19以上はガス圧接とする．●Ｄ19以上はガス圧接とする．●Ｄ19以上はガス圧接とする．●Ｄ19以上はガス圧接とする．

〇全て重ね継手とする．〇全て重ね継手とする．〇全て重ね継手とする．〇全て重ね継手とする．〇全て重ね継手とする．〇全て重ね継手とする．〇全て重ね継手とする．

端部：ＳＮ４００Ｂ端部：ＳＮ４００Ｂ端部：ＳＮ４００Ｂ端部：ＳＮ４００Ｂ端部：ＳＮ４００Ｂ端部：ＳＮ４００Ｂ端部：ＳＮ４００Ｂ

中央：ＳＳ４００中央：ＳＳ４００中央：ＳＳ４００中央：ＳＳ４００中央：ＳＳ４００中央：ＳＳ４００中央：ＳＳ４００
２Ｐ２Ｐ２Ｐ２Ｐ２Ｐ２Ｐ２ＰＬ－６Ｌ－６Ｌ－６Ｌ－６Ｌ－６Ｌ－６Ｌ－６３－Ｍ２０３－Ｍ２０３－Ｍ２０３－Ｍ２０３－Ｍ２０３－Ｍ２０３－Ｍ２０ ９０９０９０９０９０９０９０
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470470470470470470470
25025025025025025025050505050505050

60606060606060 60606060606060

50505050505050 300300300300300300300

32x520x52032x520x52032x520x52032x520x52032x520x52032x520x52032x520x520

8-M24 APL-16x75x75 L=6008-M24 APL-16x75x75 L=6008-M24 APL-16x75x75 L=6008-M24 APL-16x75x75 L=6008-M24 APL-16x75x75 L=6008-M24 APL-16x75x75 L=6008-M24 APL-16x75x75 L=600
(ABR400)(ABR400)(ABR400)(ABR400)(ABR400)(ABR400)(ABR400)

32x470x47032x470x47032x470x47032x470x47032x470x47032x470x47032x470x470

4-M20 APL-12x60x60 L=5004-M20 APL-12x60x60 L=5004-M20 APL-12x60x60 L=5004-M20 APL-12x60x60 L=5004-M20 APL-12x60x60 L=5004-M20 APL-12x60x60 L=5004-M20 APL-12x60x60 L=500
(ABR400)(ABR400)(ABR400)(ABR400)(ABR400)(ABR400)(ABR400)

１６－Ｄ２２１６－Ｄ２２１６－Ｄ２２１６－Ｄ２２１６－Ｄ２２１６－Ｄ２２１６－Ｄ２２

Ｄ１３－＠１５０Ｄ１３－＠１５０Ｄ１３－＠１５０Ｄ１３－＠１５０Ｄ１３－＠１５０Ｄ１３－＠１５０Ｄ１３－＠１５０

１６－Ｄ２２１６－Ｄ２２１６－Ｄ２２１６－Ｄ２２１６－Ｄ２２１６－Ｄ２２１６－Ｄ２２

Ｄ１３－＠１５０Ｄ１３－＠１５０Ｄ１３－＠１５０Ｄ１３－＠１５０Ｄ１３－＠１５０Ｄ１３－＠１５０Ｄ１３－＠１５０

●ＳＳ４００　●ＳＮ４００　●ＳＳＣ４００　●ＢＣＲ２９５ ●ＳＴＫＲ４００●ＳＳ４００　●ＳＮ４００　●ＳＳＣ４００　●ＢＣＲ２９５ ●ＳＴＫＲ４００●ＳＳ４００　●ＳＮ４００　●ＳＳＣ４００　●ＢＣＲ２９５ ●ＳＴＫＲ４００●ＳＳ４００　●ＳＮ４００　●ＳＳＣ４００　●ＢＣＲ２９５ ●ＳＴＫＲ４００●ＳＳ４００　●ＳＮ４００　●ＳＳＣ４００　●ＢＣＲ２９５ ●ＳＴＫＲ４００●ＳＳ４００　●ＳＮ４００　●ＳＳＣ４００　●ＢＣＲ２９５ ●ＳＴＫＲ４００●ＳＳ４００　●ＳＮ４００　●ＳＳＣ４００　●ＢＣＲ２９５ ●ＳＴＫＲ４００ （註：全て規格品使用）（註：全て規格品使用）（註：全て規格品使用）（註：全て規格品使用）（註：全て規格品使用）（註：全て規格品使用）（註：全て規格品使用）
●ＴＳＣ２９５●ＴＳＣ２９５●ＴＳＣ２９５●ＴＳＣ２９５●ＴＳＣ２９５●ＴＳＣ２９５●ＴＳＣ２９５

部材ﾘｽﾄ、共通事項部材ﾘｽﾄ、共通事項部材ﾘｽﾄ、共通事項部材ﾘｽﾄ、共通事項部材ﾘｽﾄ、共通事項部材ﾘｽﾄ、共通事項部材ﾘｽﾄ、共通事項

QL-99-50-1.2GQL-99-50-1.2GQL-99-50-1.2GQL-99-50-1.2GQL-99-50-1.2GQL-99-50-1.2GQL-99-50-1.2G
(同等品)(同等品)(同等品)(同等品)(同等品)(同等品)(同等品)

CCCCCCC

CCCCCCC

CCCCCCC

CCCCCCC

CCCCCCC

４－Ｍ２０４－Ｍ２０４－Ｍ２０４－Ｍ２０４－Ｍ２０４－Ｍ２０４－Ｍ２０ ＰＰＰＰＰＰＰＬ－９Ｌ－９Ｌ－９Ｌ－９Ｌ－９Ｌ－９Ｌ－９
ＰＰＰＰＰＰＰＬ－９Ｌ－９Ｌ－９Ｌ－９Ｌ－９Ｌ－９Ｌ－９

195195195195195195195
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50505050505050

22.522.522.522.522.522.522.550505050505050 22.522.522.522.522.522.522.522.522.522.522.522.522.522.5

95959595959595

2525 2525 2
525 25

97
.5

97
.5

97
.5

97
.5

97
.5

97
.5

97
.5

97
.5

97
.5

97
.5

97
.5

97
.5

97
.5

97
.5

72
.5

72
.5

72
.5

72
.5

72
.5

72
.5

72
.5

72
.5

72
.5

72
.5

72
.5

72
.5

72
.5

72
.5

2525 2525 2
525 25

L-97.5x40x4.5 BOLT 2-M12L-97.5x40x4.5 BOLT 2-M12L-97.5x40x4.5 BOLT 2-M12L-97.5x40x4.5 BOLT 2-M12L-97.5x40x4.5 BOLT 2-M12L-97.5x40x4.5 BOLT 2-M12L-97.5x40x4.5 BOLT 2-M12 L-97.5x40x4.5 BOLT 2-M12L-97.5x40x4.5 BOLT 2-M12L-97.5x40x4.5 BOLT 2-M12L-97.5x40x4.5 BOLT 2-M12L-97.5x40x4.5 BOLT 2-M12L-97.5x40x4.5 BOLT 2-M12L-97.5x40x4.5 BOLT 2-M12

＝＝＝＝＝＝＝

＝＝＝＝＝＝＝

＝＝＝＝＝＝＝

N/mmN/mmN/mmN/mmN/mmN/mmN/mm

N/mmN/mmN/mmN/mmN/mmN/mmN/mm

2222222

2222222

N/mmN/mmN/mmN/mmN/mmN/mmN/mm 2222222 （防水剤（ベストン同等以上）（防水剤（ベストン同等以上）（防水剤（ベストン同等以上）（防水剤（ベストン同等以上）（防水剤（ベストン同等以上）（防水剤（ベストン同等以上）（防水剤（ベストン同等以上）

＝＝＝＝＝＝＝

＝＝＝＝＝＝＝ N/mmN/mmN/mmN/mmN/mmN/mmN/mm

N/mmN/mmN/mmN/mmN/mmN/mmN/mm

2222222

2222222

（基礎・地中梁・各階床［ＢＦ～　ＢＦ］）（基礎・地中梁・各階床［ＢＦ～　ＢＦ］）（基礎・地中梁・各階床［ＢＦ～　ＢＦ］）（基礎・地中梁・各階床［ＢＦ～　ＢＦ］）（基礎・地中梁・各階床［ＢＦ～　ＢＦ］）（基礎・地中梁・各階床［ＢＦ～　ＢＦ］）（基礎・地中梁・各階床［ＢＦ～　ＢＦ］）21212121212121

18181818181818

16161616161616

（基礎・地中梁・各階床［１Ｆ～　１Ｆ］）（基礎・地中梁・各階床［１Ｆ～　１Ｆ］）（基礎・地中梁・各階床［１Ｆ～　１Ｆ］）（基礎・地中梁・各階床［１Ｆ～　１Ｆ］）（基礎・地中梁・各階床［１Ｆ～　１Ｆ］）（基礎・地中梁・各階床［１Ｆ～　１Ｆ］）（基礎・地中梁・各階床［１Ｆ～　１Ｆ］）

［ＲＦ～ＲＦ］）［ＲＦ～ＲＦ］）［ＲＦ～ＲＦ］）［ＲＦ～ＲＦ］）［ＲＦ～ＲＦ］）［ＲＦ～ＲＦ］）［ＲＦ～ＲＦ］）

21212121212121

21212121212121

●コンクリ－ト強度●コンクリ－ト強度●コンクリ－ト強度●コンクリ－ト強度●コンクリ－ト強度●コンクリ－ト強度●コンクリ－ト強度

１,強度１,強度１,強度１,強度１,強度１,強度１,強度

２,スランプ２,スランプ２,スランプ２,スランプ２,スランプ２,スランプ２,スランプ

普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート

 土間コンクリ－ト 土間コンクリ－ト 土間コンクリ－ト 土間コンクリ－ト 土間コンクリ－ト 土間コンクリ－ト 土間コンクリ－ト

●●●●●●●

●●●●●●●

短辺方向（主筋）短辺方向（主筋）短辺方向（主筋）短辺方向（主筋）短辺方向（主筋）短辺方向（主筋）短辺方向（主筋）

上上上上上上上

位置位置位置位置位置位置位置

ＰＰＰＰＰＰＰ 端部：ＳＮ４００Ｂ端部：ＳＮ４００Ｂ端部：ＳＮ４００Ｂ端部：ＳＮ４００Ｂ端部：ＳＮ４００Ｂ端部：ＳＮ４００Ｂ端部：ＳＮ４００Ｂ

中央：ＳＳ４００中央：ＳＳ４００中央：ＳＳ４００中央：ＳＳ４００中央：ＳＳ４００中央：ＳＳ４００中央：ＳＳ４００ＰＰＰＰＰＰＰ
Ｌ－１２Ｌ－１２Ｌ－１２Ｌ－１２Ｌ－１２Ｌ－１２Ｌ－１２
Ｌ－１２Ｌ－１２Ｌ－１２Ｌ－１２Ｌ－１２Ｌ－１２Ｌ－１２ ２Ｐ２Ｐ２Ｐ２Ｐ２Ｐ２Ｐ２ＰＬ－９Ｌ－９Ｌ－９Ｌ－９Ｌ－９Ｌ－９Ｌ－９ ６０６０６０６０６０６０６０ＲＲＲＲＲＲＲ １１１１１１１ＧＧＧＧＧＧＧ ６－M20６－M20６－M20６－M20６－M20６－M20６－M20 ５－M20５－M20５－M20５－M20５－M20５－M20５－M20

Ｓ－１２Ｓ－１２Ｓ－１２Ｓ－１２Ｓ－１２Ｓ－１２Ｓ－１２

ＰＰＰＰＰＰＰＬ－９Ｌ－９Ｌ－９Ｌ－９Ｌ－９Ｌ－９Ｌ－９３－Ｍ１６３－Ｍ１６３－Ｍ１６３－Ｍ１６３－Ｍ１６３－Ｍ１６３－Ｍ１６

ＰＰＰＰＰＰＰＬ－６Ｌ－６Ｌ－６Ｌ－６Ｌ－６Ｌ－６Ｌ－６

、ダイヤフラム：ＳＮ４９０Ｃ、ダイヤフラム：ＳＮ４９０Ｃ、ダイヤフラム：ＳＮ４９０Ｃ、ダイヤフラム：ＳＮ４９０Ｃ、ダイヤフラム：ＳＮ４９０Ｃ、ダイヤフラム：ＳＮ４９０Ｃ、ダイヤフラム：ＳＮ４９０Ｃλ=40.5λ=40.5λ=40.5λ=40.5λ=40.5λ=40.5λ=40.5

、ダイヤフラム：ＳＮ４９０Ｃ、ダイヤフラム：ＳＮ４９０Ｃ、ダイヤフラム：ＳＮ４９０Ｃ、ダイヤフラム：ＳＮ４９０Ｃ、ダイヤフラム：ＳＮ４９０Ｃ、ダイヤフラム：ＳＮ４９０Ｃ、ダイヤフラム：ＳＮ４９０Ｃλ=57.7λ=57.7λ=57.7λ=57.7λ=57.7λ=57.7λ=57.7

ＰＰＰＰＰＰＰＬ－９Ｌ－９Ｌ－９Ｌ－９Ｌ－９Ｌ－９Ｌ－９

□－３００ｘ３００ｘ１２□－３００ｘ３００ｘ１２□－３００ｘ３００ｘ１２□－３００ｘ３００ｘ１２□－３００ｘ３００ｘ１２□－３００ｘ３００ｘ１２□－３００ｘ３００ｘ１２

□－２５０ｘ２５０ｘ１２□－２５０ｘ２５０ｘ１２□－２５０ｘ２５０ｘ１２□－２５０ｘ２５０ｘ１２□－２５０ｘ２５０ｘ１２□－２５０ｘ２５０ｘ１２□－２５０ｘ２５０ｘ１２

□－１００ｘ１００ｘ９□－１００ｘ１００ｘ９□－１００ｘ１００ｘ９□－１００ｘ１００ｘ９□－１００ｘ１００ｘ９□－１００ｘ１００ｘ９□－１００ｘ１００ｘ９

Ｈ－２９４ｘ２００ｘ８ｘ１２Ｈ－２９４ｘ２００ｘ８ｘ１２Ｈ－２９４ｘ２００ｘ８ｘ１２Ｈ－２９４ｘ２００ｘ８ｘ１２Ｈ－２９４ｘ２００ｘ８ｘ１２Ｈ－２９４ｘ２００ｘ８ｘ１２Ｈ－２９４ｘ２００ｘ８ｘ１２

Ｈ－２５０ｘ１２５ｘ６ｘ９Ｈ－２５０ｘ１２５ｘ６ｘ９Ｈ－２５０ｘ１２５ｘ６ｘ９Ｈ－２５０ｘ１２５ｘ６ｘ９Ｈ－２５０ｘ１２５ｘ６ｘ９Ｈ－２５０ｘ１２５ｘ６ｘ９Ｈ－２５０ｘ１２５ｘ６ｘ９

Ｈ－２００ｘ１００ｘ５．５ｘ８Ｈ－２００ｘ１００ｘ５．５ｘ８Ｈ－２００ｘ１００ｘ５．５ｘ８Ｈ－２００ｘ１００ｘ５．５ｘ８Ｈ－２００ｘ１００ｘ５．５ｘ８Ｈ－２００ｘ１００ｘ５．５ｘ８Ｈ－２００ｘ１００ｘ５．５ｘ８

Ｈ－３４０ｘ２５０ｘ９ｘ１４Ｈ－３４０ｘ２５０ｘ９ｘ１４Ｈ－３４０ｘ２５０ｘ９ｘ１４Ｈ－３４０ｘ２５０ｘ９ｘ１４Ｈ－３４０ｘ２５０ｘ９ｘ１４Ｈ－３４０ｘ２５０ｘ９ｘ１４Ｈ－３４０ｘ２５０ｘ９ｘ１４

１１１１１１１

２２２２２２２

４４４４４４４

ＢＢＢＢＢＢＢ

ＢＢＢＢＢＢＢ

ＢＢＢＢＢＢＢ

６－Ｍ２０６－Ｍ２０６－Ｍ２０６－Ｍ２０６－Ｍ２０６－Ｍ２０６－Ｍ２０ ＰＰＰＰＰＰＰＬ－９Ｌ－９Ｌ－９Ｌ－９Ｌ－９Ｌ－９Ｌ－９
ＰＰＰＰＰＰＰＬ－９Ｌ－９Ｌ－９Ｌ－９Ｌ－９Ｌ－９Ｌ－９ ３－Ｍ２０３－Ｍ２０３－Ｍ２０３－Ｍ２０３－Ｍ２０３－Ｍ２０３－Ｍ２０ ２Ｐ２Ｐ２Ｐ２Ｐ２Ｐ２Ｐ２ＰＬ－９Ｌ－９Ｌ－９Ｌ－９Ｌ－９Ｌ－９Ｌ－９ ６０６０６０６０６０６０６０

１１１１１１１ １１１１１１１ＣＣＣＣＣＣＣ

１１１１１１１ ２２２２２２２ＣＣＣＣＣＣＣ

３３３３３３３ＢＢＢＢＢＢＢ ・Ｂ・Ｂ・Ｂ・Ｂ・Ｂ・Ｂ・Ｂ3A3A3A3A3A3A3A
２－Ｍ２０２－Ｍ２０２－Ｍ２０２－Ｍ２０２－Ｍ２０２－Ｍ２０２－Ｍ２０

(２－Ｍ１６)(２－Ｍ１６)(２－Ｍ１６)(２－Ｍ１６)(２－Ｍ１６)(２－Ｍ１６)(２－Ｍ１６)
( )内は、Ｂ３Ａを示す。( )内は、Ｂ３Ａを示す。( )内は、Ｂ３Ａを示す。( )内は、Ｂ３Ａを示す。( )内は、Ｂ３Ａを示す。( )内は、Ｂ３Ａを示す。( )内は、Ｂ３Ａを示す。

１１１１１１１ＰＰＰＰＰＰＰ ・Ｐ・Ｐ・Ｐ・Ｐ・Ｐ・Ｐ・Ｐ１Ａ１Ａ１Ａ１Ａ１Ａ１Ａ１Ａ
ＰＰＰＰＰＰＰＬ－９Ｌ－９Ｌ－９Ｌ－９Ｌ－９Ｌ－９Ｌ－９３－Ｍ２０３－Ｍ２０３－Ｍ２０３－Ｍ２０３－Ｍ２０３－Ｍ２０３－Ｍ２０
ＰＰＰＰＰＰＰ２－Ｍ２０２－Ｍ２０２－Ｍ２０２－Ｍ２０２－Ｍ２０２－Ｍ２０２－Ｍ２０ Ｌ－２２Ｌ－２２Ｌ－２２Ｌ－２２Ｌ－２２Ｌ－２２Ｌ－２２(      )(      )(      )(      )(      )(      )(      ) (      )(      )(      )(      )(      )(      )(      ) (  )内は、P1Aを示す。(  )内は、P1Aを示す。(  )内は、P1Aを示す。(  )内は、P1Aを示す。(  )内は、P1Aを示す。(  )内は、P1Aを示す。(  )内は、P1Aを示す。

６－Ｍ２０６－Ｍ２０６－Ｍ２０６－Ｍ２０６－Ｍ２０６－Ｍ２０６－Ｍ２０ ２Ｐ２Ｐ２Ｐ２Ｐ２Ｐ２Ｐ２Ｐ３－Ｍ２０３－Ｍ２０３－Ｍ２０３－Ｍ２０３－Ｍ２０３－Ｍ２０３－Ｍ２０ Ｌ－９Ｌ－９Ｌ－９Ｌ－９Ｌ－９Ｌ－９Ｌ－９ ６０６０６０６０６０６０６０

ＰＰＰＰＰＰＰＬ－１２Ｌ－１２Ｌ－１２Ｌ－１２Ｌ－１２Ｌ－１２Ｌ－１２

Ｈ－２９４ｘ２００ｘ８ｘ１２Ｈ－２９４ｘ２００ｘ８ｘ１２Ｈ－２９４ｘ２００ｘ８ｘ１２Ｈ－２９４ｘ２００ｘ８ｘ１２Ｈ－２９４ｘ２００ｘ８ｘ１２Ｈ－２９４ｘ２００ｘ８ｘ１２Ｈ－２９４ｘ２００ｘ８ｘ１２

Ｈ－２５０ｘ１２５ｘ６ｘ９Ｈ－２５０ｘ１２５ｘ６ｘ９Ｈ－２５０ｘ１２５ｘ６ｘ９Ｈ－２５０ｘ１２５ｘ６ｘ９Ｈ－２５０ｘ１２５ｘ６ｘ９Ｈ－２５０ｘ１２５ｘ６ｘ９Ｈ－２５０ｘ１２５ｘ６ｘ９ｃＢｃＢｃＢｃＢｃＢｃＢｃＢ

ｃＢｃＢｃＢｃＢｃＢｃＢｃＢ１１１１１１１

２２２２２２２

外階段ささら桁外階段ささら桁外階段ささら桁外階段ささら桁外階段ささら桁外階段ささら桁外階段ささら桁 ＰＰＰＰＰＰＰＬ－１２Ｌ－１２Ｌ－１２Ｌ－１２Ｌ－１２Ｌ－１２Ｌ－１２２－Ｍ２０２－Ｍ２０２－Ｍ２０２－Ｍ２０２－Ｍ２０２－Ｍ２０２－Ｍ２０

（中ボルト）（中ボルト）（中ボルト）（中ボルト）（中ボルト）（中ボルト）（中ボルト） ＰＰＰＰＰＰＰ

（中ボルト）（中ボルト）（中ボルト）（中ボルト）（中ボルト）（中ボルト）（中ボルト） ＰＰＰＰＰＰＰ
２－Ｍ１２２－Ｍ１２２－Ｍ１２２－Ｍ１２２－Ｍ１２２－Ｍ１２２－Ｍ１２

1-M201-M201-M201-M201-M201-M201-M20 G LG LG LG LG LG LG LP-9P-9P-9P-9P-9P-9P-9 JIS規格品JIS規格品JIS規格品JIS規格品JIS規格品JIS規格品JIS規格品屋根ﾌﾞﾚｰｽ(V1)屋根ﾌﾞﾚｰｽ(V1)屋根ﾌﾞﾚｰｽ(V1)屋根ﾌﾞﾚｰｽ(V1)屋根ﾌﾞﾚｰｽ(V1)屋根ﾌﾞﾚｰｽ(V1)屋根ﾌﾞﾚｰｽ(V1)

Ｈ－３５０ｘ１７５ｘ７ｘ１１Ｈ－３５０ｘ１７５ｘ７ｘ１１Ｈ－３５０ｘ１７５ｘ７ｘ１１Ｈ－３５０ｘ１７５ｘ７ｘ１１Ｈ－３５０ｘ１７５ｘ７ｘ１１Ｈ－３５０ｘ１７５ｘ７ｘ１１Ｈ－３５０ｘ１７５ｘ７ｘ１１

２Ｃ－１００ｘ５０ｘ２０ｘ２．３２Ｃ－１００ｘ５０ｘ２０ｘ２．３２Ｃ－１００ｘ５０ｘ２０ｘ２．３２Ｃ－１００ｘ５０ｘ２０ｘ２．３２Ｃ－１００ｘ５０ｘ２０ｘ２．３２Ｃ－１００ｘ５０ｘ２０ｘ２．３２Ｃ－１００ｘ５０ｘ２０ｘ２．３

Ｃ－１００ｘ５０ｘ２０ｘ２．３Ｃ－１００ｘ５０ｘ２０ｘ２．３Ｃ－１００ｘ５０ｘ２０ｘ２．３Ｃ－１００ｘ５０ｘ２０ｘ２．３Ｃ－１００ｘ５０ｘ２０ｘ２．３Ｃ－１００ｘ５０ｘ２０ｘ２．３Ｃ－１００ｘ５０ｘ２０ｘ２．３
　　　　　　　　　　　　－＠４５０　　　　　　　　　　　　－＠４５０　　　　　　　　　　　　－＠４５０　　　　　　　　　　　　－＠４５０　　　　　　　　　　　　－＠４５０　　　　　　　　　　　　－＠４５０　　　　　　　　　　　　－＠４５０

ＰＬ－３００ｘ１６ＰＬ－３００ｘ１６ＰＬ－３００ｘ１６ＰＬ－３００ｘ１６ＰＬ－３００ｘ１６ＰＬ－３００ｘ１６ＰＬ－３００ｘ１６

M20M20M20M20M20M20M20

３３３３３３３ｃＧｃＧｃＧｃＧｃＧｃＧｃＧ

Ｌ－４．５Ｌ－４．５Ｌ－４．５Ｌ－４．５Ｌ－４．５Ｌ－４．５Ｌ－４．５

Ｌ－４．５Ｌ－４．５Ｌ－４．５Ｌ－４．５Ｌ－４．５Ｌ－４．５Ｌ－４．５

２－Ｍ１２２－Ｍ１２２－Ｍ１２２－Ｍ１２２－Ｍ１２２－Ｍ１２２－Ｍ１２

２２２２２２２ｃＧｃＧｃＧｃＧｃＧｃＧｃＧ
※cG2：ｷｬﾝﾊﾞｰ10mm※cG2：ｷｬﾝﾊﾞｰ10mm※cG2：ｷｬﾝﾊﾞｰ10mm※cG2：ｷｬﾝﾊﾞｰ10mm※cG2：ｷｬﾝﾊﾞｰ10mm※cG2：ｷｬﾝﾊﾞｰ10mm※cG2：ｷｬﾝﾊﾞｰ10mm

５５５５５５５ＢＢＢＢＢＢＢ

ＢＢＢＢＢＢＢ

ＰＰＰＰＰＰＰ２－Ｍ１６２－Ｍ１６２－Ｍ１６２－Ｍ１６２－Ｍ１６２－Ｍ１６２－Ｍ１６ Ｌ－６Ｌ－６Ｌ－６Ｌ－６Ｌ－６Ｌ－６Ｌ－６Ｈ－１９４ｘ１５０ｘ６ｘ９Ｈ－１９４ｘ１５０ｘ６ｘ９Ｈ－１９４ｘ１５０ｘ６ｘ９Ｈ－１９４ｘ１５０ｘ６ｘ９Ｈ－１９４ｘ１５０ｘ６ｘ９Ｈ－１９４ｘ１５０ｘ６ｘ９Ｈ－１９４ｘ１５０ｘ６ｘ９

ＰＰＰＰＰＰＰ２－Ｍ１６２－Ｍ１６２－Ｍ１６２－Ｍ１６２－Ｍ１６２－Ｍ１６２－Ｍ１６ Ｌ－６Ｌ－６Ｌ－６Ｌ－６Ｌ－６Ｌ－６Ｌ－６Ｈ－１５０ｘ７５ｘ５ｘ７Ｈ－１５０ｘ７５ｘ５ｘ７Ｈ－１５０ｘ７５ｘ５ｘ７Ｈ－１５０ｘ７５ｘ５ｘ７Ｈ－１５０ｘ７５ｘ５ｘ７Ｈ－１５０ｘ７５ｘ５ｘ７Ｈ－１５０ｘ７５ｘ５ｘ７６６６６６６６

胴　縁胴　縁胴　縁胴　縁胴　縁胴　縁胴　縁
母　屋母　屋母　屋母　屋母　屋母　屋母　屋

ＰＰＰＰＰＰＰ２－Ｍ１６２－Ｍ１６２－Ｍ１６２－Ｍ１６２－Ｍ１６２－Ｍ１６２－Ｍ１６ Ｌ－６Ｌ－６Ｌ－６Ｌ－６Ｌ－６Ｌ－６Ｌ－６Ｈ－１２５ｘ１２５ｘ６．５ｘ９Ｈ－１２５ｘ１２５ｘ６．５ｘ９Ｈ－１２５ｘ１２５ｘ６．５ｘ９Ｈ－１２５ｘ１２５ｘ６．５ｘ９Ｈ－１２５ｘ１２５ｘ６．５ｘ９Ｈ－１２５ｘ１２５ｘ６．５ｘ９Ｈ－１２５ｘ１２５ｘ６．５ｘ９２２２２２２２ＰＰＰＰＰＰＰ

ＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰ０１０１０１０１０１０１０１ ２－Ｍ２０２－Ｍ２０２－Ｍ２０２－Ｍ２０２－Ｍ２０２－Ｍ２０２－Ｍ２０

Ｈ－１９４ｘ１５０ｘ６ｘ９Ｈ－１９４ｘ１５０ｘ６ｘ９Ｈ－１９４ｘ１５０ｘ６ｘ９Ｈ－１９４ｘ１５０ｘ６ｘ９Ｈ－１９４ｘ１５０ｘ６ｘ９Ｈ－１９４ｘ１５０ｘ６ｘ９Ｈ－１９４ｘ１５０ｘ６ｘ９１１１１１１１ｃＧｃＧｃＧｃＧｃＧｃＧｃＧ

Ｈ－１９４ｘ１５０ｘ６ｘ９Ｈ－１９４ｘ１５０ｘ６ｘ９Ｈ－１９４ｘ１５０ｘ６ｘ９Ｈ－１９４ｘ１５０ｘ６ｘ９Ｈ－１９４ｘ１５０ｘ６ｘ９Ｈ－１９４ｘ１５０ｘ６ｘ９Ｈ－１９４ｘ１５０ｘ６ｘ９ｃＧｃＧｃＧｃＧｃＧｃＧｃＧ０１０１０１０１０１０１０１

ＰＰＰＰＰＰＰＬ－９Ｌ－９Ｌ－９Ｌ－９Ｌ－９Ｌ－９Ｌ－９
ＰＰＰＰＰＰＰＬ－９Ｌ－９Ｌ－９Ｌ－９Ｌ－９Ｌ－９Ｌ－９

ＰＰＰＰＰＰＰＬ－９Ｌ－９Ｌ－９Ｌ－９Ｌ－９Ｌ－９Ｌ－９
ＰＰＰＰＰＰＰＬ－９Ｌ－９Ｌ－９Ｌ－９Ｌ－９Ｌ－９Ｌ－９

６－Ｍ１６６－Ｍ１６６－Ｍ１６６－Ｍ１６６－Ｍ１６６－Ｍ１６６－Ｍ１６ ２Ｐ２Ｐ２Ｐ２Ｐ２Ｐ２Ｐ２ＰＬ－６Ｌ－６Ｌ－６Ｌ－６Ｌ－６Ｌ－６Ｌ－６ ６０６０６０６０６０６０６０４－Ｍ１６４－Ｍ１６４－Ｍ１６４－Ｍ１６４－Ｍ１６４－Ｍ１６４－Ｍ１６

２Ｐ２Ｐ２Ｐ２Ｐ２Ｐ２Ｐ２ＰＬ－６Ｌ－６Ｌ－６Ｌ－６Ｌ－６Ｌ－６Ｌ－６ ６０６０６０６０６０６０６０４－Ｍ１６４－Ｍ１６４－Ｍ１６４－Ｍ１６４－Ｍ１６４－Ｍ１６４－Ｍ１６ ２－Ｍ１６２－Ｍ１６２－Ｍ１６２－Ｍ１６２－Ｍ１６２－Ｍ１６２－Ｍ１６

Ｌ－１２Ｌ－１２Ｌ－１２Ｌ－１２Ｌ－１２Ｌ－１２Ｌ－１２

８－Ｍ２０８－Ｍ２０８－Ｍ２０８－Ｍ２０８－Ｍ２０８－Ｍ２０８－Ｍ２０
ＰＰＰＰＰＰＰ 端部：ＳＮ４００Ｂ端部：ＳＮ４００Ｂ端部：ＳＮ４００Ｂ端部：ＳＮ４００Ｂ端部：ＳＮ４００Ｂ端部：ＳＮ４００Ｂ端部：ＳＮ４００Ｂ

中央：ＳＳ４００中央：ＳＳ４００中央：ＳＳ４００中央：ＳＳ４００中央：ＳＳ４００中央：ＳＳ４００中央：ＳＳ４００ＰＰＰＰＰＰＰ
６－Ｍ２０６－Ｍ２０６－Ｍ２０６－Ｍ２０６－Ｍ２０６－Ｍ２０６－Ｍ２０Ｌ－１２Ｌ－１２Ｌ－１２Ｌ－１２Ｌ－１２Ｌ－１２Ｌ－１２

Ｌ－１２Ｌ－１２Ｌ－１２Ｌ－１２Ｌ－１２Ｌ－１２Ｌ－１２Ｈ－３４０ｘ２５０ｘ９ｘ１４Ｈ－３４０ｘ２５０ｘ９ｘ１４Ｈ－３４０ｘ２５０ｘ９ｘ１４Ｈ－３４０ｘ２５０ｘ９ｘ１４Ｈ－３４０ｘ２５０ｘ９ｘ１４Ｈ－３４０ｘ２５０ｘ９ｘ１４Ｈ－３４０ｘ２５０ｘ９ｘ１４ ２Ｐ２Ｐ２Ｐ２Ｐ２Ｐ２Ｐ２ＰＬ－９Ｌ－９Ｌ－９Ｌ－９Ｌ－９Ｌ－９Ｌ－９ ６０６０６０６０６０６０６０

８－Ｍ２０８－Ｍ２０８－Ｍ２０８－Ｍ２０８－Ｍ２０８－Ｍ２０８－Ｍ２０
ＰＰＰＰＰＰＰ 端部：ＳＮ４００Ｂ端部：ＳＮ４００Ｂ端部：ＳＮ４００Ｂ端部：ＳＮ４００Ｂ端部：ＳＮ４００Ｂ端部：ＳＮ４００Ｂ端部：ＳＮ４００Ｂ

中央：ＳＳ４００中央：ＳＳ４００中央：ＳＳ４００中央：ＳＳ４００中央：ＳＳ４００中央：ＳＳ４００中央：ＳＳ４００ＰＰＰＰＰＰＰ
６－Ｍ２０６－Ｍ２０６－Ｍ２０６－Ｍ２０６－Ｍ２０６－Ｍ２０６－Ｍ２０Ｌ－１２Ｌ－１２Ｌ－１２Ｌ－１２Ｌ－１２Ｌ－１２Ｌ－１２

Ｌ－１２Ｌ－１２Ｌ－１２Ｌ－１２Ｌ－１２Ｌ－１２Ｌ－１２Ｈ－３４０ｘ２５０ｘ９ｘ１４Ｈ－３４０ｘ２５０ｘ９ｘ１４Ｈ－３４０ｘ２５０ｘ９ｘ１４Ｈ－３４０ｘ２５０ｘ９ｘ１４Ｈ－３４０ｘ２５０ｘ９ｘ１４Ｈ－３４０ｘ２５０ｘ９ｘ１４Ｈ－３４０ｘ２５０ｘ９ｘ１４ ２Ｐ２Ｐ２Ｐ２Ｐ２Ｐ２Ｐ２ＰＬ－９Ｌ－９Ｌ－９Ｌ－９Ｌ－９Ｌ－９Ｌ－９ ６０６０６０６０６０６０６０
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ＲＲＲＲＲＲＲＧＧＧＧＧＧＧ３３３３３３３ Y1通りｷｬﾝﾊﾞｰ10mm確保Y1通りｷｬﾝﾊﾞｰ10mm確保Y1通りｷｬﾝﾊﾞｰ10mm確保Y1通りｷｬﾝﾊﾞｰ10mm確保Y1通りｷｬﾝﾊﾞｰ10mm確保Y1通りｷｬﾝﾊﾞｰ10mm確保Y1通りｷｬﾝﾊﾞｰ10mm確保

SN490CSN490CSN490CSN490CSN490CSN490CSN490C SN490CSN490CSN490CSN490CSN490CSN490CSN490C

符　号符　号符　号符　号符　号符　号符　号 鉄　　骨鉄　　骨鉄　　骨鉄　　骨鉄　　骨鉄　　骨鉄　　骨

部材リスト部材リスト部材リスト部材リスト部材リスト部材リスト部材リスト 柱脚リスト柱脚リスト柱脚リスト柱脚リスト柱脚リスト柱脚リスト柱脚リスト
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Ｈ－３５０ｘ１７５ｘ７ｘ１１Ｈ－３５０ｘ１７５ｘ７ｘ１１Ｈ－３５０ｘ１７５ｘ７ｘ１１Ｈ－３５０ｘ１７５ｘ７ｘ１１Ｈ－３５０ｘ１７５ｘ７ｘ１１Ｈ－３５０ｘ１７５ｘ７ｘ１１Ｈ－３５０ｘ１７５ｘ７ｘ１１

Ｈ－４５０ｘ２００ｘ９ｘ１４Ｈ－４５０ｘ２００ｘ９ｘ１４Ｈ－４５０ｘ２００ｘ９ｘ１４Ｈ－４５０ｘ２００ｘ９ｘ１４Ｈ－４５０ｘ２００ｘ９ｘ１４Ｈ－４５０ｘ２００ｘ９ｘ１４Ｈ－４５０ｘ２００ｘ９ｘ１４

・管理棟：設計地耐力＝５０ kN/㎡(長期)・管理棟：設計地耐力＝５０ kN/㎡(長期)・管理棟：設計地耐力＝５０ kN/㎡(長期)・管理棟：設計地耐力＝５０ kN/㎡(長期)・管理棟：設計地耐力＝５０ kN/㎡(長期)・管理棟：設計地耐力＝５０ kN/㎡(長期)・管理棟：設計地耐力＝５０ kN/㎡(長期)

・ダンス競技場棟：設計地耐力＝７５ kN/㎡(長期)・ダンス競技場棟：設計地耐力＝７５ kN/㎡(長期)・ダンス競技場棟：設計地耐力＝７５ kN/㎡(長期)・ダンス競技場棟：設計地耐力＝７５ kN/㎡(長期)・ダンス競技場棟：設計地耐力＝７５ kN/㎡(長期)・ダンス競技場棟：設計地耐力＝７５ kN/㎡(長期)・ダンス競技場棟：設計地耐力＝７５ kN/㎡(長期)
砕石パイル工法併用砕石パイル工法併用砕石パイル工法併用砕石パイル工法併用砕石パイル工法併用砕石パイル工法併用砕石パイル工法併用

（ＪＩＳ　Ｈ　８６４１　＜ＨＤＺＴ ７７＞）　（ＪＩＳ　Ｈ　８６４１　＜ＨＤＺＴ ７７＞）　（ＪＩＳ　Ｈ　８６４１　＜ＨＤＺＴ ７７＞）　（ＪＩＳ　Ｈ　８６４１　＜ＨＤＺＴ ７７＞）　（ＪＩＳ　Ｈ　８６４１　＜ＨＤＺＴ ７７＞）　（ＪＩＳ　Ｈ　８６４１　＜ＨＤＺＴ ７７＞）　（ＪＩＳ　Ｈ　８６４１　＜ＨＤＺＴ ７７＞）　
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ＰＰＰＰＰＰＰＬ－１２Ｌ－１２Ｌ－１２Ｌ－１２Ｌ－１２Ｌ－１２Ｌ－１２

６－Ｍ２０６－Ｍ２０６－Ｍ２０６－Ｍ２０６－Ｍ２０６－Ｍ２０６－Ｍ２０

Ｈ－１７５ｘ１７５ｘ７.５ｘ１１Ｈ－１７５ｘ１７５ｘ７.５ｘ１１Ｈ－１７５ｘ１７５ｘ７.５ｘ１１Ｈ－１７５ｘ１７５ｘ７.５ｘ１１Ｈ－１７５ｘ１７５ｘ７.５ｘ１１Ｈ－１７５ｘ１７５ｘ７.５ｘ１１Ｈ－１７５ｘ１７５ｘ７.５ｘ１１
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矩形

00123181
テキストボックス
ほか１棟新築本体工事



一級建築士　第344260号　　木元　達也一級建築士　第344260号　　木元　達也一級建築士　第344260号　　木元　達也一級建築士　第344260号　　木元　達也一級建築士　第344260号　　木元　達也一級建築士　第344260号　　木元　達也一級建築士　第344260号　　木元　達也

トラス・アーキテクト株式会社トラス・アーキテクト株式会社トラス・アーキテクト株式会社トラス・アーキテクト株式会社トラス・アーキテクト株式会社トラス・アーキテクト株式会社トラス・アーキテクト株式会社

一級建築士事務所　知事登録　第1-4-16号一級建築士事務所　知事登録　第1-4-16号一級建築士事務所　知事登録　第1-4-16号一級建築士事務所　知事登録　第1-4-16号一級建築士事務所　知事登録　第1-4-16号一級建築士事務所　知事登録　第1-4-16号一級建築士事務所　知事登録　第1-4-16号 ほか１棟新築工事ほか１棟新築工事ほか１棟新築工事ほか１棟新築工事ほか１棟新築工事ほか１棟新築工事ほか１棟新築工事
スケートボード等専用施設管理棟スケートボード等専用施設管理棟スケートボード等専用施設管理棟スケートボード等専用施設管理棟スケートボード等専用施設管理棟スケートボード等専用施設管理棟スケートボード等専用施設管理棟

鹿児島市建設局建築部建築課鹿児島市建設局建築部建築課鹿児島市建設局建築部建築課鹿児島市建設局建築部建築課鹿児島市建設局建築部建築課鹿児島市建設局建築部建築課鹿児島市建設局建築部建築課
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管理棟砕石ﾊﾟｲﾙ伏図　S=1/100管理棟砕石ﾊﾟｲﾙ伏図　S=1/100管理棟砕石ﾊﾟｲﾙ伏図　S=1/100管理棟砕石ﾊﾟｲﾙ伏図　S=1/100管理棟砕石ﾊﾟｲﾙ伏図　S=1/100管理棟砕石ﾊﾟｲﾙ伏図　S=1/100管理棟砕石ﾊﾟｲﾙ伏図　S=1/100

管理棟：砕石パイル伏図、基礎伏図管理棟：砕石パイル伏図、基礎伏図管理棟：砕石パイル伏図、基礎伏図管理棟：砕石パイル伏図、基礎伏図管理棟：砕石パイル伏図、基礎伏図管理棟：砕石パイル伏図、基礎伏図管理棟：砕石パイル伏図、基礎伏図

※現地盤により改良長を確認の事。※現地盤により改良長を確認の事。※現地盤により改良長を確認の事。※現地盤により改良長を確認の事。※現地盤により改良長を確認の事。※現地盤により改良長を確認の事。※現地盤により改良長を確認の事。

※地盤改良施工後、表面波探査に依り耐力確認を行う。※地盤改良施工後、表面波探査に依り耐力確認を行う。※地盤改良施工後、表面波探査に依り耐力確認を行う。※地盤改良施工後、表面波探査に依り耐力確認を行う。※地盤改良施工後、表面波探査に依り耐力確認を行う。※地盤改良施工後、表面波探査に依り耐力確認を行う。※地盤改良施工後、表面波探査に依り耐力確認を行う。
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管理棟基礎伏図　S=1/100管理棟基礎伏図　S=1/100管理棟基礎伏図　S=1/100管理棟基礎伏図　S=1/100管理棟基礎伏図　S=1/100管理棟基礎伏図　S=1/100管理棟基礎伏図　S=1/100
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※令和７年度版　公共建築工事標準仕様書※令和７年度版　公共建築工事標準仕様書※令和７年度版　公共建築工事標準仕様書※令和７年度版　公共建築工事標準仕様書※令和７年度版　公共建築工事標準仕様書※令和７年度版　公共建築工事標準仕様書※令和７年度版　公共建築工事標準仕様書
  (建築工事編) 各部配筋 参考図第７設及び  (建築工事編) 各部配筋 参考図第７設及び  (建築工事編) 各部配筋 参考図第７設及び  (建築工事編) 各部配筋 参考図第７設及び  (建築工事編) 各部配筋 参考図第７設及び  (建築工事編) 各部配筋 参考図第７設及び  (建築工事編) 各部配筋 参考図第７設及び
   S-05､１１梁貫通補強による。　   S-05､１１梁貫通補強による。　   S-05､１１梁貫通補強による。　   S-05､１１梁貫通補強による。　   S-05､１１梁貫通補強による。　   S-05､１１梁貫通補強による。　   S-05､１１梁貫通補強による。　

（給排水設備スリーブ）（給排水設備スリーブ）（給排水設備スリーブ）（給排水設備スリーブ）（給排水設備スリーブ）（給排水設備スリーブ）（給排水設備スリーブ）
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位置は、設備業者に確認の上決定すること。位置は、設備業者に確認の上決定すること。位置は、設備業者に確認の上決定すること。位置は、設備業者に確認の上決定すること。位置は、設備業者に確認の上決定すること。位置は、設備業者に確認の上決定すること。位置は、設備業者に確認の上決定すること。
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地盤改良砕石パイル工法要領地盤改良砕石パイル工法要領地盤改良砕石パイル工法要領地盤改良砕石パイル工法要領地盤改良砕石パイル工法要領地盤改良砕石パイル工法要領地盤改良砕石パイル工法要領
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ほか１棟新築本体工事



一級建築士　第344260号　　木元　達也一級建築士　第344260号　　木元　達也一級建築士　第344260号　　木元　達也一級建築士　第344260号　　木元　達也一級建築士　第344260号　　木元　達也一級建築士　第344260号　　木元　達也一級建築士　第344260号　　木元　達也

トラス・アーキテクト株式会社トラス・アーキテクト株式会社トラス・アーキテクト株式会社トラス・アーキテクト株式会社トラス・アーキテクト株式会社トラス・アーキテクト株式会社トラス・アーキテクト株式会社

一級建築士事務所　知事登録　第1-4-16号一級建築士事務所　知事登録　第1-4-16号一級建築士事務所　知事登録　第1-4-16号一級建築士事務所　知事登録　第1-4-16号一級建築士事務所　知事登録　第1-4-16号一級建築士事務所　知事登録　第1-4-16号一級建築士事務所　知事登録　第1-4-16号 ほか１棟新築工事ほか１棟新築工事ほか１棟新築工事ほか１棟新築工事ほか１棟新築工事ほか１棟新築工事ほか１棟新築工事
スケートボード等専用施設管理棟スケートボード等専用施設管理棟スケートボード等専用施設管理棟スケートボード等専用施設管理棟スケートボード等専用施設管理棟スケートボード等専用施設管理棟スケートボード等専用施設管理棟

鹿児島市建設局建築部建築課鹿児島市建設局建築部建築課鹿児島市建設局建築部建築課鹿児島市建設局建築部建築課鹿児島市建設局建築部建築課鹿児島市建設局建築部建築課鹿児島市建設局建築部建築課
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ダンス競技場基礎伏図　S=1/100ダンス競技場基礎伏図　S=1/100ダンス競技場基礎伏図　S=1/100ダンス競技場基礎伏図　S=1/100ダンス競技場基礎伏図　S=1/100ダンス競技場基礎伏図　S=1/100ダンス競技場基礎伏図　S=1/100
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ダンス競技場砕石パイル伏図　S=1/100ダンス競技場砕石パイル伏図　S=1/100ダンス競技場砕石パイル伏図　S=1/100ダンス競技場砕石パイル伏図　S=1/100ダンス競技場砕石パイル伏図　S=1/100ダンス競技場砕石パイル伏図　S=1/100ダンス競技場砕石パイル伏図　S=1/100

※現地盤により改良長を確認の事。※現地盤により改良長を確認の事。※現地盤により改良長を確認の事。※現地盤により改良長を確認の事。※現地盤により改良長を確認の事。※現地盤により改良長を確認の事。※現地盤により改良長を確認の事。

※地盤改良施工後、表面波探査に依り耐力確認を行う。※地盤改良施工後、表面波探査に依り耐力確認を行う。※地盤改良施工後、表面波探査に依り耐力確認を行う。※地盤改良施工後、表面波探査に依り耐力確認を行う。※地盤改良施工後、表面波探査に依り耐力確認を行う。※地盤改良施工後、表面波探査に依り耐力確認を行う。※地盤改良施工後、表面波探査に依り耐力確認を行う。
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パイル径パイル径パイル径パイル径パイル径パイル径パイル径

符　号符　号符　号符　号符　号符　号符　号
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ダンス競技棟：砕石パイル伏図、基礎伏図ダンス競技棟：砕石パイル伏図、基礎伏図ダンス競技棟：砕石パイル伏図、基礎伏図ダンス競技棟：砕石パイル伏図、基礎伏図ダンス競技棟：砕石パイル伏図、基礎伏図ダンス競技棟：砕石パイル伏図、基礎伏図ダンス競技棟：砕石パイル伏図、基礎伏図
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地盤改良砕石パイル工法要領地盤改良砕石パイル工法要領地盤改良砕石パイル工法要領地盤改良砕石パイル工法要領地盤改良砕石パイル工法要領地盤改良砕石パイル工法要領地盤改良砕石パイル工法要領
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一級建築士　第344260号　　木元　達也一級建築士　第344260号　　木元　達也一級建築士　第344260号　　木元　達也一級建築士　第344260号　　木元　達也一級建築士　第344260号　　木元　達也一級建築士　第344260号　　木元　達也一級建築士　第344260号　　木元　達也

トラス・アーキテクト株式会社トラス・アーキテクト株式会社トラス・アーキテクト株式会社トラス・アーキテクト株式会社トラス・アーキテクト株式会社トラス・アーキテクト株式会社トラス・アーキテクト株式会社

一級建築士事務所　知事登録　第1-4-16号一級建築士事務所　知事登録　第1-4-16号一級建築士事務所　知事登録　第1-4-16号一級建築士事務所　知事登録　第1-4-16号一級建築士事務所　知事登録　第1-4-16号一級建築士事務所　知事登録　第1-4-16号一級建築士事務所　知事登録　第1-4-16号 ほか１棟新築工事ほか１棟新築工事ほか１棟新築工事ほか１棟新築工事ほか１棟新築工事ほか１棟新築工事ほか１棟新築工事
スケートボード等専用施設管理棟スケートボード等専用施設管理棟スケートボード等専用施設管理棟スケートボード等専用施設管理棟スケートボード等専用施設管理棟スケートボード等専用施設管理棟スケートボード等専用施設管理棟

鹿児島市建設局建築部建築課鹿児島市建設局建築部建築課鹿児島市建設局建築部建築課鹿児島市建設局建築部建築課鹿児島市建設局建築部建築課鹿児島市建設局建築部建築課鹿児島市建設局建築部建築課

基礎・地中梁リスト(管理棟)基礎・地中梁リスト(管理棟)基礎・地中梁リスト(管理棟)基礎・地中梁リスト(管理棟)基礎・地中梁リスト(管理棟)基礎・地中梁リスト(管理棟)基礎・地中梁リスト(管理棟)

巾止め筋はD10-@1,000以下。巾止め筋はD10-@1,000以下。巾止め筋はD10-@1,000以下。巾止め筋はD10-@1,000以下。巾止め筋はD10-@1,000以下。巾止め筋はD10-@1,000以下。巾止め筋はD10-@1,000以下。

２段筋のあきは1.5d（ｄ：鉄筋径）とする。２段筋のあきは1.5d（ｄ：鉄筋径）とする。２段筋のあきは1.5d（ｄ：鉄筋径）とする。２段筋のあきは1.5d（ｄ：鉄筋径）とする。２段筋のあきは1.5d（ｄ：鉄筋径）とする。２段筋のあきは1.5d（ｄ：鉄筋径）とする。２段筋のあきは1.5d（ｄ：鉄筋径）とする。
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P1・P1A台柱配筋図　S=1:40P1・P1A台柱配筋図　S=1:40P1・P1A台柱配筋図　S=1:40P1・P1A台柱配筋図　S=1:40P1・P1A台柱配筋図　S=1:40P1・P1A台柱配筋図　S=1:40P1・P1A台柱配筋図　S=1:40
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土間コンクリ－ト配筋図　土間コンクリ－ト配筋図　土間コンクリ－ト配筋図　土間コンクリ－ト配筋図　土間コンクリ－ト配筋図　土間コンクリ－ト配筋図　土間コンクリ－ト配筋図　 Ｓ＝１：４０Ｓ＝１：４０Ｓ＝１：４０Ｓ＝１：４０Ｓ＝１：４０Ｓ＝１：４０Ｓ＝１：４０

※印寸法は意匠図に依る 。※印寸法は意匠図に依る 。※印寸法は意匠図に依る 。※印寸法は意匠図に依る 。※印寸法は意匠図に依る 。※印寸法は意匠図に依る 。※印寸法は意匠図に依る 。

S=1:40S=1:40S=1:40S=1:40S=1:40S=1:40S=1:40外部巾木配筋図外部巾木配筋図外部巾木配筋図外部巾木配筋図外部巾木配筋図外部巾木配筋図外部巾木配筋図

1-D131-D131-D131-D131-D131-D131-D13

120120120120120120120

1-D131-D131-D131-D131-D131-D131-D13

120120120120120120120

L
2L
2

L
2
L
2 L
2

L
2

L
2

G.LG.LG.LG.LG.LG.LG.L

6
06
0

6
0
6
0 6
0
6
0

6
0

10
0

10
0

10
0

10
0

10
0

10
0

10
0

15
0

15
0

15
0

15
0

15
0

15
0

15
0

D10-@200D10-@200D10-@200D10-@200D10-@200D10-@200D10-@200 D10-@200D10-@200D10-@200D10-@200D10-@200D10-@200D10-@200

3
0
0

8
0
0

5
0

3
0
0

8
0
0

5
0

30
0

30
0

30
0

30
0

50

8
0
0

5
0 50

8
0
0

5
0 50

1
50

1
00

1
00 1
50

1
00

1
00 1
50

1
00

1
0
0

1
0
0

400

400

1
5
0

3
0

5
0

3
0
0

3
5
0

6
0

400 300

3
5
0

3
5
0

D13-@400D13-@400D13-@400D13-@400D13-@400D13-@400D13-@400

D13-@200D13-@200D13-@200D13-@200D13-@200D13-@200D13-@200

D13-@200(D)D13-@200(D)D13-@200(D)D13-@200(D)D13-@200(D)D13-@200(D)D13-@200(D)

50505050505050 1,0001,0001,0001,0001,0001,0001,000 230230230230230230230

00123181
矩形

00123181
テキストボックス
ほか１棟新築本体工事



一級建築士　第344260号　　木元　達也一級建築士　第344260号　　木元　達也一級建築士　第344260号　　木元　達也一級建築士　第344260号　　木元　達也一級建築士　第344260号　　木元　達也一級建築士　第344260号　　木元　達也一級建築士　第344260号　　木元　達也

トラス・アーキテクト株式会社トラス・アーキテクト株式会社トラス・アーキテクト株式会社トラス・アーキテクト株式会社トラス・アーキテクト株式会社トラス・アーキテクト株式会社トラス・アーキテクト株式会社

一級建築士事務所　知事登録　第1-4-16号一級建築士事務所　知事登録　第1-4-16号一級建築士事務所　知事登録　第1-4-16号一級建築士事務所　知事登録　第1-4-16号一級建築士事務所　知事登録　第1-4-16号一級建築士事務所　知事登録　第1-4-16号一級建築士事務所　知事登録　第1-4-16号 ほか１棟新築工事ほか１棟新築工事ほか１棟新築工事ほか１棟新築工事ほか１棟新築工事ほか１棟新築工事ほか１棟新築工事
スケートボード等専用施設管理棟スケートボード等専用施設管理棟スケートボード等専用施設管理棟スケートボード等専用施設管理棟スケートボード等専用施設管理棟スケートボード等専用施設管理棟スケートボード等専用施設管理棟

鹿児島市建設局建築部建築課鹿児島市建設局建築部建築課鹿児島市建設局建築部建築課鹿児島市建設局建築部建築課鹿児島市建設局建築部建築課鹿児島市建設局建築部建築課鹿児島市建設局建築部建築課
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基礎リスト(ダンス競技棟)基礎リスト(ダンス競技棟)基礎リスト(ダンス競技棟)基礎リスト(ダンス競技棟)基礎リスト(ダンス競技棟)基礎リスト(ダンス競技棟)基礎リスト(ダンス競技棟) Ｓ＝1:40Ｓ＝1:40Ｓ＝1:40Ｓ＝1:40Ｓ＝1:40Ｓ＝1:40Ｓ＝1:40
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土間コンクリ－ト配筋図　土間コンクリ－ト配筋図　土間コンクリ－ト配筋図　土間コンクリ－ト配筋図　土間コンクリ－ト配筋図　土間コンクリ－ト配筋図　土間コンクリ－ト配筋図　 Ｓ＝１：４０Ｓ＝１：４０Ｓ＝１：４０Ｓ＝１：４０Ｓ＝１：４０Ｓ＝１：４０Ｓ＝１：４０
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符　号符　号符　号符　号符　号符　号符　号

位　置位　置位　置位　置位　置位　置位　置

断  面断  面断  面断  面断  面断  面断  面

上端筋上端筋上端筋上端筋上端筋上端筋上端筋

下端筋下端筋下端筋下端筋下端筋下端筋下端筋

腹　筋腹　筋腹　筋腹　筋腹　筋腹　筋腹　筋
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地中梁リスト(ダンス競技棟)地中梁リスト(ダンス競技棟)地中梁リスト(ダンス競技棟)地中梁リスト(ダンス競技棟)地中梁リスト(ダンス競技棟)地中梁リスト(ダンス競技棟)地中梁リスト(ダンス競技棟) S=1：40S=1：40S=1：40S=1：40S=1：40S=1：40S=1：40 巾止め筋はD10-@1,000以下，２段筋のあきは1.5d（ｄ：鉄筋径）とする．巾止め筋はD10-@1,000以下，２段筋のあきは1.5d（ｄ：鉄筋径）とする．巾止め筋はD10-@1,000以下，２段筋のあきは1.5d（ｄ：鉄筋径）とする．巾止め筋はD10-@1,000以下，２段筋のあきは1.5d（ｄ：鉄筋径）とする．巾止め筋はD10-@1,000以下，２段筋のあきは1.5d（ｄ：鉄筋径）とする．巾止め筋はD10-@1,000以下，２段筋のあきは1.5d（ｄ：鉄筋径）とする．巾止め筋はD10-@1,000以下，２段筋のあきは1.5d（ｄ：鉄筋径）とする．
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Y2～Y4通り軸組図　S=1/100Y2～Y4通り軸組図　S=1/100Y2～Y4通り軸組図　S=1/100Y2～Y4通り軸組図　S=1/100Y2～Y4通り軸組図　S=1/100Y2～Y4通り軸組図　S=1/100Y2～Y4通り軸組図　S=1/100 Y5通り軸組図　S=1/100Y5通り軸組図　S=1/100Y5通り軸組図　S=1/100Y5通り軸組図　S=1/100Y5通り軸組図　S=1/100Y5通り軸組図　S=1/100Y5通り軸組図　S=1/100
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（位置はサイディング割付による）とする。（位置はサイディング割付による）とする。（位置はサイディング割付による）とする。（位置はサイディング割付による）とする。（位置はサイディング割付による）とする。（位置はサイディング割付による）とする。（位置はサイディング割付による）とする。

横胴縁はC-100x50x20x2.3-@455を示す。横胴縁はC-100x50x20x2.3-@455を示す。横胴縁はC-100x50x20x2.3-@455を示す。横胴縁はC-100x50x20x2.3-@455を示す。横胴縁はC-100x50x20x2.3-@455を示す。横胴縁はC-100x50x20x2.3-@455を示す。横胴縁はC-100x50x20x2.3-@455を示す。

縦胴縁はC-100x50x20x2.3-@455を示す。縦胴縁はC-100x50x20x2.3-@455を示す。縦胴縁はC-100x50x20x2.3-@455を示す。縦胴縁はC-100x50x20x2.3-@455を示す。縦胴縁はC-100x50x20x2.3-@455を示す。縦胴縁はC-100x50x20x2.3-@455を示す。縦胴縁はC-100x50x20x2.3-@455を示す。

※サイディング継ぎ目は2C-100x50x20x2.3※サイディング継ぎ目は2C-100x50x20x2.3※サイディング継ぎ目は2C-100x50x20x2.3※サイディング継ぎ目は2C-100x50x20x2.3※サイディング継ぎ目は2C-100x50x20x2.3※サイディング継ぎ目は2C-100x50x20x2.3※サイディング継ぎ目は2C-100x50x20x2.3

印は2C-100x50x20x2.3を示す。印は2C-100x50x20x2.3を示す。印は2C-100x50x20x2.3を示す。印は2C-100x50x20x2.3を示す。印は2C-100x50x20x2.3を示す。印は2C-100x50x20x2.3を示す。印は2C-100x50x20x2.3を示す。

軸組図共通事項軸組図共通事項軸組図共通事項軸組図共通事項軸組図共通事項軸組図共通事項軸組図共通事項

Y1通り軸組図　S=1/100Y1通り軸組図　S=1/100Y1通り軸組図　S=1/100Y1通り軸組図　S=1/100Y1通り軸組図　S=1/100Y1通り軸組図　S=1/100Y1通り軸組図　S=1/100
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X2通り軸組図　S=1/100X2通り軸組図　S=1/100X2通り軸組図　S=1/100X2通り軸組図　S=1/100X2通り軸組図　S=1/100X2通り軸組図　S=1/100X2通り軸組図　S=1/100X1通り軸組図　S=1/100X1通り軸組図　S=1/100X1通り軸組図　S=1/100X1通り軸組図　S=1/100X1通り軸組図　S=1/100X1通り軸組図　S=1/100X1通り軸組図　S=1/100
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ほか１棟新築本体工事



一級建築士　第344260号　　木元　達也一級建築士　第344260号　　木元　達也一級建築士　第344260号　　木元　達也一級建築士　第344260号　　木元　達也一級建築士　第344260号　　木元　達也一級建築士　第344260号　　木元　達也一級建築士　第344260号　　木元　達也

トラス・アーキテクト株式会社トラス・アーキテクト株式会社トラス・アーキテクト株式会社トラス・アーキテクト株式会社トラス・アーキテクト株式会社トラス・アーキテクト株式会社トラス・アーキテクト株式会社

一級建築士事務所　知事登録　第1-4-16号一級建築士事務所　知事登録　第1-4-16号一級建築士事務所　知事登録　第1-4-16号一級建築士事務所　知事登録　第1-4-16号一級建築士事務所　知事登録　第1-4-16号一級建築士事務所　知事登録　第1-4-16号一級建築士事務所　知事登録　第1-4-16号 ほか１棟新築工事ほか１棟新築工事ほか１棟新築工事ほか１棟新築工事ほか１棟新築工事ほか１棟新築工事ほか１棟新築工事
スケートボード等専用施設管理棟スケートボード等専用施設管理棟スケートボード等専用施設管理棟スケートボード等専用施設管理棟スケートボード等専用施設管理棟スケートボード等専用施設管理棟スケートボード等専用施設管理棟

鹿児島市建設局建築部建築課鹿児島市建設局建築部建築課鹿児島市建設局建築部建築課鹿児島市建設局建築部建築課鹿児島市建設局建築部建築課鹿児島市建設局建築部建築課鹿児島市建設局建築部建築課

▽BP▽BP▽BP▽BP▽BP▽BP▽BPL下端L下端L下端L下端L下端L下端L下端

X1X1X1X1X1X1X1 X2X2X2X2X2X2X2

Y2通り軸組図　S=1/100Y2通り軸組図　S=1/100Y2通り軸組図　S=1/100Y2通り軸組図　S=1/100Y2通り軸組図　S=1/100Y2通り軸組図　S=1/100Y2通り軸組図　S=1/100
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(ダンス競技場)(ダンス競技場)(ダンス競技場)(ダンス競技場)(ダンス競技場)(ダンス競技場)(ダンス競技場)

C2C2C2C2C2C2C2 C2C2C2C2C2C2C2P2P2P2P2P2P2P2P2P2P2P2P2P2P2

X1X1X1X1X1X1X1 X2X2X2X2X2X2X2

▽設計GL▽設計GL▽設計GL▽設計GL▽設計GL▽設計GL▽設計GL
▽BP▽BP▽BP▽BP▽BP▽BP▽BPL下端L下端L下端L下端L下端L下端L下端
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ダンス競技場屋根伏図　S=1/100ダンス競技場屋根伏図　S=1/100ダンス競技場屋根伏図　S=1/100ダンス競技場屋根伏図　S=1/100ダンス競技場屋根伏図　S=1/100ダンス競技場屋根伏図　S=1/100ダンス競技場屋根伏図　S=1/100
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